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奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅲ
―
背
面
銘
文
刻
と
成
立
過
程
及
び
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て―
廣
　
瀨
　
裕
　
之
　 
漆
　
原
　
　
　
徹
遠
　
藤
　
祐
　
介
H
IRO
SE H
iroyuki
U
RU
SH
IH
A
RA
 T
oru
EN
D
O
 Y
usuke
一
、
は
じ
め
に
本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
初
期
仏
教
を
ま
さ
に
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
日
本
最
古
の
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
刻
の
薬
師
寺
に
あ
る
「
佛
足
石
」に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
注
目
し
、書
道
学（
廣
瀨
）・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
た
も
の
で
、
す
で
に
発
表
し
た
次
の
二
つ
の
共
同
研
究
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―
正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―
左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成
立
過
程―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
上
記
の
論
文
で
発
表
し
た
佛
足
石
正
面
と
左
側
面
銘
文
に
関
す
る
研
究
に
続
き
、
本
稿
で
は
背
面
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
分
析
を
進
め
る
。
最
初
に
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
薬
師
寺
佛
足
石
に
関
わ
っ
た
人
々
の
信
仰
の
あ
り
方
や
成
立
過
程
を
前
号
に
引
き
続
き
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
江
戸
時
代
に
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
間
の
期
間
（
中
世
な
ど
）
に
お
け
る
佛
足
石
の
存
在
を
埋
め
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
今
回
大
阪
と
和
歌
山
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
佛
足
石
の
調
査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
二
、
佛
足
石
背
面
銘
文
の
釈
文
佛
足
石
の
銘
文
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
文
献
と
し
て
次
の
論
文
が
あ
る
。
冒
頭
の
太
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
略
号
と
し
て
示
し
た
。
①
　
旧
↓
薬
師
寺
発
行
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
出
典
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
と
し
て
い
る
）
②
　
新
↓
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
補
訂
版
（
岩
波
　
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
③
　
吉
↓
吉
村
怜
『
天
人
誕
生
図
の
研
究
』
（
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
）
本
書
所
収
の
神
直
石
手
論
文
の
初
出
は
吉
村
怜
「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
者
「
神
直
石
手
」
に
つ
い
て
」
（
『
美
術
史
研
究
』
八
、
一
九
七
一
年
）
④
　
岡
↓
廣
岡
義
隆
「
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
、一
九
九
〇
年
）、『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
基
に
し
つ
つ
更
に
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
注
＊
﹈
及
び
精
拓
本
（
垤
和
本
）
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
た
も
の
が
次
の
太
字
の
釈
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
異
同
の
あ
る
文
字
に
棒
線
を
記
し
、
そ
の
左
側
に
、
先
賢
の
諸
説
を
記
し
た
。
﹇
注
＊
﹈
写
真
　
令
和
元
年
９
月
25
日
付
で
薬
師
寺
に
掲
載
許
可
申
請
、
同
年
10
月
１
日
付
・
薬
師
寺
掲
載
許
可
第
１―
２
６
８
号
に
よ
り
、
飛
鳥
園
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
〈
銘
文
の
行
数
と
釈
文
〉
１
　
至
心
發
願
爲
　
　
　
・
旧
新
吉
：
爲
　
岡
：
為
２
　
亡
夫
人
從
四
位
下
　
　
　
・
旧
新
吉
：
從
　
岡
：
従
３
　
茨
田
郡
主
法
４
　
名
良
式
敬
寫
５
　
釋
迦
如
来
神
　
　
　
・
旧
：
釈
　
新
吉
岡
：
釋
　
　
　
・
旧
広
：
来
　
新
吉
：
來
　
　
　
　
　
＊
五
字
目
は
、
へ
ん
の
字
形
が
「
神
」
「
神
」
に
も
ど
ち
ら
に
　
　
　
　
　
　
も
見
え
る
字
形
を
し
て
い
る
。
６
　
跡
伏
願
夫
人
７
　
之
霊
駕
遊
入
　
　
　
・
旧
岡
：
霊
　
新
吉
：
靈
　
　
　
　
　
・
岡
：
「
遊
」
の
あ
と
に
「
入
」
＊
今
回
の
調
査
で
も
精
密
な
写
真
画
像
と
拓
本
を
過
眼
す
る
と
わ
ず
か
に
残
る
刻
跡
よ
り
「
入
」
が
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
13
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
８
　
无
勝
之
妙
邦
９
　
受
□
□
□
□
之
　
　
　
・
旧
新
：
□
□
□
□
　
吉
：
□
□
　
岡
：
□
□
□
10
　
聖
□
永
脱
有
　
　
　
・
旧
新
吉
：
□
は
言
ベ
ン
　
岡
：
□
　
　
　
　
　
＊
二
字
目
の
□
は
、
飛
鳥
園
撮
影
写
真
で
も
垤
和
本
精
拓
本
で
　
　
　
　
　
　
も
「
言
べ
ん
」
は
過
眼
で
き
る
。
し
か
し
旁
部
及
び
９
行
目
　
　
　
　
　
　
の
中
央
部
に
か
け
て
は
剥
離
に
よ
る
摩
滅
に
よ
り
不
明
。
11
　
漏
高
證
无
爲
同
12
　
霑
三
界
共
契
一
眞
　
　
　
・
旧
新
吉
：
眞
　
岡
：
真
（
書
き
下
し
文
）
至
心
に
発
願
し
、
亡
夫
人
従
四
位
下
茨
田
郡
主
法
名
良
式
の
為
に
、
敬
ん
で
釈
迦
如
来
の
神
跡
を
写
す
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
夫
人
の
霊
、
駕
遊
し
て
無
勝
の
妙
邦
に
入
り
て
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
に
有
漏
を
脱
し
、
無
為
を
高
証
し
、
同
に
三
界
を
霑
し
、
共
に
一
眞
に
契
わ
ん
こ
と
を
。
（
現
代
語
訳
）
真
心
を
持
っ
て
誓
願
を
立
て
、
今
は
亡
き
夫
人
の
従
四
位
下
茨
田
郡
主
、
法
名
は
良
式
の
た
め
に
、
慎
み
敬
っ
て
釈
尊
の
足
跡
を
写
す
。
仏
に
平
伏
し
礼
拝
し
、
夫
人
の
霊
が
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
に
て
悠
々
と
し
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
遠
に
煩
悩
か
ら
と
き
は
な
た
れ
、
悟
り
の
境
地
に
至
り
、迷
い
の
世
界
の
生
き
と
し
生
き
る
者
す
べ
て
に
利
益
が
お
よ
び
、皆
共
に
仏
が
教
え
る
真
理
に
目
覚
め
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
三
、
原
刻
写
真
と
精
拓
本
の
比
較
に
よ
る
　
　
刻
さ
れ
た
書
線
の
検
討
薬
師
寺
佛
足
石
側
面
の
銘
文
は
、
ど
の
面
も
概
ね
風
化
に
よ
り
摩
滅
し
て
い
る
が
、
背
面
は
、
正
面
刻
や
右
側
面
刻
と
比
べ
る
と
、
剥
落
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
刻
線
は
比
較
的
明
瞭
な
方
で
あ
る
。
正
面
・
左
右
の
側
面
は
、
肉
眼
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
在
、
佛
足
石
の
背
面
が
、
堂
内
の
壁
面
と
ほ
ぼ
接
す
る
に
近
い
状
態
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
刻
線
を
肉
眼
で
直
接
確
か
め
な
が
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
今
回
の
背
面
銘
文
調
査
及
び
復
元
に
あ
た
っ
て
も
前
回
の
研
究
と
同
様
に
新
倉
垤
斎
・
金
木
和
子
両
氏
が
昭
和
四
十
七
年
に
採
拓
し
た
精
拓
本
（
垤
和
本
）
を
頼
り
に
、
復
元
作
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
か
つ
て
佛
足
石
移
動
時
に
飛
鳥
園
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
背
面
の
現
刻
写
真
画
像
と
も
比
較
検
討
し
な
が
ら
（
表
１
参
照
）
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
更
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
北
魏
時
代
の
書
の
古
典
を
参
照
し
て
導
き
出
し
た
も
の
が
表
１
の
下
部
に
示
し
た
一
次
補
正
・
二
次
補
正
で
あ
る
。
佛
足
石
背
面
の
銘
文
の
周
囲
に
刻
さ
れ
て
い
る
枠
（
方
格
）
の
寸
法
は
横
巾
66
㎝
、
縦
の
寸
法
に
つ
い
て
は
最
も
長
い
右
側
が
28
・
５
㎝
、
中
央
部
の
狭
い
箇
所
が
25
㎝
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
、
最
も
大
き
い
「
釋
」
字
は
、
横
４
㎝
、
縦
５
㎝
で
あ
り
、
小
さ
い
文
字
は
２
㎝
角
で
あ
る
。
ち
な
み
に
佛
足
石
の
右
側
面
に
唯
一
刻
さ
れ
た
銘
文
（
本
稿
第
４
節
末
尾
の
写
真
２
）
の
大
き
さ
（
枠
﹇
方
格
﹈
の
寸
法
）
は
、
上
部
の
横
が
12
㎝
、
下
部
の
横
が
11
・
５
㎝
、
縦
が
18
㎝
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
記
し
て
お
く
。
１
、
至
・
・
拓
本
（
原
拓
）
で
は
、
二
画
目
の
横
画
の
位
置
が
刻
線
と
傷
に
よ
り
二
通
り
推
定
で
き
、
特
定
に
困
っ
た
が
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
正
し
い
位
置
が
判
定
で
き
た
。
同
様
に
最
終
画
の
起
筆
と
収
筆
の
位
置
と
太
さ
に
つ
い
て
も
写
真
に
よ
り
判
定
で
き
た
。
２
、
心
・
・
原
刻
写
真
に
よ
っ
て
一
画
目
の
点
の
位
置
が
特
定
で
き
た
。
三
・
四
画
目
の
点
の
位
置
は
、
原
刻
の
摩
滅
が
著
し
く
拓
本
及
び
写
真
に
お
い
て
も
特
定
が
困
難
。
推
定
位
置
を
二
次
補
正
で
示
し
た
。
３
、
發
・
・
上
部
の
「
は
つ
が
し
ら
」
が
、
珍
し
い
字
形
で
あ
る
。
原
刻
写
真
に
よ
り
、
よ
り
明
確
と
な
る
。
４
、
亡
・
・
一
画
目
の
字
形
と
三
画
目
の
収
筆
の
状
態
が
拓
本
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
原
刻
写
真
に
よ
り
、
刻
線
と
石
の
傷
と
の
違
い
を
読
み
取
れ
て
明
ら
か
に
で
き
た
。
５
、
從
・
・
「
從
」
の
異
体
字
に
つ
い
て
、
旁
の
中
央
部
の
「
点
」
の
有
無
が
気
に
な
っ
た
が
、
北
魏
の
書
に
も
点
が
あ
る
字
例
が
あ
り
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
っ
て
も
点
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
右
下
部
が
「
之
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
６
、
式
・
・
異
体
字
の
「
式
」
で
あ
る
が
、
左
下
部
は
完
全
に
「
コ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
７
、
敬
・
・
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
、
四
画
目
及
び
五
画
目
が
明
確
と
な
る
。
８
、
寫
・
・
下
部
の
四
つ
の
点
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
９
、
釋
・
・
「
米
」
に
変
化
し
た
「
へ
ん
」
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
10
、
神
・
・
「
へ
ん
」
の
刻
線
が
「
ネ
」
に
も
「
示
」
に
も
見
え
る
刻
し
方
を
し
て
い
る
。
11
、
伏
・
・
写
真
と
拓
本
の
両
者
に
「
犬
」
の
三
画
目
の
起
筆
の
方
向
の
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
▼
表
１
　
写
真
・
拓
本
文
字
比
較
表
 
12
、
駕
・
・
「
馬
」
の
下
部
が
「
四
つ
点
」
な
の
か
「
一
」
な
の
か
拓
本
・
原
刻
写
真
と
も
不
明
瞭
。
13
、
入
・
・
写
真
画
像
・
原
拓
本
両
方
と
も
に
浅
い
線
で
「
入
」
字
の
筆
画
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
表
２
で
示
し
た
よ
う
に
原
拓
を
基
に
推
定
す
る
と
石
本
体
の
亀
裂
や
傷
な
の
か
文
字
を
刻
し
た
線
な
の
か
の
判
定
が
と
て
も
し
づ
ら
く
、
「
入
」
の
筆
画
ら
し
き
線
状
が
、
大
き
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
①
）
と
小
さ
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
②
）
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
。
写
真
画
像
で
は
こ
れ
ら
二
種
類
と
別
な
位
置
に
刻
線
ら
し
き
線
状
が
見
え
る
の
で
、
次
の
表
に
推
定
さ
れ
る
三
種
類
の
字
形
を
ま
ず
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
三
種
類
の
字
形
候
補
が
出
て
き
た
の
で
写
真
画
像
と
原
拓
を
更
に
入
念
に
観
察
す
る
と
単
な
る
平
面
で
は
な
く
凹
凸
の
あ
る
複
雑
な
表
面
の
た
め
特
に
斜
め
に
走
る
山
の
稜
線
の
よ
う
な
凸
部
で
は
通
常
の
採
拓
と
は
異
な
る
墨
だ
ま
り
の
よ
う
な
拓
影
が
現
出
す
る
よ
う
で
、
文
字
刻
を
再
現
す
る
時
に
は
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
ゆ
え
に
③
の
字
形
が
近
い
も
の
と
推
定
す
る
。
意
味
的
に
は
文
章
中
の
こ
の
場
所
に
「
入
」
が
挿
入
さ
れ
た
と
し
て
も
通
じ
る
の
で
問
題
は
な
い
。
▼
表
２
　
「
入
」
字
の
刻
線
推
定
表
14
、
邦
・
・
左
部
の
横
画
は
四
本
あ
る
。
北
魏
の
書
に
こ
の
字
例
あ
り
。
15
、
受
・
・
冠
部
の
点
が
四
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
つ
は
傷
で
あ
る
。
16
、
永
・
・
「
永
」
字
の
右
半
分
は
、
原
石
の
剥
落
に
よ
り
完
全
に
消
滅
。
二
次
補
正
で
、
北
魏
の
鄭
道
昭
の
書
よ
り
推
定
。
17
、
脱
・
・
右
上
部
は
原
石
の
剥
落
あ
り
。
18
、
證
・
・
「
は
つ
が
し
ら
」
の
字
形
左
側
が
「
タ
」
19
、
界
・
・
「
界
」
の
下
部
が
「
分
」
の
異
体
字
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
四
、
薬
師
寺
佛
足
石
成
立
の
過
程
先
の
論
文
に
お
い
て
正
面
・
左
側
面
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
背
面
に
刻
さ
れ
た
仏
足
石
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
か
ら
読
み
取
っ
た
新
た
な
内
容
を
参
照
し
つ
つ
、
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
、
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
、
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
④
で
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
を
示
し
、
⑤
で
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
に
刻
さ
れ
た
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
仏
跡
図
第
二
本
を
唐
の
普
光
寺
か
ら
平
城
京
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
も
た
ら
し
た
画
師
の
黄
文
本
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
年
代
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
黄
文
本
実
が
入
唐
し
た
時
期
の
上
限
は
、
王
玄
策
が
一
回
目
の
遣
使
の
任
務
を
終
え
て
唐
に
帰
国
し
た
可
能
性
が
あ
る
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
、
ま
た
は
二
回
目
の
貞
観
二
二
年
（
六
四
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
黄
文
本
実
が
参
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
遣
唐
使
の
時
期
の
上
限
は
、
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
回
遣
唐
使
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
第
二
回
遣
唐
使
に
は
玄
奘
の
直
弟
子
と
な
っ
た
道
昭
（
六
二
九
〜
七
〇
〇
）
が
参
加
し
て
お
り
、
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
は
、
道
昭
が
経
論
を
多
数
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
玄
奘
の
新
訳
経
典
や
教
学
が
日
本
仏
教
に
対
し
て
多
大
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
黄
文
本
実
が
日
本
に
帰
国
し
た
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
正
倉
院
文
書
「
写
疏
所
解
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
、
七
一
〇
頁
）
に
、
禅
院
寺
の
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
十
月
九
日
の
所
蔵
記
録
と
し
て
仏
跡
図
が
見
ら
れ
る
。
天
平
一
九
年
に
直
近
の
遣
唐
使
の
帰
国
は
、
玄
昉
ら
が
参
加
し
た
遣
唐
使
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
六
、
天
平
一
八
年
六
月
条
に
よ
る
と
、
玄
昉
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
帰
国
し
、
経
論
五
千
余
巻
と
仏
像
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
田
村
圓
澄
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
う
し
て
玄
昉
は
盛
唐
の
最
も
新
し
い
仏
教
で
あ
る
法
相
宗
を
智
周
に
学
び
、「
経
論
五
千
余
巻
及
諸
仏
像
」を
た
ず
さ
え
、天
平
七
年（
七
三
五
）
に
帰
国
し
た
。
「
経
論
五
千
余
巻
」
は
『
開
元
釈
教
録
』
所
収
の
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
玄
奘
の
翻
訳
に
か
か
る
新
訳
経
典
を
ふ
く
む
一
切
経
が
、
は
じ
め
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
玄
昉
の
帰
国
に
よ
っ
て
、
玄
奘
の
手
に
な
る
新
訳
経
典
は
ほ
ぼ
す
べ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
玄
昉
に
よ
っ
て
玄
奘
の
弟
子
の
基
が
創
始
し
た
法
相
宗
の
教
え
も
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
黄
文
本
実
の
活
動
年
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
日
本
仏
教
に
対
す
る
玄
奘
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
教
を
専
門
と
す
る
僧
侶
で
は
な
く
画
師
で
は
あ
る
が
、
遣
唐
使
と
し
て
の
教
養
を
備
え
た
知
識
人
で
あ
り
、
仏
教
に
関
し
て
も
一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
た
人
物
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
黄
文
本
実
が
長
安
の
普
光
寺
で
仏
跡
図
に
出
会
っ
た
際
に
、
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
考
え
た
動
機
は
も
ち
ろ
ん
崇
拝
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
崇
拝
に
値
す
る
と
判
断
し
た
根
拠
と
な
る
の
は
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
記
さ
れ
る
仏
跡
図
の
由
来
、
す
な
わ
ち
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
記
述
内
容
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玄
奘
の
言
と
仏
説
の
経
典
と
い
う
価
値
の
裏
付
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
黄
文
本
実
は
こ
れ
を
模
写
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
写
疏
所
解
」
は
禅
院
寺
の
仏
跡
図
に
つ
い
て
「
仏
跡
図
一
巻
」
と
記
し
、
そ
の
下
に「
一
条
紅
帒
　
一
条
　
　
　
　
　
一
条
錦
帒
」と
記
載
し
て
い
る
。帒
は
袋
の
意
味
な
の
で
三
袋
分
、
つ
ま
り
仏
跡
図
は
三
枚
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
袋
に
入
れ
て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
黄
文
本
実
が
唐
に
い
る
と
き
に
三
枚
模
写
し
た
か
、
ま
た
は
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
追
加
し
て
描
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
を
禅
院
寺
に
納
め
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
平
城
京
の
右
京
に
あ
っ
た
元
興
寺
の
禅
院
の
前
身
は
、
玄
奘
に
学
ん
だ
道
昭
が
帰
国
後
に
住
ん
だ
飛
鳥
寺
（
元
興
寺
）
の
禅
院
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
記
さ
れ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
禅
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
初
め
孝
徳
天
皇
の
白
雉
四
年
、
使
に
随
い
て
入
唐
す
。
適 
玄
奘
三
蔵
に
遇
い
、
師
と
し
て
業
を
受
く
。
三
蔵
特
に
愛
し
、
同
房
に
住
せ
し
む
。
…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。…
中
略…
後
に
平
城
に
遷
都
す
る
や
、
和
尚
の
弟
及
び
弟
子
等
は
奏
聞
し
、
禅
院
を
新
京
に
徙
し
建
て
る
。
今
の
平
城
右
京
禅
院
が
是
れ
な
り
。
此
の
院
多
く
経
論
有
り
。
書
迹
楷
好
。
並
び
に
錯
誤
せ
ず
。
皆
和
上
の
将
来
せ
る
所
の
者
な
り
。
石
田
茂
作
氏
の
研
究
で
は
、
「
写
疏
所
解
」
に
記
さ
れ
る
禅
院
寺
を
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
の
禅
院
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
石
田
氏
は
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
藤
野
道
生
氏
は
、
か
の 
”本
元
興
寺” 
東
南
隅
か
ら
移
し
建
て
ら
れ
た
と
伝
へ
る 
”道
昭
禅
院” 
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
擬
し
て
み
る
と
き
、
そ
の
場
所
は
、
同
じ
く 
”右
京” 
で
あ
つ
た
と
い
ふ
し
、
ま
た
、
道
昭
将
来
の
幾
多
の
経
典
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
は
れ
る
如
き
、
こ
の
建
物
の
有
つ
特
殊
性
格
か
ら
し
て
も
、
遣
唐
使
節
が
、
唐
に
あ
つ
て
写
し
帰
つ
た
と
見
え
る 
”仏
跡
図” 
を
収
蔵
す
る
の
場
所
と
し
て
、
極
め
て
自
然
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
と
は
元
興
寺
の
禅
院
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
藤
野
氏
の
こ
の
推
論
は
次
に
挙
げ
る
発
掘
調
査
を
基
に
し
た
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
正
当
性
は
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
１
９
９
２
年
の
飛
鳥
寺
東
南
部
の
調
査
で
、
複
弁
八
弁
蓮
華
紋
軒
丸
瓦
・
重
弧
紋
軒
平
瓦
、
竹
状
模
骨
丸
瓦
が
出
土
し
、
東
南
禅
院
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
東
南
禅
院
は
道
昭
が
７
世
紀
後
半
に
建
て
、
平
城
遷
都
に
と
も
な
い
右
京
四
条
一
坊
に
移
建
さ
れ
、
禅
院
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
の
出
土
瓦
は
、
飛
鳥
の
東
南
禅
院
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
調
査
地
周
辺
に
禅
院
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
竹
状
模
骨
丸
瓦
」
と
は
丸
瓦
凹
面
に
竹
の
よ
う
な
細
棒
を
綴
り
合
わ
せ
た
、
ス
ダ
レ
状
の
圧
痕
が
残
る
無
段
式
丸
瓦
で
あ
る
。
従
来
は
北
部
九
州
の
地
域
的
特
色
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
畿
内
で
も
少
数
な
が
ら
出
土
例
が
あ
り
、
ご
く
限
ら
れ
た
工
人
に
よ
る
傍
系
的
技
術
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
と
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
出
土
し
た
竹
状
模
骨
丸
瓦
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
寺
と
は
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
が
移
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
藤
野
氏
と
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
仏
跡
図
は
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
藤
野
氏
は
仏
跡
図
が
道
昭
ゆ
か
り
の
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
唐
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
跡
図
と
は
単
に
唐
に
ゆ
か
り
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
っ
て
価
値
を
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
跡
図
と
玄
奘
の
関
係
を
重
視
し
て
、
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
ゆ
か
り
の
禅
院
に
収
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
う
可
能
性
を
想
定
し
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
は
仏
足
石
の
価
値
や
意
義
を
説
明
す
る
た
め
に
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
ほ
か
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
仏
足
石
銘
文
は
そ
の
撰
者
が
独
自
に
研
究
調
査
し
て
文
章
を
書
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
と
と
も
に
仏
跡
図
の
由
来
と
意
義
付
け
を
禅
院
に
伝
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
銘
文
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
る
解
釈
は
、
も
ち
ろ
ん
黄
文
本
実
が
独
自
に
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
唐
で
学
ん
だ
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
唐
に
お
い
て
そ
の
解
釈
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
源
流
は
や
は
り
玄
奘
に
帰
す
る
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
よ
っ
て
仏
跡
図
の
意
味
を
説
い
た
記
録
は
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
玄
奘
と
同
時
代
を
生
き
た
道
宣
の
『
釈
迦
氏
譜
』
や
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』
の
中
で
も
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
の
で
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
典
拠
に
し
て
仏
跡
図
を
説
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
玄
奘
が
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
基
づ
い
て
理
解
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
提
示
し
て
お
く
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
あ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
又
謂
い
て
曰
く
、
経
論
は
深
妙
な
り
。
究
竟
す
る
能
わ
ず
。
禅
流
を
学
び
東
土
に
伝
う
る
に
如
か
ず
、
と
。
和
尚
教
を
奉
じ
て
、
始
め
て
禅
定
を
習
う
。
悟
る
所
は
稍
多
し
。…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
着
目
す
べ
き
は
、
道
昭
が
玄
奘
か
ら
「
経
論
は
奥
深
く
微
妙
で
、
究
め
つ
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
お
前
は
禅
を
学
ん
で
、東
の
国
の
日
本
に
広
め
る
の
が
よ
か
ろ
う
」と
い
う
教
え
を
受
け
、禅
定
を
学
び
は
じ
め
、
道
昭
の
帰
国
後
は
禅
を
学
ぶ
者
が
教
え
を
請
う
て
集
ま
っ
て
来
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
玄
奘
は
経
典
翻
訳
者
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
禅
定
を
重
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
禅
定
と
は
禅
と
定
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
定
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
sam
ādhi
で
あ
り
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
定
め
て
動
か
さ
な
い
瞑
想
を
指
し
、
「
三
昧
」
と
も
言
う
。
禅
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
のdhyāna
の
訳
語
で
あ
る
禅
那
を
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
瞑
想
し
て
身
心
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
定
の
一
分
と
解
す
る
。
し
ば
し
ば
総
合
し
て
禅
定
と
言
う
。
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
、
『
観
仏
三
昧
海
経
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
釈
尊
が
世
を
去
っ
た
後
に
、
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
す
る
人
々
も
ま
た
同
様
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
し
な
く
て
も
、
釈
尊
の
足
跡
を
見
た
り
、
仏
像
が
行
く
姿
を
見
た
り
し
た
人
々
も
ま
た
同
様
に
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
で
あ
る
僧
侶
は
観
想
を
す
れ
ば
よ
い
し
、
専
門
家
で
は
な
い
在
家
の
人
々
は
観
想
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
仏
三
昧
と
仏
跡
図
を
セ
ッ
ト
に
し
た
理
解
は
、
仮
に
玄
奘
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
唐
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
仏
跡
図
に
対
す
る
信
仰
は
玄
奘
に
対
す
る
尊
崇
や
敬
慕
の
念
と
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、
黄
文
本
実
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
記
録
が
な
い
た
め
に
、
第
三
本
の
作
者
と
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
薬
師
寺
仏
足
石
左
側
面
の
銘
文
に
登
場
す
る
越
田
安
万
が
禅
院
寺
に
あ
る
第
二
本
を
模
写
し
て
第
三
本
を
作
り
、
そ
の
上
さ
ら
に
仏
足
石
作
成
の
素
材
と
な
る
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
し
、
ど
こ
か
の
寺
院
に
納
め
ら
れ
た
第
三
本
を
基
に
し
て
越
田
安
万
が
仏
足
石
作
成
の
た
め
の
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
第
三
本
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
第
二
本
の
成
立
を
論
じ
た
際
に
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
、
僧
侶
は
観
想
を
し
て
三
昧
に
入
れ
ば
よ
い
し
、
在
家
の
人
々
は
専
門
的
な
観
想
を
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
た
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
は
専
門
家
向
け
と
専
門
で
は
な
い
人
向
け
の
救
済
方
法
を
提
示
し
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
。
玄
奘
が
道
昭
に
禅
定
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
は
論
理
的
に
教
学
を
深
め
て
悟
り
を
求
め
る
面
と
と
も
に
、
仏
の
教
え
は
人
智
を
超
え
た
深
さ
が
あ
る
ゆ
え
に
禅
定
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
仏
の
力
に
頼
っ
て
涅
槃
の
境
地
に
至
ろ
う
と
す
る
面
が
あ
る
。
文
室
真
人
智
努
と
い
う
人
物
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
て
、
薬
師
寺
仏
足
石
の
作
成
を
発
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
智
努
は
天
武
天
皇
の
孫
で
、
『
続
日
本
紀
』
巻
二
三
に
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
法
名
の
「
浄
三
」
と
い
う
名
で
登
場
し
て
い
る
。
廣
岡
義
隆
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
前
年
に
光
明
皇
后
が
崩
じ
た
際
に
は
「
智
努
」
の
名
で
出
て
い
る
の
で
、
天
平
宝
字
四
年
六
月
以
降
に
出
家
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。仏
足
石
を
作
っ
た
の
は
、
出
家
す
る
前
の
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
智
努
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
仏
教
に
対
す
る
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
智
努
は
仏
教
が
必
須
の
教
養
と
な
っ
て
い
た
時
代
の
知
識
人
と
し
て
、
玄
奘
訳
の
経
論
に
基
づ
く
法
相
宗
の
唯
識
思
想
と
い
う
高
度
な
仏
教
思
想
を
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仏
足
石
か
ら
読
み
取
れ
る
信
仰
は
難
解
な
も
の
で
は
な
く
、比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
く
信
仰
で
あ
る
。
智
努
は
知
識
人
と
し
て
高
い
学
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、
理
詰
め
で
考
え
て
悟
り
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
妻
が
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
で
安
楽
な
境
地
に
至
る
こ
と
や
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
福
に
な
る
と
い
う
理
想
を
求
め
る
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
④
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
本
稿
で
は
薬
師
寺
仏
足
石
信
仰
の
由
来
と
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
玄
奘
と
の
関
わ
り
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
き
た
。
第
一
本
仏
跡
図
は
王
玄
策
が
マ
ガ
ダ
国
か
ら
唐
に
持
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
普
光
寺
と
い
う
勅
願
寺
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
尊
重
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
跡
図
が
尊
重
さ
れ
た
理
由
は
、
マ
ガ
ダ
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
し
い
文
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
に
よ
る
価
値
の
保
証
が
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
第
二
本
は
黄
文
本
実
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
が
住
し
た
寺
院
で
あ
る
禅
院
寺
に
納
め
ら
れ
た
。
第
一
に
仏
跡
図
が
玄
奘
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
仏
跡
図
を
見
る
こ
と
で
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
観
仏
三
昧
と
い
う
禅
定
を
説
く
経
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
禅
院
寺
に
第
二
本
が
納
め
ら
れ
た
有
力
な
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
本
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
解
明
で
き
な
い
。
第
三
本
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
薬
師
寺
仏
足
石
は
文
室
真
人
智
努
の
発
願
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
信
仰
形
態
と
奈
良
を
代
表
す
る
大
寺
で
あ
る
薬
師
寺
の
信
仰
形
態
が
ほ
ど
よ
く
合
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仏
足
石
を
ま
つ
る
場
と
し
て
薬
師
寺
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
信
仰
形
態
の
特
徴
と
は
、知
識
人
を
満
足
さ
せ
る
高
度
な
思
想
が
信
仰
の
背
景
に
あ
る
こ
と
と
、
比
較
的
簡
単
に
誰
も
が
仏
の
世
界
に
至
れ
る
と
い
う
方
法
を
提
示
し
て
い
る
信
仰
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
薬
師
寺
は
唯
識
学
な
ど
玄
奘
の
新
訳
の
経
論
に
基
づ
く
教
え
を
伝
え
る
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
仏
足
石
を
安
置
し
て
お
ま
つ
り
で
き
た
場
所
で
も
あ
る
こ
と
で
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
知
識
人
の
信
仰
の
拠
り
所
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
補
遺
こ
こ
で
は
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
の
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
【
左
側
面
第
十
行
方
格
外
下
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
左
側
面
向
右
下
部
】
（
本
文
）
知
識
家
口
男
女
大
小
（
書
き
下
し
文
）
知
識
の
家
口
の
男
女
大
小
（
現
代
語
訳
）
施
主
の
家
族
の
老
若
男
女
【
左
側
面
方
格
外
向
右
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
右
側
面
】
（
本
文
）
諸
行
無
常
　
諸
法
无
我
　
涅
槃
寂
静
（
書
き
下
し
文
）
諸
行
は
無
常
な
り
。諸
法
は
無
我
な
り
。涅
槃
は
寂
静
な
り
。
（
現
代
語
訳
）あ
ら
ゆ
る
現
象
は
無
常
で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
存
在
に
実
体
は
な
い
。
　
悟
り
の
境
地
は
安
ら
か
で
あ
る
。
▼
写
真
２
　
　
薬
師
寺
佛
足
石・右
側
面
銘
文・刻
面
写
真
　﹇
飛
鳥
園
撮
影
﹈
五
、
佛
足
石
の
後
世
へ
の
影
響
﹇
大
阪
・
和
歌
山
調
査
報
告
﹈
　
　
林
昌
寺
佛
足
石
に
つ
い
て
今
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
共
同
研
究
調
査
で
は
、
古
代
薬
師
寺
仏
足
石
と
近
世
仏
足
石
の
時
代
の
空
隙
を
埋
め
る
中
世
仏
足
石
を
求
め
て
大
阪
府
泉
南
地
方
の
林
昌
寺
、
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
、
根
来
寺
、
粉
河
寺
の
各
寺
院
を
訪
れ
、
境
内
に
所
在
す
る
仏
足
石
の
調
査
を
行
っ
た
。
紀
三
井
寺
の
仏
足
石
は
戦
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
根
来
寺
の
仏
足
石
は
粉
河
寺
の
そ
れ
が
誤
っ
て
巷
間
に
存
在
が
流
布
し
た
も
の
で
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
除
外
し
、
林
昌
寺
と
粉
河
寺
の
仏
足
石
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
今
回
お
も
な
調
査
対
象
と
し
た
中
世
仏
足
石
が
あ
る
躑
躅
山
林
昌
寺
に
つ
い
て
、
同
寺
所
伝
の
由
緒
に
従
っ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
同
寺
は
、
有
名
な
中
世
荘
園
九
条
家
領
和
泉
国
日
根
野
荘
の
南
方
に
位
置
す
る
地
域
に
あ
り
、
山
の
南
西
斜
面
に
寺
の
諸
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
い
て
日
当
た
り
が
と
て
も
よ
く
、
風
光
明
媚
な
環
境
に
あ
る
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
。
近
隣
地
域
に
は
根
来
寺
、
粉
河
寺
な
ど
の
大
寺
院
も
点
在
し
、
高
野
山
の
麓
に
あ
る
こ
れ
ら
の
諸
寺
院
と
の
関
係
も
林
昌
寺
を
考
察
す
る
上
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
林
昌
寺
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
そ
の
開
基
を
行
基
と
す
る
古
刹
で
あ
る
。
行
基
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
三
院
六
坊
か
ら
な
る
当
時
の
寺
は
、
こ
の
地
の
水
質
が
鉱
質
に
富
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
山
菩
提
院
岡
寺
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
と
は
異
な
る
山
号
寺
号
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
近
隣
の
大
寺
院
で
あ
る
根
来
寺
が
、
平
安
初
期
、
粉
河
寺
が
聖
武
天
皇
没
後
の
宝
亀
年
間
の
開
基
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
地
域
で
は
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
寺
が
現
在
の
寺
号
山
号
と
な
っ
た
契
機
に
つ
い
て
、
由
緒
書
き
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
平
安
時
代
の
後
期
、
第
七
十
三
代
堀
河
天
皇
が
当
山
に
行
幸
の
み
ぎ
り
、
山
つ
つ
じ
が
見
事
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
山
号
を
躑
躅
山
と
し
、
法
林
繁
盛
の
勝
地
と
な
る
よ
う
、
寺
号
を
林
昌
寺
と
改
め
ら
れ
た
。
」
平
安
時
代
は
熊
野
詣
を
は
じ
め
天
皇
の
行
幸
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
都
か
ら
和
歌
山
を
経
て
熊
野
へ
向
か
う
途
中
立
ち
寄
る
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
し
、
林
昌
寺
を
目
的
地
と
し
て
行
幸
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
天
正
年
間
に
は
、
織
豊
政
権
に
よ
っ
て
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
の
信
長
に
よ
る
雑
賀
攻
め
、
同
九
〜
十
（
一
五
八
一
〜
二
）
年
の
高
野
攻
め
、
同
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
秀
吉
の
紀
州
征
伐
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
泉
南
か
ら
紀
州
の
諸
寺
院
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
林
昌
寺
も
創
建
当
時
か
ら
の
堂
塔
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し
、
現
存
の
諸
堂
伽
藍
は
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
も
の
を
始
め
と
し
て
近
年
に
再
建
さ
れ
た
堂
塔
も
あ
る
。
現
在
の
林
昌
寺
は
、
京
都
の
仁
和
寺
を
本
山
れ
て
い
る
。
国
宝
の
薬
師
寺
の
仏
足
石
は
安
山
岩
と
み
ら
れ
る
が
定
か
な
こ
と
は
地
質
学
の
専
門
家
の
鑑
定
に
待
つ
ほ
か
な
い
。
三
回
に
わ
た
っ
た
一
連
の
中
世
仏
足
石
の
調
査
で
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
仏
足
石
が
古
代
に
た
だ
一つ
の
存
在
で
、長
期
断
絶
し
て
近
世
に
至
っ
て
再
び
各
地
に
出
現
す
る
と
い
う
不
自
然
な
残
存
状
況
に
つ
い
て
、一
定
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。中
世
に
も
確
実
に
仏
足
石
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、そ
れ
が
多
く
の
場
合
無
関
心
に
屋
外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
風
化
が
進
み
、そ
れ
と
認
知
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。現
存
が
確
認
さ
れ
る
法
然
院
、安
土
城
、林
昌
寺
三
か
所
の
中
世
の
仏
足
石
は
、
い
ず
れ
も
露
天
に
放
置
さ
れ
風
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
林
昌
寺
の
も
の
は
、
三
十
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
同
寺
の
絵
葉
書
に
は
、
よ
り
明
瞭
に
仏
足
の
文
様
が
看
取
さ
れ
わ
ず
か
三
十
年
で
酸
性
雨
の
影
響
か
、
か
な
り
風
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
回
の
調
査
で
は
、
根
来
寺
に
あ
る
と
い
う
仏
足
石
を
探
し
た
が
、
こ
れ
は
粉
河
寺
の
仏
足
石
を
誤
っ
て
根
来
寺
の
仏
足
石
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
も
の
が
拡
散
し
た
も
の
と
判
明
し
た
。
粉
河
寺
で
の
仏
足
石
は
参
道
入
り
口
す
ぐ
の
左
側
に
覆
い
の
屋
根
の
下
に
柵
に
囲
ま
れ
て
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
柵
の
周
囲
か
ら
か
な
り
距
離
が
あ
り
、
法
量
の
計
測
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
字
の
判
読
す
ら
か
な
わ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
石
質
は
安
山
岩
様
に
見
受
け
ら
れ
た
が
判
然
と
し
な
い
。
周
囲
の
側
面
に
は
一
面
に
篆
書
と
も
行
書
と
も
判
別
し
か
ね
る
変
っ
た
書
体
で
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
近
世
に
か
か
る
追
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仏
足
石
の
仏
足
そ
の
も
の
は
、
林
昌
寺
の
も
の
と
共
通
し
て
切
り
欠
き
部
も
確
認
で
き
る
の
で
中
世
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、
改
め
て
許
可
を
得
て
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
台
石
が
焼
け
た
よ
う
な
赤
み
を
帯
び
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
天
正
年
間
に
行
わ
れ
た
織
豊
政
権
に
よ
る
紀
州
制
圧
戦
の
粉
河
寺
焼
亡
と
関
係
し
て
い
る
と
す
れ
ば
中
世
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
現
時
点
で
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
め
た
い
。
六
、
結
び
に
か
え
て
本
研
究
は
、武
蔵
野
大
学「
し
あ
わ
せ
研
究
」の
基
金
を
受
託
し「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
初
期
仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南
市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
中
世
の
可
能
性
が
高
い
粉
河
寺
の
も
の
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
薬
師
寺
佛
足
石
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研
究
蓄
積
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
研
究
史
の
上
に
確
か
な
地
歩
を
築
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と
そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三
年
間
に
わ
た
り
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
石
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
の
研
究
は
、
垤
和
本
精
拓
本
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
採
拓
者
で
あ
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
金
木
和
子
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、
昨
年
度
、
閉
門
後
の
夜
の
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
も
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
「
書
」
と
し
て
刻
さ
れ
て
い
た
か
知
り
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
お
蔭
様
で
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
な
る
べ
く
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
○
本
研
究
は
、
第
一
・
三
節
を
廣
瀨
、
第
四
節
を
遠
藤
、
第
五
節
を
漆
原
が
執
筆
し
、
第
二
節
を
廣
瀨
・
遠
藤
、
第
六
節
を
漆
原
・
廣
瀨
で
共
同
執
筆
し
た
。
○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
平
成
31
年
度
し
あ
わ
せ
研
究
費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
【
註
】
（
１
）
田
村
圓
澄
「
摂
論
宗
の
伝
来
」
（
速
水
侑
『
論
集
奈
良
仏
教
第
一
巻
　
奈
良
仏
教
の
展
開
』
、
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
二
五
頁
を
参
照
。
（
２
）
四
角
で
囲
っ
た
箇
所
は
空
欄
の
意
味
で
あ
る
。
（
３
）
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
年
再
版
）
三
〇
頁
を
参
照
。
な
お
こ
の
書
物
は
一
九
三
〇
年
の
初
版
本
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
再
版
本
を
参
照
し
た
。
（
４
）
藤
野
道
生
「
禅
院
寺
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
六‒
九
、
一
九
五
七
年
）
四
一
頁
を
参
照
。
（
５
）
原
田
憲
二
郎
、
森
下
惠
介
、
池
田
富
貴
子
『
平
城
の
甍―
平
城
京
出
土
瓦
展―
』
（
編
集
：
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
、
発
行
：
奈
良
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
頁
を
参
照
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。
http://w
w
w
.city.nara.lg.jp/w
w
w
/contents/1227078972143/files/i-
raka.pdf
（
６
）
廣
岡
義
隆
「
文
室
眞
人
智
努
の
生
涯―
天
平
一
知
識
人
の
憂
愁―
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
、
一
九
九
一
年
）
四
五
頁
を
参
照
。
（
７
）「
善
き
友
人
」
の
意
で
善
知
識
と
も
い
い
、
仏
の
教
え
を
説
き
勧
め
て
善
導
す
る
指
導
者
や
、
寺
院
や
仏
像
の
建
立
の
た
め
に
金
品
を
布
施
す
る
人
物
を
指
す
。
こ
の
箇
所
で
は
施
主
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
▼
薬
師
寺
佛
足
石
・
背
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書
の
復
元
*††
†
A
 Study of bussokuseki(stone im
print of Buddha's feet), a N
ational T
reasure at 
Y
akushi T
em
ple in N
ara Ⅲ
：
O
n Process of the Com
pleting Back of Bussokuseki 
and its Subsequent Effects
と
す
る
真
言
宗
御
室
派
に
属
し
、
別
名
を
岡
大
師
と
称
す
る
よ
う
に
泉
州
地
区
の
弘
法
大
師
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
国
三
十
一
番
札
所
と
し
て
近
世
に
も
栄
え
た
寺
院
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
は
写
真
３
・
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
側
面
上
下
の
二
か
所
と
左
側
上
部
一
か
所
の
計
三
か
所
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
写
真
画
像
か
ら
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
線
刻
さ
れ
た
仏
像
の
輪
郭
が
残
さ
れ
て
い
る
。
右
側
上
部
と
左
側
部
分
の
線
刻
は
風
化
が
進
み
か
ろ
う
じ
て
線
刻
が
看
取
で
き
る
も
の
の
明
瞭
で
は
な
い
が
、
左
側
手
前
下
部
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
比
較
的
明
瞭
に
線
刻
さ
れ
た
小
仏
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
背
後
に
直
立
す
る
青
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
「
仏
足
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
近
世
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
線
刻
の
仏
像
が
見
ら
れ
る
の
は
、
す
で
に
本
研
究
Ⅱ
で
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
京
都
法
然
院
の
仏
足
石
（
写
真
５
・
６
）
と
安
土
城
仏
足
石
（
写
真
７
・
８
）
の
二
つ
の
中
世
仏
足
石
と
共
通
す
る
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
初
伝
の
通
り
林
昌
寺
仏
足
石
は
、
中
世
の
仏
足
石
で
あ
る
と
見
て
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
台
石
の
側
面
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
り
そ
こ
に
線
刻
の
小
仏
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
、
多
く
の
近
世
・
近
現
代
仏
足
石
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
中
世
仏
足
石
の
識
別
点
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
台
石
上
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
仏
足
本
体
そ
の
も
の
が
、
技
巧
的
な
近
世
の
仏
足
石
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
単
純
素
朴
で
雅
味
が
あ
る
と
い
え
る
印
象
を
受
け
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
の
石
質
は
玄
武
岩
の
よ
う
に
見
え
受
け
ら
れ
る
が
、
苔
や
泥
の
付
着
に
よ
り
明
確
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
近
世
近
現
代
の
仏
足
石
の
多
く
が
、
黒
御
影
石
あ
る
い
は
御
影
石
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
法
然
院
の
も
の
は
緑
泥
片
岩
（
秩
父
青
石
）
、
安
土
城
の
も
の
は
安
山
岩
が
用
い
ら
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一
、
は
じ
め
に
本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
初
期
仏
教
を
ま
さ
に
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
日
本
最
古
の
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
刻
の
薬
師
寺
に
あ
る
「
佛
足
石
」に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
注
目
し
、書
道
学（
廣
瀨
）・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
た
も
の
で
、
す
で
に
発
表
し
た
次
の
二
つ
の
共
同
研
究
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―
正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―
左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成
立
過
程―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
上
記
の
論
文
で
発
表
し
た
佛
足
石
正
面
と
左
側
面
銘
文
に
関
す
る
研
究
に
続
き
、
本
稿
で
は
背
面
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
分
析
を
進
め
る
。
最
初
に
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
薬
師
寺
佛
足
石
に
関
わ
っ
た
人
々
の
信
仰
の
あ
り
方
や
成
立
過
程
を
前
号
に
引
き
続
き
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
江
戸
時
代
に
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
間
の
期
間
（
中
世
な
ど
）
に
お
け
る
佛
足
石
の
存
在
を
埋
め
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
今
回
大
阪
と
和
歌
山
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
佛
足
石
の
調
査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
二
、
佛
足
石
背
面
銘
文
の
釈
文
佛
足
石
の
銘
文
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
文
献
と
し
て
次
の
論
文
が
あ
る
。
冒
頭
の
太
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
略
号
と
し
て
示
し
た
。
①
　
旧
↓
薬
師
寺
発
行
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
出
典
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
と
し
て
い
る
）
②
　
新
↓
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
補
訂
版
（
岩
波
　
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
③
　
吉
↓
吉
村
怜
『
天
人
誕
生
図
の
研
究
』
（
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
）
本
書
所
収
の
神
直
石
手
論
文
の
初
出
は
吉
村
怜
「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
者
「
神
直
石
手
」
に
つ
い
て
」
（
『
美
術
史
研
究
』
八
、
一
九
七
一
年
）
④
　
岡
↓
廣
岡
義
隆
「
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
、一
九
九
〇
年
）、『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
基
に
し
つ
つ
更
に
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
注
＊
﹈
及
び
精
拓
本
（
垤
和
本
）
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
た
も
の
が
次
の
太
字
の
釈
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
異
同
の
あ
る
文
字
に
棒
線
を
記
し
、
そ
の
左
側
に
、
先
賢
の
諸
説
を
記
し
た
。
﹇
注
＊
﹈
写
真
　
令
和
元
年
９
月
25
日
付
で
薬
師
寺
に
掲
載
許
可
申
請
、
同
年
10
月
１
日
付
・
薬
師
寺
掲
載
許
可
第
１―
２
６
８
号
に
よ
り
、
飛
鳥
園
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
〈
銘
文
の
行
数
と
釈
文
〉
１
　
至
心
發
願
爲
　
　
　
・
旧
新
吉
：
爲
　
岡
：
為
２
　
亡
夫
人
從
四
位
下
　
　
　
・
旧
新
吉
：
從
　
岡
：
従
３
　
茨
田
郡
主
法
４
　
名
良
式
敬
寫
５
　
釋
迦
如
来
神
　
　
　
・
旧
：
釈
　
新
吉
岡
：
釋
　
　
　
・
旧
広
：
来
　
新
吉
：
來
　
　
　
　
　
＊
五
字
目
は
、
へ
ん
の
字
形
が
「
神
」
「
神
」
に
も
ど
ち
ら
に
　
　
　
　
　
　
も
見
え
る
字
形
を
し
て
い
る
。
６
　
跡
伏
願
夫
人
７
　
之
霊
駕
遊
入
　
　
　
・
旧
岡
：
霊
　
新
吉
：
靈
　
　
　
　
　
・
岡
：
「
遊
」
の
あ
と
に
「
入
」
＊
今
回
の
調
査
で
も
精
密
な
写
真
画
像
と
拓
本
を
過
眼
す
る
と
わ
ず
か
に
残
る
刻
跡
よ
り
「
入
」
が
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
13
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
８
　
无
勝
之
妙
邦
９
　
受
□
□
□
□
之
　
　
　
・
旧
新
：
□
□
□
□
　
吉
：
□
□
　
岡
：
□
□
□
10
　
聖
□
永
脱
有
　
　
　
・
旧
新
吉
：
□
は
言
ベ
ン
　
岡
：
□
　
　
　
　
　
＊
二
字
目
の
□
は
、
飛
鳥
園
撮
影
写
真
で
も
垤
和
本
精
拓
本
で
　
　
　
　
　
　
も
「
言
べ
ん
」
は
過
眼
で
き
る
。
し
か
し
旁
部
及
び
９
行
目
　
　
　
　
　
　
の
中
央
部
に
か
け
て
は
剥
離
に
よ
る
摩
滅
に
よ
り
不
明
。
11
　
漏
高
證
无
爲
同
12
　
霑
三
界
共
契
一
眞
　
　
　
・
旧
新
吉
：
眞
　
岡
：
真
（
書
き
下
し
文
）
至
心
に
発
願
し
、
亡
夫
人
従
四
位
下
茨
田
郡
主
法
名
良
式
の
為
に
、
敬
ん
で
釈
迦
如
来
の
神
跡
を
写
す
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
夫
人
の
霊
、
駕
遊
し
て
無
勝
の
妙
邦
に
入
り
て
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
に
有
漏
を
脱
し
、
無
為
を
高
証
し
、
同
に
三
界
を
霑
し
、
共
に
一
眞
に
契
わ
ん
こ
と
を
。
（
現
代
語
訳
）
真
心
を
持
っ
て
誓
願
を
立
て
、
今
は
亡
き
夫
人
の
従
四
位
下
茨
田
郡
主
、
法
名
は
良
式
の
た
め
に
、
慎
み
敬
っ
て
釈
尊
の
足
跡
を
写
す
。
仏
に
平
伏
し
礼
拝
し
、
夫
人
の
霊
が
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
に
て
悠
々
と
し
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
遠
に
煩
悩
か
ら
と
き
は
な
た
れ
、
悟
り
の
境
地
に
至
り
、迷
い
の
世
界
の
生
き
と
し
生
き
る
者
す
べ
て
に
利
益
が
お
よ
び
、皆
共
に
仏
が
教
え
る
真
理
に
目
覚
め
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
三
、
原
刻
写
真
と
精
拓
本
の
比
較
に
よ
る
　
　
刻
さ
れ
た
書
線
の
検
討
薬
師
寺
佛
足
石
側
面
の
銘
文
は
、
ど
の
面
も
概
ね
風
化
に
よ
り
摩
滅
し
て
い
る
が
、
背
面
は
、
正
面
刻
や
右
側
面
刻
と
比
べ
る
と
、
剥
落
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
刻
線
は
比
較
的
明
瞭
な
方
で
あ
る
。
正
面
・
左
右
の
側
面
は
、
肉
眼
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
在
、
佛
足
石
の
背
面
が
、
堂
内
の
壁
面
と
ほ
ぼ
接
す
る
に
近
い
状
態
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
刻
線
を
肉
眼
で
直
接
確
か
め
な
が
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
今
回
の
背
面
銘
文
調
査
及
び
復
元
に
あ
た
っ
て
も
前
回
の
研
究
と
同
様
に
新
倉
垤
斎
・
金
木
和
子
両
氏
が
昭
和
四
十
七
年
に
採
拓
し
た
精
拓
本
（
垤
和
本
）
を
頼
り
に
、
復
元
作
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
か
つ
て
佛
足
石
移
動
時
に
飛
鳥
園
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
背
面
の
現
刻
写
真
画
像
と
も
比
較
検
討
し
な
が
ら
（
表
１
参
照
）
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
更
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
北
魏
時
代
の
書
の
古
典
を
参
照
し
て
導
き
出
し
た
も
の
が
表
１
の
下
部
に
示
し
た
一
次
補
正
・
二
次
補
正
で
あ
る
。
佛
足
石
背
面
の
銘
文
の
周
囲
に
刻
さ
れ
て
い
る
枠
（
方
格
）
の
寸
法
は
横
巾
66
㎝
、
縦
の
寸
法
に
つ
い
て
は
最
も
長
い
右
側
が
28
・
５
㎝
、
中
央
部
の
狭
い
箇
所
が
25
㎝
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
、
最
も
大
き
い
「
釋
」
字
は
、
横
４
㎝
、
縦
５
㎝
で
あ
り
、
小
さ
い
文
字
は
２
㎝
角
で
あ
る
。
ち
な
み
に
佛
足
石
の
右
側
面
に
唯
一
刻
さ
れ
た
銘
文
（
本
稿
第
４
節
末
尾
の
写
真
２
）
の
大
き
さ
（
枠
﹇
方
格
﹈
の
寸
法
）
は
、
上
部
の
横
が
12
㎝
、
下
部
の
横
が
11
・
５
㎝
、
縦
が
18
㎝
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
記
し
て
お
く
。
１
、
至
・
・
拓
本
（
原
拓
）
で
は
、
二
画
目
の
横
画
の
位
置
が
刻
線
と
傷
に
よ
り
二
通
り
推
定
で
き
、
特
定
に
困
っ
た
が
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
正
し
い
位
置
が
判
定
で
き
た
。
同
様
に
最
終
画
の
起
筆
と
収
筆
の
位
置
と
太
さ
に
つ
い
て
も
写
真
に
よ
り
判
定
で
き
た
。
２
、
心
・
・
原
刻
写
真
に
よ
っ
て
一
画
目
の
点
の
位
置
が
特
定
で
き
た
。
三
・
四
画
目
の
点
の
位
置
は
、
原
刻
の
摩
滅
が
著
し
く
拓
本
及
び
写
真
に
お
い
て
も
特
定
が
困
難
。
推
定
位
置
を
二
次
補
正
で
示
し
た
。
３
、
發
・
・
上
部
の
「
は
つ
が
し
ら
」
が
、
珍
し
い
字
形
で
あ
る
。
原
刻
写
真
に
よ
り
、
よ
り
明
確
と
な
る
。
４
、
亡
・
・
一
画
目
の
字
形
と
三
画
目
の
収
筆
の
状
態
が
拓
本
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
原
刻
写
真
に
よ
り
、
刻
線
と
石
の
傷
と
の
違
い
を
読
み
取
れ
て
明
ら
か
に
で
き
た
。
５
、
從
・
・
「
從
」
の
異
体
字
に
つ
い
て
、
旁
の
中
央
部
の
「
点
」
の
有
無
が
気
に
な
っ
た
が
、
北
魏
の
書
に
も
点
が
あ
る
字
例
が
あ
り
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
っ
て
も
点
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
右
下
部
が
「
之
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
６
、
式
・
・
異
体
字
の
「
式
」
で
あ
る
が
、
左
下
部
は
完
全
に
「
コ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
７
、
敬
・
・
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
、
四
画
目
及
び
五
画
目
が
明
確
と
な
る
。
８
、
寫
・
・
下
部
の
四
つ
の
点
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
９
、
釋
・
・
「
米
」
に
変
化
し
た
「
へ
ん
」
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
10
、
神
・
・
「
へ
ん
」
の
刻
線
が
「
ネ
」
に
も
「
示
」
に
も
見
え
る
刻
し
方
を
し
て
い
る
。
11
、
伏
・
・
写
真
と
拓
本
の
両
者
に
「
犬
」
の
三
画
目
の
起
筆
の
方
向
の
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
▼
表
１
　
写
真
・
拓
本
文
字
比
較
表
 
12
、
駕
・
・
「
馬
」
の
下
部
が
「
四
つ
点
」
な
の
か
「
一
」
な
の
か
拓
本
・
原
刻
写
真
と
も
不
明
瞭
。
13
、
入
・
・
写
真
画
像
・
原
拓
本
両
方
と
も
に
浅
い
線
で
「
入
」
字
の
筆
画
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
表
２
で
示
し
た
よ
う
に
原
拓
を
基
に
推
定
す
る
と
石
本
体
の
亀
裂
や
傷
な
の
か
文
字
を
刻
し
た
線
な
の
か
の
判
定
が
と
て
も
し
づ
ら
く
、
「
入
」
の
筆
画
ら
し
き
線
状
が
、
大
き
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
①
）
と
小
さ
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
②
）
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
。
写
真
画
像
で
は
こ
れ
ら
二
種
類
と
別
な
位
置
に
刻
線
ら
し
き
線
状
が
見
え
る
の
で
、
次
の
表
に
推
定
さ
れ
る
三
種
類
の
字
形
を
ま
ず
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
三
種
類
の
字
形
候
補
が
出
て
き
た
の
で
写
真
画
像
と
原
拓
を
更
に
入
念
に
観
察
す
る
と
単
な
る
平
面
で
は
な
く
凹
凸
の
あ
る
複
雑
な
表
面
の
た
め
特
に
斜
め
に
走
る
山
の
稜
線
の
よ
う
な
凸
部
で
は
通
常
の
採
拓
と
は
異
な
る
墨
だ
ま
り
の
よ
う
な
拓
影
が
現
出
す
る
よ
う
で
、
文
字
刻
を
再
現
す
る
時
に
は
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
ゆ
え
に
③
の
字
形
が
近
い
も
の
と
推
定
す
る
。
意
味
的
に
は
文
章
中
の
こ
の
場
所
に
「
入
」
が
挿
入
さ
れ
た
と
し
て
も
通
じ
る
の
で
問
題
は
な
い
。
▼
表
２
　
「
入
」
字
の
刻
線
推
定
表
14
、
邦
・
・
左
部
の
横
画
は
四
本
あ
る
。
北
魏
の
書
に
こ
の
字
例
あ
り
。
15
、
受
・
・
冠
部
の
点
が
四
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
つ
は
傷
で
あ
る
。
16
、
永
・
・
「
永
」
字
の
右
半
分
は
、
原
石
の
剥
落
に
よ
り
完
全
に
消
滅
。
二
次
補
正
で
、
北
魏
の
鄭
道
昭
の
書
よ
り
推
定
。
17
、
脱
・
・
右
上
部
は
原
石
の
剥
落
あ
り
。
18
、
證
・
・
「
は
つ
が
し
ら
」
の
字
形
左
側
が
「
タ
」
19
、
界
・
・
「
界
」
の
下
部
が
「
分
」
の
異
体
字
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
四
、
薬
師
寺
佛
足
石
成
立
の
過
程
先
の
論
文
に
お
い
て
正
面
・
左
側
面
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
背
面
に
刻
さ
れ
た
仏
足
石
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
か
ら
読
み
取
っ
た
新
た
な
内
容
を
参
照
し
つ
つ
、
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
、
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
、
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
④
で
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
を
示
し
、
⑤
で
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
に
刻
さ
れ
た
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
仏
跡
図
第
二
本
を
唐
の
普
光
寺
か
ら
平
城
京
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
も
た
ら
し
た
画
師
の
黄
文
本
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
年
代
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
黄
文
本
実
が
入
唐
し
た
時
期
の
上
限
は
、
王
玄
策
が
一
回
目
の
遣
使
の
任
務
を
終
え
て
唐
に
帰
国
し
た
可
能
性
が
あ
る
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
、
ま
た
は
二
回
目
の
貞
観
二
二
年
（
六
四
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
黄
文
本
実
が
参
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
遣
唐
使
の
時
期
の
上
限
は
、
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
回
遣
唐
使
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
第
二
回
遣
唐
使
に
は
玄
奘
の
直
弟
子
と
な
っ
た
道
昭
（
六
二
九
〜
七
〇
〇
）
が
参
加
し
て
お
り
、
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
は
、
道
昭
が
経
論
を
多
数
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
玄
奘
の
新
訳
経
典
や
教
学
が
日
本
仏
教
に
対
し
て
多
大
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
黄
文
本
実
が
日
本
に
帰
国
し
た
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
正
倉
院
文
書
「
写
疏
所
解
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
、
七
一
〇
頁
）
に
、
禅
院
寺
の
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
十
月
九
日
の
所
蔵
記
録
と
し
て
仏
跡
図
が
見
ら
れ
る
。
天
平
一
九
年
に
直
近
の
遣
唐
使
の
帰
国
は
、
玄
昉
ら
が
参
加
し
た
遣
唐
使
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
六
、
天
平
一
八
年
六
月
条
に
よ
る
と
、
玄
昉
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
帰
国
し
、
経
論
五
千
余
巻
と
仏
像
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
田
村
圓
澄
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
う
し
て
玄
昉
は
盛
唐
の
最
も
新
し
い
仏
教
で
あ
る
法
相
宗
を
智
周
に
学
び
、「
経
論
五
千
余
巻
及
諸
仏
像
」を
た
ず
さ
え
、天
平
七
年（
七
三
五
）
に
帰
国
し
た
。
「
経
論
五
千
余
巻
」
は
『
開
元
釈
教
録
』
所
収
の
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
玄
奘
の
翻
訳
に
か
か
る
新
訳
経
典
を
ふ
く
む
一
切
経
が
、
は
じ
め
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
玄
昉
の
帰
国
に
よ
っ
て
、
玄
奘
の
手
に
な
る
新
訳
経
典
は
ほ
ぼ
す
べ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
玄
昉
に
よ
っ
て
玄
奘
の
弟
子
の
基
が
創
始
し
た
法
相
宗
の
教
え
も
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
黄
文
本
実
の
活
動
年
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
日
本
仏
教
に
対
す
る
玄
奘
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
教
を
専
門
と
す
る
僧
侶
で
は
な
く
画
師
で
は
あ
る
が
、
遣
唐
使
と
し
て
の
教
養
を
備
え
た
知
識
人
で
あ
り
、
仏
教
に
関
し
て
も
一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
た
人
物
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
黄
文
本
実
が
長
安
の
普
光
寺
で
仏
跡
図
に
出
会
っ
た
際
に
、
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
考
え
た
動
機
は
も
ち
ろ
ん
崇
拝
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
崇
拝
に
値
す
る
と
判
断
し
た
根
拠
と
な
る
の
は
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
記
さ
れ
る
仏
跡
図
の
由
来
、
す
な
わ
ち
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
記
述
内
容
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玄
奘
の
言
と
仏
説
の
経
典
と
い
う
価
値
の
裏
付
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
黄
文
本
実
は
こ
れ
を
模
写
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
写
疏
所
解
」
は
禅
院
寺
の
仏
跡
図
に
つ
い
て
「
仏
跡
図
一
巻
」
と
記
し
、
そ
の
下
に「
一
条
紅
帒
　
一
条
　
　
　
　
　
一
条
錦
帒
」と
記
載
し
て
い
る
。帒
は
袋
の
意
味
な
の
で
三
袋
分
、
つ
ま
り
仏
跡
図
は
三
枚
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
袋
に
入
れ
て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
黄
文
本
実
が
唐
に
い
る
と
き
に
三
枚
模
写
し
た
か
、
ま
た
は
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
追
加
し
て
描
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
を
禅
院
寺
に
納
め
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
平
城
京
の
右
京
に
あ
っ
た
元
興
寺
の
禅
院
の
前
身
は
、
玄
奘
に
学
ん
だ
道
昭
が
帰
国
後
に
住
ん
だ
飛
鳥
寺
（
元
興
寺
）
の
禅
院
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
記
さ
れ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
禅
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
初
め
孝
徳
天
皇
の
白
雉
四
年
、
使
に
随
い
て
入
唐
す
。
適 
玄
奘
三
蔵
に
遇
い
、
師
と
し
て
業
を
受
く
。
三
蔵
特
に
愛
し
、
同
房
に
住
せ
し
む
。
…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。…
中
略…
後
に
平
城
に
遷
都
す
る
や
、
和
尚
の
弟
及
び
弟
子
等
は
奏
聞
し
、
禅
院
を
新
京
に
徙
し
建
て
る
。
今
の
平
城
右
京
禅
院
が
是
れ
な
り
。
此
の
院
多
く
経
論
有
り
。
書
迹
楷
好
。
並
び
に
錯
誤
せ
ず
。
皆
和
上
の
将
来
せ
る
所
の
者
な
り
。
石
田
茂
作
氏
の
研
究
で
は
、
「
写
疏
所
解
」
に
記
さ
れ
る
禅
院
寺
を
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
の
禅
院
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
石
田
氏
は
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
藤
野
道
生
氏
は
、
か
の 
”本
元
興
寺” 
東
南
隅
か
ら
移
し
建
て
ら
れ
た
と
伝
へ
る 
”道
昭
禅
院” 
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
擬
し
て
み
る
と
き
、
そ
の
場
所
は
、
同
じ
く 
”右
京” 
で
あ
つ
た
と
い
ふ
し
、
ま
た
、
道
昭
将
来
の
幾
多
の
経
典
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
は
れ
る
如
き
、
こ
の
建
物
の
有
つ
特
殊
性
格
か
ら
し
て
も
、
遣
唐
使
節
が
、
唐
に
あ
つ
て
写
し
帰
つ
た
と
見
え
る 
”仏
跡
図” 
を
収
蔵
す
る
の
場
所
と
し
て
、
極
め
て
自
然
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
と
は
元
興
寺
の
禅
院
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
藤
野
氏
の
こ
の
推
論
は
次
に
挙
げ
る
発
掘
調
査
を
基
に
し
た
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
正
当
性
は
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
１
９
９
２
年
の
飛
鳥
寺
東
南
部
の
調
査
で
、
複
弁
八
弁
蓮
華
紋
軒
丸
瓦
・
重
弧
紋
軒
平
瓦
、
竹
状
模
骨
丸
瓦
が
出
土
し
、
東
南
禅
院
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
東
南
禅
院
は
道
昭
が
７
世
紀
後
半
に
建
て
、
平
城
遷
都
に
と
も
な
い
右
京
四
条
一
坊
に
移
建
さ
れ
、
禅
院
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
の
出
土
瓦
は
、
飛
鳥
の
東
南
禅
院
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
調
査
地
周
辺
に
禅
院
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
竹
状
模
骨
丸
瓦
」
と
は
丸
瓦
凹
面
に
竹
の
よ
う
な
細
棒
を
綴
り
合
わ
せ
た
、
ス
ダ
レ
状
の
圧
痕
が
残
る
無
段
式
丸
瓦
で
あ
る
。
従
来
は
北
部
九
州
の
地
域
的
特
色
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
畿
内
で
も
少
数
な
が
ら
出
土
例
が
あ
り
、
ご
く
限
ら
れ
た
工
人
に
よ
る
傍
系
的
技
術
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
と
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
出
土
し
た
竹
状
模
骨
丸
瓦
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
寺
と
は
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
が
移
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
藤
野
氏
と
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
仏
跡
図
は
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
藤
野
氏
は
仏
跡
図
が
道
昭
ゆ
か
り
の
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
唐
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
跡
図
と
は
単
に
唐
に
ゆ
か
り
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
っ
て
価
値
を
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
跡
図
と
玄
奘
の
関
係
を
重
視
し
て
、
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
ゆ
か
り
の
禅
院
に
収
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
う
可
能
性
を
想
定
し
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
は
仏
足
石
の
価
値
や
意
義
を
説
明
す
る
た
め
に
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
ほ
か
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
仏
足
石
銘
文
は
そ
の
撰
者
が
独
自
に
研
究
調
査
し
て
文
章
を
書
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
と
と
も
に
仏
跡
図
の
由
来
と
意
義
付
け
を
禅
院
に
伝
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
銘
文
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
る
解
釈
は
、
も
ち
ろ
ん
黄
文
本
実
が
独
自
に
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
唐
で
学
ん
だ
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
唐
に
お
い
て
そ
の
解
釈
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
源
流
は
や
は
り
玄
奘
に
帰
す
る
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
よ
っ
て
仏
跡
図
の
意
味
を
説
い
た
記
録
は
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
玄
奘
と
同
時
代
を
生
き
た
道
宣
の
『
釈
迦
氏
譜
』
や
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』
の
中
で
も
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
の
で
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
典
拠
に
し
て
仏
跡
図
を
説
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
玄
奘
が
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
基
づ
い
て
理
解
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
提
示
し
て
お
く
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
あ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
又
謂
い
て
曰
く
、
経
論
は
深
妙
な
り
。
究
竟
す
る
能
わ
ず
。
禅
流
を
学
び
東
土
に
伝
う
る
に
如
か
ず
、
と
。
和
尚
教
を
奉
じ
て
、
始
め
て
禅
定
を
習
う
。
悟
る
所
は
稍
多
し
。…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
着
目
す
べ
き
は
、
道
昭
が
玄
奘
か
ら
「
経
論
は
奥
深
く
微
妙
で
、
究
め
つ
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
お
前
は
禅
を
学
ん
で
、東
の
国
の
日
本
に
広
め
る
の
が
よ
か
ろ
う
」と
い
う
教
え
を
受
け
、禅
定
を
学
び
は
じ
め
、
道
昭
の
帰
国
後
は
禅
を
学
ぶ
者
が
教
え
を
請
う
て
集
ま
っ
て
来
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
玄
奘
は
経
典
翻
訳
者
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
禅
定
を
重
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
禅
定
と
は
禅
と
定
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
定
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
sam
ādhi
で
あ
り
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
定
め
て
動
か
さ
な
い
瞑
想
を
指
し
、
「
三
昧
」
と
も
言
う
。
禅
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
のdhyāna
の
訳
語
で
あ
る
禅
那
を
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
瞑
想
し
て
身
心
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
定
の
一
分
と
解
す
る
。
し
ば
し
ば
総
合
し
て
禅
定
と
言
う
。
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
、
『
観
仏
三
昧
海
経
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
釈
尊
が
世
を
去
っ
た
後
に
、
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
す
る
人
々
も
ま
た
同
様
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
し
な
く
て
も
、
釈
尊
の
足
跡
を
見
た
り
、
仏
像
が
行
く
姿
を
見
た
り
し
た
人
々
も
ま
た
同
様
に
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
で
あ
る
僧
侶
は
観
想
を
す
れ
ば
よ
い
し
、
専
門
家
で
は
な
い
在
家
の
人
々
は
観
想
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
仏
三
昧
と
仏
跡
図
を
セ
ッ
ト
に
し
た
理
解
は
、
仮
に
玄
奘
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
唐
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
仏
跡
図
に
対
す
る
信
仰
は
玄
奘
に
対
す
る
尊
崇
や
敬
慕
の
念
と
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、
黄
文
本
実
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
記
録
が
な
い
た
め
に
、
第
三
本
の
作
者
と
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
薬
師
寺
仏
足
石
左
側
面
の
銘
文
に
登
場
す
る
越
田
安
万
が
禅
院
寺
に
あ
る
第
二
本
を
模
写
し
て
第
三
本
を
作
り
、
そ
の
上
さ
ら
に
仏
足
石
作
成
の
素
材
と
な
る
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
し
、
ど
こ
か
の
寺
院
に
納
め
ら
れ
た
第
三
本
を
基
に
し
て
越
田
安
万
が
仏
足
石
作
成
の
た
め
の
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
第
三
本
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
第
二
本
の
成
立
を
論
じ
た
際
に
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
、
僧
侶
は
観
想
を
し
て
三
昧
に
入
れ
ば
よ
い
し
、
在
家
の
人
々
は
専
門
的
な
観
想
を
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
た
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
は
専
門
家
向
け
と
専
門
で
は
な
い
人
向
け
の
救
済
方
法
を
提
示
し
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
。
玄
奘
が
道
昭
に
禅
定
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
は
論
理
的
に
教
学
を
深
め
て
悟
り
を
求
め
る
面
と
と
も
に
、
仏
の
教
え
は
人
智
を
超
え
た
深
さ
が
あ
る
ゆ
え
に
禅
定
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
仏
の
力
に
頼
っ
て
涅
槃
の
境
地
に
至
ろ
う
と
す
る
面
が
あ
る
。
文
室
真
人
智
努
と
い
う
人
物
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
て
、
薬
師
寺
仏
足
石
の
作
成
を
発
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
智
努
は
天
武
天
皇
の
孫
で
、
『
続
日
本
紀
』
巻
二
三
に
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
法
名
の
「
浄
三
」
と
い
う
名
で
登
場
し
て
い
る
。
廣
岡
義
隆
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
前
年
に
光
明
皇
后
が
崩
じ
た
際
に
は
「
智
努
」
の
名
で
出
て
い
る
の
で
、
天
平
宝
字
四
年
六
月
以
降
に
出
家
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。仏
足
石
を
作
っ
た
の
は
、
出
家
す
る
前
の
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
智
努
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
仏
教
に
対
す
る
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
智
努
は
仏
教
が
必
須
の
教
養
と
な
っ
て
い
た
時
代
の
知
識
人
と
し
て
、
玄
奘
訳
の
経
論
に
基
づ
く
法
相
宗
の
唯
識
思
想
と
い
う
高
度
な
仏
教
思
想
を
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仏
足
石
か
ら
読
み
取
れ
る
信
仰
は
難
解
な
も
の
で
は
な
く
、比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
く
信
仰
で
あ
る
。
智
努
は
知
識
人
と
し
て
高
い
学
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、
理
詰
め
で
考
え
て
悟
り
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
妻
が
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
で
安
楽
な
境
地
に
至
る
こ
と
や
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
福
に
な
る
と
い
う
理
想
を
求
め
る
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
④
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
本
稿
で
は
薬
師
寺
仏
足
石
信
仰
の
由
来
と
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
玄
奘
と
の
関
わ
り
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
き
た
。
第
一
本
仏
跡
図
は
王
玄
策
が
マ
ガ
ダ
国
か
ら
唐
に
持
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
普
光
寺
と
い
う
勅
願
寺
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
尊
重
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
跡
図
が
尊
重
さ
れ
た
理
由
は
、
マ
ガ
ダ
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
し
い
文
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
に
よ
る
価
値
の
保
証
が
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
第
二
本
は
黄
文
本
実
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
が
住
し
た
寺
院
で
あ
る
禅
院
寺
に
納
め
ら
れ
た
。
第
一
に
仏
跡
図
が
玄
奘
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
仏
跡
図
を
見
る
こ
と
で
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
観
仏
三
昧
と
い
う
禅
定
を
説
く
経
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
禅
院
寺
に
第
二
本
が
納
め
ら
れ
た
有
力
な
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
本
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
解
明
で
き
な
い
。
第
三
本
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
薬
師
寺
仏
足
石
は
文
室
真
人
智
努
の
発
願
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
信
仰
形
態
と
奈
良
を
代
表
す
る
大
寺
で
あ
る
薬
師
寺
の
信
仰
形
態
が
ほ
ど
よ
く
合
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仏
足
石
を
ま
つ
る
場
と
し
て
薬
師
寺
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
信
仰
形
態
の
特
徴
と
は
、知
識
人
を
満
足
さ
せ
る
高
度
な
思
想
が
信
仰
の
背
景
に
あ
る
こ
と
と
、
比
較
的
簡
単
に
誰
も
が
仏
の
世
界
に
至
れ
る
と
い
う
方
法
を
提
示
し
て
い
る
信
仰
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
薬
師
寺
は
唯
識
学
な
ど
玄
奘
の
新
訳
の
経
論
に
基
づ
く
教
え
を
伝
え
る
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
仏
足
石
を
安
置
し
て
お
ま
つ
り
で
き
た
場
所
で
も
あ
る
こ
と
で
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
知
識
人
の
信
仰
の
拠
り
所
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
補
遺
こ
こ
で
は
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
の
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
【
左
側
面
第
十
行
方
格
外
下
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
左
側
面
向
右
下
部
】
（
本
文
）
知
識
家
口
男
女
大
小
（
書
き
下
し
文
）
知
識
の
家
口
の
男
女
大
小
（
現
代
語
訳
）
施
主
の
家
族
の
老
若
男
女
【
左
側
面
方
格
外
向
右
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
右
側
面
】
（
本
文
）
諸
行
無
常
　
諸
法
无
我
　
涅
槃
寂
静
（
書
き
下
し
文
）
諸
行
は
無
常
な
り
。諸
法
は
無
我
な
り
。涅
槃
は
寂
静
な
り
。
（
現
代
語
訳
）あ
ら
ゆ
る
現
象
は
無
常
で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
存
在
に
実
体
は
な
い
。
　
悟
り
の
境
地
は
安
ら
か
で
あ
る
。
▼
写
真
２
　
　
薬
師
寺
佛
足
石・右
側
面
銘
文・刻
面
写
真
　﹇
飛
鳥
園
撮
影
﹈
五
、
佛
足
石
の
後
世
へ
の
影
響
﹇
大
阪
・
和
歌
山
調
査
報
告
﹈
　
　
林
昌
寺
佛
足
石
に
つ
い
て
今
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
共
同
研
究
調
査
で
は
、
古
代
薬
師
寺
仏
足
石
と
近
世
仏
足
石
の
時
代
の
空
隙
を
埋
め
る
中
世
仏
足
石
を
求
め
て
大
阪
府
泉
南
地
方
の
林
昌
寺
、
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
、
根
来
寺
、
粉
河
寺
の
各
寺
院
を
訪
れ
、
境
内
に
所
在
す
る
仏
足
石
の
調
査
を
行
っ
た
。
紀
三
井
寺
の
仏
足
石
は
戦
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
根
来
寺
の
仏
足
石
は
粉
河
寺
の
そ
れ
が
誤
っ
て
巷
間
に
存
在
が
流
布
し
た
も
の
で
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
除
外
し
、
林
昌
寺
と
粉
河
寺
の
仏
足
石
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
今
回
お
も
な
調
査
対
象
と
し
た
中
世
仏
足
石
が
あ
る
躑
躅
山
林
昌
寺
に
つ
い
て
、
同
寺
所
伝
の
由
緒
に
従
っ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
同
寺
は
、
有
名
な
中
世
荘
園
九
条
家
領
和
泉
国
日
根
野
荘
の
南
方
に
位
置
す
る
地
域
に
あ
り
、
山
の
南
西
斜
面
に
寺
の
諸
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
い
て
日
当
た
り
が
と
て
も
よ
く
、
風
光
明
媚
な
環
境
に
あ
る
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
。
近
隣
地
域
に
は
根
来
寺
、
粉
河
寺
な
ど
の
大
寺
院
も
点
在
し
、
高
野
山
の
麓
に
あ
る
こ
れ
ら
の
諸
寺
院
と
の
関
係
も
林
昌
寺
を
考
察
す
る
上
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
林
昌
寺
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
そ
の
開
基
を
行
基
と
す
る
古
刹
で
あ
る
。
行
基
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
三
院
六
坊
か
ら
な
る
当
時
の
寺
は
、
こ
の
地
の
水
質
が
鉱
質
に
富
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
山
菩
提
院
岡
寺
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
と
は
異
な
る
山
号
寺
号
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
近
隣
の
大
寺
院
で
あ
る
根
来
寺
が
、
平
安
初
期
、
粉
河
寺
が
聖
武
天
皇
没
後
の
宝
亀
年
間
の
開
基
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
地
域
で
は
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
寺
が
現
在
の
寺
号
山
号
と
な
っ
た
契
機
に
つ
い
て
、
由
緒
書
き
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
平
安
時
代
の
後
期
、
第
七
十
三
代
堀
河
天
皇
が
当
山
に
行
幸
の
み
ぎ
り
、
山
つ
つ
じ
が
見
事
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
山
号
を
躑
躅
山
と
し
、
法
林
繁
盛
の
勝
地
と
な
る
よ
う
、
寺
号
を
林
昌
寺
と
改
め
ら
れ
た
。
」
平
安
時
代
は
熊
野
詣
を
は
じ
め
天
皇
の
行
幸
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
都
か
ら
和
歌
山
を
経
て
熊
野
へ
向
か
う
途
中
立
ち
寄
る
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
し
、
林
昌
寺
を
目
的
地
と
し
て
行
幸
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
天
正
年
間
に
は
、
織
豊
政
権
に
よ
っ
て
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
の
信
長
に
よ
る
雑
賀
攻
め
、
同
九
〜
十
（
一
五
八
一
〜
二
）
年
の
高
野
攻
め
、
同
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
秀
吉
の
紀
州
征
伐
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
泉
南
か
ら
紀
州
の
諸
寺
院
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
林
昌
寺
も
創
建
当
時
か
ら
の
堂
塔
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し
、
現
存
の
諸
堂
伽
藍
は
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
も
の
を
始
め
と
し
て
近
年
に
再
建
さ
れ
た
堂
塔
も
あ
る
。
現
在
の
林
昌
寺
は
、
京
都
の
仁
和
寺
を
本
山
れ
て
い
る
。
国
宝
の
薬
師
寺
の
仏
足
石
は
安
山
岩
と
み
ら
れ
る
が
定
か
な
こ
と
は
地
質
学
の
専
門
家
の
鑑
定
に
待
つ
ほ
か
な
い
。
三
回
に
わ
た
っ
た
一
連
の
中
世
仏
足
石
の
調
査
で
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
仏
足
石
が
古
代
に
た
だ
一つ
の
存
在
で
、長
期
断
絶
し
て
近
世
に
至
っ
て
再
び
各
地
に
出
現
す
る
と
い
う
不
自
然
な
残
存
状
況
に
つ
い
て
、一
定
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。中
世
に
も
確
実
に
仏
足
石
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、そ
れ
が
多
く
の
場
合
無
関
心
に
屋
外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
風
化
が
進
み
、そ
れ
と
認
知
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。現
存
が
確
認
さ
れ
る
法
然
院
、安
土
城
、林
昌
寺
三
か
所
の
中
世
の
仏
足
石
は
、
い
ず
れ
も
露
天
に
放
置
さ
れ
風
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
林
昌
寺
の
も
の
は
、
三
十
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
同
寺
の
絵
葉
書
に
は
、
よ
り
明
瞭
に
仏
足
の
文
様
が
看
取
さ
れ
わ
ず
か
三
十
年
で
酸
性
雨
の
影
響
か
、
か
な
り
風
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
回
の
調
査
で
は
、
根
来
寺
に
あ
る
と
い
う
仏
足
石
を
探
し
た
が
、
こ
れ
は
粉
河
寺
の
仏
足
石
を
誤
っ
て
根
来
寺
の
仏
足
石
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
も
の
が
拡
散
し
た
も
の
と
判
明
し
た
。
粉
河
寺
で
の
仏
足
石
は
参
道
入
り
口
す
ぐ
の
左
側
に
覆
い
の
屋
根
の
下
に
柵
に
囲
ま
れ
て
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
柵
の
周
囲
か
ら
か
な
り
距
離
が
あ
り
、
法
量
の
計
測
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
字
の
判
読
す
ら
か
な
わ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
石
質
は
安
山
岩
様
に
見
受
け
ら
れ
た
が
判
然
と
し
な
い
。
周
囲
の
側
面
に
は
一
面
に
篆
書
と
も
行
書
と
も
判
別
し
か
ね
る
変
っ
た
書
体
で
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
近
世
に
か
か
る
追
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仏
足
石
の
仏
足
そ
の
も
の
は
、
林
昌
寺
の
も
の
と
共
通
し
て
切
り
欠
き
部
も
確
認
で
き
る
の
で
中
世
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、
改
め
て
許
可
を
得
て
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
台
石
が
焼
け
た
よ
う
な
赤
み
を
帯
び
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
天
正
年
間
に
行
わ
れ
た
織
豊
政
権
に
よ
る
紀
州
制
圧
戦
の
粉
河
寺
焼
亡
と
関
係
し
て
い
る
と
す
れ
ば
中
世
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
現
時
点
で
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
め
た
い
。
六
、
結
び
に
か
え
て
本
研
究
は
、武
蔵
野
大
学「
し
あ
わ
せ
研
究
」の
基
金
を
受
託
し「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
初
期
仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南
市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
中
世
の
可
能
性
が
高
い
粉
河
寺
の
も
の
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
薬
師
寺
佛
足
石
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研
究
蓄
積
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
研
究
史
の
上
に
確
か
な
地
歩
を
築
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と
そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三
年
間
に
わ
た
り
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
石
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
の
研
究
は
、
垤
和
本
精
拓
本
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
採
拓
者
で
あ
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
金
木
和
子
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、
昨
年
度
、
閉
門
後
の
夜
の
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
も
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
「
書
」
と
し
て
刻
さ
れ
て
い
た
か
知
り
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
お
蔭
様
で
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
な
る
べ
く
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
○
本
研
究
は
、
第
一
・
三
節
を
廣
瀨
、
第
四
節
を
遠
藤
、
第
五
節
を
漆
原
が
執
筆
し
、
第
二
節
を
廣
瀨
・
遠
藤
、
第
六
節
を
漆
原
・
廣
瀨
で
共
同
執
筆
し
た
。
○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
平
成
31
年
度
し
あ
わ
せ
研
究
費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
【
註
】
（
１
）
田
村
圓
澄
「
摂
論
宗
の
伝
来
」
（
速
水
侑
『
論
集
奈
良
仏
教
第
一
巻
　
奈
良
仏
教
の
展
開
』
、
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
二
五
頁
を
参
照
。
（
２
）
四
角
で
囲
っ
た
箇
所
は
空
欄
の
意
味
で
あ
る
。
（
３
）
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
年
再
版
）
三
〇
頁
を
参
照
。
な
お
こ
の
書
物
は
一
九
三
〇
年
の
初
版
本
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
再
版
本
を
参
照
し
た
。
（
４
）
藤
野
道
生
「
禅
院
寺
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
六‒
九
、
一
九
五
七
年
）
四
一
頁
を
参
照
。
（
５
）
原
田
憲
二
郎
、
森
下
惠
介
、
池
田
富
貴
子
『
平
城
の
甍―
平
城
京
出
土
瓦
展―
』
（
編
集
：
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
、
発
行
：
奈
良
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
頁
を
参
照
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。
http://w
w
w
.city.nara.lg.jp/w
w
w
/contents/1227078972143/files/i-
raka.pdf
（
６
）
廣
岡
義
隆
「
文
室
眞
人
智
努
の
生
涯―
天
平
一
知
識
人
の
憂
愁―
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
、
一
九
九
一
年
）
四
五
頁
を
参
照
。
（
７
）「
善
き
友
人
」
の
意
で
善
知
識
と
も
い
い
、
仏
の
教
え
を
説
き
勧
め
て
善
導
す
る
指
導
者
や
、
寺
院
や
仏
像
の
建
立
の
た
め
に
金
品
を
布
施
す
る
人
物
を
指
す
。
こ
の
箇
所
で
は
施
主
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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▼
薬
師
寺
佛
足
石
・
背
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書
の
復
元
し
し
ん
　
　
ほ
つ
が
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
し
　
い 
の
げ
ま
ん
だ
　
　  
ほ
う
み
ょ
う
　
　
　  
　
　
　
　
　
　
つ
つ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   
　
　
と
こ
し
え
　 
う  
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も    
さ
ん
が
い
　
う
る
お
　
　
　
　
　
　
　
あ
ゆ
う
ゆ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
や
く
▼
写
真
１
　
薬
師
寺
佛
足
石
・
背
面
銘
文
刻
（
原
刻
）
　
﹇
飛
鳥
園
撮
影
﹈
と
す
る
真
言
宗
御
室
派
に
属
し
、
別
名
を
岡
大
師
と
称
す
る
よ
う
に
泉
州
地
区
の
弘
法
大
師
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
国
三
十
一
番
札
所
と
し
て
近
世
に
も
栄
え
た
寺
院
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
は
写
真
３
・
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
側
面
上
下
の
二
か
所
と
左
側
上
部
一
か
所
の
計
三
か
所
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
写
真
画
像
か
ら
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
線
刻
さ
れ
た
仏
像
の
輪
郭
が
残
さ
れ
て
い
る
。
右
側
上
部
と
左
側
部
分
の
線
刻
は
風
化
が
進
み
か
ろ
う
じ
て
線
刻
が
看
取
で
き
る
も
の
の
明
瞭
で
は
な
い
が
、
左
側
手
前
下
部
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
比
較
的
明
瞭
に
線
刻
さ
れ
た
小
仏
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
背
後
に
直
立
す
る
青
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
「
仏
足
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
近
世
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
線
刻
の
仏
像
が
見
ら
れ
る
の
は
、
す
で
に
本
研
究
Ⅱ
で
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
京
都
法
然
院
の
仏
足
石
（
写
真
５
・
６
）
と
安
土
城
仏
足
石
（
写
真
７
・
８
）
の
二
つ
の
中
世
仏
足
石
と
共
通
す
る
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
初
伝
の
通
り
林
昌
寺
仏
足
石
は
、
中
世
の
仏
足
石
で
あ
る
と
見
て
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
台
石
の
側
面
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
り
そ
こ
に
線
刻
の
小
仏
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
、
多
く
の
近
世
・
近
現
代
仏
足
石
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
中
世
仏
足
石
の
識
別
点
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
台
石
上
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
仏
足
本
体
そ
の
も
の
が
、
技
巧
的
な
近
世
の
仏
足
石
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
単
純
素
朴
で
雅
味
が
あ
る
と
い
え
る
印
象
を
受
け
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
の
石
質
は
玄
武
岩
の
よ
う
に
見
え
受
け
ら
れ
る
が
、
苔
や
泥
の
付
着
に
よ
り
明
確
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
近
世
近
現
代
の
仏
足
石
の
多
く
が
、
黒
御
影
石
あ
る
い
は
御
影
石
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
法
然
院
の
も
の
は
緑
泥
片
岩
（
秩
父
青
石
）
、
安
土
城
の
も
の
は
安
山
岩
が
用
い
ら
-- 160 --
一
、
は
じ
め
に
本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
初
期
仏
教
を
ま
さ
に
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
日
本
最
古
の
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
刻
の
薬
師
寺
に
あ
る
「
佛
足
石
」に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
注
目
し
、書
道
学（
廣
瀨
）・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
た
も
の
で
、
す
で
に
発
表
し
た
次
の
二
つ
の
共
同
研
究
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―
正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―
左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成
立
過
程―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
上
記
の
論
文
で
発
表
し
た
佛
足
石
正
面
と
左
側
面
銘
文
に
関
す
る
研
究
に
続
き
、
本
稿
で
は
背
面
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
分
析
を
進
め
る
。
最
初
に
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
薬
師
寺
佛
足
石
に
関
わ
っ
た
人
々
の
信
仰
の
あ
り
方
や
成
立
過
程
を
前
号
に
引
き
続
き
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
江
戸
時
代
に
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
間
の
期
間
（
中
世
な
ど
）
に
お
け
る
佛
足
石
の
存
在
を
埋
め
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
今
回
大
阪
と
和
歌
山
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
佛
足
石
の
調
査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
二
、
佛
足
石
背
面
銘
文
の
釈
文
佛
足
石
の
銘
文
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
文
献
と
し
て
次
の
論
文
が
あ
る
。
冒
頭
の
太
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
略
号
と
し
て
示
し
た
。
①
　
旧
↓
薬
師
寺
発
行
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
出
典
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
と
し
て
い
る
）
②
　
新
↓
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
補
訂
版
（
岩
波
　
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
③
　
吉
↓
吉
村
怜
『
天
人
誕
生
図
の
研
究
』
（
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
）
本
書
所
収
の
神
直
石
手
論
文
の
初
出
は
吉
村
怜
「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
者
「
神
直
石
手
」
に
つ
い
て
」
（
『
美
術
史
研
究
』
八
、
一
九
七
一
年
）
④
　
岡
↓
廣
岡
義
隆
「
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
、一
九
九
〇
年
）、『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
基
に
し
つ
つ
更
に
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
注
＊
﹈
及
び
精
拓
本
（
垤
和
本
）
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
た
も
の
が
次
の
太
字
の
釈
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
異
同
の
あ
る
文
字
に
棒
線
を
記
し
、
そ
の
左
側
に
、
先
賢
の
諸
説
を
記
し
た
。
﹇
注
＊
﹈
写
真
　
令
和
元
年
９
月
25
日
付
で
薬
師
寺
に
掲
載
許
可
申
請
、
同
年
10
月
１
日
付
・
薬
師
寺
掲
載
許
可
第
１―
２
６
８
号
に
よ
り
、
飛
鳥
園
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
〈
銘
文
の
行
数
と
釈
文
〉
１
　
至
心
發
願
爲
　
　
　
・
旧
新
吉
：
爲
　
岡
：
為
２
　
亡
夫
人
從
四
位
下
　
　
　
・
旧
新
吉
：
從
　
岡
：
従
３
　
茨
田
郡
主
法
４
　
名
良
式
敬
寫
５
　
釋
迦
如
来
神
　
　
　
・
旧
：
釈
　
新
吉
岡
：
釋
　
　
　
・
旧
広
：
来
　
新
吉
：
來
　
　
　
　
　
＊
五
字
目
は
、
へ
ん
の
字
形
が
「
神
」
「
神
」
に
も
ど
ち
ら
に
　
　
　
　
　
　
も
見
え
る
字
形
を
し
て
い
る
。
６
　
跡
伏
願
夫
人
７
　
之
霊
駕
遊
入
　
　
　
・
旧
岡
：
霊
　
新
吉
：
靈
　
　
　
　
　
・
岡
：
「
遊
」
の
あ
と
に
「
入
」
＊
今
回
の
調
査
で
も
精
密
な
写
真
画
像
と
拓
本
を
過
眼
す
る
と
わ
ず
か
に
残
る
刻
跡
よ
り
「
入
」
が
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
13
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
８
　
无
勝
之
妙
邦
９
　
受
□
□
□
□
之
　
　
　
・
旧
新
：
□
□
□
□
　
吉
：
□
□
　
岡
：
□
□
□
10
　
聖
□
永
脱
有
　
　
　
・
旧
新
吉
：
□
は
言
ベ
ン
　
岡
：
□
　
　
　
　
　
＊
二
字
目
の
□
は
、
飛
鳥
園
撮
影
写
真
で
も
垤
和
本
精
拓
本
で
　
　
　
　
　
　
も
「
言
べ
ん
」
は
過
眼
で
き
る
。
し
か
し
旁
部
及
び
９
行
目
　
　
　
　
　
　
の
中
央
部
に
か
け
て
は
剥
離
に
よ
る
摩
滅
に
よ
り
不
明
。
11
　
漏
高
證
无
爲
同
12
　
霑
三
界
共
契
一
眞
　
　
　
・
旧
新
吉
：
眞
　
岡
：
真
（
書
き
下
し
文
）
至
心
に
発
願
し
、
亡
夫
人
従
四
位
下
茨
田
郡
主
法
名
良
式
の
為
に
、
敬
ん
で
釈
迦
如
来
の
神
跡
を
写
す
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
夫
人
の
霊
、
駕
遊
し
て
無
勝
の
妙
邦
に
入
り
て
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
に
有
漏
を
脱
し
、
無
為
を
高
証
し
、
同
に
三
界
を
霑
し
、
共
に
一
眞
に
契
わ
ん
こ
と
を
。
（
現
代
語
訳
）
真
心
を
持
っ
て
誓
願
を
立
て
、
今
は
亡
き
夫
人
の
従
四
位
下
茨
田
郡
主
、
法
名
は
良
式
の
た
め
に
、
慎
み
敬
っ
て
釈
尊
の
足
跡
を
写
す
。
仏
に
平
伏
し
礼
拝
し
、
夫
人
の
霊
が
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
に
て
悠
々
と
し
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
遠
に
煩
悩
か
ら
と
き
は
な
た
れ
、
悟
り
の
境
地
に
至
り
、迷
い
の
世
界
の
生
き
と
し
生
き
る
者
す
べ
て
に
利
益
が
お
よ
び
、皆
共
に
仏
が
教
え
る
真
理
に
目
覚
め
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
三
、
原
刻
写
真
と
精
拓
本
の
比
較
に
よ
る
　
　
刻
さ
れ
た
書
線
の
検
討
薬
師
寺
佛
足
石
側
面
の
銘
文
は
、
ど
の
面
も
概
ね
風
化
に
よ
り
摩
滅
し
て
い
る
が
、
背
面
は
、
正
面
刻
や
右
側
面
刻
と
比
べ
る
と
、
剥
落
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
刻
線
は
比
較
的
明
瞭
な
方
で
あ
る
。
正
面
・
左
右
の
側
面
は
、
肉
眼
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
在
、
佛
足
石
の
背
面
が
、
堂
内
の
壁
面
と
ほ
ぼ
接
す
る
に
近
い
状
態
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
刻
線
を
肉
眼
で
直
接
確
か
め
な
が
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
今
回
の
背
面
銘
文
調
査
及
び
復
元
に
あ
た
っ
て
も
前
回
の
研
究
と
同
様
に
新
倉
垤
斎
・
金
木
和
子
両
氏
が
昭
和
四
十
七
年
に
採
拓
し
た
精
拓
本
（
垤
和
本
）
を
頼
り
に
、
復
元
作
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
か
つ
て
佛
足
石
移
動
時
に
飛
鳥
園
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
背
面
の
現
刻
写
真
画
像
と
も
比
較
検
討
し
な
が
ら
（
表
１
参
照
）
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
更
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
北
魏
時
代
の
書
の
古
典
を
参
照
し
て
導
き
出
し
た
も
の
が
表
１
の
下
部
に
示
し
た
一
次
補
正
・
二
次
補
正
で
あ
る
。
佛
足
石
背
面
の
銘
文
の
周
囲
に
刻
さ
れ
て
い
る
枠
（
方
格
）
の
寸
法
は
横
巾
66
㎝
、
縦
の
寸
法
に
つ
い
て
は
最
も
長
い
右
側
が
28
・
５
㎝
、
中
央
部
の
狭
い
箇
所
が
25
㎝
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
、
最
も
大
き
い
「
釋
」
字
は
、
横
４
㎝
、
縦
５
㎝
で
あ
り
、
小
さ
い
文
字
は
２
㎝
角
で
あ
る
。
ち
な
み
に
佛
足
石
の
右
側
面
に
唯
一
刻
さ
れ
た
銘
文
（
本
稿
第
４
節
末
尾
の
写
真
２
）
の
大
き
さ
（
枠
﹇
方
格
﹈
の
寸
法
）
は
、
上
部
の
横
が
12
㎝
、
下
部
の
横
が
11
・
５
㎝
、
縦
が
18
㎝
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
記
し
て
お
く
。
１
、
至
・
・
拓
本
（
原
拓
）
で
は
、
二
画
目
の
横
画
の
位
置
が
刻
線
と
傷
に
よ
り
二
通
り
推
定
で
き
、
特
定
に
困
っ
た
が
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
正
し
い
位
置
が
判
定
で
き
た
。
同
様
に
最
終
画
の
起
筆
と
収
筆
の
位
置
と
太
さ
に
つ
い
て
も
写
真
に
よ
り
判
定
で
き
た
。
２
、
心
・
・
原
刻
写
真
に
よ
っ
て
一
画
目
の
点
の
位
置
が
特
定
で
き
た
。
三
・
四
画
目
の
点
の
位
置
は
、
原
刻
の
摩
滅
が
著
し
く
拓
本
及
び
写
真
に
お
い
て
も
特
定
が
困
難
。
推
定
位
置
を
二
次
補
正
で
示
し
た
。
３
、
發
・
・
上
部
の
「
は
つ
が
し
ら
」
が
、
珍
し
い
字
形
で
あ
る
。
原
刻
写
真
に
よ
り
、
よ
り
明
確
と
な
る
。
４
、
亡
・
・
一
画
目
の
字
形
と
三
画
目
の
収
筆
の
状
態
が
拓
本
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
原
刻
写
真
に
よ
り
、
刻
線
と
石
の
傷
と
の
違
い
を
読
み
取
れ
て
明
ら
か
に
で
き
た
。
５
、
從
・
・
「
從
」
の
異
体
字
に
つ
い
て
、
旁
の
中
央
部
の
「
点
」
の
有
無
が
気
に
な
っ
た
が
、
北
魏
の
書
に
も
点
が
あ
る
字
例
が
あ
り
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
っ
て
も
点
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
右
下
部
が
「
之
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
６
、
式
・
・
異
体
字
の
「
式
」
で
あ
る
が
、
左
下
部
は
完
全
に
「
コ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
７
、
敬
・
・
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
、
四
画
目
及
び
五
画
目
が
明
確
と
な
る
。
８
、
寫
・
・
下
部
の
四
つ
の
点
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
９
、
釋
・
・
「
米
」
に
変
化
し
た
「
へ
ん
」
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
10
、
神
・
・
「
へ
ん
」
の
刻
線
が
「
ネ
」
に
も
「
示
」
に
も
見
え
る
刻
し
方
を
し
て
い
る
。
11
、
伏
・
・
写
真
と
拓
本
の
両
者
に
「
犬
」
の
三
画
目
の
起
筆
の
方
向
の
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
▼
表
１
　
写
真
・
拓
本
文
字
比
較
表
 
12
、
駕
・
・
「
馬
」
の
下
部
が
「
四
つ
点
」
な
の
か
「
一
」
な
の
か
拓
本
・
原
刻
写
真
と
も
不
明
瞭
。
13
、
入
・
・
写
真
画
像
・
原
拓
本
両
方
と
も
に
浅
い
線
で
「
入
」
字
の
筆
画
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
表
２
で
示
し
た
よ
う
に
原
拓
を
基
に
推
定
す
る
と
石
本
体
の
亀
裂
や
傷
な
の
か
文
字
を
刻
し
た
線
な
の
か
の
判
定
が
と
て
も
し
づ
ら
く
、
「
入
」
の
筆
画
ら
し
き
線
状
が
、
大
き
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
①
）
と
小
さ
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
②
）
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
。
写
真
画
像
で
は
こ
れ
ら
二
種
類
と
別
な
位
置
に
刻
線
ら
し
き
線
状
が
見
え
る
の
で
、
次
の
表
に
推
定
さ
れ
る
三
種
類
の
字
形
を
ま
ず
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
三
種
類
の
字
形
候
補
が
出
て
き
た
の
で
写
真
画
像
と
原
拓
を
更
に
入
念
に
観
察
す
る
と
単
な
る
平
面
で
は
な
く
凹
凸
の
あ
る
複
雑
な
表
面
の
た
め
特
に
斜
め
に
走
る
山
の
稜
線
の
よ
う
な
凸
部
で
は
通
常
の
採
拓
と
は
異
な
る
墨
だ
ま
り
の
よ
う
な
拓
影
が
現
出
す
る
よ
う
で
、
文
字
刻
を
再
現
す
る
時
に
は
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
ゆ
え
に
③
の
字
形
が
近
い
も
の
と
推
定
す
る
。
意
味
的
に
は
文
章
中
の
こ
の
場
所
に
「
入
」
が
挿
入
さ
れ
た
と
し
て
も
通
じ
る
の
で
問
題
は
な
い
。
▼
表
２
　
「
入
」
字
の
刻
線
推
定
表
14
、
邦
・
・
左
部
の
横
画
は
四
本
あ
る
。
北
魏
の
書
に
こ
の
字
例
あ
り
。
15
、
受
・
・
冠
部
の
点
が
四
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
つ
は
傷
で
あ
る
。
16
、
永
・
・
「
永
」
字
の
右
半
分
は
、
原
石
の
剥
落
に
よ
り
完
全
に
消
滅
。
二
次
補
正
で
、
北
魏
の
鄭
道
昭
の
書
よ
り
推
定
。
17
、
脱
・
・
右
上
部
は
原
石
の
剥
落
あ
り
。
18
、
證
・
・
「
は
つ
が
し
ら
」
の
字
形
左
側
が
「
タ
」
19
、
界
・
・
「
界
」
の
下
部
が
「
分
」
の
異
体
字
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
四
、
薬
師
寺
佛
足
石
成
立
の
過
程
先
の
論
文
に
お
い
て
正
面
・
左
側
面
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
背
面
に
刻
さ
れ
た
仏
足
石
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
か
ら
読
み
取
っ
た
新
た
な
内
容
を
参
照
し
つ
つ
、
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
、
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
、
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
④
で
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
を
示
し
、
⑤
で
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
に
刻
さ
れ
た
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
仏
跡
図
第
二
本
を
唐
の
普
光
寺
か
ら
平
城
京
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
も
た
ら
し
た
画
師
の
黄
文
本
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
年
代
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
黄
文
本
実
が
入
唐
し
た
時
期
の
上
限
は
、
王
玄
策
が
一
回
目
の
遣
使
の
任
務
を
終
え
て
唐
に
帰
国
し
た
可
能
性
が
あ
る
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
、
ま
た
は
二
回
目
の
貞
観
二
二
年
（
六
四
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
黄
文
本
実
が
参
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
遣
唐
使
の
時
期
の
上
限
は
、
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
回
遣
唐
使
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
第
二
回
遣
唐
使
に
は
玄
奘
の
直
弟
子
と
な
っ
た
道
昭
（
六
二
九
〜
七
〇
〇
）
が
参
加
し
て
お
り
、
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
は
、
道
昭
が
経
論
を
多
数
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
玄
奘
の
新
訳
経
典
や
教
学
が
日
本
仏
教
に
対
し
て
多
大
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
黄
文
本
実
が
日
本
に
帰
国
し
た
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
正
倉
院
文
書
「
写
疏
所
解
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
、
七
一
〇
頁
）
に
、
禅
院
寺
の
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
十
月
九
日
の
所
蔵
記
録
と
し
て
仏
跡
図
が
見
ら
れ
る
。
天
平
一
九
年
に
直
近
の
遣
唐
使
の
帰
国
は
、
玄
昉
ら
が
参
加
し
た
遣
唐
使
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
六
、
天
平
一
八
年
六
月
条
に
よ
る
と
、
玄
昉
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
帰
国
し
、
経
論
五
千
余
巻
と
仏
像
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
田
村
圓
澄
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
う
し
て
玄
昉
は
盛
唐
の
最
も
新
し
い
仏
教
で
あ
る
法
相
宗
を
智
周
に
学
び
、「
経
論
五
千
余
巻
及
諸
仏
像
」を
た
ず
さ
え
、天
平
七
年（
七
三
五
）
に
帰
国
し
た
。
「
経
論
五
千
余
巻
」
は
『
開
元
釈
教
録
』
所
収
の
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
玄
奘
の
翻
訳
に
か
か
る
新
訳
経
典
を
ふ
く
む
一
切
経
が
、
は
じ
め
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
玄
昉
の
帰
国
に
よ
っ
て
、
玄
奘
の
手
に
な
る
新
訳
経
典
は
ほ
ぼ
す
べ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
玄
昉
に
よ
っ
て
玄
奘
の
弟
子
の
基
が
創
始
し
た
法
相
宗
の
教
え
も
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
黄
文
本
実
の
活
動
年
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
日
本
仏
教
に
対
す
る
玄
奘
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
教
を
専
門
と
す
る
僧
侶
で
は
な
く
画
師
で
は
あ
る
が
、
遣
唐
使
と
し
て
の
教
養
を
備
え
た
知
識
人
で
あ
り
、
仏
教
に
関
し
て
も
一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
た
人
物
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
黄
文
本
実
が
長
安
の
普
光
寺
で
仏
跡
図
に
出
会
っ
た
際
に
、
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
考
え
た
動
機
は
も
ち
ろ
ん
崇
拝
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
崇
拝
に
値
す
る
と
判
断
し
た
根
拠
と
な
る
の
は
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
記
さ
れ
る
仏
跡
図
の
由
来
、
す
な
わ
ち
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
記
述
内
容
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玄
奘
の
言
と
仏
説
の
経
典
と
い
う
価
値
の
裏
付
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
黄
文
本
実
は
こ
れ
を
模
写
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
写
疏
所
解
」
は
禅
院
寺
の
仏
跡
図
に
つ
い
て
「
仏
跡
図
一
巻
」
と
記
し
、
そ
の
下
に「
一
条
紅
帒
　
一
条
　
　
　
　
　
一
条
錦
帒
」と
記
載
し
て
い
る
。帒
は
袋
の
意
味
な
の
で
三
袋
分
、
つ
ま
り
仏
跡
図
は
三
枚
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
袋
に
入
れ
て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
黄
文
本
実
が
唐
に
い
る
と
き
に
三
枚
模
写
し
た
か
、
ま
た
は
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
追
加
し
て
描
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
を
禅
院
寺
に
納
め
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
平
城
京
の
右
京
に
あ
っ
た
元
興
寺
の
禅
院
の
前
身
は
、
玄
奘
に
学
ん
だ
道
昭
が
帰
国
後
に
住
ん
だ
飛
鳥
寺
（
元
興
寺
）
の
禅
院
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
記
さ
れ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
禅
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
初
め
孝
徳
天
皇
の
白
雉
四
年
、
使
に
随
い
て
入
唐
す
。
適 
玄
奘
三
蔵
に
遇
い
、
師
と
し
て
業
を
受
く
。
三
蔵
特
に
愛
し
、
同
房
に
住
せ
し
む
。
…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。…
中
略…
後
に
平
城
に
遷
都
す
る
や
、
和
尚
の
弟
及
び
弟
子
等
は
奏
聞
し
、
禅
院
を
新
京
に
徙
し
建
て
る
。
今
の
平
城
右
京
禅
院
が
是
れ
な
り
。
此
の
院
多
く
経
論
有
り
。
書
迹
楷
好
。
並
び
に
錯
誤
せ
ず
。
皆
和
上
の
将
来
せ
る
所
の
者
な
り
。
石
田
茂
作
氏
の
研
究
で
は
、
「
写
疏
所
解
」
に
記
さ
れ
る
禅
院
寺
を
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
の
禅
院
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
石
田
氏
は
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
藤
野
道
生
氏
は
、
か
の 
”本
元
興
寺” 
東
南
隅
か
ら
移
し
建
て
ら
れ
た
と
伝
へ
る 
”道
昭
禅
院” 
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
擬
し
て
み
る
と
き
、
そ
の
場
所
は
、
同
じ
く 
”右
京” 
で
あ
つ
た
と
い
ふ
し
、
ま
た
、
道
昭
将
来
の
幾
多
の
経
典
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
は
れ
る
如
き
、
こ
の
建
物
の
有
つ
特
殊
性
格
か
ら
し
て
も
、
遣
唐
使
節
が
、
唐
に
あ
つ
て
写
し
帰
つ
た
と
見
え
る 
”仏
跡
図” 
を
収
蔵
す
る
の
場
所
と
し
て
、
極
め
て
自
然
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
と
は
元
興
寺
の
禅
院
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
藤
野
氏
の
こ
の
推
論
は
次
に
挙
げ
る
発
掘
調
査
を
基
に
し
た
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
正
当
性
は
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
１
９
９
２
年
の
飛
鳥
寺
東
南
部
の
調
査
で
、
複
弁
八
弁
蓮
華
紋
軒
丸
瓦
・
重
弧
紋
軒
平
瓦
、
竹
状
模
骨
丸
瓦
が
出
土
し
、
東
南
禅
院
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
東
南
禅
院
は
道
昭
が
７
世
紀
後
半
に
建
て
、
平
城
遷
都
に
と
も
な
い
右
京
四
条
一
坊
に
移
建
さ
れ
、
禅
院
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
の
出
土
瓦
は
、
飛
鳥
の
東
南
禅
院
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
調
査
地
周
辺
に
禅
院
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
竹
状
模
骨
丸
瓦
」
と
は
丸
瓦
凹
面
に
竹
の
よ
う
な
細
棒
を
綴
り
合
わ
せ
た
、
ス
ダ
レ
状
の
圧
痕
が
残
る
無
段
式
丸
瓦
で
あ
る
。
従
来
は
北
部
九
州
の
地
域
的
特
色
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
畿
内
で
も
少
数
な
が
ら
出
土
例
が
あ
り
、
ご
く
限
ら
れ
た
工
人
に
よ
る
傍
系
的
技
術
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
と
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
出
土
し
た
竹
状
模
骨
丸
瓦
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
寺
と
は
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
が
移
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
藤
野
氏
と
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
仏
跡
図
は
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
藤
野
氏
は
仏
跡
図
が
道
昭
ゆ
か
り
の
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
唐
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
跡
図
と
は
単
に
唐
に
ゆ
か
り
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
っ
て
価
値
を
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
跡
図
と
玄
奘
の
関
係
を
重
視
し
て
、
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
ゆ
か
り
の
禅
院
に
収
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
う
可
能
性
を
想
定
し
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
は
仏
足
石
の
価
値
や
意
義
を
説
明
す
る
た
め
に
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
ほ
か
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
仏
足
石
銘
文
は
そ
の
撰
者
が
独
自
に
研
究
調
査
し
て
文
章
を
書
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
と
と
も
に
仏
跡
図
の
由
来
と
意
義
付
け
を
禅
院
に
伝
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
銘
文
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
る
解
釈
は
、
も
ち
ろ
ん
黄
文
本
実
が
独
自
に
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
唐
で
学
ん
だ
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
唐
に
お
い
て
そ
の
解
釈
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
源
流
は
や
は
り
玄
奘
に
帰
す
る
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
よ
っ
て
仏
跡
図
の
意
味
を
説
い
た
記
録
は
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
玄
奘
と
同
時
代
を
生
き
た
道
宣
の
『
釈
迦
氏
譜
』
や
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』
の
中
で
も
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
の
で
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
典
拠
に
し
て
仏
跡
図
を
説
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
玄
奘
が
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
基
づ
い
て
理
解
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
提
示
し
て
お
く
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
あ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
又
謂
い
て
曰
く
、
経
論
は
深
妙
な
り
。
究
竟
す
る
能
わ
ず
。
禅
流
を
学
び
東
土
に
伝
う
る
に
如
か
ず
、
と
。
和
尚
教
を
奉
じ
て
、
始
め
て
禅
定
を
習
う
。
悟
る
所
は
稍
多
し
。…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
着
目
す
べ
き
は
、
道
昭
が
玄
奘
か
ら
「
経
論
は
奥
深
く
微
妙
で
、
究
め
つ
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
お
前
は
禅
を
学
ん
で
、東
の
国
の
日
本
に
広
め
る
の
が
よ
か
ろ
う
」と
い
う
教
え
を
受
け
、禅
定
を
学
び
は
じ
め
、
道
昭
の
帰
国
後
は
禅
を
学
ぶ
者
が
教
え
を
請
う
て
集
ま
っ
て
来
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
玄
奘
は
経
典
翻
訳
者
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
禅
定
を
重
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
禅
定
と
は
禅
と
定
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
定
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
sam
ādhi
で
あ
り
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
定
め
て
動
か
さ
な
い
瞑
想
を
指
し
、
「
三
昧
」
と
も
言
う
。
禅
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
のdhyāna
の
訳
語
で
あ
る
禅
那
を
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
瞑
想
し
て
身
心
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
定
の
一
分
と
解
す
る
。
し
ば
し
ば
総
合
し
て
禅
定
と
言
う
。
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
、
『
観
仏
三
昧
海
経
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
釈
尊
が
世
を
去
っ
た
後
に
、
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
す
る
人
々
も
ま
た
同
様
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
し
な
く
て
も
、
釈
尊
の
足
跡
を
見
た
り
、
仏
像
が
行
く
姿
を
見
た
り
し
た
人
々
も
ま
た
同
様
に
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
で
あ
る
僧
侶
は
観
想
を
す
れ
ば
よ
い
し
、
専
門
家
で
は
な
い
在
家
の
人
々
は
観
想
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
仏
三
昧
と
仏
跡
図
を
セ
ッ
ト
に
し
た
理
解
は
、
仮
に
玄
奘
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
唐
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
仏
跡
図
に
対
す
る
信
仰
は
玄
奘
に
対
す
る
尊
崇
や
敬
慕
の
念
と
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、
黄
文
本
実
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
記
録
が
な
い
た
め
に
、
第
三
本
の
作
者
と
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
薬
師
寺
仏
足
石
左
側
面
の
銘
文
に
登
場
す
る
越
田
安
万
が
禅
院
寺
に
あ
る
第
二
本
を
模
写
し
て
第
三
本
を
作
り
、
そ
の
上
さ
ら
に
仏
足
石
作
成
の
素
材
と
な
る
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
し
、
ど
こ
か
の
寺
院
に
納
め
ら
れ
た
第
三
本
を
基
に
し
て
越
田
安
万
が
仏
足
石
作
成
の
た
め
の
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
第
三
本
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
第
二
本
の
成
立
を
論
じ
た
際
に
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
、
僧
侶
は
観
想
を
し
て
三
昧
に
入
れ
ば
よ
い
し
、
在
家
の
人
々
は
専
門
的
な
観
想
を
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
た
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
は
専
門
家
向
け
と
専
門
で
は
な
い
人
向
け
の
救
済
方
法
を
提
示
し
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
。
玄
奘
が
道
昭
に
禅
定
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
は
論
理
的
に
教
学
を
深
め
て
悟
り
を
求
め
る
面
と
と
も
に
、
仏
の
教
え
は
人
智
を
超
え
た
深
さ
が
あ
る
ゆ
え
に
禅
定
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
仏
の
力
に
頼
っ
て
涅
槃
の
境
地
に
至
ろ
う
と
す
る
面
が
あ
る
。
文
室
真
人
智
努
と
い
う
人
物
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
て
、
薬
師
寺
仏
足
石
の
作
成
を
発
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
智
努
は
天
武
天
皇
の
孫
で
、
『
続
日
本
紀
』
巻
二
三
に
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
法
名
の
「
浄
三
」
と
い
う
名
で
登
場
し
て
い
る
。
廣
岡
義
隆
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
前
年
に
光
明
皇
后
が
崩
じ
た
際
に
は
「
智
努
」
の
名
で
出
て
い
る
の
で
、
天
平
宝
字
四
年
六
月
以
降
に
出
家
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。仏
足
石
を
作
っ
た
の
は
、
出
家
す
る
前
の
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
智
努
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
仏
教
に
対
す
る
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
智
努
は
仏
教
が
必
須
の
教
養
と
な
っ
て
い
た
時
代
の
知
識
人
と
し
て
、
玄
奘
訳
の
経
論
に
基
づ
く
法
相
宗
の
唯
識
思
想
と
い
う
高
度
な
仏
教
思
想
を
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仏
足
石
か
ら
読
み
取
れ
る
信
仰
は
難
解
な
も
の
で
は
な
く
、比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
く
信
仰
で
あ
る
。
智
努
は
知
識
人
と
し
て
高
い
学
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、
理
詰
め
で
考
え
て
悟
り
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
妻
が
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
で
安
楽
な
境
地
に
至
る
こ
と
や
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
福
に
な
る
と
い
う
理
想
を
求
め
る
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
④
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
本
稿
で
は
薬
師
寺
仏
足
石
信
仰
の
由
来
と
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
玄
奘
と
の
関
わ
り
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
き
た
。
第
一
本
仏
跡
図
は
王
玄
策
が
マ
ガ
ダ
国
か
ら
唐
に
持
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
普
光
寺
と
い
う
勅
願
寺
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
尊
重
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
跡
図
が
尊
重
さ
れ
た
理
由
は
、
マ
ガ
ダ
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
し
い
文
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
に
よ
る
価
値
の
保
証
が
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
第
二
本
は
黄
文
本
実
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
が
住
し
た
寺
院
で
あ
る
禅
院
寺
に
納
め
ら
れ
た
。
第
一
に
仏
跡
図
が
玄
奘
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
仏
跡
図
を
見
る
こ
と
で
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
観
仏
三
昧
と
い
う
禅
定
を
説
く
経
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
禅
院
寺
に
第
二
本
が
納
め
ら
れ
た
有
力
な
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
本
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
解
明
で
き
な
い
。
第
三
本
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
薬
師
寺
仏
足
石
は
文
室
真
人
智
努
の
発
願
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
信
仰
形
態
と
奈
良
を
代
表
す
る
大
寺
で
あ
る
薬
師
寺
の
信
仰
形
態
が
ほ
ど
よ
く
合
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仏
足
石
を
ま
つ
る
場
と
し
て
薬
師
寺
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
信
仰
形
態
の
特
徴
と
は
、知
識
人
を
満
足
さ
せ
る
高
度
な
思
想
が
信
仰
の
背
景
に
あ
る
こ
と
と
、
比
較
的
簡
単
に
誰
も
が
仏
の
世
界
に
至
れ
る
と
い
う
方
法
を
提
示
し
て
い
る
信
仰
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
薬
師
寺
は
唯
識
学
な
ど
玄
奘
の
新
訳
の
経
論
に
基
づ
く
教
え
を
伝
え
る
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
仏
足
石
を
安
置
し
て
お
ま
つ
り
で
き
た
場
所
で
も
あ
る
こ
と
で
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
知
識
人
の
信
仰
の
拠
り
所
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
補
遺
こ
こ
で
は
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
の
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
【
左
側
面
第
十
行
方
格
外
下
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
左
側
面
向
右
下
部
】
（
本
文
）
知
識
家
口
男
女
大
小
（
書
き
下
し
文
）
知
識
の
家
口
の
男
女
大
小
（
現
代
語
訳
）
施
主
の
家
族
の
老
若
男
女
【
左
側
面
方
格
外
向
右
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
右
側
面
】
（
本
文
）
諸
行
無
常
　
諸
法
无
我
　
涅
槃
寂
静
（
書
き
下
し
文
）
諸
行
は
無
常
な
り
。諸
法
は
無
我
な
り
。涅
槃
は
寂
静
な
り
。
（
現
代
語
訳
）あ
ら
ゆ
る
現
象
は
無
常
で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
存
在
に
実
体
は
な
い
。
　
悟
り
の
境
地
は
安
ら
か
で
あ
る
。
▼
写
真
２
　
　
薬
師
寺
佛
足
石・右
側
面
銘
文・刻
面
写
真
　﹇
飛
鳥
園
撮
影
﹈
五
、
佛
足
石
の
後
世
へ
の
影
響
﹇
大
阪
・
和
歌
山
調
査
報
告
﹈
　
　
林
昌
寺
佛
足
石
に
つ
い
て
今
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
共
同
研
究
調
査
で
は
、
古
代
薬
師
寺
仏
足
石
と
近
世
仏
足
石
の
時
代
の
空
隙
を
埋
め
る
中
世
仏
足
石
を
求
め
て
大
阪
府
泉
南
地
方
の
林
昌
寺
、
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
、
根
来
寺
、
粉
河
寺
の
各
寺
院
を
訪
れ
、
境
内
に
所
在
す
る
仏
足
石
の
調
査
を
行
っ
た
。
紀
三
井
寺
の
仏
足
石
は
戦
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
根
来
寺
の
仏
足
石
は
粉
河
寺
の
そ
れ
が
誤
っ
て
巷
間
に
存
在
が
流
布
し
た
も
の
で
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
除
外
し
、
林
昌
寺
と
粉
河
寺
の
仏
足
石
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
今
回
お
も
な
調
査
対
象
と
し
た
中
世
仏
足
石
が
あ
る
躑
躅
山
林
昌
寺
に
つ
い
て
、
同
寺
所
伝
の
由
緒
に
従
っ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
同
寺
は
、
有
名
な
中
世
荘
園
九
条
家
領
和
泉
国
日
根
野
荘
の
南
方
に
位
置
す
る
地
域
に
あ
り
、
山
の
南
西
斜
面
に
寺
の
諸
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
い
て
日
当
た
り
が
と
て
も
よ
く
、
風
光
明
媚
な
環
境
に
あ
る
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
。
近
隣
地
域
に
は
根
来
寺
、
粉
河
寺
な
ど
の
大
寺
院
も
点
在
し
、
高
野
山
の
麓
に
あ
る
こ
れ
ら
の
諸
寺
院
と
の
関
係
も
林
昌
寺
を
考
察
す
る
上
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
林
昌
寺
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
そ
の
開
基
を
行
基
と
す
る
古
刹
で
あ
る
。
行
基
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
三
院
六
坊
か
ら
な
る
当
時
の
寺
は
、
こ
の
地
の
水
質
が
鉱
質
に
富
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
山
菩
提
院
岡
寺
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
と
は
異
な
る
山
号
寺
号
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
近
隣
の
大
寺
院
で
あ
る
根
来
寺
が
、
平
安
初
期
、
粉
河
寺
が
聖
武
天
皇
没
後
の
宝
亀
年
間
の
開
基
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
地
域
で
は
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
寺
が
現
在
の
寺
号
山
号
と
な
っ
た
契
機
に
つ
い
て
、
由
緒
書
き
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
平
安
時
代
の
後
期
、
第
七
十
三
代
堀
河
天
皇
が
当
山
に
行
幸
の
み
ぎ
り
、
山
つ
つ
じ
が
見
事
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
山
号
を
躑
躅
山
と
し
、
法
林
繁
盛
の
勝
地
と
な
る
よ
う
、
寺
号
を
林
昌
寺
と
改
め
ら
れ
た
。
」
平
安
時
代
は
熊
野
詣
を
は
じ
め
天
皇
の
行
幸
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
都
か
ら
和
歌
山
を
経
て
熊
野
へ
向
か
う
途
中
立
ち
寄
る
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
し
、
林
昌
寺
を
目
的
地
と
し
て
行
幸
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
天
正
年
間
に
は
、
織
豊
政
権
に
よ
っ
て
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
の
信
長
に
よ
る
雑
賀
攻
め
、
同
九
〜
十
（
一
五
八
一
〜
二
）
年
の
高
野
攻
め
、
同
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
秀
吉
の
紀
州
征
伐
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
泉
南
か
ら
紀
州
の
諸
寺
院
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
林
昌
寺
も
創
建
当
時
か
ら
の
堂
塔
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し
、
現
存
の
諸
堂
伽
藍
は
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
も
の
を
始
め
と
し
て
近
年
に
再
建
さ
れ
た
堂
塔
も
あ
る
。
現
在
の
林
昌
寺
は
、
京
都
の
仁
和
寺
を
本
山
れ
て
い
る
。
国
宝
の
薬
師
寺
の
仏
足
石
は
安
山
岩
と
み
ら
れ
る
が
定
か
な
こ
と
は
地
質
学
の
専
門
家
の
鑑
定
に
待
つ
ほ
か
な
い
。
三
回
に
わ
た
っ
た
一
連
の
中
世
仏
足
石
の
調
査
で
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
仏
足
石
が
古
代
に
た
だ
一つ
の
存
在
で
、長
期
断
絶
し
て
近
世
に
至
っ
て
再
び
各
地
に
出
現
す
る
と
い
う
不
自
然
な
残
存
状
況
に
つ
い
て
、一
定
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。中
世
に
も
確
実
に
仏
足
石
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、そ
れ
が
多
く
の
場
合
無
関
心
に
屋
外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
風
化
が
進
み
、そ
れ
と
認
知
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。現
存
が
確
認
さ
れ
る
法
然
院
、安
土
城
、林
昌
寺
三
か
所
の
中
世
の
仏
足
石
は
、
い
ず
れ
も
露
天
に
放
置
さ
れ
風
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
林
昌
寺
の
も
の
は
、
三
十
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
同
寺
の
絵
葉
書
に
は
、
よ
り
明
瞭
に
仏
足
の
文
様
が
看
取
さ
れ
わ
ず
か
三
十
年
で
酸
性
雨
の
影
響
か
、
か
な
り
風
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
回
の
調
査
で
は
、
根
来
寺
に
あ
る
と
い
う
仏
足
石
を
探
し
た
が
、
こ
れ
は
粉
河
寺
の
仏
足
石
を
誤
っ
て
根
来
寺
の
仏
足
石
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
も
の
が
拡
散
し
た
も
の
と
判
明
し
た
。
粉
河
寺
で
の
仏
足
石
は
参
道
入
り
口
す
ぐ
の
左
側
に
覆
い
の
屋
根
の
下
に
柵
に
囲
ま
れ
て
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
柵
の
周
囲
か
ら
か
な
り
距
離
が
あ
り
、
法
量
の
計
測
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
字
の
判
読
す
ら
か
な
わ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
石
質
は
安
山
岩
様
に
見
受
け
ら
れ
た
が
判
然
と
し
な
い
。
周
囲
の
側
面
に
は
一
面
に
篆
書
と
も
行
書
と
も
判
別
し
か
ね
る
変
っ
た
書
体
で
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
近
世
に
か
か
る
追
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仏
足
石
の
仏
足
そ
の
も
の
は
、
林
昌
寺
の
も
の
と
共
通
し
て
切
り
欠
き
部
も
確
認
で
き
る
の
で
中
世
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、
改
め
て
許
可
を
得
て
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
台
石
が
焼
け
た
よ
う
な
赤
み
を
帯
び
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
天
正
年
間
に
行
わ
れ
た
織
豊
政
権
に
よ
る
紀
州
制
圧
戦
の
粉
河
寺
焼
亡
と
関
係
し
て
い
る
と
す
れ
ば
中
世
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
現
時
点
で
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
め
た
い
。
六
、
結
び
に
か
え
て
本
研
究
は
、武
蔵
野
大
学「
し
あ
わ
せ
研
究
」の
基
金
を
受
託
し「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
初
期
仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南
市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
中
世
の
可
能
性
が
高
い
粉
河
寺
の
も
の
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
薬
師
寺
佛
足
石
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研
究
蓄
積
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
研
究
史
の
上
に
確
か
な
地
歩
を
築
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と
そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三
年
間
に
わ
た
り
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
石
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
の
研
究
は
、
垤
和
本
精
拓
本
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
採
拓
者
で
あ
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
金
木
和
子
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、
昨
年
度
、
閉
門
後
の
夜
の
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
も
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
「
書
」
と
し
て
刻
さ
れ
て
い
た
か
知
り
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
お
蔭
様
で
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
な
る
べ
く
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
○
本
研
究
は
、
第
一
・
三
節
を
廣
瀨
、
第
四
節
を
遠
藤
、
第
五
節
を
漆
原
が
執
筆
し
、
第
二
節
を
廣
瀨
・
遠
藤
、
第
六
節
を
漆
原
・
廣
瀨
で
共
同
執
筆
し
た
。
○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
平
成
31
年
度
し
あ
わ
せ
研
究
費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
【
註
】
（
１
）
田
村
圓
澄
「
摂
論
宗
の
伝
来
」
（
速
水
侑
『
論
集
奈
良
仏
教
第
一
巻
　
奈
良
仏
教
の
展
開
』
、
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
二
五
頁
を
参
照
。
（
２
）
四
角
で
囲
っ
た
箇
所
は
空
欄
の
意
味
で
あ
る
。
（
３
）
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
年
再
版
）
三
〇
頁
を
参
照
。
な
お
こ
の
書
物
は
一
九
三
〇
年
の
初
版
本
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
再
版
本
を
参
照
し
た
。
（
４
）
藤
野
道
生
「
禅
院
寺
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
六‒
九
、
一
九
五
七
年
）
四
一
頁
を
参
照
。
（
５
）
原
田
憲
二
郎
、
森
下
惠
介
、
池
田
富
貴
子
『
平
城
の
甍―
平
城
京
出
土
瓦
展―
』
（
編
集
：
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
、
発
行
：
奈
良
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
頁
を
参
照
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。
http://w
w
w
.city.nara.lg.jp/w
w
w
/contents/1227078972143/files/i-
raka.pdf
（
６
）
廣
岡
義
隆
「
文
室
眞
人
智
努
の
生
涯―
天
平
一
知
識
人
の
憂
愁―
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
、
一
九
九
一
年
）
四
五
頁
を
参
照
。
（
７
）「
善
き
友
人
」
の
意
で
善
知
識
と
も
い
い
、
仏
の
教
え
を
説
き
勧
め
て
善
導
す
る
指
導
者
や
、
寺
院
や
仏
像
の
建
立
の
た
め
に
金
品
を
布
施
す
る
人
物
を
指
す
。
こ
の
箇
所
で
は
施
主
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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▼
薬
師
寺
佛
足
石
・
背
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書
の
復
元
し
し
ん
　
　
ほ
つ
が
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
し
　
い 
の
げ
ま
ん
だ
　
　  
ほ
う
み
ょ
う
　
　
　  
　
　
　
　
　
　
つ
つ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   
　
　
と
こ
し
え
　 
う  
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も    
さ
ん
が
い
　
う
る
お
　
　
　
　
　
　
　
あ
ゆ
う
ゆ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
や
く
▼
写
真
１
　
薬
師
寺
佛
足
石
・
背
面
銘
文
刻
（
原
刻
）
　
﹇
飛
鳥
園
撮
影
﹈
と
す
る
真
言
宗
御
室
派
に
属
し
、
別
名
を
岡
大
師
と
称
す
る
よ
う
に
泉
州
地
区
の
弘
法
大
師
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
国
三
十
一
番
札
所
と
し
て
近
世
に
も
栄
え
た
寺
院
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
は
写
真
３
・
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
側
面
上
下
の
二
か
所
と
左
側
上
部
一
か
所
の
計
三
か
所
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
写
真
画
像
か
ら
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
線
刻
さ
れ
た
仏
像
の
輪
郭
が
残
さ
れ
て
い
る
。
右
側
上
部
と
左
側
部
分
の
線
刻
は
風
化
が
進
み
か
ろ
う
じ
て
線
刻
が
看
取
で
き
る
も
の
の
明
瞭
で
は
な
い
が
、
左
側
手
前
下
部
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
比
較
的
明
瞭
に
線
刻
さ
れ
た
小
仏
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
背
後
に
直
立
す
る
青
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
「
仏
足
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
近
世
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
線
刻
の
仏
像
が
見
ら
れ
る
の
は
、
す
で
に
本
研
究
Ⅱ
で
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
京
都
法
然
院
の
仏
足
石
（
写
真
５
・
６
）
と
安
土
城
仏
足
石
（
写
真
７
・
８
）
の
二
つ
の
中
世
仏
足
石
と
共
通
す
る
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
初
伝
の
通
り
林
昌
寺
仏
足
石
は
、
中
世
の
仏
足
石
で
あ
る
と
見
て
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
台
石
の
側
面
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
り
そ
こ
に
線
刻
の
小
仏
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
、
多
く
の
近
世
・
近
現
代
仏
足
石
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
中
世
仏
足
石
の
識
別
点
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
台
石
上
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
仏
足
本
体
そ
の
も
の
が
、
技
巧
的
な
近
世
の
仏
足
石
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
単
純
素
朴
で
雅
味
が
あ
る
と
い
え
る
印
象
を
受
け
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
の
石
質
は
玄
武
岩
の
よ
う
に
見
え
受
け
ら
れ
る
が
、
苔
や
泥
の
付
着
に
よ
り
明
確
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
近
世
近
現
代
の
仏
足
石
の
多
く
が
、
黒
御
影
石
あ
る
い
は
御
影
石
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
法
然
院
の
も
の
は
緑
泥
片
岩
（
秩
父
青
石
）
、
安
土
城
の
も
の
は
安
山
岩
が
用
い
ら
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一
、
は
じ
め
に
本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
初
期
仏
教
を
ま
さ
に
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
日
本
最
古
の
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
刻
の
薬
師
寺
に
あ
る
「
佛
足
石
」に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
注
目
し
、書
道
学（
廣
瀨
）・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
た
も
の
で
、
す
で
に
発
表
し
た
次
の
二
つ
の
共
同
研
究
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―
正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―
左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成
立
過
程―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
上
記
の
論
文
で
発
表
し
た
佛
足
石
正
面
と
左
側
面
銘
文
に
関
す
る
研
究
に
続
き
、
本
稿
で
は
背
面
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
分
析
を
進
め
る
。
最
初
に
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
薬
師
寺
佛
足
石
に
関
わ
っ
た
人
々
の
信
仰
の
あ
り
方
や
成
立
過
程
を
前
号
に
引
き
続
き
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
江
戸
時
代
に
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
間
の
期
間
（
中
世
な
ど
）
に
お
け
る
佛
足
石
の
存
在
を
埋
め
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
今
回
大
阪
と
和
歌
山
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
佛
足
石
の
調
査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
二
、
佛
足
石
背
面
銘
文
の
釈
文
佛
足
石
の
銘
文
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
文
献
と
し
て
次
の
論
文
が
あ
る
。
冒
頭
の
太
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
略
号
と
し
て
示
し
た
。
①
　
旧
↓
薬
師
寺
発
行
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
出
典
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
と
し
て
い
る
）
②
　
新
↓
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
補
訂
版
（
岩
波
　
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
③
　
吉
↓
吉
村
怜
『
天
人
誕
生
図
の
研
究
』
（
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
）
本
書
所
収
の
神
直
石
手
論
文
の
初
出
は
吉
村
怜
「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
者
「
神
直
石
手
」
に
つ
い
て
」
（
『
美
術
史
研
究
』
八
、
一
九
七
一
年
）
④
　
岡
↓
廣
岡
義
隆
「
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
、一
九
九
〇
年
）、『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
基
に
し
つ
つ
更
に
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
注
＊
﹈
及
び
精
拓
本
（
垤
和
本
）
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
た
も
の
が
次
の
太
字
の
釈
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
異
同
の
あ
る
文
字
に
棒
線
を
記
し
、
そ
の
左
側
に
、
先
賢
の
諸
説
を
記
し
た
。
﹇
注
＊
﹈
写
真
　
令
和
元
年
９
月
25
日
付
で
薬
師
寺
に
掲
載
許
可
申
請
、
同
年
10
月
１
日
付
・
薬
師
寺
掲
載
許
可
第
１―
２
６
８
号
に
よ
り
、
飛
鳥
園
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
〈
銘
文
の
行
数
と
釈
文
〉
１
　
至
心
發
願
爲
　
　
　
・
旧
新
吉
：
爲
　
岡
：
為
２
　
亡
夫
人
從
四
位
下
　
　
　
・
旧
新
吉
：
從
　
岡
：
従
３
　
茨
田
郡
主
法
４
　
名
良
式
敬
寫
５
　
釋
迦
如
来
神
　
　
　
・
旧
：
釈
　
新
吉
岡
：
釋
　
　
　
・
旧
広
：
来
　
新
吉
：
來
　
　
　
　
　
＊
五
字
目
は
、
へ
ん
の
字
形
が
「
神
」
「
神
」
に
も
ど
ち
ら
に
　
　
　
　
　
　
も
見
え
る
字
形
を
し
て
い
る
。
６
　
跡
伏
願
夫
人
７
　
之
霊
駕
遊
入
　
　
　
・
旧
岡
：
霊
　
新
吉
：
靈
　
　
　
　
　
・
岡
：
「
遊
」
の
あ
と
に
「
入
」
＊
今
回
の
調
査
で
も
精
密
な
写
真
画
像
と
拓
本
を
過
眼
す
る
と
わ
ず
か
に
残
る
刻
跡
よ
り
「
入
」
が
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
13
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
８
　
无
勝
之
妙
邦
９
　
受
□
□
□
□
之
　
　
　
・
旧
新
：
□
□
□
□
　
吉
：
□
□
　
岡
：
□
□
□
10
　
聖
□
永
脱
有
　
　
　
・
旧
新
吉
：
□
は
言
ベ
ン
　
岡
：
□
　
　
　
　
　
＊
二
字
目
の
□
は
、
飛
鳥
園
撮
影
写
真
で
も
垤
和
本
精
拓
本
で
　
　
　
　
　
　
も
「
言
べ
ん
」
は
過
眼
で
き
る
。
し
か
し
旁
部
及
び
９
行
目
　
　
　
　
　
　
の
中
央
部
に
か
け
て
は
剥
離
に
よ
る
摩
滅
に
よ
り
不
明
。
11
　
漏
高
證
无
爲
同
12
　
霑
三
界
共
契
一
眞
　
　
　
・
旧
新
吉
：
眞
　
岡
：
真
（
書
き
下
し
文
）
至
心
に
発
願
し
、
亡
夫
人
従
四
位
下
茨
田
郡
主
法
名
良
式
の
為
に
、
敬
ん
で
釈
迦
如
来
の
神
跡
を
写
す
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
夫
人
の
霊
、
駕
遊
し
て
無
勝
の
妙
邦
に
入
り
て
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
に
有
漏
を
脱
し
、
無
為
を
高
証
し
、
同
に
三
界
を
霑
し
、
共
に
一
眞
に
契
わ
ん
こ
と
を
。
（
現
代
語
訳
）
真
心
を
持
っ
て
誓
願
を
立
て
、
今
は
亡
き
夫
人
の
従
四
位
下
茨
田
郡
主
、
法
名
は
良
式
の
た
め
に
、
慎
み
敬
っ
て
釈
尊
の
足
跡
を
写
す
。
仏
に
平
伏
し
礼
拝
し
、
夫
人
の
霊
が
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
に
て
悠
々
と
し
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
遠
に
煩
悩
か
ら
と
き
は
な
た
れ
、
悟
り
の
境
地
に
至
り
、迷
い
の
世
界
の
生
き
と
し
生
き
る
者
す
べ
て
に
利
益
が
お
よ
び
、皆
共
に
仏
が
教
え
る
真
理
に
目
覚
め
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
三
、
原
刻
写
真
と
精
拓
本
の
比
較
に
よ
る
　
　
刻
さ
れ
た
書
線
の
検
討
薬
師
寺
佛
足
石
側
面
の
銘
文
は
、
ど
の
面
も
概
ね
風
化
に
よ
り
摩
滅
し
て
い
る
が
、
背
面
は
、
正
面
刻
や
右
側
面
刻
と
比
べ
る
と
、
剥
落
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
刻
線
は
比
較
的
明
瞭
な
方
で
あ
る
。
正
面
・
左
右
の
側
面
は
、
肉
眼
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
在
、
佛
足
石
の
背
面
が
、
堂
内
の
壁
面
と
ほ
ぼ
接
す
る
に
近
い
状
態
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
刻
線
を
肉
眼
で
直
接
確
か
め
な
が
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
今
回
の
背
面
銘
文
調
査
及
び
復
元
に
あ
た
っ
て
も
前
回
の
研
究
と
同
様
に
新
倉
垤
斎
・
金
木
和
子
両
氏
が
昭
和
四
十
七
年
に
採
拓
し
た
精
拓
本
（
垤
和
本
）
を
頼
り
に
、
復
元
作
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
か
つ
て
佛
足
石
移
動
時
に
飛
鳥
園
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
背
面
の
現
刻
写
真
画
像
と
も
比
較
検
討
し
な
が
ら
（
表
１
参
照
）
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
更
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
北
魏
時
代
の
書
の
古
典
を
参
照
し
て
導
き
出
し
た
も
の
が
表
１
の
下
部
に
示
し
た
一
次
補
正
・
二
次
補
正
で
あ
る
。
佛
足
石
背
面
の
銘
文
の
周
囲
に
刻
さ
れ
て
い
る
枠
（
方
格
）
の
寸
法
は
横
巾
66
㎝
、
縦
の
寸
法
に
つ
い
て
は
最
も
長
い
右
側
が
28
・
５
㎝
、
中
央
部
の
狭
い
箇
所
が
25
㎝
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
、
最
も
大
き
い
「
釋
」
字
は
、
横
４
㎝
、
縦
５
㎝
で
あ
り
、
小
さ
い
文
字
は
２
㎝
角
で
あ
る
。
ち
な
み
に
佛
足
石
の
右
側
面
に
唯
一
刻
さ
れ
た
銘
文
（
本
稿
第
４
節
末
尾
の
写
真
２
）
の
大
き
さ
（
枠
﹇
方
格
﹈
の
寸
法
）
は
、
上
部
の
横
が
12
㎝
、
下
部
の
横
が
11
・
５
㎝
、
縦
が
18
㎝
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
記
し
て
お
く
。
１
、
至
・
・
拓
本
（
原
拓
）
で
は
、
二
画
目
の
横
画
の
位
置
が
刻
線
と
傷
に
よ
り
二
通
り
推
定
で
き
、
特
定
に
困
っ
た
が
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
正
し
い
位
置
が
判
定
で
き
た
。
同
様
に
最
終
画
の
起
筆
と
収
筆
の
位
置
と
太
さ
に
つ
い
て
も
写
真
に
よ
り
判
定
で
き
た
。
２
、
心
・
・
原
刻
写
真
に
よ
っ
て
一
画
目
の
点
の
位
置
が
特
定
で
き
た
。
三
・
四
画
目
の
点
の
位
置
は
、
原
刻
の
摩
滅
が
著
し
く
拓
本
及
び
写
真
に
お
い
て
も
特
定
が
困
難
。
推
定
位
置
を
二
次
補
正
で
示
し
た
。
３
、
發
・
・
上
部
の
「
は
つ
が
し
ら
」
が
、
珍
し
い
字
形
で
あ
る
。
原
刻
写
真
に
よ
り
、
よ
り
明
確
と
な
る
。
４
、
亡
・
・
一
画
目
の
字
形
と
三
画
目
の
収
筆
の
状
態
が
拓
本
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
原
刻
写
真
に
よ
り
、
刻
線
と
石
の
傷
と
の
違
い
を
読
み
取
れ
て
明
ら
か
に
で
き
た
。
５
、
從
・
・
「
從
」
の
異
体
字
に
つ
い
て
、
旁
の
中
央
部
の
「
点
」
の
有
無
が
気
に
な
っ
た
が
、
北
魏
の
書
に
も
点
が
あ
る
字
例
が
あ
り
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
っ
て
も
点
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
右
下
部
が
「
之
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
６
、
式
・
・
異
体
字
の
「
式
」
で
あ
る
が
、
左
下
部
は
完
全
に
「
コ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
７
、
敬
・
・
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
、
四
画
目
及
び
五
画
目
が
明
確
と
な
る
。
８
、
寫
・
・
下
部
の
四
つ
の
点
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
９
、
釋
・
・
「
米
」
に
変
化
し
た
「
へ
ん
」
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
10
、
神
・
・
「
へ
ん
」
の
刻
線
が
「
ネ
」
に
も
「
示
」
に
も
見
え
る
刻
し
方
を
し
て
い
る
。
11
、
伏
・
・
写
真
と
拓
本
の
両
者
に
「
犬
」
の
三
画
目
の
起
筆
の
方
向
の
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
▼
表
１
　
写
真
・
拓
本
文
字
比
較
表
 
12
、
駕
・
・
「
馬
」
の
下
部
が
「
四
つ
点
」
な
の
か
「
一
」
な
の
か
拓
本
・
原
刻
写
真
と
も
不
明
瞭
。
13
、
入
・
・
写
真
画
像
・
原
拓
本
両
方
と
も
に
浅
い
線
で
「
入
」
字
の
筆
画
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
表
２
で
示
し
た
よ
う
に
原
拓
を
基
に
推
定
す
る
と
石
本
体
の
亀
裂
や
傷
な
の
か
文
字
を
刻
し
た
線
な
の
か
の
判
定
が
と
て
も
し
づ
ら
く
、
「
入
」
の
筆
画
ら
し
き
線
状
が
、
大
き
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
①
）
と
小
さ
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
②
）
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
。
写
真
画
像
で
は
こ
れ
ら
二
種
類
と
別
な
位
置
に
刻
線
ら
し
き
線
状
が
見
え
る
の
で
、
次
の
表
に
推
定
さ
れ
る
三
種
類
の
字
形
を
ま
ず
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
三
種
類
の
字
形
候
補
が
出
て
き
た
の
で
写
真
画
像
と
原
拓
を
更
に
入
念
に
観
察
す
る
と
単
な
る
平
面
で
は
な
く
凹
凸
の
あ
る
複
雑
な
表
面
の
た
め
特
に
斜
め
に
走
る
山
の
稜
線
の
よ
う
な
凸
部
で
は
通
常
の
採
拓
と
は
異
な
る
墨
だ
ま
り
の
よ
う
な
拓
影
が
現
出
す
る
よ
う
で
、
文
字
刻
を
再
現
す
る
時
に
は
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
ゆ
え
に
③
の
字
形
が
近
い
も
の
と
推
定
す
る
。
意
味
的
に
は
文
章
中
の
こ
の
場
所
に
「
入
」
が
挿
入
さ
れ
た
と
し
て
も
通
じ
る
の
で
問
題
は
な
い
。
▼
表
２
　
「
入
」
字
の
刻
線
推
定
表
14
、
邦
・
・
左
部
の
横
画
は
四
本
あ
る
。
北
魏
の
書
に
こ
の
字
例
あ
り
。
15
、
受
・
・
冠
部
の
点
が
四
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
つ
は
傷
で
あ
る
。
16
、
永
・
・
「
永
」
字
の
右
半
分
は
、
原
石
の
剥
落
に
よ
り
完
全
に
消
滅
。
二
次
補
正
で
、
北
魏
の
鄭
道
昭
の
書
よ
り
推
定
。
17
、
脱
・
・
右
上
部
は
原
石
の
剥
落
あ
り
。
18
、
證
・
・
「
は
つ
が
し
ら
」
の
字
形
左
側
が
「
タ
」
19
、
界
・
・
「
界
」
の
下
部
が
「
分
」
の
異
体
字
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
四
、
薬
師
寺
佛
足
石
成
立
の
過
程
先
の
論
文
に
お
い
て
正
面
・
左
側
面
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
背
面
に
刻
さ
れ
た
仏
足
石
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
か
ら
読
み
取
っ
た
新
た
な
内
容
を
参
照
し
つ
つ
、
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
、
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
、
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
④
で
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
を
示
し
、
⑤
で
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
に
刻
さ
れ
た
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
仏
跡
図
第
二
本
を
唐
の
普
光
寺
か
ら
平
城
京
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
も
た
ら
し
た
画
師
の
黄
文
本
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
年
代
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
黄
文
本
実
が
入
唐
し
た
時
期
の
上
限
は
、
王
玄
策
が
一
回
目
の
遣
使
の
任
務
を
終
え
て
唐
に
帰
国
し
た
可
能
性
が
あ
る
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
、
ま
た
は
二
回
目
の
貞
観
二
二
年
（
六
四
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
黄
文
本
実
が
参
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
遣
唐
使
の
時
期
の
上
限
は
、
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
回
遣
唐
使
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
第
二
回
遣
唐
使
に
は
玄
奘
の
直
弟
子
と
な
っ
た
道
昭
（
六
二
九
〜
七
〇
〇
）
が
参
加
し
て
お
り
、
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
は
、
道
昭
が
経
論
を
多
数
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
玄
奘
の
新
訳
経
典
や
教
学
が
日
本
仏
教
に
対
し
て
多
大
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
黄
文
本
実
が
日
本
に
帰
国
し
た
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
正
倉
院
文
書
「
写
疏
所
解
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
、
七
一
〇
頁
）
に
、
禅
院
寺
の
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
十
月
九
日
の
所
蔵
記
録
と
し
て
仏
跡
図
が
見
ら
れ
る
。
天
平
一
九
年
に
直
近
の
遣
唐
使
の
帰
国
は
、
玄
昉
ら
が
参
加
し
た
遣
唐
使
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
六
、
天
平
一
八
年
六
月
条
に
よ
る
と
、
玄
昉
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
帰
国
し
、
経
論
五
千
余
巻
と
仏
像
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
田
村
圓
澄
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
う
し
て
玄
昉
は
盛
唐
の
最
も
新
し
い
仏
教
で
あ
る
法
相
宗
を
智
周
に
学
び
、「
経
論
五
千
余
巻
及
諸
仏
像
」を
た
ず
さ
え
、天
平
七
年（
七
三
五
）
に
帰
国
し
た
。
「
経
論
五
千
余
巻
」
は
『
開
元
釈
教
録
』
所
収
の
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
玄
奘
の
翻
訳
に
か
か
る
新
訳
経
典
を
ふ
く
む
一
切
経
が
、
は
じ
め
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
玄
昉
の
帰
国
に
よ
っ
て
、
玄
奘
の
手
に
な
る
新
訳
経
典
は
ほ
ぼ
す
べ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
玄
昉
に
よ
っ
て
玄
奘
の
弟
子
の
基
が
創
始
し
た
法
相
宗
の
教
え
も
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
黄
文
本
実
の
活
動
年
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
日
本
仏
教
に
対
す
る
玄
奘
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
教
を
専
門
と
す
る
僧
侶
で
は
な
く
画
師
で
は
あ
る
が
、
遣
唐
使
と
し
て
の
教
養
を
備
え
た
知
識
人
で
あ
り
、
仏
教
に
関
し
て
も
一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
た
人
物
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
黄
文
本
実
が
長
安
の
普
光
寺
で
仏
跡
図
に
出
会
っ
た
際
に
、
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
考
え
た
動
機
は
も
ち
ろ
ん
崇
拝
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
崇
拝
に
値
す
る
と
判
断
し
た
根
拠
と
な
る
の
は
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
記
さ
れ
る
仏
跡
図
の
由
来
、
す
な
わ
ち
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
記
述
内
容
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玄
奘
の
言
と
仏
説
の
経
典
と
い
う
価
値
の
裏
付
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
黄
文
本
実
は
こ
れ
を
模
写
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
写
疏
所
解
」
は
禅
院
寺
の
仏
跡
図
に
つ
い
て
「
仏
跡
図
一
巻
」
と
記
し
、
そ
の
下
に「
一
条
紅
帒
　
一
条
　
　
　
　
　
一
条
錦
帒
」と
記
載
し
て
い
る
。帒
は
袋
の
意
味
な
の
で
三
袋
分
、
つ
ま
り
仏
跡
図
は
三
枚
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
袋
に
入
れ
て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
黄
文
本
実
が
唐
に
い
る
と
き
に
三
枚
模
写
し
た
か
、
ま
た
は
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
追
加
し
て
描
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
を
禅
院
寺
に
納
め
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
平
城
京
の
右
京
に
あ
っ
た
元
興
寺
の
禅
院
の
前
身
は
、
玄
奘
に
学
ん
だ
道
昭
が
帰
国
後
に
住
ん
だ
飛
鳥
寺
（
元
興
寺
）
の
禅
院
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
記
さ
れ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
禅
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
初
め
孝
徳
天
皇
の
白
雉
四
年
、
使
に
随
い
て
入
唐
す
。
適 
玄
奘
三
蔵
に
遇
い
、
師
と
し
て
業
を
受
く
。
三
蔵
特
に
愛
し
、
同
房
に
住
せ
し
む
。
…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。…
中
略…
後
に
平
城
に
遷
都
す
る
や
、
和
尚
の
弟
及
び
弟
子
等
は
奏
聞
し
、
禅
院
を
新
京
に
徙
し
建
て
る
。
今
の
平
城
右
京
禅
院
が
是
れ
な
り
。
此
の
院
多
く
経
論
有
り
。
書
迹
楷
好
。
並
び
に
錯
誤
せ
ず
。
皆
和
上
の
将
来
せ
る
所
の
者
な
り
。
石
田
茂
作
氏
の
研
究
で
は
、
「
写
疏
所
解
」
に
記
さ
れ
る
禅
院
寺
を
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
の
禅
院
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
石
田
氏
は
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
藤
野
道
生
氏
は
、
か
の 
”本
元
興
寺” 
東
南
隅
か
ら
移
し
建
て
ら
れ
た
と
伝
へ
る 
”道
昭
禅
院” 
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
擬
し
て
み
る
と
き
、
そ
の
場
所
は
、
同
じ
く 
”右
京” 
で
あ
つ
た
と
い
ふ
し
、
ま
た
、
道
昭
将
来
の
幾
多
の
経
典
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
は
れ
る
如
き
、
こ
の
建
物
の
有
つ
特
殊
性
格
か
ら
し
て
も
、
遣
唐
使
節
が
、
唐
に
あ
つ
て
写
し
帰
つ
た
と
見
え
る 
”仏
跡
図” 
を
収
蔵
す
る
の
場
所
と
し
て
、
極
め
て
自
然
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
と
は
元
興
寺
の
禅
院
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
藤
野
氏
の
こ
の
推
論
は
次
に
挙
げ
る
発
掘
調
査
を
基
に
し
た
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
正
当
性
は
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
１
９
９
２
年
の
飛
鳥
寺
東
南
部
の
調
査
で
、
複
弁
八
弁
蓮
華
紋
軒
丸
瓦
・
重
弧
紋
軒
平
瓦
、
竹
状
模
骨
丸
瓦
が
出
土
し
、
東
南
禅
院
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
東
南
禅
院
は
道
昭
が
７
世
紀
後
半
に
建
て
、
平
城
遷
都
に
と
も
な
い
右
京
四
条
一
坊
に
移
建
さ
れ
、
禅
院
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
の
出
土
瓦
は
、
飛
鳥
の
東
南
禅
院
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
調
査
地
周
辺
に
禅
院
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
竹
状
模
骨
丸
瓦
」
と
は
丸
瓦
凹
面
に
竹
の
よ
う
な
細
棒
を
綴
り
合
わ
せ
た
、
ス
ダ
レ
状
の
圧
痕
が
残
る
無
段
式
丸
瓦
で
あ
る
。
従
来
は
北
部
九
州
の
地
域
的
特
色
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
畿
内
で
も
少
数
な
が
ら
出
土
例
が
あ
り
、
ご
く
限
ら
れ
た
工
人
に
よ
る
傍
系
的
技
術
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
と
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
出
土
し
た
竹
状
模
骨
丸
瓦
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
寺
と
は
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
が
移
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
藤
野
氏
と
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
仏
跡
図
は
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
藤
野
氏
は
仏
跡
図
が
道
昭
ゆ
か
り
の
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
唐
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
跡
図
と
は
単
に
唐
に
ゆ
か
り
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
っ
て
価
値
を
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
跡
図
と
玄
奘
の
関
係
を
重
視
し
て
、
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
ゆ
か
り
の
禅
院
に
収
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
う
可
能
性
を
想
定
し
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
は
仏
足
石
の
価
値
や
意
義
を
説
明
す
る
た
め
に
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
ほ
か
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
仏
足
石
銘
文
は
そ
の
撰
者
が
独
自
に
研
究
調
査
し
て
文
章
を
書
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
と
と
も
に
仏
跡
図
の
由
来
と
意
義
付
け
を
禅
院
に
伝
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
銘
文
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
る
解
釈
は
、
も
ち
ろ
ん
黄
文
本
実
が
独
自
に
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
唐
で
学
ん
だ
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
唐
に
お
い
て
そ
の
解
釈
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
源
流
は
や
は
り
玄
奘
に
帰
す
る
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
よ
っ
て
仏
跡
図
の
意
味
を
説
い
た
記
録
は
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
玄
奘
と
同
時
代
を
生
き
た
道
宣
の
『
釈
迦
氏
譜
』
や
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』
の
中
で
も
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
の
で
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
典
拠
に
し
て
仏
跡
図
を
説
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
玄
奘
が
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
基
づ
い
て
理
解
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
提
示
し
て
お
く
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
あ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
又
謂
い
て
曰
く
、
経
論
は
深
妙
な
り
。
究
竟
す
る
能
わ
ず
。
禅
流
を
学
び
東
土
に
伝
う
る
に
如
か
ず
、
と
。
和
尚
教
を
奉
じ
て
、
始
め
て
禅
定
を
習
う
。
悟
る
所
は
稍
多
し
。…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
着
目
す
べ
き
は
、
道
昭
が
玄
奘
か
ら
「
経
論
は
奥
深
く
微
妙
で
、
究
め
つ
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
お
前
は
禅
を
学
ん
で
、東
の
国
の
日
本
に
広
め
る
の
が
よ
か
ろ
う
」と
い
う
教
え
を
受
け
、禅
定
を
学
び
は
じ
め
、
道
昭
の
帰
国
後
は
禅
を
学
ぶ
者
が
教
え
を
請
う
て
集
ま
っ
て
来
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
玄
奘
は
経
典
翻
訳
者
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
禅
定
を
重
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
禅
定
と
は
禅
と
定
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
定
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
sam
ādhi
で
あ
り
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
定
め
て
動
か
さ
な
い
瞑
想
を
指
し
、
「
三
昧
」
と
も
言
う
。
禅
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
のdhyāna
の
訳
語
で
あ
る
禅
那
を
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
瞑
想
し
て
身
心
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
定
の
一
分
と
解
す
る
。
し
ば
し
ば
総
合
し
て
禅
定
と
言
う
。
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
、
『
観
仏
三
昧
海
経
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
釈
尊
が
世
を
去
っ
た
後
に
、
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
す
る
人
々
も
ま
た
同
様
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
し
な
く
て
も
、
釈
尊
の
足
跡
を
見
た
り
、
仏
像
が
行
く
姿
を
見
た
り
し
た
人
々
も
ま
た
同
様
に
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
で
あ
る
僧
侶
は
観
想
を
す
れ
ば
よ
い
し
、
専
門
家
で
は
な
い
在
家
の
人
々
は
観
想
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
仏
三
昧
と
仏
跡
図
を
セ
ッ
ト
に
し
た
理
解
は
、
仮
に
玄
奘
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
唐
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
仏
跡
図
に
対
す
る
信
仰
は
玄
奘
に
対
す
る
尊
崇
や
敬
慕
の
念
と
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、
黄
文
本
実
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
記
録
が
な
い
た
め
に
、
第
三
本
の
作
者
と
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
薬
師
寺
仏
足
石
左
側
面
の
銘
文
に
登
場
す
る
越
田
安
万
が
禅
院
寺
に
あ
る
第
二
本
を
模
写
し
て
第
三
本
を
作
り
、
そ
の
上
さ
ら
に
仏
足
石
作
成
の
素
材
と
な
る
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
し
、
ど
こ
か
の
寺
院
に
納
め
ら
れ
た
第
三
本
を
基
に
し
て
越
田
安
万
が
仏
足
石
作
成
の
た
め
の
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
第
三
本
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
第
二
本
の
成
立
を
論
じ
た
際
に
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
、
僧
侶
は
観
想
を
し
て
三
昧
に
入
れ
ば
よ
い
し
、
在
家
の
人
々
は
専
門
的
な
観
想
を
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
た
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
は
専
門
家
向
け
と
専
門
で
は
な
い
人
向
け
の
救
済
方
法
を
提
示
し
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
。
玄
奘
が
道
昭
に
禅
定
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
は
論
理
的
に
教
学
を
深
め
て
悟
り
を
求
め
る
面
と
と
も
に
、
仏
の
教
え
は
人
智
を
超
え
た
深
さ
が
あ
る
ゆ
え
に
禅
定
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
仏
の
力
に
頼
っ
て
涅
槃
の
境
地
に
至
ろ
う
と
す
る
面
が
あ
る
。
文
室
真
人
智
努
と
い
う
人
物
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
て
、
薬
師
寺
仏
足
石
の
作
成
を
発
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
智
努
は
天
武
天
皇
の
孫
で
、
『
続
日
本
紀
』
巻
二
三
に
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
法
名
の
「
浄
三
」
と
い
う
名
で
登
場
し
て
い
る
。
廣
岡
義
隆
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
前
年
に
光
明
皇
后
が
崩
じ
た
際
に
は
「
智
努
」
の
名
で
出
て
い
る
の
で
、
天
平
宝
字
四
年
六
月
以
降
に
出
家
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。仏
足
石
を
作
っ
た
の
は
、
出
家
す
る
前
の
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
智
努
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
仏
教
に
対
す
る
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
智
努
は
仏
教
が
必
須
の
教
養
と
な
っ
て
い
た
時
代
の
知
識
人
と
し
て
、
玄
奘
訳
の
経
論
に
基
づ
く
法
相
宗
の
唯
識
思
想
と
い
う
高
度
な
仏
教
思
想
を
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仏
足
石
か
ら
読
み
取
れ
る
信
仰
は
難
解
な
も
の
で
は
な
く
、比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
く
信
仰
で
あ
る
。
智
努
は
知
識
人
と
し
て
高
い
学
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、
理
詰
め
で
考
え
て
悟
り
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
妻
が
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
で
安
楽
な
境
地
に
至
る
こ
と
や
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
福
に
な
る
と
い
う
理
想
を
求
め
る
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
④
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
本
稿
で
は
薬
師
寺
仏
足
石
信
仰
の
由
来
と
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
玄
奘
と
の
関
わ
り
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
き
た
。
第
一
本
仏
跡
図
は
王
玄
策
が
マ
ガ
ダ
国
か
ら
唐
に
持
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
普
光
寺
と
い
う
勅
願
寺
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
尊
重
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
跡
図
が
尊
重
さ
れ
た
理
由
は
、
マ
ガ
ダ
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
し
い
文
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
に
よ
る
価
値
の
保
証
が
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
第
二
本
は
黄
文
本
実
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
が
住
し
た
寺
院
で
あ
る
禅
院
寺
に
納
め
ら
れ
た
。
第
一
に
仏
跡
図
が
玄
奘
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
仏
跡
図
を
見
る
こ
と
で
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
観
仏
三
昧
と
い
う
禅
定
を
説
く
経
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
禅
院
寺
に
第
二
本
が
納
め
ら
れ
た
有
力
な
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
本
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
解
明
で
き
な
い
。
第
三
本
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
薬
師
寺
仏
足
石
は
文
室
真
人
智
努
の
発
願
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
信
仰
形
態
と
奈
良
を
代
表
す
る
大
寺
で
あ
る
薬
師
寺
の
信
仰
形
態
が
ほ
ど
よ
く
合
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仏
足
石
を
ま
つ
る
場
と
し
て
薬
師
寺
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
信
仰
形
態
の
特
徴
と
は
、知
識
人
を
満
足
さ
せ
る
高
度
な
思
想
が
信
仰
の
背
景
に
あ
る
こ
と
と
、
比
較
的
簡
単
に
誰
も
が
仏
の
世
界
に
至
れ
る
と
い
う
方
法
を
提
示
し
て
い
る
信
仰
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
薬
師
寺
は
唯
識
学
な
ど
玄
奘
の
新
訳
の
経
論
に
基
づ
く
教
え
を
伝
え
る
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
仏
足
石
を
安
置
し
て
お
ま
つ
り
で
き
た
場
所
で
も
あ
る
こ
と
で
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
知
識
人
の
信
仰
の
拠
り
所
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
補
遺
こ
こ
で
は
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
の
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
【
左
側
面
第
十
行
方
格
外
下
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
左
側
面
向
右
下
部
】
（
本
文
）
知
識
家
口
男
女
大
小
（
書
き
下
し
文
）
知
識
の
家
口
の
男
女
大
小
（
現
代
語
訳
）
施
主
の
家
族
の
老
若
男
女
【
左
側
面
方
格
外
向
右
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
右
側
面
】
（
本
文
）
諸
行
無
常
　
諸
法
无
我
　
涅
槃
寂
静
（
書
き
下
し
文
）
諸
行
は
無
常
な
り
。諸
法
は
無
我
な
り
。涅
槃
は
寂
静
な
り
。
（
現
代
語
訳
）あ
ら
ゆ
る
現
象
は
無
常
で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
存
在
に
実
体
は
な
い
。
　
悟
り
の
境
地
は
安
ら
か
で
あ
る
。
▼
写
真
２
　
　
薬
師
寺
佛
足
石・右
側
面
銘
文・刻
面
写
真
　﹇
飛
鳥
園
撮
影
﹈
五
、
佛
足
石
の
後
世
へ
の
影
響
﹇
大
阪
・
和
歌
山
調
査
報
告
﹈
　
　
林
昌
寺
佛
足
石
に
つ
い
て
今
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
共
同
研
究
調
査
で
は
、
古
代
薬
師
寺
仏
足
石
と
近
世
仏
足
石
の
時
代
の
空
隙
を
埋
め
る
中
世
仏
足
石
を
求
め
て
大
阪
府
泉
南
地
方
の
林
昌
寺
、
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
、
根
来
寺
、
粉
河
寺
の
各
寺
院
を
訪
れ
、
境
内
に
所
在
す
る
仏
足
石
の
調
査
を
行
っ
た
。
紀
三
井
寺
の
仏
足
石
は
戦
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
根
来
寺
の
仏
足
石
は
粉
河
寺
の
そ
れ
が
誤
っ
て
巷
間
に
存
在
が
流
布
し
た
も
の
で
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
除
外
し
、
林
昌
寺
と
粉
河
寺
の
仏
足
石
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
今
回
お
も
な
調
査
対
象
と
し
た
中
世
仏
足
石
が
あ
る
躑
躅
山
林
昌
寺
に
つ
い
て
、
同
寺
所
伝
の
由
緒
に
従
っ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
同
寺
は
、
有
名
な
中
世
荘
園
九
条
家
領
和
泉
国
日
根
野
荘
の
南
方
に
位
置
す
る
地
域
に
あ
り
、
山
の
南
西
斜
面
に
寺
の
諸
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
い
て
日
当
た
り
が
と
て
も
よ
く
、
風
光
明
媚
な
環
境
に
あ
る
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
。
近
隣
地
域
に
は
根
来
寺
、
粉
河
寺
な
ど
の
大
寺
院
も
点
在
し
、
高
野
山
の
麓
に
あ
る
こ
れ
ら
の
諸
寺
院
と
の
関
係
も
林
昌
寺
を
考
察
す
る
上
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
林
昌
寺
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
そ
の
開
基
を
行
基
と
す
る
古
刹
で
あ
る
。
行
基
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
三
院
六
坊
か
ら
な
る
当
時
の
寺
は
、
こ
の
地
の
水
質
が
鉱
質
に
富
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
山
菩
提
院
岡
寺
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
と
は
異
な
る
山
号
寺
号
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
近
隣
の
大
寺
院
で
あ
る
根
来
寺
が
、
平
安
初
期
、
粉
河
寺
が
聖
武
天
皇
没
後
の
宝
亀
年
間
の
開
基
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
地
域
で
は
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
寺
が
現
在
の
寺
号
山
号
と
な
っ
た
契
機
に
つ
い
て
、
由
緒
書
き
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
平
安
時
代
の
後
期
、
第
七
十
三
代
堀
河
天
皇
が
当
山
に
行
幸
の
み
ぎ
り
、
山
つ
つ
じ
が
見
事
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
山
号
を
躑
躅
山
と
し
、
法
林
繁
盛
の
勝
地
と
な
る
よ
う
、
寺
号
を
林
昌
寺
と
改
め
ら
れ
た
。
」
平
安
時
代
は
熊
野
詣
を
は
じ
め
天
皇
の
行
幸
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
都
か
ら
和
歌
山
を
経
て
熊
野
へ
向
か
う
途
中
立
ち
寄
る
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
し
、
林
昌
寺
を
目
的
地
と
し
て
行
幸
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
天
正
年
間
に
は
、
織
豊
政
権
に
よ
っ
て
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
の
信
長
に
よ
る
雑
賀
攻
め
、
同
九
〜
十
（
一
五
八
一
〜
二
）
年
の
高
野
攻
め
、
同
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
秀
吉
の
紀
州
征
伐
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
泉
南
か
ら
紀
州
の
諸
寺
院
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
林
昌
寺
も
創
建
当
時
か
ら
の
堂
塔
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し
、
現
存
の
諸
堂
伽
藍
は
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
も
の
を
始
め
と
し
て
近
年
に
再
建
さ
れ
た
堂
塔
も
あ
る
。
現
在
の
林
昌
寺
は
、
京
都
の
仁
和
寺
を
本
山
れ
て
い
る
。
国
宝
の
薬
師
寺
の
仏
足
石
は
安
山
岩
と
み
ら
れ
る
が
定
か
な
こ
と
は
地
質
学
の
専
門
家
の
鑑
定
に
待
つ
ほ
か
な
い
。
三
回
に
わ
た
っ
た
一
連
の
中
世
仏
足
石
の
調
査
で
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
仏
足
石
が
古
代
に
た
だ
一つ
の
存
在
で
、長
期
断
絶
し
て
近
世
に
至
っ
て
再
び
各
地
に
出
現
す
る
と
い
う
不
自
然
な
残
存
状
況
に
つ
い
て
、一
定
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。中
世
に
も
確
実
に
仏
足
石
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、そ
れ
が
多
く
の
場
合
無
関
心
に
屋
外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
風
化
が
進
み
、そ
れ
と
認
知
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。現
存
が
確
認
さ
れ
る
法
然
院
、安
土
城
、林
昌
寺
三
か
所
の
中
世
の
仏
足
石
は
、
い
ず
れ
も
露
天
に
放
置
さ
れ
風
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
林
昌
寺
の
も
の
は
、
三
十
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
同
寺
の
絵
葉
書
に
は
、
よ
り
明
瞭
に
仏
足
の
文
様
が
看
取
さ
れ
わ
ず
か
三
十
年
で
酸
性
雨
の
影
響
か
、
か
な
り
風
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
回
の
調
査
で
は
、
根
来
寺
に
あ
る
と
い
う
仏
足
石
を
探
し
た
が
、
こ
れ
は
粉
河
寺
の
仏
足
石
を
誤
っ
て
根
来
寺
の
仏
足
石
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
も
の
が
拡
散
し
た
も
の
と
判
明
し
た
。
粉
河
寺
で
の
仏
足
石
は
参
道
入
り
口
す
ぐ
の
左
側
に
覆
い
の
屋
根
の
下
に
柵
に
囲
ま
れ
て
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
柵
の
周
囲
か
ら
か
な
り
距
離
が
あ
り
、
法
量
の
計
測
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
字
の
判
読
す
ら
か
な
わ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
石
質
は
安
山
岩
様
に
見
受
け
ら
れ
た
が
判
然
と
し
な
い
。
周
囲
の
側
面
に
は
一
面
に
篆
書
と
も
行
書
と
も
判
別
し
か
ね
る
変
っ
た
書
体
で
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
近
世
に
か
か
る
追
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仏
足
石
の
仏
足
そ
の
も
の
は
、
林
昌
寺
の
も
の
と
共
通
し
て
切
り
欠
き
部
も
確
認
で
き
る
の
で
中
世
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、
改
め
て
許
可
を
得
て
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
台
石
が
焼
け
た
よ
う
な
赤
み
を
帯
び
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
天
正
年
間
に
行
わ
れ
た
織
豊
政
権
に
よ
る
紀
州
制
圧
戦
の
粉
河
寺
焼
亡
と
関
係
し
て
い
る
と
す
れ
ば
中
世
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
現
時
点
で
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
め
た
い
。
六
、
結
び
に
か
え
て
本
研
究
は
、武
蔵
野
大
学「
し
あ
わ
せ
研
究
」の
基
金
を
受
託
し「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
初
期
仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南
市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
中
世
の
可
能
性
が
高
い
粉
河
寺
の
も
の
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
薬
師
寺
佛
足
石
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研
究
蓄
積
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
研
究
史
の
上
に
確
か
な
地
歩
を
築
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と
そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三
年
間
に
わ
た
り
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
石
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
の
研
究
は
、
垤
和
本
精
拓
本
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
採
拓
者
で
あ
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
金
木
和
子
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、
昨
年
度
、
閉
門
後
の
夜
の
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
も
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
「
書
」
と
し
て
刻
さ
れ
て
い
た
か
知
り
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
お
蔭
様
で
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
な
る
べ
く
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
○
本
研
究
は
、
第
一
・
三
節
を
廣
瀨
、
第
四
節
を
遠
藤
、
第
五
節
を
漆
原
が
執
筆
し
、
第
二
節
を
廣
瀨
・
遠
藤
、
第
六
節
を
漆
原
・
廣
瀨
で
共
同
執
筆
し
た
。
○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
平
成
31
年
度
し
あ
わ
せ
研
究
費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
【
註
】
（
１
）
田
村
圓
澄
「
摂
論
宗
の
伝
来
」
（
速
水
侑
『
論
集
奈
良
仏
教
第
一
巻
　
奈
良
仏
教
の
展
開
』
、
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
二
五
頁
を
参
照
。
（
２
）
四
角
で
囲
っ
た
箇
所
は
空
欄
の
意
味
で
あ
る
。
（
３
）
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
年
再
版
）
三
〇
頁
を
参
照
。
な
お
こ
の
書
物
は
一
九
三
〇
年
の
初
版
本
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
再
版
本
を
参
照
し
た
。
（
４
）
藤
野
道
生
「
禅
院
寺
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
六‒
九
、
一
九
五
七
年
）
四
一
頁
を
参
照
。
（
５
）
原
田
憲
二
郎
、
森
下
惠
介
、
池
田
富
貴
子
『
平
城
の
甍―
平
城
京
出
土
瓦
展―
』
（
編
集
：
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
、
発
行
：
奈
良
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
頁
を
参
照
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。
http://w
w
w
.city.nara.lg.jp/w
w
w
/contents/1227078972143/files/i-
raka.pdf
（
６
）
廣
岡
義
隆
「
文
室
眞
人
智
努
の
生
涯―
天
平
一
知
識
人
の
憂
愁―
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
、
一
九
九
一
年
）
四
五
頁
を
参
照
。
（
７
）「
善
き
友
人
」
の
意
で
善
知
識
と
も
い
い
、
仏
の
教
え
を
説
き
勧
め
て
善
導
す
る
指
導
者
や
、
寺
院
や
仏
像
の
建
立
の
た
め
に
金
品
を
布
施
す
る
人
物
を
指
す
。
こ
の
箇
所
で
は
施
主
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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▼
薬
師
寺
佛
足
石
・
背
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書
の
復
元
と
す
る
真
言
宗
御
室
派
に
属
し
、
別
名
を
岡
大
師
と
称
す
る
よ
う
に
泉
州
地
区
の
弘
法
大
師
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
国
三
十
一
番
札
所
と
し
て
近
世
に
も
栄
え
た
寺
院
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
は
写
真
３
・
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
側
面
上
下
の
二
か
所
と
左
側
上
部
一
か
所
の
計
三
か
所
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
写
真
画
像
か
ら
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
線
刻
さ
れ
た
仏
像
の
輪
郭
が
残
さ
れ
て
い
る
。
右
側
上
部
と
左
側
部
分
の
線
刻
は
風
化
が
進
み
か
ろ
う
じ
て
線
刻
が
看
取
で
き
る
も
の
の
明
瞭
で
は
な
い
が
、
左
側
手
前
下
部
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
比
較
的
明
瞭
に
線
刻
さ
れ
た
小
仏
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
背
後
に
直
立
す
る
青
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
「
仏
足
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
近
世
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
線
刻
の
仏
像
が
見
ら
れ
る
の
は
、
す
で
に
本
研
究
Ⅱ
で
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
京
都
法
然
院
の
仏
足
石
（
写
真
５
・
６
）
と
安
土
城
仏
足
石
（
写
真
７
・
８
）
の
二
つ
の
中
世
仏
足
石
と
共
通
す
る
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
初
伝
の
通
り
林
昌
寺
仏
足
石
は
、
中
世
の
仏
足
石
で
あ
る
と
見
て
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
台
石
の
側
面
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
り
そ
こ
に
線
刻
の
小
仏
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
、
多
く
の
近
世
・
近
現
代
仏
足
石
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
中
世
仏
足
石
の
識
別
点
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
台
石
上
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
仏
足
本
体
そ
の
も
の
が
、
技
巧
的
な
近
世
の
仏
足
石
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
単
純
素
朴
で
雅
味
が
あ
る
と
い
え
る
印
象
を
受
け
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
の
石
質
は
玄
武
岩
の
よ
う
に
見
え
受
け
ら
れ
る
が
、
苔
や
泥
の
付
着
に
よ
り
明
確
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
近
世
近
現
代
の
仏
足
石
の
多
く
が
、
黒
御
影
石
あ
る
い
は
御
影
石
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
法
然
院
の
も
の
は
緑
泥
片
岩
（
秩
父
青
石
）
、
安
土
城
の
も
の
は
安
山
岩
が
用
い
ら
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一
、
は
じ
め
に
本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
初
期
仏
教
を
ま
さ
に
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
日
本
最
古
の
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
刻
の
薬
師
寺
に
あ
る
「
佛
足
石
」に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
注
目
し
、書
道
学（
廣
瀨
）・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
た
も
の
で
、
す
で
に
発
表
し
た
次
の
二
つ
の
共
同
研
究
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―
正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―
左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成
立
過
程―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
上
記
の
論
文
で
発
表
し
た
佛
足
石
正
面
と
左
側
面
銘
文
に
関
す
る
研
究
に
続
き
、
本
稿
で
は
背
面
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
分
析
を
進
め
る
。
最
初
に
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
薬
師
寺
佛
足
石
に
関
わ
っ
た
人
々
の
信
仰
の
あ
り
方
や
成
立
過
程
を
前
号
に
引
き
続
き
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
江
戸
時
代
に
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
間
の
期
間
（
中
世
な
ど
）
に
お
け
る
佛
足
石
の
存
在
を
埋
め
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
今
回
大
阪
と
和
歌
山
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
佛
足
石
の
調
査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
二
、
佛
足
石
背
面
銘
文
の
釈
文
佛
足
石
の
銘
文
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
文
献
と
し
て
次
の
論
文
が
あ
る
。
冒
頭
の
太
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
略
号
と
し
て
示
し
た
。
①
　
旧
↓
薬
師
寺
発
行
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
出
典
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
と
し
て
い
る
）
②
　
新
↓
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
補
訂
版
（
岩
波
　
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
③
　
吉
↓
吉
村
怜
『
天
人
誕
生
図
の
研
究
』
（
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
）
本
書
所
収
の
神
直
石
手
論
文
の
初
出
は
吉
村
怜
「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
者
「
神
直
石
手
」
に
つ
い
て
」
（
『
美
術
史
研
究
』
八
、
一
九
七
一
年
）
④
　
岡
↓
廣
岡
義
隆
「
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
、一
九
九
〇
年
）、『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
基
に
し
つ
つ
更
に
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
注
＊
﹈
及
び
精
拓
本
（
垤
和
本
）
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
た
も
の
が
次
の
太
字
の
釈
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
異
同
の
あ
る
文
字
に
棒
線
を
記
し
、
そ
の
左
側
に
、
先
賢
の
諸
説
を
記
し
た
。
﹇
注
＊
﹈
写
真
　
令
和
元
年
９
月
25
日
付
で
薬
師
寺
に
掲
載
許
可
申
請
、
同
年
10
月
１
日
付
・
薬
師
寺
掲
載
許
可
第
１―
２
６
８
号
に
よ
り
、
飛
鳥
園
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
〈
銘
文
の
行
数
と
釈
文
〉
１
　
至
心
發
願
爲
　
　
　
・
旧
新
吉
：
爲
　
岡
：
為
２
　
亡
夫
人
從
四
位
下
　
　
　
・
旧
新
吉
：
從
　
岡
：
従
３
　
茨
田
郡
主
法
４
　
名
良
式
敬
寫
５
　
釋
迦
如
来
神
　
　
　
・
旧
：
釈
　
新
吉
岡
：
釋
　
　
　
・
旧
広
：
来
　
新
吉
：
來
　
　
　
　
　
＊
五
字
目
は
、
へ
ん
の
字
形
が
「
神
」
「
神
」
に
も
ど
ち
ら
に
　
　
　
　
　
　
も
見
え
る
字
形
を
し
て
い
る
。
６
　
跡
伏
願
夫
人
７
　
之
霊
駕
遊
入
　
　
　
・
旧
岡
：
霊
　
新
吉
：
靈
　
　
　
　
　
・
岡
：
「
遊
」
の
あ
と
に
「
入
」
＊
今
回
の
調
査
で
も
精
密
な
写
真
画
像
と
拓
本
を
過
眼
す
る
と
わ
ず
か
に
残
る
刻
跡
よ
り
「
入
」
が
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
13
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
８
　
无
勝
之
妙
邦
９
　
受
□
□
□
□
之
　
　
　
・
旧
新
：
□
□
□
□
　
吉
：
□
□
　
岡
：
□
□
□
10
　
聖
□
永
脱
有
　
　
　
・
旧
新
吉
：
□
は
言
ベ
ン
　
岡
：
□
　
　
　
　
　
＊
二
字
目
の
□
は
、
飛
鳥
園
撮
影
写
真
で
も
垤
和
本
精
拓
本
で
　
　
　
　
　
　
も
「
言
べ
ん
」
は
過
眼
で
き
る
。
し
か
し
旁
部
及
び
９
行
目
　
　
　
　
　
　
の
中
央
部
に
か
け
て
は
剥
離
に
よ
る
摩
滅
に
よ
り
不
明
。
11
　
漏
高
證
无
爲
同
12
　
霑
三
界
共
契
一
眞
　
　
　
・
旧
新
吉
：
眞
　
岡
：
真
（
書
き
下
し
文
）
至
心
に
発
願
し
、
亡
夫
人
従
四
位
下
茨
田
郡
主
法
名
良
式
の
為
に
、
敬
ん
で
釈
迦
如
来
の
神
跡
を
写
す
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
夫
人
の
霊
、
駕
遊
し
て
無
勝
の
妙
邦
に
入
り
て
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
に
有
漏
を
脱
し
、
無
為
を
高
証
し
、
同
に
三
界
を
霑
し
、
共
に
一
眞
に
契
わ
ん
こ
と
を
。
（
現
代
語
訳
）
真
心
を
持
っ
て
誓
願
を
立
て
、
今
は
亡
き
夫
人
の
従
四
位
下
茨
田
郡
主
、
法
名
は
良
式
の
た
め
に
、
慎
み
敬
っ
て
釈
尊
の
足
跡
を
写
す
。
仏
に
平
伏
し
礼
拝
し
、
夫
人
の
霊
が
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
に
て
悠
々
と
し
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
遠
に
煩
悩
か
ら
と
き
は
な
た
れ
、
悟
り
の
境
地
に
至
り
、迷
い
の
世
界
の
生
き
と
し
生
き
る
者
す
べ
て
に
利
益
が
お
よ
び
、皆
共
に
仏
が
教
え
る
真
理
に
目
覚
め
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
三
、
原
刻
写
真
と
精
拓
本
の
比
較
に
よ
る
　
　
刻
さ
れ
た
書
線
の
検
討
薬
師
寺
佛
足
石
側
面
の
銘
文
は
、
ど
の
面
も
概
ね
風
化
に
よ
り
摩
滅
し
て
い
る
が
、
背
面
は
、
正
面
刻
や
右
側
面
刻
と
比
べ
る
と
、
剥
落
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
刻
線
は
比
較
的
明
瞭
な
方
で
あ
る
。
正
面
・
左
右
の
側
面
は
、
肉
眼
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
在
、
佛
足
石
の
背
面
が
、
堂
内
の
壁
面
と
ほ
ぼ
接
す
る
に
近
い
状
態
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
刻
線
を
肉
眼
で
直
接
確
か
め
な
が
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
今
回
の
背
面
銘
文
調
査
及
び
復
元
に
あ
た
っ
て
も
前
回
の
研
究
と
同
様
に
新
倉
垤
斎
・
金
木
和
子
両
氏
が
昭
和
四
十
七
年
に
採
拓
し
た
精
拓
本
（
垤
和
本
）
を
頼
り
に
、
復
元
作
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
か
つ
て
佛
足
石
移
動
時
に
飛
鳥
園
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
背
面
の
現
刻
写
真
画
像
と
も
比
較
検
討
し
な
が
ら
（
表
１
参
照
）
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
更
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
北
魏
時
代
の
書
の
古
典
を
参
照
し
て
導
き
出
し
た
も
の
が
表
１
の
下
部
に
示
し
た
一
次
補
正
・
二
次
補
正
で
あ
る
。
佛
足
石
背
面
の
銘
文
の
周
囲
に
刻
さ
れ
て
い
る
枠
（
方
格
）
の
寸
法
は
横
巾
66
㎝
、
縦
の
寸
法
に
つ
い
て
は
最
も
長
い
右
側
が
28
・
５
㎝
、
中
央
部
の
狭
い
箇
所
が
25
㎝
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
、
最
も
大
き
い
「
釋
」
字
は
、
横
４
㎝
、
縦
５
㎝
で
あ
り
、
小
さ
い
文
字
は
２
㎝
角
で
あ
る
。
ち
な
み
に
佛
足
石
の
右
側
面
に
唯
一
刻
さ
れ
た
銘
文
（
本
稿
第
４
節
末
尾
の
写
真
２
）
の
大
き
さ
（
枠
﹇
方
格
﹈
の
寸
法
）
は
、
上
部
の
横
が
12
㎝
、
下
部
の
横
が
11
・
５
㎝
、
縦
が
18
㎝
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
記
し
て
お
く
。
１
、
至
・
・
拓
本
（
原
拓
）
で
は
、
二
画
目
の
横
画
の
位
置
が
刻
線
と
傷
に
よ
り
二
通
り
推
定
で
き
、
特
定
に
困
っ
た
が
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
正
し
い
位
置
が
判
定
で
き
た
。
同
様
に
最
終
画
の
起
筆
と
収
筆
の
位
置
と
太
さ
に
つ
い
て
も
写
真
に
よ
り
判
定
で
き
た
。
２
、
心
・
・
原
刻
写
真
に
よ
っ
て
一
画
目
の
点
の
位
置
が
特
定
で
き
た
。
三
・
四
画
目
の
点
の
位
置
は
、
原
刻
の
摩
滅
が
著
し
く
拓
本
及
び
写
真
に
お
い
て
も
特
定
が
困
難
。
推
定
位
置
を
二
次
補
正
で
示
し
た
。
３
、
發
・
・
上
部
の
「
は
つ
が
し
ら
」
が
、
珍
し
い
字
形
で
あ
る
。
原
刻
写
真
に
よ
り
、
よ
り
明
確
と
な
る
。
４
、
亡
・
・
一
画
目
の
字
形
と
三
画
目
の
収
筆
の
状
態
が
拓
本
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
原
刻
写
真
に
よ
り
、
刻
線
と
石
の
傷
と
の
違
い
を
読
み
取
れ
て
明
ら
か
に
で
き
た
。
５
、
從
・
・
「
從
」
の
異
体
字
に
つ
い
て
、
旁
の
中
央
部
の
「
点
」
の
有
無
が
気
に
な
っ
た
が
、
北
魏
の
書
に
も
点
が
あ
る
字
例
が
あ
り
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
っ
て
も
点
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
右
下
部
が
「
之
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
６
、
式
・
・
異
体
字
の
「
式
」
で
あ
る
が
、
左
下
部
は
完
全
に
「
コ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
７
、
敬
・
・
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
、
四
画
目
及
び
五
画
目
が
明
確
と
な
る
。
８
、
寫
・
・
下
部
の
四
つ
の
点
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
９
、
釋
・
・
「
米
」
に
変
化
し
た
「
へ
ん
」
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
10
、
神
・
・
「
へ
ん
」
の
刻
線
が
「
ネ
」
に
も
「
示
」
に
も
見
え
る
刻
し
方
を
し
て
い
る
。
11
、
伏
・
・
写
真
と
拓
本
の
両
者
に
「
犬
」
の
三
画
目
の
起
筆
の
方
向
の
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
▼
表
１
　
写
真
・
拓
本
文
字
比
較
表
 
12
、
駕
・
・
「
馬
」
の
下
部
が
「
四
つ
点
」
な
の
か
「
一
」
な
の
か
拓
本
・
原
刻
写
真
と
も
不
明
瞭
。
13
、
入
・
・
写
真
画
像
・
原
拓
本
両
方
と
も
に
浅
い
線
で
「
入
」
字
の
筆
画
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
表
２
で
示
し
た
よ
う
に
原
拓
を
基
に
推
定
す
る
と
石
本
体
の
亀
裂
や
傷
な
の
か
文
字
を
刻
し
た
線
な
の
か
の
判
定
が
と
て
も
し
づ
ら
く
、
「
入
」
の
筆
画
ら
し
き
線
状
が
、
大
き
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
①
）
と
小
さ
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
②
）
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
。
写
真
画
像
で
は
こ
れ
ら
二
種
類
と
別
な
位
置
に
刻
線
ら
し
き
線
状
が
見
え
る
の
で
、
次
の
表
に
推
定
さ
れ
る
三
種
類
の
字
形
を
ま
ず
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
三
種
類
の
字
形
候
補
が
出
て
き
た
の
で
写
真
画
像
と
原
拓
を
更
に
入
念
に
観
察
す
る
と
単
な
る
平
面
で
は
な
く
凹
凸
の
あ
る
複
雑
な
表
面
の
た
め
特
に
斜
め
に
走
る
山
の
稜
線
の
よ
う
な
凸
部
で
は
通
常
の
採
拓
と
は
異
な
る
墨
だ
ま
り
の
よ
う
な
拓
影
が
現
出
す
る
よ
う
で
、
文
字
刻
を
再
現
す
る
時
に
は
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
ゆ
え
に
③
の
字
形
が
近
い
も
の
と
推
定
す
る
。
意
味
的
に
は
文
章
中
の
こ
の
場
所
に
「
入
」
が
挿
入
さ
れ
た
と
し
て
も
通
じ
る
の
で
問
題
は
な
い
。
▼
表
２
　
「
入
」
字
の
刻
線
推
定
表
14
、
邦
・
・
左
部
の
横
画
は
四
本
あ
る
。
北
魏
の
書
に
こ
の
字
例
あ
り
。
15
、
受
・
・
冠
部
の
点
が
四
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
つ
は
傷
で
あ
る
。
16
、
永
・
・
「
永
」
字
の
右
半
分
は
、
原
石
の
剥
落
に
よ
り
完
全
に
消
滅
。
二
次
補
正
で
、
北
魏
の
鄭
道
昭
の
書
よ
り
推
定
。
17
、
脱
・
・
右
上
部
は
原
石
の
剥
落
あ
り
。
18
、
證
・
・
「
は
つ
が
し
ら
」
の
字
形
左
側
が
「
タ
」
19
、
界
・
・
「
界
」
の
下
部
が
「
分
」
の
異
体
字
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
四
、
薬
師
寺
佛
足
石
成
立
の
過
程
先
の
論
文
に
お
い
て
正
面
・
左
側
面
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
背
面
に
刻
さ
れ
た
仏
足
石
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
か
ら
読
み
取
っ
た
新
た
な
内
容
を
参
照
し
つ
つ
、
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
、
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
、
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
④
で
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
を
示
し
、
⑤
で
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
に
刻
さ
れ
た
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
仏
跡
図
第
二
本
を
唐
の
普
光
寺
か
ら
平
城
京
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
も
た
ら
し
た
画
師
の
黄
文
本
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
年
代
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
黄
文
本
実
が
入
唐
し
た
時
期
の
上
限
は
、
王
玄
策
が
一
回
目
の
遣
使
の
任
務
を
終
え
て
唐
に
帰
国
し
た
可
能
性
が
あ
る
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
、
ま
た
は
二
回
目
の
貞
観
二
二
年
（
六
四
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
黄
文
本
実
が
参
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
遣
唐
使
の
時
期
の
上
限
は
、
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
回
遣
唐
使
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
第
二
回
遣
唐
使
に
は
玄
奘
の
直
弟
子
と
な
っ
た
道
昭
（
六
二
九
〜
七
〇
〇
）
が
参
加
し
て
お
り
、
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
は
、
道
昭
が
経
論
を
多
数
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
玄
奘
の
新
訳
経
典
や
教
学
が
日
本
仏
教
に
対
し
て
多
大
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
黄
文
本
実
が
日
本
に
帰
国
し
た
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
正
倉
院
文
書
「
写
疏
所
解
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
、
七
一
〇
頁
）
に
、
禅
院
寺
の
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
十
月
九
日
の
所
蔵
記
録
と
し
て
仏
跡
図
が
見
ら
れ
る
。
天
平
一
九
年
に
直
近
の
遣
唐
使
の
帰
国
は
、
玄
昉
ら
が
参
加
し
た
遣
唐
使
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
六
、
天
平
一
八
年
六
月
条
に
よ
る
と
、
玄
昉
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
帰
国
し
、
経
論
五
千
余
巻
と
仏
像
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
田
村
圓
澄
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
う
し
て
玄
昉
は
盛
唐
の
最
も
新
し
い
仏
教
で
あ
る
法
相
宗
を
智
周
に
学
び
、「
経
論
五
千
余
巻
及
諸
仏
像
」を
た
ず
さ
え
、天
平
七
年（
七
三
五
）
に
帰
国
し
た
。
「
経
論
五
千
余
巻
」
は
『
開
元
釈
教
録
』
所
収
の
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
玄
奘
の
翻
訳
に
か
か
る
新
訳
経
典
を
ふ
く
む
一
切
経
が
、
は
じ
め
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
玄
昉
の
帰
国
に
よ
っ
て
、
玄
奘
の
手
に
な
る
新
訳
経
典
は
ほ
ぼ
す
べ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
玄
昉
に
よ
っ
て
玄
奘
の
弟
子
の
基
が
創
始
し
た
法
相
宗
の
教
え
も
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
黄
文
本
実
の
活
動
年
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
日
本
仏
教
に
対
す
る
玄
奘
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
教
を
専
門
と
す
る
僧
侶
で
は
な
く
画
師
で
は
あ
る
が
、
遣
唐
使
と
し
て
の
教
養
を
備
え
た
知
識
人
で
あ
り
、
仏
教
に
関
し
て
も
一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
た
人
物
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
黄
文
本
実
が
長
安
の
普
光
寺
で
仏
跡
図
に
出
会
っ
た
際
に
、
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
考
え
た
動
機
は
も
ち
ろ
ん
崇
拝
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
崇
拝
に
値
す
る
と
判
断
し
た
根
拠
と
な
る
の
は
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
記
さ
れ
る
仏
跡
図
の
由
来
、
す
な
わ
ち
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
記
述
内
容
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玄
奘
の
言
と
仏
説
の
経
典
と
い
う
価
値
の
裏
付
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
黄
文
本
実
は
こ
れ
を
模
写
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
写
疏
所
解
」
は
禅
院
寺
の
仏
跡
図
に
つ
い
て
「
仏
跡
図
一
巻
」
と
記
し
、
そ
の
下
に「
一
条
紅
帒
　
一
条
　
　
　
　
　
一
条
錦
帒
」と
記
載
し
て
い
る
。帒
は
袋
の
意
味
な
の
で
三
袋
分
、
つ
ま
り
仏
跡
図
は
三
枚
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
袋
に
入
れ
て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
黄
文
本
実
が
唐
に
い
る
と
き
に
三
枚
模
写
し
た
か
、
ま
た
は
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
追
加
し
て
描
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
を
禅
院
寺
に
納
め
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
平
城
京
の
右
京
に
あ
っ
た
元
興
寺
の
禅
院
の
前
身
は
、
玄
奘
に
学
ん
だ
道
昭
が
帰
国
後
に
住
ん
だ
飛
鳥
寺
（
元
興
寺
）
の
禅
院
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
記
さ
れ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
禅
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
初
め
孝
徳
天
皇
の
白
雉
四
年
、
使
に
随
い
て
入
唐
す
。
適 
玄
奘
三
蔵
に
遇
い
、
師
と
し
て
業
を
受
く
。
三
蔵
特
に
愛
し
、
同
房
に
住
せ
し
む
。
…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。…
中
略…
後
に
平
城
に
遷
都
す
る
や
、
和
尚
の
弟
及
び
弟
子
等
は
奏
聞
し
、
禅
院
を
新
京
に
徙
し
建
て
る
。
今
の
平
城
右
京
禅
院
が
是
れ
な
り
。
此
の
院
多
く
経
論
有
り
。
書
迹
楷
好
。
並
び
に
錯
誤
せ
ず
。
皆
和
上
の
将
来
せ
る
所
の
者
な
り
。
石
田
茂
作
氏
の
研
究
で
は
、
「
写
疏
所
解
」
に
記
さ
れ
る
禅
院
寺
を
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
の
禅
院
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
石
田
氏
は
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
藤
野
道
生
氏
は
、
か
の 
”本
元
興
寺” 
東
南
隅
か
ら
移
し
建
て
ら
れ
た
と
伝
へ
る 
”道
昭
禅
院” 
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
擬
し
て
み
る
と
き
、
そ
の
場
所
は
、
同
じ
く 
”右
京” 
で
あ
つ
た
と
い
ふ
し
、
ま
た
、
道
昭
将
来
の
幾
多
の
経
典
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
は
れ
る
如
き
、
こ
の
建
物
の
有
つ
特
殊
性
格
か
ら
し
て
も
、
遣
唐
使
節
が
、
唐
に
あ
つ
て
写
し
帰
つ
た
と
見
え
る 
”仏
跡
図” 
を
収
蔵
す
る
の
場
所
と
し
て
、
極
め
て
自
然
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
と
は
元
興
寺
の
禅
院
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
藤
野
氏
の
こ
の
推
論
は
次
に
挙
げ
る
発
掘
調
査
を
基
に
し
た
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
正
当
性
は
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
１
９
９
２
年
の
飛
鳥
寺
東
南
部
の
調
査
で
、
複
弁
八
弁
蓮
華
紋
軒
丸
瓦
・
重
弧
紋
軒
平
瓦
、
竹
状
模
骨
丸
瓦
が
出
土
し
、
東
南
禅
院
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
東
南
禅
院
は
道
昭
が
７
世
紀
後
半
に
建
て
、
平
城
遷
都
に
と
も
な
い
右
京
四
条
一
坊
に
移
建
さ
れ
、
禅
院
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
の
出
土
瓦
は
、
飛
鳥
の
東
南
禅
院
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
調
査
地
周
辺
に
禅
院
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
竹
状
模
骨
丸
瓦
」
と
は
丸
瓦
凹
面
に
竹
の
よ
う
な
細
棒
を
綴
り
合
わ
せ
た
、
ス
ダ
レ
状
の
圧
痕
が
残
る
無
段
式
丸
瓦
で
あ
る
。
従
来
は
北
部
九
州
の
地
域
的
特
色
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
畿
内
で
も
少
数
な
が
ら
出
土
例
が
あ
り
、
ご
く
限
ら
れ
た
工
人
に
よ
る
傍
系
的
技
術
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
と
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
出
土
し
た
竹
状
模
骨
丸
瓦
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
寺
と
は
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
が
移
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
藤
野
氏
と
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
仏
跡
図
は
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
藤
野
氏
は
仏
跡
図
が
道
昭
ゆ
か
り
の
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
唐
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
跡
図
と
は
単
に
唐
に
ゆ
か
り
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
っ
て
価
値
を
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
跡
図
と
玄
奘
の
関
係
を
重
視
し
て
、
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
ゆ
か
り
の
禅
院
に
収
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
う
可
能
性
を
想
定
し
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
は
仏
足
石
の
価
値
や
意
義
を
説
明
す
る
た
め
に
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
ほ
か
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
仏
足
石
銘
文
は
そ
の
撰
者
が
独
自
に
研
究
調
査
し
て
文
章
を
書
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
と
と
も
に
仏
跡
図
の
由
来
と
意
義
付
け
を
禅
院
に
伝
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
銘
文
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
る
解
釈
は
、
も
ち
ろ
ん
黄
文
本
実
が
独
自
に
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
唐
で
学
ん
だ
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
唐
に
お
い
て
そ
の
解
釈
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
源
流
は
や
は
り
玄
奘
に
帰
す
る
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
よ
っ
て
仏
跡
図
の
意
味
を
説
い
た
記
録
は
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
玄
奘
と
同
時
代
を
生
き
た
道
宣
の
『
釈
迦
氏
譜
』
や
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』
の
中
で
も
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
の
で
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
典
拠
に
し
て
仏
跡
図
を
説
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
玄
奘
が
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
基
づ
い
て
理
解
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
提
示
し
て
お
く
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
あ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
又
謂
い
て
曰
く
、
経
論
は
深
妙
な
り
。
究
竟
す
る
能
わ
ず
。
禅
流
を
学
び
東
土
に
伝
う
る
に
如
か
ず
、
と
。
和
尚
教
を
奉
じ
て
、
始
め
て
禅
定
を
習
う
。
悟
る
所
は
稍
多
し
。…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
着
目
す
べ
き
は
、
道
昭
が
玄
奘
か
ら
「
経
論
は
奥
深
く
微
妙
で
、
究
め
つ
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
お
前
は
禅
を
学
ん
で
、東
の
国
の
日
本
に
広
め
る
の
が
よ
か
ろ
う
」と
い
う
教
え
を
受
け
、禅
定
を
学
び
は
じ
め
、
道
昭
の
帰
国
後
は
禅
を
学
ぶ
者
が
教
え
を
請
う
て
集
ま
っ
て
来
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
玄
奘
は
経
典
翻
訳
者
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
禅
定
を
重
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
禅
定
と
は
禅
と
定
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
定
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
sam
ādhi
で
あ
り
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
定
め
て
動
か
さ
な
い
瞑
想
を
指
し
、
「
三
昧
」
と
も
言
う
。
禅
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
のdhyāna
の
訳
語
で
あ
る
禅
那
を
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
瞑
想
し
て
身
心
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
定
の
一
分
と
解
す
る
。
し
ば
し
ば
総
合
し
て
禅
定
と
言
う
。
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
、
『
観
仏
三
昧
海
経
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
釈
尊
が
世
を
去
っ
た
後
に
、
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
す
る
人
々
も
ま
た
同
様
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
し
な
く
て
も
、
釈
尊
の
足
跡
を
見
た
り
、
仏
像
が
行
く
姿
を
見
た
り
し
た
人
々
も
ま
た
同
様
に
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
で
あ
る
僧
侶
は
観
想
を
す
れ
ば
よ
い
し
、
専
門
家
で
は
な
い
在
家
の
人
々
は
観
想
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
仏
三
昧
と
仏
跡
図
を
セ
ッ
ト
に
し
た
理
解
は
、
仮
に
玄
奘
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
唐
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
仏
跡
図
に
対
す
る
信
仰
は
玄
奘
に
対
す
る
尊
崇
や
敬
慕
の
念
と
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、
黄
文
本
実
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
記
録
が
な
い
た
め
に
、
第
三
本
の
作
者
と
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
薬
師
寺
仏
足
石
左
側
面
の
銘
文
に
登
場
す
る
越
田
安
万
が
禅
院
寺
に
あ
る
第
二
本
を
模
写
し
て
第
三
本
を
作
り
、
そ
の
上
さ
ら
に
仏
足
石
作
成
の
素
材
と
な
る
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
し
、
ど
こ
か
の
寺
院
に
納
め
ら
れ
た
第
三
本
を
基
に
し
て
越
田
安
万
が
仏
足
石
作
成
の
た
め
の
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
第
三
本
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
第
二
本
の
成
立
を
論
じ
た
際
に
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
、
僧
侶
は
観
想
を
し
て
三
昧
に
入
れ
ば
よ
い
し
、
在
家
の
人
々
は
専
門
的
な
観
想
を
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
た
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
は
専
門
家
向
け
と
専
門
で
は
な
い
人
向
け
の
救
済
方
法
を
提
示
し
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
。
玄
奘
が
道
昭
に
禅
定
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
は
論
理
的
に
教
学
を
深
め
て
悟
り
を
求
め
る
面
と
と
も
に
、
仏
の
教
え
は
人
智
を
超
え
た
深
さ
が
あ
る
ゆ
え
に
禅
定
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
仏
の
力
に
頼
っ
て
涅
槃
の
境
地
に
至
ろ
う
と
す
る
面
が
あ
る
。
文
室
真
人
智
努
と
い
う
人
物
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
て
、
薬
師
寺
仏
足
石
の
作
成
を
発
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
智
努
は
天
武
天
皇
の
孫
で
、
『
続
日
本
紀
』
巻
二
三
に
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
法
名
の
「
浄
三
」
と
い
う
名
で
登
場
し
て
い
る
。
廣
岡
義
隆
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
前
年
に
光
明
皇
后
が
崩
じ
た
際
に
は
「
智
努
」
の
名
で
出
て
い
る
の
で
、
天
平
宝
字
四
年
六
月
以
降
に
出
家
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。仏
足
石
を
作
っ
た
の
は
、
出
家
す
る
前
の
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
智
努
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
仏
教
に
対
す
る
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
智
努
は
仏
教
が
必
須
の
教
養
と
な
っ
て
い
た
時
代
の
知
識
人
と
し
て
、
玄
奘
訳
の
経
論
に
基
づ
く
法
相
宗
の
唯
識
思
想
と
い
う
高
度
な
仏
教
思
想
を
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仏
足
石
か
ら
読
み
取
れ
る
信
仰
は
難
解
な
も
の
で
は
な
く
、比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
く
信
仰
で
あ
る
。
智
努
は
知
識
人
と
し
て
高
い
学
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、
理
詰
め
で
考
え
て
悟
り
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
妻
が
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
で
安
楽
な
境
地
に
至
る
こ
と
や
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
福
に
な
る
と
い
う
理
想
を
求
め
る
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
④
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
本
稿
で
は
薬
師
寺
仏
足
石
信
仰
の
由
来
と
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
玄
奘
と
の
関
わ
り
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
き
た
。
第
一
本
仏
跡
図
は
王
玄
策
が
マ
ガ
ダ
国
か
ら
唐
に
持
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
普
光
寺
と
い
う
勅
願
寺
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
尊
重
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
跡
図
が
尊
重
さ
れ
た
理
由
は
、
マ
ガ
ダ
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
し
い
文
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
に
よ
る
価
値
の
保
証
が
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
第
二
本
は
黄
文
本
実
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
が
住
し
た
寺
院
で
あ
る
禅
院
寺
に
納
め
ら
れ
た
。
第
一
に
仏
跡
図
が
玄
奘
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
仏
跡
図
を
見
る
こ
と
で
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
観
仏
三
昧
と
い
う
禅
定
を
説
く
経
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
禅
院
寺
に
第
二
本
が
納
め
ら
れ
た
有
力
な
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
本
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
解
明
で
き
な
い
。
第
三
本
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
薬
師
寺
仏
足
石
は
文
室
真
人
智
努
の
発
願
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
信
仰
形
態
と
奈
良
を
代
表
す
る
大
寺
で
あ
る
薬
師
寺
の
信
仰
形
態
が
ほ
ど
よ
く
合
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仏
足
石
を
ま
つ
る
場
と
し
て
薬
師
寺
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
信
仰
形
態
の
特
徴
と
は
、知
識
人
を
満
足
さ
せ
る
高
度
な
思
想
が
信
仰
の
背
景
に
あ
る
こ
と
と
、
比
較
的
簡
単
に
誰
も
が
仏
の
世
界
に
至
れ
る
と
い
う
方
法
を
提
示
し
て
い
る
信
仰
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
薬
師
寺
は
唯
識
学
な
ど
玄
奘
の
新
訳
の
経
論
に
基
づ
く
教
え
を
伝
え
る
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
仏
足
石
を
安
置
し
て
お
ま
つ
り
で
き
た
場
所
で
も
あ
る
こ
と
で
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
知
識
人
の
信
仰
の
拠
り
所
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
補
遺
こ
こ
で
は
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
の
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
【
左
側
面
第
十
行
方
格
外
下
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
左
側
面
向
右
下
部
】
（
本
文
）
知
識
家
口
男
女
大
小
（
書
き
下
し
文
）
知
識
の
家
口
の
男
女
大
小
（
現
代
語
訳
）
施
主
の
家
族
の
老
若
男
女
【
左
側
面
方
格
外
向
右
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
右
側
面
】
（
本
文
）
諸
行
無
常
　
諸
法
无
我
　
涅
槃
寂
静
（
書
き
下
し
文
）
諸
行
は
無
常
な
り
。諸
法
は
無
我
な
り
。涅
槃
は
寂
静
な
り
。
（
現
代
語
訳
）あ
ら
ゆ
る
現
象
は
無
常
で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
存
在
に
実
体
は
な
い
。
　
悟
り
の
境
地
は
安
ら
か
で
あ
る
。
▼
写
真
２
　
　
薬
師
寺
佛
足
石・右
側
面
銘
文・刻
面
写
真
　﹇
飛
鳥
園
撮
影
﹈
五
、
佛
足
石
の
後
世
へ
の
影
響
﹇
大
阪
・
和
歌
山
調
査
報
告
﹈
　
　
林
昌
寺
佛
足
石
に
つ
い
て
今
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
共
同
研
究
調
査
で
は
、
古
代
薬
師
寺
仏
足
石
と
近
世
仏
足
石
の
時
代
の
空
隙
を
埋
め
る
中
世
仏
足
石
を
求
め
て
大
阪
府
泉
南
地
方
の
林
昌
寺
、
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
、
根
来
寺
、
粉
河
寺
の
各
寺
院
を
訪
れ
、
境
内
に
所
在
す
る
仏
足
石
の
調
査
を
行
っ
た
。
紀
三
井
寺
の
仏
足
石
は
戦
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
根
来
寺
の
仏
足
石
は
粉
河
寺
の
そ
れ
が
誤
っ
て
巷
間
に
存
在
が
流
布
し
た
も
の
で
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
除
外
し
、
林
昌
寺
と
粉
河
寺
の
仏
足
石
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
今
回
お
も
な
調
査
対
象
と
し
た
中
世
仏
足
石
が
あ
る
躑
躅
山
林
昌
寺
に
つ
い
て
、
同
寺
所
伝
の
由
緒
に
従
っ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
同
寺
は
、
有
名
な
中
世
荘
園
九
条
家
領
和
泉
国
日
根
野
荘
の
南
方
に
位
置
す
る
地
域
に
あ
り
、
山
の
南
西
斜
面
に
寺
の
諸
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
い
て
日
当
た
り
が
と
て
も
よ
く
、
風
光
明
媚
な
環
境
に
あ
る
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
。
近
隣
地
域
に
は
根
来
寺
、
粉
河
寺
な
ど
の
大
寺
院
も
点
在
し
、
高
野
山
の
麓
に
あ
る
こ
れ
ら
の
諸
寺
院
と
の
関
係
も
林
昌
寺
を
考
察
す
る
上
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
林
昌
寺
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
そ
の
開
基
を
行
基
と
す
る
古
刹
で
あ
る
。
行
基
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
三
院
六
坊
か
ら
な
る
当
時
の
寺
は
、
こ
の
地
の
水
質
が
鉱
質
に
富
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
山
菩
提
院
岡
寺
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
と
は
異
な
る
山
号
寺
号
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
近
隣
の
大
寺
院
で
あ
る
根
来
寺
が
、
平
安
初
期
、
粉
河
寺
が
聖
武
天
皇
没
後
の
宝
亀
年
間
の
開
基
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
地
域
で
は
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
寺
が
現
在
の
寺
号
山
号
と
な
っ
た
契
機
に
つ
い
て
、
由
緒
書
き
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
平
安
時
代
の
後
期
、
第
七
十
三
代
堀
河
天
皇
が
当
山
に
行
幸
の
み
ぎ
り
、
山
つ
つ
じ
が
見
事
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
山
号
を
躑
躅
山
と
し
、
法
林
繁
盛
の
勝
地
と
な
る
よ
う
、
寺
号
を
林
昌
寺
と
改
め
ら
れ
た
。
」
平
安
時
代
は
熊
野
詣
を
は
じ
め
天
皇
の
行
幸
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
都
か
ら
和
歌
山
を
経
て
熊
野
へ
向
か
う
途
中
立
ち
寄
る
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
し
、
林
昌
寺
を
目
的
地
と
し
て
行
幸
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
天
正
年
間
に
は
、
織
豊
政
権
に
よ
っ
て
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
の
信
長
に
よ
る
雑
賀
攻
め
、
同
九
〜
十
（
一
五
八
一
〜
二
）
年
の
高
野
攻
め
、
同
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
秀
吉
の
紀
州
征
伐
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
泉
南
か
ら
紀
州
の
諸
寺
院
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
林
昌
寺
も
創
建
当
時
か
ら
の
堂
塔
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し
、
現
存
の
諸
堂
伽
藍
は
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
も
の
を
始
め
と
し
て
近
年
に
再
建
さ
れ
た
堂
塔
も
あ
る
。
現
在
の
林
昌
寺
は
、
京
都
の
仁
和
寺
を
本
山
れ
て
い
る
。
国
宝
の
薬
師
寺
の
仏
足
石
は
安
山
岩
と
み
ら
れ
る
が
定
か
な
こ
と
は
地
質
学
の
専
門
家
の
鑑
定
に
待
つ
ほ
か
な
い
。
三
回
に
わ
た
っ
た
一
連
の
中
世
仏
足
石
の
調
査
で
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
仏
足
石
が
古
代
に
た
だ
一つ
の
存
在
で
、長
期
断
絶
し
て
近
世
に
至
っ
て
再
び
各
地
に
出
現
す
る
と
い
う
不
自
然
な
残
存
状
況
に
つ
い
て
、一
定
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。中
世
に
も
確
実
に
仏
足
石
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、そ
れ
が
多
く
の
場
合
無
関
心
に
屋
外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
風
化
が
進
み
、そ
れ
と
認
知
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。現
存
が
確
認
さ
れ
る
法
然
院
、安
土
城
、林
昌
寺
三
か
所
の
中
世
の
仏
足
石
は
、
い
ず
れ
も
露
天
に
放
置
さ
れ
風
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
林
昌
寺
の
も
の
は
、
三
十
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
同
寺
の
絵
葉
書
に
は
、
よ
り
明
瞭
に
仏
足
の
文
様
が
看
取
さ
れ
わ
ず
か
三
十
年
で
酸
性
雨
の
影
響
か
、
か
な
り
風
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
回
の
調
査
で
は
、
根
来
寺
に
あ
る
と
い
う
仏
足
石
を
探
し
た
が
、
こ
れ
は
粉
河
寺
の
仏
足
石
を
誤
っ
て
根
来
寺
の
仏
足
石
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
も
の
が
拡
散
し
た
も
の
と
判
明
し
た
。
粉
河
寺
で
の
仏
足
石
は
参
道
入
り
口
す
ぐ
の
左
側
に
覆
い
の
屋
根
の
下
に
柵
に
囲
ま
れ
て
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
柵
の
周
囲
か
ら
か
な
り
距
離
が
あ
り
、
法
量
の
計
測
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
字
の
判
読
す
ら
か
な
わ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
石
質
は
安
山
岩
様
に
見
受
け
ら
れ
た
が
判
然
と
し
な
い
。
周
囲
の
側
面
に
は
一
面
に
篆
書
と
も
行
書
と
も
判
別
し
か
ね
る
変
っ
た
書
体
で
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
近
世
に
か
か
る
追
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仏
足
石
の
仏
足
そ
の
も
の
は
、
林
昌
寺
の
も
の
と
共
通
し
て
切
り
欠
き
部
も
確
認
で
き
る
の
で
中
世
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、
改
め
て
許
可
を
得
て
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
台
石
が
焼
け
た
よ
う
な
赤
み
を
帯
び
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
天
正
年
間
に
行
わ
れ
た
織
豊
政
権
に
よ
る
紀
州
制
圧
戦
の
粉
河
寺
焼
亡
と
関
係
し
て
い
る
と
す
れ
ば
中
世
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
現
時
点
で
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
め
た
い
。
六
、
結
び
に
か
え
て
本
研
究
は
、武
蔵
野
大
学「
し
あ
わ
せ
研
究
」の
基
金
を
受
託
し「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
初
期
仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南
市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
中
世
の
可
能
性
が
高
い
粉
河
寺
の
も
の
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
薬
師
寺
佛
足
石
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研
究
蓄
積
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
研
究
史
の
上
に
確
か
な
地
歩
を
築
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と
そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三
年
間
に
わ
た
り
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
石
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
の
研
究
は
、
垤
和
本
精
拓
本
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
採
拓
者
で
あ
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
金
木
和
子
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、
昨
年
度
、
閉
門
後
の
夜
の
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
も
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
「
書
」
と
し
て
刻
さ
れ
て
い
た
か
知
り
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
お
蔭
様
で
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
な
る
べ
く
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
○
本
研
究
は
、
第
一
・
三
節
を
廣
瀨
、
第
四
節
を
遠
藤
、
第
五
節
を
漆
原
が
執
筆
し
、
第
二
節
を
廣
瀨
・
遠
藤
、
第
六
節
を
漆
原
・
廣
瀨
で
共
同
執
筆
し
た
。
○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
平
成
31
年
度
し
あ
わ
せ
研
究
費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
【
註
】
（
１
）
田
村
圓
澄
「
摂
論
宗
の
伝
来
」
（
速
水
侑
『
論
集
奈
良
仏
教
第
一
巻
　
奈
良
仏
教
の
展
開
』
、
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
二
五
頁
を
参
照
。
（
２
）
四
角
で
囲
っ
た
箇
所
は
空
欄
の
意
味
で
あ
る
。
（
３
）
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
年
再
版
）
三
〇
頁
を
参
照
。
な
お
こ
の
書
物
は
一
九
三
〇
年
の
初
版
本
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
再
版
本
を
参
照
し
た
。
（
４
）
藤
野
道
生
「
禅
院
寺
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
六‒
九
、
一
九
五
七
年
）
四
一
頁
を
参
照
。
（
５
）
原
田
憲
二
郎
、
森
下
惠
介
、
池
田
富
貴
子
『
平
城
の
甍―
平
城
京
出
土
瓦
展―
』
（
編
集
：
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
、
発
行
：
奈
良
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
頁
を
参
照
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。
http://w
w
w
.city.nara.lg.jp/w
w
w
/contents/1227078972143/files/i-
raka.pdf
（
６
）
廣
岡
義
隆
「
文
室
眞
人
智
努
の
生
涯―
天
平
一
知
識
人
の
憂
愁―
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
、
一
九
九
一
年
）
四
五
頁
を
参
照
。
（
７
）「
善
き
友
人
」
の
意
で
善
知
識
と
も
い
い
、
仏
の
教
え
を
説
き
勧
め
て
善
導
す
る
指
導
者
や
、
寺
院
や
仏
像
の
建
立
の
た
め
に
金
品
を
布
施
す
る
人
物
を
指
す
。
こ
の
箇
所
で
は
施
主
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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▼
薬
師
寺
佛
足
石
・
背
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書
の
復
元
と
す
る
真
言
宗
御
室
派
に
属
し
、
別
名
を
岡
大
師
と
称
す
る
よ
う
に
泉
州
地
区
の
弘
法
大
師
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
国
三
十
一
番
札
所
と
し
て
近
世
に
も
栄
え
た
寺
院
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
は
写
真
３
・
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
側
面
上
下
の
二
か
所
と
左
側
上
部
一
か
所
の
計
三
か
所
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
写
真
画
像
か
ら
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
線
刻
さ
れ
た
仏
像
の
輪
郭
が
残
さ
れ
て
い
る
。
右
側
上
部
と
左
側
部
分
の
線
刻
は
風
化
が
進
み
か
ろ
う
じ
て
線
刻
が
看
取
で
き
る
も
の
の
明
瞭
で
は
な
い
が
、
左
側
手
前
下
部
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
比
較
的
明
瞭
に
線
刻
さ
れ
た
小
仏
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
背
後
に
直
立
す
る
青
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
「
仏
足
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
近
世
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
線
刻
の
仏
像
が
見
ら
れ
る
の
は
、
す
で
に
本
研
究
Ⅱ
で
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
京
都
法
然
院
の
仏
足
石
（
写
真
５
・
６
）
と
安
土
城
仏
足
石
（
写
真
７
・
８
）
の
二
つ
の
中
世
仏
足
石
と
共
通
す
る
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
初
伝
の
通
り
林
昌
寺
仏
足
石
は
、
中
世
の
仏
足
石
で
あ
る
と
見
て
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
台
石
の
側
面
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
り
そ
こ
に
線
刻
の
小
仏
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
、
多
く
の
近
世
・
近
現
代
仏
足
石
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
中
世
仏
足
石
の
識
別
点
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
台
石
上
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
仏
足
本
体
そ
の
も
の
が
、
技
巧
的
な
近
世
の
仏
足
石
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
単
純
素
朴
で
雅
味
が
あ
る
と
い
え
る
印
象
を
受
け
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
の
石
質
は
玄
武
岩
の
よ
う
に
見
え
受
け
ら
れ
る
が
、
苔
や
泥
の
付
着
に
よ
り
明
確
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
近
世
近
現
代
の
仏
足
石
の
多
く
が
、
黒
御
影
石
あ
る
い
は
御
影
石
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
法
然
院
の
も
の
は
緑
泥
片
岩
（
秩
父
青
石
）
、
安
土
城
の
も
の
は
安
山
岩
が
用
い
ら
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一
、
は
じ
め
に
本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
初
期
仏
教
を
ま
さ
に
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
日
本
最
古
の
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
刻
の
薬
師
寺
に
あ
る
「
佛
足
石
」に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
注
目
し
、書
道
学（
廣
瀨
）・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
た
も
の
で
、
す
で
に
発
表
し
た
次
の
二
つ
の
共
同
研
究
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―
正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―
左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成
立
過
程―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
上
記
の
論
文
で
発
表
し
た
佛
足
石
正
面
と
左
側
面
銘
文
に
関
す
る
研
究
に
続
き
、
本
稿
で
は
背
面
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
分
析
を
進
め
る
。
最
初
に
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
薬
師
寺
佛
足
石
に
関
わ
っ
た
人
々
の
信
仰
の
あ
り
方
や
成
立
過
程
を
前
号
に
引
き
続
き
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
江
戸
時
代
に
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
間
の
期
間
（
中
世
な
ど
）
に
お
け
る
佛
足
石
の
存
在
を
埋
め
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
今
回
大
阪
と
和
歌
山
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
佛
足
石
の
調
査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
二
、
佛
足
石
背
面
銘
文
の
釈
文
佛
足
石
の
銘
文
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
文
献
と
し
て
次
の
論
文
が
あ
る
。
冒
頭
の
太
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
略
号
と
し
て
示
し
た
。
①
　
旧
↓
薬
師
寺
発
行
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
出
典
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
と
し
て
い
る
）
②
　
新
↓
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
補
訂
版
（
岩
波
　
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
③
　
吉
↓
吉
村
怜
『
天
人
誕
生
図
の
研
究
』
（
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
）
本
書
所
収
の
神
直
石
手
論
文
の
初
出
は
吉
村
怜
「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
者
「
神
直
石
手
」
に
つ
い
て
」
（
『
美
術
史
研
究
』
八
、
一
九
七
一
年
）
④
　
岡
↓
廣
岡
義
隆
「
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
、一
九
九
〇
年
）、『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
基
に
し
つ
つ
更
に
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
注
＊
﹈
及
び
精
拓
本
（
垤
和
本
）
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
た
も
の
が
次
の
太
字
の
釈
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
異
同
の
あ
る
文
字
に
棒
線
を
記
し
、
そ
の
左
側
に
、
先
賢
の
諸
説
を
記
し
た
。
﹇
注
＊
﹈
写
真
　
令
和
元
年
９
月
25
日
付
で
薬
師
寺
に
掲
載
許
可
申
請
、
同
年
10
月
１
日
付
・
薬
師
寺
掲
載
許
可
第
１―
２
６
８
号
に
よ
り
、
飛
鳥
園
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
〈
銘
文
の
行
数
と
釈
文
〉
１
　
至
心
發
願
爲
　
　
　
・
旧
新
吉
：
爲
　
岡
：
為
２
　
亡
夫
人
從
四
位
下
　
　
　
・
旧
新
吉
：
從
　
岡
：
従
３
　
茨
田
郡
主
法
４
　
名
良
式
敬
寫
５
　
釋
迦
如
来
神
　
　
　
・
旧
：
釈
　
新
吉
岡
：
釋
　
　
　
・
旧
広
：
来
　
新
吉
：
來
　
　
　
　
　
＊
五
字
目
は
、
へ
ん
の
字
形
が
「
神
」
「
神
」
に
も
ど
ち
ら
に
　
　
　
　
　
　
も
見
え
る
字
形
を
し
て
い
る
。
６
　
跡
伏
願
夫
人
７
　
之
霊
駕
遊
入
　
　
　
・
旧
岡
：
霊
　
新
吉
：
靈
　
　
　
　
　
・
岡
：
「
遊
」
の
あ
と
に
「
入
」
＊
今
回
の
調
査
で
も
精
密
な
写
真
画
像
と
拓
本
を
過
眼
す
る
と
わ
ず
か
に
残
る
刻
跡
よ
り
「
入
」
が
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
13
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
８
　
无
勝
之
妙
邦
９
　
受
□
□
□
□
之
　
　
　
・
旧
新
：
□
□
□
□
　
吉
：
□
□
　
岡
：
□
□
□
10
　
聖
□
永
脱
有
　
　
　
・
旧
新
吉
：
□
は
言
ベ
ン
　
岡
：
□
　
　
　
　
　
＊
二
字
目
の
□
は
、
飛
鳥
園
撮
影
写
真
で
も
垤
和
本
精
拓
本
で
　
　
　
　
　
　
も
「
言
べ
ん
」
は
過
眼
で
き
る
。
し
か
し
旁
部
及
び
９
行
目
　
　
　
　
　
　
の
中
央
部
に
か
け
て
は
剥
離
に
よ
る
摩
滅
に
よ
り
不
明
。
11
　
漏
高
證
无
爲
同
12
　
霑
三
界
共
契
一
眞
　
　
　
・
旧
新
吉
：
眞
　
岡
：
真
（
書
き
下
し
文
）
至
心
に
発
願
し
、
亡
夫
人
従
四
位
下
茨
田
郡
主
法
名
良
式
の
為
に
、
敬
ん
で
釈
迦
如
来
の
神
跡
を
写
す
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
夫
人
の
霊
、
駕
遊
し
て
無
勝
の
妙
邦
に
入
り
て
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
に
有
漏
を
脱
し
、
無
為
を
高
証
し
、
同
に
三
界
を
霑
し
、
共
に
一
眞
に
契
わ
ん
こ
と
を
。
（
現
代
語
訳
）
真
心
を
持
っ
て
誓
願
を
立
て
、
今
は
亡
き
夫
人
の
従
四
位
下
茨
田
郡
主
、
法
名
は
良
式
の
た
め
に
、
慎
み
敬
っ
て
釈
尊
の
足
跡
を
写
す
。
仏
に
平
伏
し
礼
拝
し
、
夫
人
の
霊
が
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
に
て
悠
々
と
し
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
遠
に
煩
悩
か
ら
と
き
は
な
た
れ
、
悟
り
の
境
地
に
至
り
、迷
い
の
世
界
の
生
き
と
し
生
き
る
者
す
べ
て
に
利
益
が
お
よ
び
、皆
共
に
仏
が
教
え
る
真
理
に
目
覚
め
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
三
、
原
刻
写
真
と
精
拓
本
の
比
較
に
よ
る
　
　
刻
さ
れ
た
書
線
の
検
討
薬
師
寺
佛
足
石
側
面
の
銘
文
は
、
ど
の
面
も
概
ね
風
化
に
よ
り
摩
滅
し
て
い
る
が
、
背
面
は
、
正
面
刻
や
右
側
面
刻
と
比
べ
る
と
、
剥
落
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
刻
線
は
比
較
的
明
瞭
な
方
で
あ
る
。
正
面
・
左
右
の
側
面
は
、
肉
眼
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
在
、
佛
足
石
の
背
面
が
、
堂
内
の
壁
面
と
ほ
ぼ
接
す
る
に
近
い
状
態
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
刻
線
を
肉
眼
で
直
接
確
か
め
な
が
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
今
回
の
背
面
銘
文
調
査
及
び
復
元
に
あ
た
っ
て
も
前
回
の
研
究
と
同
様
に
新
倉
垤
斎
・
金
木
和
子
両
氏
が
昭
和
四
十
七
年
に
採
拓
し
た
精
拓
本
（
垤
和
本
）
を
頼
り
に
、
復
元
作
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
か
つ
て
佛
足
石
移
動
時
に
飛
鳥
園
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
背
面
の
現
刻
写
真
画
像
と
も
比
較
検
討
し
な
が
ら
（
表
１
参
照
）
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
更
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
北
魏
時
代
の
書
の
古
典
を
参
照
し
て
導
き
出
し
た
も
の
が
表
１
の
下
部
に
示
し
た
一
次
補
正
・
二
次
補
正
で
あ
る
。
佛
足
石
背
面
の
銘
文
の
周
囲
に
刻
さ
れ
て
い
る
枠
（
方
格
）
の
寸
法
は
横
巾
66
㎝
、
縦
の
寸
法
に
つ
い
て
は
最
も
長
い
右
側
が
28
・
５
㎝
、
中
央
部
の
狭
い
箇
所
が
25
㎝
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
、
最
も
大
き
い
「
釋
」
字
は
、
横
４
㎝
、
縦
５
㎝
で
あ
り
、
小
さ
い
文
字
は
２
㎝
角
で
あ
る
。
ち
な
み
に
佛
足
石
の
右
側
面
に
唯
一
刻
さ
れ
た
銘
文
（
本
稿
第
４
節
末
尾
の
写
真
２
）
の
大
き
さ
（
枠
﹇
方
格
﹈
の
寸
法
）
は
、
上
部
の
横
が
12
㎝
、
下
部
の
横
が
11
・
５
㎝
、
縦
が
18
㎝
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
記
し
て
お
く
。
１
、
至
・
・
拓
本
（
原
拓
）
で
は
、
二
画
目
の
横
画
の
位
置
が
刻
線
と
傷
に
よ
り
二
通
り
推
定
で
き
、
特
定
に
困
っ
た
が
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
正
し
い
位
置
が
判
定
で
き
た
。
同
様
に
最
終
画
の
起
筆
と
収
筆
の
位
置
と
太
さ
に
つ
い
て
も
写
真
に
よ
り
判
定
で
き
た
。
２
、
心
・
・
原
刻
写
真
に
よ
っ
て
一
画
目
の
点
の
位
置
が
特
定
で
き
た
。
三
・
四
画
目
の
点
の
位
置
は
、
原
刻
の
摩
滅
が
著
し
く
拓
本
及
び
写
真
に
お
い
て
も
特
定
が
困
難
。
推
定
位
置
を
二
次
補
正
で
示
し
た
。
３
、
發
・
・
上
部
の
「
は
つ
が
し
ら
」
が
、
珍
し
い
字
形
で
あ
る
。
原
刻
写
真
に
よ
り
、
よ
り
明
確
と
な
る
。
４
、
亡
・
・
一
画
目
の
字
形
と
三
画
目
の
収
筆
の
状
態
が
拓
本
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
原
刻
写
真
に
よ
り
、
刻
線
と
石
の
傷
と
の
違
い
を
読
み
取
れ
て
明
ら
か
に
で
き
た
。
５
、
從
・
・
「
從
」
の
異
体
字
に
つ
い
て
、
旁
の
中
央
部
の
「
点
」
の
有
無
が
気
に
な
っ
た
が
、
北
魏
の
書
に
も
点
が
あ
る
字
例
が
あ
り
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
っ
て
も
点
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
右
下
部
が
「
之
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
６
、
式
・
・
異
体
字
の
「
式
」
で
あ
る
が
、
左
下
部
は
完
全
に
「
コ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
７
、
敬
・
・
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
、
四
画
目
及
び
五
画
目
が
明
確
と
な
る
。
８
、
寫
・
・
下
部
の
四
つ
の
点
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
９
、
釋
・
・
「
米
」
に
変
化
し
た
「
へ
ん
」
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
10
、
神
・
・
「
へ
ん
」
の
刻
線
が
「
ネ
」
に
も
「
示
」
に
も
見
え
る
刻
し
方
を
し
て
い
る
。
11
、
伏
・
・
写
真
と
拓
本
の
両
者
に
「
犬
」
の
三
画
目
の
起
筆
の
方
向
の
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
▼
表
１
　
写
真
・
拓
本
文
字
比
較
表
 
12
、
駕
・
・
「
馬
」
の
下
部
が
「
四
つ
点
」
な
の
か
「
一
」
な
の
か
拓
本
・
原
刻
写
真
と
も
不
明
瞭
。
13
、
入
・
・
写
真
画
像
・
原
拓
本
両
方
と
も
に
浅
い
線
で
「
入
」
字
の
筆
画
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
表
２
で
示
し
た
よ
う
に
原
拓
を
基
に
推
定
す
る
と
石
本
体
の
亀
裂
や
傷
な
の
か
文
字
を
刻
し
た
線
な
の
か
の
判
定
が
と
て
も
し
づ
ら
く
、
「
入
」
の
筆
画
ら
し
き
線
状
が
、
大
き
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
①
）
と
小
さ
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
②
）
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
。
写
真
画
像
で
は
こ
れ
ら
二
種
類
と
別
な
位
置
に
刻
線
ら
し
き
線
状
が
見
え
る
の
で
、
次
の
表
に
推
定
さ
れ
る
三
種
類
の
字
形
を
ま
ず
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
三
種
類
の
字
形
候
補
が
出
て
き
た
の
で
写
真
画
像
と
原
拓
を
更
に
入
念
に
観
察
す
る
と
単
な
る
平
面
で
は
な
く
凹
凸
の
あ
る
複
雑
な
表
面
の
た
め
特
に
斜
め
に
走
る
山
の
稜
線
の
よ
う
な
凸
部
で
は
通
常
の
採
拓
と
は
異
な
る
墨
だ
ま
り
の
よ
う
な
拓
影
が
現
出
す
る
よ
う
で
、
文
字
刻
を
再
現
す
る
時
に
は
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
ゆ
え
に
③
の
字
形
が
近
い
も
の
と
推
定
す
る
。
意
味
的
に
は
文
章
中
の
こ
の
場
所
に
「
入
」
が
挿
入
さ
れ
た
と
し
て
も
通
じ
る
の
で
問
題
は
な
い
。
▼
表
２
　
「
入
」
字
の
刻
線
推
定
表
14
、
邦
・
・
左
部
の
横
画
は
四
本
あ
る
。
北
魏
の
書
に
こ
の
字
例
あ
り
。
15
、
受
・
・
冠
部
の
点
が
四
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
つ
は
傷
で
あ
る
。
16
、
永
・
・
「
永
」
字
の
右
半
分
は
、
原
石
の
剥
落
に
よ
り
完
全
に
消
滅
。
二
次
補
正
で
、
北
魏
の
鄭
道
昭
の
書
よ
り
推
定
。
17
、
脱
・
・
右
上
部
は
原
石
の
剥
落
あ
り
。
18
、
證
・
・
「
は
つ
が
し
ら
」
の
字
形
左
側
が
「
タ
」
19
、
界
・
・
「
界
」
の
下
部
が
「
分
」
の
異
体
字
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
四
、
薬
師
寺
佛
足
石
成
立
の
過
程
先
の
論
文
に
お
い
て
正
面
・
左
側
面
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
背
面
に
刻
さ
れ
た
仏
足
石
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
か
ら
読
み
取
っ
た
新
た
な
内
容
を
参
照
し
つ
つ
、
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
、
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
、
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
④
で
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
を
示
し
、
⑤
で
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
に
刻
さ
れ
た
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
仏
跡
図
第
二
本
を
唐
の
普
光
寺
か
ら
平
城
京
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
も
た
ら
し
た
画
師
の
黄
文
本
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
年
代
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
黄
文
本
実
が
入
唐
し
た
時
期
の
上
限
は
、
王
玄
策
が
一
回
目
の
遣
使
の
任
務
を
終
え
て
唐
に
帰
国
し
た
可
能
性
が
あ
る
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
、
ま
た
は
二
回
目
の
貞
観
二
二
年
（
六
四
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
黄
文
本
実
が
参
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
遣
唐
使
の
時
期
の
上
限
は
、
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
回
遣
唐
使
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
第
二
回
遣
唐
使
に
は
玄
奘
の
直
弟
子
と
な
っ
た
道
昭
（
六
二
九
〜
七
〇
〇
）
が
参
加
し
て
お
り
、
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
は
、
道
昭
が
経
論
を
多
数
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
玄
奘
の
新
訳
経
典
や
教
学
が
日
本
仏
教
に
対
し
て
多
大
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
黄
文
本
実
が
日
本
に
帰
国
し
た
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
正
倉
院
文
書
「
写
疏
所
解
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
、
七
一
〇
頁
）
に
、
禅
院
寺
の
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
十
月
九
日
の
所
蔵
記
録
と
し
て
仏
跡
図
が
見
ら
れ
る
。
天
平
一
九
年
に
直
近
の
遣
唐
使
の
帰
国
は
、
玄
昉
ら
が
参
加
し
た
遣
唐
使
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
六
、
天
平
一
八
年
六
月
条
に
よ
る
と
、
玄
昉
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
帰
国
し
、
経
論
五
千
余
巻
と
仏
像
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
田
村
圓
澄
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
う
し
て
玄
昉
は
盛
唐
の
最
も
新
し
い
仏
教
で
あ
る
法
相
宗
を
智
周
に
学
び
、「
経
論
五
千
余
巻
及
諸
仏
像
」を
た
ず
さ
え
、天
平
七
年（
七
三
五
）
に
帰
国
し
た
。
「
経
論
五
千
余
巻
」
は
『
開
元
釈
教
録
』
所
収
の
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
玄
奘
の
翻
訳
に
か
か
る
新
訳
経
典
を
ふ
く
む
一
切
経
が
、
は
じ
め
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
玄
昉
の
帰
国
に
よ
っ
て
、
玄
奘
の
手
に
な
る
新
訳
経
典
は
ほ
ぼ
す
べ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
玄
昉
に
よ
っ
て
玄
奘
の
弟
子
の
基
が
創
始
し
た
法
相
宗
の
教
え
も
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
黄
文
本
実
の
活
動
年
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
日
本
仏
教
に
対
す
る
玄
奘
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
教
を
専
門
と
す
る
僧
侶
で
は
な
く
画
師
で
は
あ
る
が
、
遣
唐
使
と
し
て
の
教
養
を
備
え
た
知
識
人
で
あ
り
、
仏
教
に
関
し
て
も
一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
た
人
物
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
黄
文
本
実
が
長
安
の
普
光
寺
で
仏
跡
図
に
出
会
っ
た
際
に
、
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
考
え
た
動
機
は
も
ち
ろ
ん
崇
拝
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
崇
拝
に
値
す
る
と
判
断
し
た
根
拠
と
な
る
の
は
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
記
さ
れ
る
仏
跡
図
の
由
来
、
す
な
わ
ち
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
記
述
内
容
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玄
奘
の
言
と
仏
説
の
経
典
と
い
う
価
値
の
裏
付
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
黄
文
本
実
は
こ
れ
を
模
写
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
写
疏
所
解
」
は
禅
院
寺
の
仏
跡
図
に
つ
い
て
「
仏
跡
図
一
巻
」
と
記
し
、
そ
の
下
に「
一
条
紅
帒
　
一
条
　
　
　
　
　
一
条
錦
帒
」と
記
載
し
て
い
る
。帒
は
袋
の
意
味
な
の
で
三
袋
分
、
つ
ま
り
仏
跡
図
は
三
枚
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
袋
に
入
れ
て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
黄
文
本
実
が
唐
に
い
る
と
き
に
三
枚
模
写
し
た
か
、
ま
た
は
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
追
加
し
て
描
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
を
禅
院
寺
に
納
め
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
平
城
京
の
右
京
に
あ
っ
た
元
興
寺
の
禅
院
の
前
身
は
、
玄
奘
に
学
ん
だ
道
昭
が
帰
国
後
に
住
ん
だ
飛
鳥
寺
（
元
興
寺
）
の
禅
院
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
記
さ
れ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
禅
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
初
め
孝
徳
天
皇
の
白
雉
四
年
、
使
に
随
い
て
入
唐
す
。
適 
玄
奘
三
蔵
に
遇
い
、
師
と
し
て
業
を
受
く
。
三
蔵
特
に
愛
し
、
同
房
に
住
せ
し
む
。
…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。…
中
略…
後
に
平
城
に
遷
都
す
る
や
、
和
尚
の
弟
及
び
弟
子
等
は
奏
聞
し
、
禅
院
を
新
京
に
徙
し
建
て
る
。
今
の
平
城
右
京
禅
院
が
是
れ
な
り
。
此
の
院
多
く
経
論
有
り
。
書
迹
楷
好
。
並
び
に
錯
誤
せ
ず
。
皆
和
上
の
将
来
せ
る
所
の
者
な
り
。
石
田
茂
作
氏
の
研
究
で
は
、
「
写
疏
所
解
」
に
記
さ
れ
る
禅
院
寺
を
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
の
禅
院
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
石
田
氏
は
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
藤
野
道
生
氏
は
、
か
の 
”本
元
興
寺” 
東
南
隅
か
ら
移
し
建
て
ら
れ
た
と
伝
へ
る 
”道
昭
禅
院” 
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
擬
し
て
み
る
と
き
、
そ
の
場
所
は
、
同
じ
く 
”右
京” 
で
あ
つ
た
と
い
ふ
し
、
ま
た
、
道
昭
将
来
の
幾
多
の
経
典
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
は
れ
る
如
き
、
こ
の
建
物
の
有
つ
特
殊
性
格
か
ら
し
て
も
、
遣
唐
使
節
が
、
唐
に
あ
つ
て
写
し
帰
つ
た
と
見
え
る 
”仏
跡
図” 
を
収
蔵
す
る
の
場
所
と
し
て
、
極
め
て
自
然
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
と
は
元
興
寺
の
禅
院
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
藤
野
氏
の
こ
の
推
論
は
次
に
挙
げ
る
発
掘
調
査
を
基
に
し
た
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
正
当
性
は
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
１
９
９
２
年
の
飛
鳥
寺
東
南
部
の
調
査
で
、
複
弁
八
弁
蓮
華
紋
軒
丸
瓦
・
重
弧
紋
軒
平
瓦
、
竹
状
模
骨
丸
瓦
が
出
土
し
、
東
南
禅
院
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
東
南
禅
院
は
道
昭
が
７
世
紀
後
半
に
建
て
、
平
城
遷
都
に
と
も
な
い
右
京
四
条
一
坊
に
移
建
さ
れ
、
禅
院
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
の
出
土
瓦
は
、
飛
鳥
の
東
南
禅
院
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
調
査
地
周
辺
に
禅
院
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
竹
状
模
骨
丸
瓦
」
と
は
丸
瓦
凹
面
に
竹
の
よ
う
な
細
棒
を
綴
り
合
わ
せ
た
、
ス
ダ
レ
状
の
圧
痕
が
残
る
無
段
式
丸
瓦
で
あ
る
。
従
来
は
北
部
九
州
の
地
域
的
特
色
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
畿
内
で
も
少
数
な
が
ら
出
土
例
が
あ
り
、
ご
く
限
ら
れ
た
工
人
に
よ
る
傍
系
的
技
術
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
と
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
出
土
し
た
竹
状
模
骨
丸
瓦
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
寺
と
は
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
が
移
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
藤
野
氏
と
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
仏
跡
図
は
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
藤
野
氏
は
仏
跡
図
が
道
昭
ゆ
か
り
の
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
唐
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
跡
図
と
は
単
に
唐
に
ゆ
か
り
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
っ
て
価
値
を
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
跡
図
と
玄
奘
の
関
係
を
重
視
し
て
、
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
ゆ
か
り
の
禅
院
に
収
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
う
可
能
性
を
想
定
し
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
は
仏
足
石
の
価
値
や
意
義
を
説
明
す
る
た
め
に
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
ほ
か
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
仏
足
石
銘
文
は
そ
の
撰
者
が
独
自
に
研
究
調
査
し
て
文
章
を
書
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
と
と
も
に
仏
跡
図
の
由
来
と
意
義
付
け
を
禅
院
に
伝
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
銘
文
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
る
解
釈
は
、
も
ち
ろ
ん
黄
文
本
実
が
独
自
に
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
唐
で
学
ん
だ
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
唐
に
お
い
て
そ
の
解
釈
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
源
流
は
や
は
り
玄
奘
に
帰
す
る
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
よ
っ
て
仏
跡
図
の
意
味
を
説
い
た
記
録
は
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
玄
奘
と
同
時
代
を
生
き
た
道
宣
の
『
釈
迦
氏
譜
』
や
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』
の
中
で
も
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
の
で
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
典
拠
に
し
て
仏
跡
図
を
説
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
玄
奘
が
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
基
づ
い
て
理
解
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
提
示
し
て
お
く
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
あ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
又
謂
い
て
曰
く
、
経
論
は
深
妙
な
り
。
究
竟
す
る
能
わ
ず
。
禅
流
を
学
び
東
土
に
伝
う
る
に
如
か
ず
、
と
。
和
尚
教
を
奉
じ
て
、
始
め
て
禅
定
を
習
う
。
悟
る
所
は
稍
多
し
。…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
着
目
す
べ
き
は
、
道
昭
が
玄
奘
か
ら
「
経
論
は
奥
深
く
微
妙
で
、
究
め
つ
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
お
前
は
禅
を
学
ん
で
、東
の
国
の
日
本
に
広
め
る
の
が
よ
か
ろ
う
」と
い
う
教
え
を
受
け
、禅
定
を
学
び
は
じ
め
、
道
昭
の
帰
国
後
は
禅
を
学
ぶ
者
が
教
え
を
請
う
て
集
ま
っ
て
来
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
玄
奘
は
経
典
翻
訳
者
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
禅
定
を
重
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
禅
定
と
は
禅
と
定
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
定
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
sam
ādhi
で
あ
り
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
定
め
て
動
か
さ
な
い
瞑
想
を
指
し
、
「
三
昧
」
と
も
言
う
。
禅
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
のdhyāna
の
訳
語
で
あ
る
禅
那
を
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
瞑
想
し
て
身
心
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
定
の
一
分
と
解
す
る
。
し
ば
し
ば
総
合
し
て
禅
定
と
言
う
。
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
、
『
観
仏
三
昧
海
経
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
釈
尊
が
世
を
去
っ
た
後
に
、
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
す
る
人
々
も
ま
た
同
様
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
し
な
く
て
も
、
釈
尊
の
足
跡
を
見
た
り
、
仏
像
が
行
く
姿
を
見
た
り
し
た
人
々
も
ま
た
同
様
に
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
で
あ
る
僧
侶
は
観
想
を
す
れ
ば
よ
い
し
、
専
門
家
で
は
な
い
在
家
の
人
々
は
観
想
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
仏
三
昧
と
仏
跡
図
を
セ
ッ
ト
に
し
た
理
解
は
、
仮
に
玄
奘
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
唐
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
仏
跡
図
に
対
す
る
信
仰
は
玄
奘
に
対
す
る
尊
崇
や
敬
慕
の
念
と
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、
黄
文
本
実
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
記
録
が
な
い
た
め
に
、
第
三
本
の
作
者
と
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
薬
師
寺
仏
足
石
左
側
面
の
銘
文
に
登
場
す
る
越
田
安
万
が
禅
院
寺
に
あ
る
第
二
本
を
模
写
し
て
第
三
本
を
作
り
、
そ
の
上
さ
ら
に
仏
足
石
作
成
の
素
材
と
な
る
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
し
、
ど
こ
か
の
寺
院
に
納
め
ら
れ
た
第
三
本
を
基
に
し
て
越
田
安
万
が
仏
足
石
作
成
の
た
め
の
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
第
三
本
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
第
二
本
の
成
立
を
論
じ
た
際
に
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
、
僧
侶
は
観
想
を
し
て
三
昧
に
入
れ
ば
よ
い
し
、
在
家
の
人
々
は
専
門
的
な
観
想
を
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
た
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
は
専
門
家
向
け
と
専
門
で
は
な
い
人
向
け
の
救
済
方
法
を
提
示
し
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
。
玄
奘
が
道
昭
に
禅
定
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
は
論
理
的
に
教
学
を
深
め
て
悟
り
を
求
め
る
面
と
と
も
に
、
仏
の
教
え
は
人
智
を
超
え
た
深
さ
が
あ
る
ゆ
え
に
禅
定
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
仏
の
力
に
頼
っ
て
涅
槃
の
境
地
に
至
ろ
う
と
す
る
面
が
あ
る
。
文
室
真
人
智
努
と
い
う
人
物
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
て
、
薬
師
寺
仏
足
石
の
作
成
を
発
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
智
努
は
天
武
天
皇
の
孫
で
、
『
続
日
本
紀
』
巻
二
三
に
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
法
名
の
「
浄
三
」
と
い
う
名
で
登
場
し
て
い
る
。
廣
岡
義
隆
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
前
年
に
光
明
皇
后
が
崩
じ
た
際
に
は
「
智
努
」
の
名
で
出
て
い
る
の
で
、
天
平
宝
字
四
年
六
月
以
降
に
出
家
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。仏
足
石
を
作
っ
た
の
は
、
出
家
す
る
前
の
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
智
努
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
仏
教
に
対
す
る
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
智
努
は
仏
教
が
必
須
の
教
養
と
な
っ
て
い
た
時
代
の
知
識
人
と
し
て
、
玄
奘
訳
の
経
論
に
基
づ
く
法
相
宗
の
唯
識
思
想
と
い
う
高
度
な
仏
教
思
想
を
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仏
足
石
か
ら
読
み
取
れ
る
信
仰
は
難
解
な
も
の
で
は
な
く
、比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
く
信
仰
で
あ
る
。
智
努
は
知
識
人
と
し
て
高
い
学
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、
理
詰
め
で
考
え
て
悟
り
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
妻
が
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
で
安
楽
な
境
地
に
至
る
こ
と
や
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
福
に
な
る
と
い
う
理
想
を
求
め
る
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
④
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
本
稿
で
は
薬
師
寺
仏
足
石
信
仰
の
由
来
と
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
玄
奘
と
の
関
わ
り
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
き
た
。
第
一
本
仏
跡
図
は
王
玄
策
が
マ
ガ
ダ
国
か
ら
唐
に
持
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
普
光
寺
と
い
う
勅
願
寺
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
尊
重
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
跡
図
が
尊
重
さ
れ
た
理
由
は
、
マ
ガ
ダ
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
し
い
文
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
に
よ
る
価
値
の
保
証
が
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
第
二
本
は
黄
文
本
実
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
が
住
し
た
寺
院
で
あ
る
禅
院
寺
に
納
め
ら
れ
た
。
第
一
に
仏
跡
図
が
玄
奘
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
仏
跡
図
を
見
る
こ
と
で
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
観
仏
三
昧
と
い
う
禅
定
を
説
く
経
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
禅
院
寺
に
第
二
本
が
納
め
ら
れ
た
有
力
な
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
本
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
解
明
で
き
な
い
。
第
三
本
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
薬
師
寺
仏
足
石
は
文
室
真
人
智
努
の
発
願
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
信
仰
形
態
と
奈
良
を
代
表
す
る
大
寺
で
あ
る
薬
師
寺
の
信
仰
形
態
が
ほ
ど
よ
く
合
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仏
足
石
を
ま
つ
る
場
と
し
て
薬
師
寺
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
信
仰
形
態
の
特
徴
と
は
、知
識
人
を
満
足
さ
せ
る
高
度
な
思
想
が
信
仰
の
背
景
に
あ
る
こ
と
と
、
比
較
的
簡
単
に
誰
も
が
仏
の
世
界
に
至
れ
る
と
い
う
方
法
を
提
示
し
て
い
る
信
仰
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
薬
師
寺
は
唯
識
学
な
ど
玄
奘
の
新
訳
の
経
論
に
基
づ
く
教
え
を
伝
え
る
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
仏
足
石
を
安
置
し
て
お
ま
つ
り
で
き
た
場
所
で
も
あ
る
こ
と
で
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
知
識
人
の
信
仰
の
拠
り
所
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
補
遺
こ
こ
で
は
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
の
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
【
左
側
面
第
十
行
方
格
外
下
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
左
側
面
向
右
下
部
】
（
本
文
）
知
識
家
口
男
女
大
小
（
書
き
下
し
文
）
知
識
の
家
口
の
男
女
大
小
（
現
代
語
訳
）
施
主
の
家
族
の
老
若
男
女
【
左
側
面
方
格
外
向
右
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
右
側
面
】
（
本
文
）
諸
行
無
常
　
諸
法
无
我
　
涅
槃
寂
静
（
書
き
下
し
文
）
諸
行
は
無
常
な
り
。諸
法
は
無
我
な
り
。涅
槃
は
寂
静
な
り
。
（
現
代
語
訳
）あ
ら
ゆ
る
現
象
は
無
常
で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
存
在
に
実
体
は
な
い
。
　
悟
り
の
境
地
は
安
ら
か
で
あ
る
。
▼
写
真
２
　
　
薬
師
寺
佛
足
石・右
側
面
銘
文・刻
面
写
真
　﹇
飛
鳥
園
撮
影
﹈
五
、
佛
足
石
の
後
世
へ
の
影
響
﹇
大
阪
・
和
歌
山
調
査
報
告
﹈
　
　
林
昌
寺
佛
足
石
に
つ
い
て
今
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
共
同
研
究
調
査
で
は
、
古
代
薬
師
寺
仏
足
石
と
近
世
仏
足
石
の
時
代
の
空
隙
を
埋
め
る
中
世
仏
足
石
を
求
め
て
大
阪
府
泉
南
地
方
の
林
昌
寺
、
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
、
根
来
寺
、
粉
河
寺
の
各
寺
院
を
訪
れ
、
境
内
に
所
在
す
る
仏
足
石
の
調
査
を
行
っ
た
。
紀
三
井
寺
の
仏
足
石
は
戦
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
根
来
寺
の
仏
足
石
は
粉
河
寺
の
そ
れ
が
誤
っ
て
巷
間
に
存
在
が
流
布
し
た
も
の
で
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
除
外
し
、
林
昌
寺
と
粉
河
寺
の
仏
足
石
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
今
回
お
も
な
調
査
対
象
と
し
た
中
世
仏
足
石
が
あ
る
躑
躅
山
林
昌
寺
に
つ
い
て
、
同
寺
所
伝
の
由
緒
に
従
っ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
同
寺
は
、
有
名
な
中
世
荘
園
九
条
家
領
和
泉
国
日
根
野
荘
の
南
方
に
位
置
す
る
地
域
に
あ
り
、
山
の
南
西
斜
面
に
寺
の
諸
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
い
て
日
当
た
り
が
と
て
も
よ
く
、
風
光
明
媚
な
環
境
に
あ
る
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
。
近
隣
地
域
に
は
根
来
寺
、
粉
河
寺
な
ど
の
大
寺
院
も
点
在
し
、
高
野
山
の
麓
に
あ
る
こ
れ
ら
の
諸
寺
院
と
の
関
係
も
林
昌
寺
を
考
察
す
る
上
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
林
昌
寺
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
そ
の
開
基
を
行
基
と
す
る
古
刹
で
あ
る
。
行
基
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
三
院
六
坊
か
ら
な
る
当
時
の
寺
は
、
こ
の
地
の
水
質
が
鉱
質
に
富
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
山
菩
提
院
岡
寺
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
と
は
異
な
る
山
号
寺
号
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
近
隣
の
大
寺
院
で
あ
る
根
来
寺
が
、
平
安
初
期
、
粉
河
寺
が
聖
武
天
皇
没
後
の
宝
亀
年
間
の
開
基
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
地
域
で
は
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
寺
が
現
在
の
寺
号
山
号
と
な
っ
た
契
機
に
つ
い
て
、
由
緒
書
き
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
平
安
時
代
の
後
期
、
第
七
十
三
代
堀
河
天
皇
が
当
山
に
行
幸
の
み
ぎ
り
、
山
つ
つ
じ
が
見
事
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
山
号
を
躑
躅
山
と
し
、
法
林
繁
盛
の
勝
地
と
な
る
よ
う
、
寺
号
を
林
昌
寺
と
改
め
ら
れ
た
。
」
平
安
時
代
は
熊
野
詣
を
は
じ
め
天
皇
の
行
幸
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
都
か
ら
和
歌
山
を
経
て
熊
野
へ
向
か
う
途
中
立
ち
寄
る
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
し
、
林
昌
寺
を
目
的
地
と
し
て
行
幸
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
天
正
年
間
に
は
、
織
豊
政
権
に
よ
っ
て
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
の
信
長
に
よ
る
雑
賀
攻
め
、
同
九
〜
十
（
一
五
八
一
〜
二
）
年
の
高
野
攻
め
、
同
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
秀
吉
の
紀
州
征
伐
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
泉
南
か
ら
紀
州
の
諸
寺
院
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
林
昌
寺
も
創
建
当
時
か
ら
の
堂
塔
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し
、
現
存
の
諸
堂
伽
藍
は
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
も
の
を
始
め
と
し
て
近
年
に
再
建
さ
れ
た
堂
塔
も
あ
る
。
現
在
の
林
昌
寺
は
、
京
都
の
仁
和
寺
を
本
山
れ
て
い
る
。
国
宝
の
薬
師
寺
の
仏
足
石
は
安
山
岩
と
み
ら
れ
る
が
定
か
な
こ
と
は
地
質
学
の
専
門
家
の
鑑
定
に
待
つ
ほ
か
な
い
。
三
回
に
わ
た
っ
た
一
連
の
中
世
仏
足
石
の
調
査
で
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
仏
足
石
が
古
代
に
た
だ
一つ
の
存
在
で
、長
期
断
絶
し
て
近
世
に
至
っ
て
再
び
各
地
に
出
現
す
る
と
い
う
不
自
然
な
残
存
状
況
に
つ
い
て
、一
定
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。中
世
に
も
確
実
に
仏
足
石
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、そ
れ
が
多
く
の
場
合
無
関
心
に
屋
外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
風
化
が
進
み
、そ
れ
と
認
知
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。現
存
が
確
認
さ
れ
る
法
然
院
、安
土
城
、林
昌
寺
三
か
所
の
中
世
の
仏
足
石
は
、
い
ず
れ
も
露
天
に
放
置
さ
れ
風
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
林
昌
寺
の
も
の
は
、
三
十
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
同
寺
の
絵
葉
書
に
は
、
よ
り
明
瞭
に
仏
足
の
文
様
が
看
取
さ
れ
わ
ず
か
三
十
年
で
酸
性
雨
の
影
響
か
、
か
な
り
風
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
回
の
調
査
で
は
、
根
来
寺
に
あ
る
と
い
う
仏
足
石
を
探
し
た
が
、
こ
れ
は
粉
河
寺
の
仏
足
石
を
誤
っ
て
根
来
寺
の
仏
足
石
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
も
の
が
拡
散
し
た
も
の
と
判
明
し
た
。
粉
河
寺
で
の
仏
足
石
は
参
道
入
り
口
す
ぐ
の
左
側
に
覆
い
の
屋
根
の
下
に
柵
に
囲
ま
れ
て
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
柵
の
周
囲
か
ら
か
な
り
距
離
が
あ
り
、
法
量
の
計
測
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
字
の
判
読
す
ら
か
な
わ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
石
質
は
安
山
岩
様
に
見
受
け
ら
れ
た
が
判
然
と
し
な
い
。
周
囲
の
側
面
に
は
一
面
に
篆
書
と
も
行
書
と
も
判
別
し
か
ね
る
変
っ
た
書
体
で
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
近
世
に
か
か
る
追
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仏
足
石
の
仏
足
そ
の
も
の
は
、
林
昌
寺
の
も
の
と
共
通
し
て
切
り
欠
き
部
も
確
認
で
き
る
の
で
中
世
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、
改
め
て
許
可
を
得
て
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
台
石
が
焼
け
た
よ
う
な
赤
み
を
帯
び
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
天
正
年
間
に
行
わ
れ
た
織
豊
政
権
に
よ
る
紀
州
制
圧
戦
の
粉
河
寺
焼
亡
と
関
係
し
て
い
る
と
す
れ
ば
中
世
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
現
時
点
で
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
め
た
い
。
六
、
結
び
に
か
え
て
本
研
究
は
、武
蔵
野
大
学「
し
あ
わ
せ
研
究
」の
基
金
を
受
託
し「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
初
期
仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南
市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
中
世
の
可
能
性
が
高
い
粉
河
寺
の
も
の
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
薬
師
寺
佛
足
石
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研
究
蓄
積
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
研
究
史
の
上
に
確
か
な
地
歩
を
築
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と
そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三
年
間
に
わ
た
り
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
石
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
の
研
究
は
、
垤
和
本
精
拓
本
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
採
拓
者
で
あ
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
金
木
和
子
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、
昨
年
度
、
閉
門
後
の
夜
の
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
も
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
「
書
」
と
し
て
刻
さ
れ
て
い
た
か
知
り
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
お
蔭
様
で
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
な
る
べ
く
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
○
本
研
究
は
、
第
一
・
三
節
を
廣
瀨
、
第
四
節
を
遠
藤
、
第
五
節
を
漆
原
が
執
筆
し
、
第
二
節
を
廣
瀨
・
遠
藤
、
第
六
節
を
漆
原
・
廣
瀨
で
共
同
執
筆
し
た
。
○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
平
成
31
年
度
し
あ
わ
せ
研
究
費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
【
註
】
（
１
）
田
村
圓
澄
「
摂
論
宗
の
伝
来
」
（
速
水
侑
『
論
集
奈
良
仏
教
第
一
巻
　
奈
良
仏
教
の
展
開
』
、
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
二
五
頁
を
参
照
。
（
２
）
四
角
で
囲
っ
た
箇
所
は
空
欄
の
意
味
で
あ
る
。
（
３
）
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
年
再
版
）
三
〇
頁
を
参
照
。
な
お
こ
の
書
物
は
一
九
三
〇
年
の
初
版
本
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
再
版
本
を
参
照
し
た
。
（
４
）
藤
野
道
生
「
禅
院
寺
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
六‒
九
、
一
九
五
七
年
）
四
一
頁
を
参
照
。
（
５
）
原
田
憲
二
郎
、
森
下
惠
介
、
池
田
富
貴
子
『
平
城
の
甍―
平
城
京
出
土
瓦
展―
』
（
編
集
：
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
、
発
行
：
奈
良
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
頁
を
参
照
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。
http://w
w
w
.city.nara.lg.jp/w
w
w
/contents/1227078972143/files/i-
raka.pdf
（
６
）
廣
岡
義
隆
「
文
室
眞
人
智
努
の
生
涯―
天
平
一
知
識
人
の
憂
愁―
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
、
一
九
九
一
年
）
四
五
頁
を
参
照
。
（
７
）「
善
き
友
人
」
の
意
で
善
知
識
と
も
い
い
、
仏
の
教
え
を
説
き
勧
め
て
善
導
す
る
指
導
者
や
、
寺
院
や
仏
像
の
建
立
の
た
め
に
金
品
を
布
施
す
る
人
物
を
指
す
。
こ
の
箇
所
で
は
施
主
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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▼
薬
師
寺
佛
足
石
・
背
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書
の
復
元
と
す
る
真
言
宗
御
室
派
に
属
し
、
別
名
を
岡
大
師
と
称
す
る
よ
う
に
泉
州
地
区
の
弘
法
大
師
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
国
三
十
一
番
札
所
と
し
て
近
世
に
も
栄
え
た
寺
院
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
は
写
真
３
・
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
側
面
上
下
の
二
か
所
と
左
側
上
部
一
か
所
の
計
三
か
所
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
写
真
画
像
か
ら
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
線
刻
さ
れ
た
仏
像
の
輪
郭
が
残
さ
れ
て
い
る
。
右
側
上
部
と
左
側
部
分
の
線
刻
は
風
化
が
進
み
か
ろ
う
じ
て
線
刻
が
看
取
で
き
る
も
の
の
明
瞭
で
は
な
い
が
、
左
側
手
前
下
部
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
比
較
的
明
瞭
に
線
刻
さ
れ
た
小
仏
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
背
後
に
直
立
す
る
青
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
「
仏
足
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
近
世
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
線
刻
の
仏
像
が
見
ら
れ
る
の
は
、
す
で
に
本
研
究
Ⅱ
で
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
京
都
法
然
院
の
仏
足
石
（
写
真
５
・
６
）
と
安
土
城
仏
足
石
（
写
真
７
・
８
）
の
二
つ
の
中
世
仏
足
石
と
共
通
す
る
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
初
伝
の
通
り
林
昌
寺
仏
足
石
は
、
中
世
の
仏
足
石
で
あ
る
と
見
て
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
台
石
の
側
面
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
り
そ
こ
に
線
刻
の
小
仏
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
、
多
く
の
近
世
・
近
現
代
仏
足
石
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
中
世
仏
足
石
の
識
別
点
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
台
石
上
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
仏
足
本
体
そ
の
も
の
が
、
技
巧
的
な
近
世
の
仏
足
石
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
単
純
素
朴
で
雅
味
が
あ
る
と
い
え
る
印
象
を
受
け
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
の
石
質
は
玄
武
岩
の
よ
う
に
見
え
受
け
ら
れ
る
が
、
苔
や
泥
の
付
着
に
よ
り
明
確
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
近
世
近
現
代
の
仏
足
石
の
多
く
が
、
黒
御
影
石
あ
る
い
は
御
影
石
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
法
然
院
の
も
の
は
緑
泥
片
岩
（
秩
父
青
石
）
、
安
土
城
の
も
の
は
安
山
岩
が
用
い
ら
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一
、
は
じ
め
に
本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
初
期
仏
教
を
ま
さ
に
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
日
本
最
古
の
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
刻
の
薬
師
寺
に
あ
る
「
佛
足
石
」に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
注
目
し
、書
道
学（
廣
瀨
）・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
た
も
の
で
、
す
で
に
発
表
し
た
次
の
二
つ
の
共
同
研
究
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―
正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―
左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成
立
過
程―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
上
記
の
論
文
で
発
表
し
た
佛
足
石
正
面
と
左
側
面
銘
文
に
関
す
る
研
究
に
続
き
、
本
稿
で
は
背
面
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
分
析
を
進
め
る
。
最
初
に
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
薬
師
寺
佛
足
石
に
関
わ
っ
た
人
々
の
信
仰
の
あ
り
方
や
成
立
過
程
を
前
号
に
引
き
続
き
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
江
戸
時
代
に
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
間
の
期
間
（
中
世
な
ど
）
に
お
け
る
佛
足
石
の
存
在
を
埋
め
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
今
回
大
阪
と
和
歌
山
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
佛
足
石
の
調
査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
二
、
佛
足
石
背
面
銘
文
の
釈
文
佛
足
石
の
銘
文
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
文
献
と
し
て
次
の
論
文
が
あ
る
。
冒
頭
の
太
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
略
号
と
し
て
示
し
た
。
①
　
旧
↓
薬
師
寺
発
行
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
出
典
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
と
し
て
い
る
）
②
　
新
↓
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
補
訂
版
（
岩
波
　
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
③
　
吉
↓
吉
村
怜
『
天
人
誕
生
図
の
研
究
』
（
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
）
本
書
所
収
の
神
直
石
手
論
文
の
初
出
は
吉
村
怜
「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
者
「
神
直
石
手
」
に
つ
い
て
」
（
『
美
術
史
研
究
』
八
、
一
九
七
一
年
）
④
　
岡
↓
廣
岡
義
隆
「
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
、一
九
九
〇
年
）、『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
基
に
し
つ
つ
更
に
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
注
＊
﹈
及
び
精
拓
本
（
垤
和
本
）
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
た
も
の
が
次
の
太
字
の
釈
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
異
同
の
あ
る
文
字
に
棒
線
を
記
し
、
そ
の
左
側
に
、
先
賢
の
諸
説
を
記
し
た
。
﹇
注
＊
﹈
写
真
　
令
和
元
年
９
月
25
日
付
で
薬
師
寺
に
掲
載
許
可
申
請
、
同
年
10
月
１
日
付
・
薬
師
寺
掲
載
許
可
第
１―
２
６
８
号
に
よ
り
、
飛
鳥
園
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
〈
銘
文
の
行
数
と
釈
文
〉
１
　
至
心
發
願
爲
　
　
　
・
旧
新
吉
：
爲
　
岡
：
為
２
　
亡
夫
人
從
四
位
下
　
　
　
・
旧
新
吉
：
從
　
岡
：
従
３
　
茨
田
郡
主
法
４
　
名
良
式
敬
寫
５
　
釋
迦
如
来
神
　
　
　
・
旧
：
釈
　
新
吉
岡
：
釋
　
　
　
・
旧
広
：
来
　
新
吉
：
來
　
　
　
　
　
＊
五
字
目
は
、
へ
ん
の
字
形
が
「
神
」
「
神
」
に
も
ど
ち
ら
に
　
　
　
　
　
　
も
見
え
る
字
形
を
し
て
い
る
。
６
　
跡
伏
願
夫
人
７
　
之
霊
駕
遊
入
　
　
　
・
旧
岡
：
霊
　
新
吉
：
靈
　
　
　
　
　
・
岡
：
「
遊
」
の
あ
と
に
「
入
」
＊
今
回
の
調
査
で
も
精
密
な
写
真
画
像
と
拓
本
を
過
眼
す
る
と
わ
ず
か
に
残
る
刻
跡
よ
り
「
入
」
が
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
13
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
８
　
无
勝
之
妙
邦
９
　
受
□
□
□
□
之
　
　
　
・
旧
新
：
□
□
□
□
　
吉
：
□
□
　
岡
：
□
□
□
10
　
聖
□
永
脱
有
　
　
　
・
旧
新
吉
：
□
は
言
ベ
ン
　
岡
：
□
　
　
　
　
　
＊
二
字
目
の
□
は
、
飛
鳥
園
撮
影
写
真
で
も
垤
和
本
精
拓
本
で
　
　
　
　
　
　
も
「
言
べ
ん
」
は
過
眼
で
き
る
。
し
か
し
旁
部
及
び
９
行
目
　
　
　
　
　
　
の
中
央
部
に
か
け
て
は
剥
離
に
よ
る
摩
滅
に
よ
り
不
明
。
11
　
漏
高
證
无
爲
同
12
　
霑
三
界
共
契
一
眞
　
　
　
・
旧
新
吉
：
眞
　
岡
：
真
（
書
き
下
し
文
）
至
心
に
発
願
し
、
亡
夫
人
従
四
位
下
茨
田
郡
主
法
名
良
式
の
為
に
、
敬
ん
で
釈
迦
如
来
の
神
跡
を
写
す
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
夫
人
の
霊
、
駕
遊
し
て
無
勝
の
妙
邦
に
入
り
て
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
に
有
漏
を
脱
し
、
無
為
を
高
証
し
、
同
に
三
界
を
霑
し
、
共
に
一
眞
に
契
わ
ん
こ
と
を
。
（
現
代
語
訳
）
真
心
を
持
っ
て
誓
願
を
立
て
、
今
は
亡
き
夫
人
の
従
四
位
下
茨
田
郡
主
、
法
名
は
良
式
の
た
め
に
、
慎
み
敬
っ
て
釈
尊
の
足
跡
を
写
す
。
仏
に
平
伏
し
礼
拝
し
、
夫
人
の
霊
が
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
に
て
悠
々
と
し
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
遠
に
煩
悩
か
ら
と
き
は
な
た
れ
、
悟
り
の
境
地
に
至
り
、迷
い
の
世
界
の
生
き
と
し
生
き
る
者
す
べ
て
に
利
益
が
お
よ
び
、皆
共
に
仏
が
教
え
る
真
理
に
目
覚
め
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
三
、
原
刻
写
真
と
精
拓
本
の
比
較
に
よ
る
　
　
刻
さ
れ
た
書
線
の
検
討
薬
師
寺
佛
足
石
側
面
の
銘
文
は
、
ど
の
面
も
概
ね
風
化
に
よ
り
摩
滅
し
て
い
る
が
、
背
面
は
、
正
面
刻
や
右
側
面
刻
と
比
べ
る
と
、
剥
落
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
刻
線
は
比
較
的
明
瞭
な
方
で
あ
る
。
正
面
・
左
右
の
側
面
は
、
肉
眼
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
在
、
佛
足
石
の
背
面
が
、
堂
内
の
壁
面
と
ほ
ぼ
接
す
る
に
近
い
状
態
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
刻
線
を
肉
眼
で
直
接
確
か
め
な
が
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
今
回
の
背
面
銘
文
調
査
及
び
復
元
に
あ
た
っ
て
も
前
回
の
研
究
と
同
様
に
新
倉
垤
斎
・
金
木
和
子
両
氏
が
昭
和
四
十
七
年
に
採
拓
し
た
精
拓
本
（
垤
和
本
）
を
頼
り
に
、
復
元
作
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
か
つ
て
佛
足
石
移
動
時
に
飛
鳥
園
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
背
面
の
現
刻
写
真
画
像
と
も
比
較
検
討
し
な
が
ら
（
表
１
参
照
）
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
更
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
北
魏
時
代
の
書
の
古
典
を
参
照
し
て
導
き
出
し
た
も
の
が
表
１
の
下
部
に
示
し
た
一
次
補
正
・
二
次
補
正
で
あ
る
。
佛
足
石
背
面
の
銘
文
の
周
囲
に
刻
さ
れ
て
い
る
枠
（
方
格
）
の
寸
法
は
横
巾
66
㎝
、
縦
の
寸
法
に
つ
い
て
は
最
も
長
い
右
側
が
28
・
５
㎝
、
中
央
部
の
狭
い
箇
所
が
25
㎝
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
、
最
も
大
き
い
「
釋
」
字
は
、
横
４
㎝
、
縦
５
㎝
で
あ
り
、
小
さ
い
文
字
は
２
㎝
角
で
あ
る
。
ち
な
み
に
佛
足
石
の
右
側
面
に
唯
一
刻
さ
れ
た
銘
文
（
本
稿
第
４
節
末
尾
の
写
真
２
）
の
大
き
さ
（
枠
﹇
方
格
﹈
の
寸
法
）
は
、
上
部
の
横
が
12
㎝
、
下
部
の
横
が
11
・
５
㎝
、
縦
が
18
㎝
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
記
し
て
お
く
。
１
、
至
・
・
拓
本
（
原
拓
）
で
は
、
二
画
目
の
横
画
の
位
置
が
刻
線
と
傷
に
よ
り
二
通
り
推
定
で
き
、
特
定
に
困
っ
た
が
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
正
し
い
位
置
が
判
定
で
き
た
。
同
様
に
最
終
画
の
起
筆
と
収
筆
の
位
置
と
太
さ
に
つ
い
て
も
写
真
に
よ
り
判
定
で
き
た
。
２
、
心
・
・
原
刻
写
真
に
よ
っ
て
一
画
目
の
点
の
位
置
が
特
定
で
き
た
。
三
・
四
画
目
の
点
の
位
置
は
、
原
刻
の
摩
滅
が
著
し
く
拓
本
及
び
写
真
に
お
い
て
も
特
定
が
困
難
。
推
定
位
置
を
二
次
補
正
で
示
し
た
。
３
、
發
・
・
上
部
の
「
は
つ
が
し
ら
」
が
、
珍
し
い
字
形
で
あ
る
。
原
刻
写
真
に
よ
り
、
よ
り
明
確
と
な
る
。
４
、
亡
・
・
一
画
目
の
字
形
と
三
画
目
の
収
筆
の
状
態
が
拓
本
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
原
刻
写
真
に
よ
り
、
刻
線
と
石
の
傷
と
の
違
い
を
読
み
取
れ
て
明
ら
か
に
で
き
た
。
５
、
從
・
・
「
從
」
の
異
体
字
に
つ
い
て
、
旁
の
中
央
部
の
「
点
」
の
有
無
が
気
に
な
っ
た
が
、
北
魏
の
書
に
も
点
が
あ
る
字
例
が
あ
り
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
っ
て
も
点
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
右
下
部
が
「
之
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
６
、
式
・
・
異
体
字
の
「
式
」
で
あ
る
が
、
左
下
部
は
完
全
に
「
コ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
７
、
敬
・
・
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
、
四
画
目
及
び
五
画
目
が
明
確
と
な
る
。
８
、
寫
・
・
下
部
の
四
つ
の
点
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
９
、
釋
・
・
「
米
」
に
変
化
し
た
「
へ
ん
」
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
10
、
神
・
・
「
へ
ん
」
の
刻
線
が
「
ネ
」
に
も
「
示
」
に
も
見
え
る
刻
し
方
を
し
て
い
る
。
11
、
伏
・
・
写
真
と
拓
本
の
両
者
に
「
犬
」
の
三
画
目
の
起
筆
の
方
向
の
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
▼
表
１
　
写
真
・
拓
本
文
字
比
較
表
 
12
、
駕
・
・
「
馬
」
の
下
部
が
「
四
つ
点
」
な
の
か
「
一
」
な
の
か
拓
本
・
原
刻
写
真
と
も
不
明
瞭
。
13
、
入
・
・
写
真
画
像
・
原
拓
本
両
方
と
も
に
浅
い
線
で
「
入
」
字
の
筆
画
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
表
２
で
示
し
た
よ
う
に
原
拓
を
基
に
推
定
す
る
と
石
本
体
の
亀
裂
や
傷
な
の
か
文
字
を
刻
し
た
線
な
の
か
の
判
定
が
と
て
も
し
づ
ら
く
、
「
入
」
の
筆
画
ら
し
き
線
状
が
、
大
き
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
①
）
と
小
さ
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
②
）
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
。
写
真
画
像
で
は
こ
れ
ら
二
種
類
と
別
な
位
置
に
刻
線
ら
し
き
線
状
が
見
え
る
の
で
、
次
の
表
に
推
定
さ
れ
る
三
種
類
の
字
形
を
ま
ず
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
三
種
類
の
字
形
候
補
が
出
て
き
た
の
で
写
真
画
像
と
原
拓
を
更
に
入
念
に
観
察
す
る
と
単
な
る
平
面
で
は
な
く
凹
凸
の
あ
る
複
雑
な
表
面
の
た
め
特
に
斜
め
に
走
る
山
の
稜
線
の
よ
う
な
凸
部
で
は
通
常
の
採
拓
と
は
異
な
る
墨
だ
ま
り
の
よ
う
な
拓
影
が
現
出
す
る
よ
う
で
、
文
字
刻
を
再
現
す
る
時
に
は
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
ゆ
え
に
③
の
字
形
が
近
い
も
の
と
推
定
す
る
。
意
味
的
に
は
文
章
中
の
こ
の
場
所
に
「
入
」
が
挿
入
さ
れ
た
と
し
て
も
通
じ
る
の
で
問
題
は
な
い
。
▼
表
２
　
「
入
」
字
の
刻
線
推
定
表
14
、
邦
・
・
左
部
の
横
画
は
四
本
あ
る
。
北
魏
の
書
に
こ
の
字
例
あ
り
。
15
、
受
・
・
冠
部
の
点
が
四
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
つ
は
傷
で
あ
る
。
16
、
永
・
・
「
永
」
字
の
右
半
分
は
、
原
石
の
剥
落
に
よ
り
完
全
に
消
滅
。
二
次
補
正
で
、
北
魏
の
鄭
道
昭
の
書
よ
り
推
定
。
17
、
脱
・
・
右
上
部
は
原
石
の
剥
落
あ
り
。
18
、
證
・
・
「
は
つ
が
し
ら
」
の
字
形
左
側
が
「
タ
」
19
、
界
・
・
「
界
」
の
下
部
が
「
分
」
の
異
体
字
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
四
、
薬
師
寺
佛
足
石
成
立
の
過
程
先
の
論
文
に
お
い
て
正
面
・
左
側
面
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
背
面
に
刻
さ
れ
た
仏
足
石
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
か
ら
読
み
取
っ
た
新
た
な
内
容
を
参
照
し
つ
つ
、
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
、
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
、
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
④
で
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
を
示
し
、
⑤
で
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
に
刻
さ
れ
た
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
仏
跡
図
第
二
本
を
唐
の
普
光
寺
か
ら
平
城
京
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
も
た
ら
し
た
画
師
の
黄
文
本
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
年
代
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
黄
文
本
実
が
入
唐
し
た
時
期
の
上
限
は
、
王
玄
策
が
一
回
目
の
遣
使
の
任
務
を
終
え
て
唐
に
帰
国
し
た
可
能
性
が
あ
る
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
、
ま
た
は
二
回
目
の
貞
観
二
二
年
（
六
四
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
黄
文
本
実
が
参
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
遣
唐
使
の
時
期
の
上
限
は
、
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
回
遣
唐
使
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
第
二
回
遣
唐
使
に
は
玄
奘
の
直
弟
子
と
な
っ
た
道
昭
（
六
二
九
〜
七
〇
〇
）
が
参
加
し
て
お
り
、
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
は
、
道
昭
が
経
論
を
多
数
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
玄
奘
の
新
訳
経
典
や
教
学
が
日
本
仏
教
に
対
し
て
多
大
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
黄
文
本
実
が
日
本
に
帰
国
し
た
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
正
倉
院
文
書
「
写
疏
所
解
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
、
七
一
〇
頁
）
に
、
禅
院
寺
の
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
十
月
九
日
の
所
蔵
記
録
と
し
て
仏
跡
図
が
見
ら
れ
る
。
天
平
一
九
年
に
直
近
の
遣
唐
使
の
帰
国
は
、
玄
昉
ら
が
参
加
し
た
遣
唐
使
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
六
、
天
平
一
八
年
六
月
条
に
よ
る
と
、
玄
昉
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
帰
国
し
、
経
論
五
千
余
巻
と
仏
像
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
田
村
圓
澄
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
う
し
て
玄
昉
は
盛
唐
の
最
も
新
し
い
仏
教
で
あ
る
法
相
宗
を
智
周
に
学
び
、「
経
論
五
千
余
巻
及
諸
仏
像
」を
た
ず
さ
え
、天
平
七
年（
七
三
五
）
に
帰
国
し
た
。
「
経
論
五
千
余
巻
」
は
『
開
元
釈
教
録
』
所
収
の
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
玄
奘
の
翻
訳
に
か
か
る
新
訳
経
典
を
ふ
く
む
一
切
経
が
、
は
じ
め
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
玄
昉
の
帰
国
に
よ
っ
て
、
玄
奘
の
手
に
な
る
新
訳
経
典
は
ほ
ぼ
す
べ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
玄
昉
に
よ
っ
て
玄
奘
の
弟
子
の
基
が
創
始
し
た
法
相
宗
の
教
え
も
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
黄
文
本
実
の
活
動
年
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
日
本
仏
教
に
対
す
る
玄
奘
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
教
を
専
門
と
す
る
僧
侶
で
は
な
く
画
師
で
は
あ
る
が
、
遣
唐
使
と
し
て
の
教
養
を
備
え
た
知
識
人
で
あ
り
、
仏
教
に
関
し
て
も
一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
た
人
物
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
黄
文
本
実
が
長
安
の
普
光
寺
で
仏
跡
図
に
出
会
っ
た
際
に
、
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
考
え
た
動
機
は
も
ち
ろ
ん
崇
拝
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
崇
拝
に
値
す
る
と
判
断
し
た
根
拠
と
な
る
の
は
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
記
さ
れ
る
仏
跡
図
の
由
来
、
す
な
わ
ち
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
記
述
内
容
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玄
奘
の
言
と
仏
説
の
経
典
と
い
う
価
値
の
裏
付
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
黄
文
本
実
は
こ
れ
を
模
写
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
写
疏
所
解
」
は
禅
院
寺
の
仏
跡
図
に
つ
い
て
「
仏
跡
図
一
巻
」
と
記
し
、
そ
の
下
に「
一
条
紅
帒
　
一
条
　
　
　
　
　
一
条
錦
帒
」と
記
載
し
て
い
る
。帒
は
袋
の
意
味
な
の
で
三
袋
分
、
つ
ま
り
仏
跡
図
は
三
枚
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
袋
に
入
れ
て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
黄
文
本
実
が
唐
に
い
る
と
き
に
三
枚
模
写
し
た
か
、
ま
た
は
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
追
加
し
て
描
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
を
禅
院
寺
に
納
め
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
平
城
京
の
右
京
に
あ
っ
た
元
興
寺
の
禅
院
の
前
身
は
、
玄
奘
に
学
ん
だ
道
昭
が
帰
国
後
に
住
ん
だ
飛
鳥
寺
（
元
興
寺
）
の
禅
院
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
記
さ
れ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
禅
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
初
め
孝
徳
天
皇
の
白
雉
四
年
、
使
に
随
い
て
入
唐
す
。
適 
玄
奘
三
蔵
に
遇
い
、
師
と
し
て
業
を
受
く
。
三
蔵
特
に
愛
し
、
同
房
に
住
せ
し
む
。
…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。…
中
略…
後
に
平
城
に
遷
都
す
る
や
、
和
尚
の
弟
及
び
弟
子
等
は
奏
聞
し
、
禅
院
を
新
京
に
徙
し
建
て
る
。
今
の
平
城
右
京
禅
院
が
是
れ
な
り
。
此
の
院
多
く
経
論
有
り
。
書
迹
楷
好
。
並
び
に
錯
誤
せ
ず
。
皆
和
上
の
将
来
せ
る
所
の
者
な
り
。
石
田
茂
作
氏
の
研
究
で
は
、
「
写
疏
所
解
」
に
記
さ
れ
る
禅
院
寺
を
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
の
禅
院
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
石
田
氏
は
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
藤
野
道
生
氏
は
、
か
の 
”本
元
興
寺” 
東
南
隅
か
ら
移
し
建
て
ら
れ
た
と
伝
へ
る 
”道
昭
禅
院” 
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
擬
し
て
み
る
と
き
、
そ
の
場
所
は
、
同
じ
く 
”右
京” 
で
あ
つ
た
と
い
ふ
し
、
ま
た
、
道
昭
将
来
の
幾
多
の
経
典
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
は
れ
る
如
き
、
こ
の
建
物
の
有
つ
特
殊
性
格
か
ら
し
て
も
、
遣
唐
使
節
が
、
唐
に
あ
つ
て
写
し
帰
つ
た
と
見
え
る 
”仏
跡
図” 
を
収
蔵
す
る
の
場
所
と
し
て
、
極
め
て
自
然
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
と
は
元
興
寺
の
禅
院
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
藤
野
氏
の
こ
の
推
論
は
次
に
挙
げ
る
発
掘
調
査
を
基
に
し
た
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
正
当
性
は
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
１
９
９
２
年
の
飛
鳥
寺
東
南
部
の
調
査
で
、
複
弁
八
弁
蓮
華
紋
軒
丸
瓦
・
重
弧
紋
軒
平
瓦
、
竹
状
模
骨
丸
瓦
が
出
土
し
、
東
南
禅
院
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
東
南
禅
院
は
道
昭
が
７
世
紀
後
半
に
建
て
、
平
城
遷
都
に
と
も
な
い
右
京
四
条
一
坊
に
移
建
さ
れ
、
禅
院
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
の
出
土
瓦
は
、
飛
鳥
の
東
南
禅
院
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
調
査
地
周
辺
に
禅
院
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
竹
状
模
骨
丸
瓦
」
と
は
丸
瓦
凹
面
に
竹
の
よ
う
な
細
棒
を
綴
り
合
わ
せ
た
、
ス
ダ
レ
状
の
圧
痕
が
残
る
無
段
式
丸
瓦
で
あ
る
。
従
来
は
北
部
九
州
の
地
域
的
特
色
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
畿
内
で
も
少
数
な
が
ら
出
土
例
が
あ
り
、
ご
く
限
ら
れ
た
工
人
に
よ
る
傍
系
的
技
術
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
と
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
出
土
し
た
竹
状
模
骨
丸
瓦
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
寺
と
は
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
が
移
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
藤
野
氏
と
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
仏
跡
図
は
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
藤
野
氏
は
仏
跡
図
が
道
昭
ゆ
か
り
の
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
唐
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
跡
図
と
は
単
に
唐
に
ゆ
か
り
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
っ
て
価
値
を
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
跡
図
と
玄
奘
の
関
係
を
重
視
し
て
、
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
ゆ
か
り
の
禅
院
に
収
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
う
可
能
性
を
想
定
し
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
は
仏
足
石
の
価
値
や
意
義
を
説
明
す
る
た
め
に
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
ほ
か
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
仏
足
石
銘
文
は
そ
の
撰
者
が
独
自
に
研
究
調
査
し
て
文
章
を
書
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
と
と
も
に
仏
跡
図
の
由
来
と
意
義
付
け
を
禅
院
に
伝
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
銘
文
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
る
解
釈
は
、
も
ち
ろ
ん
黄
文
本
実
が
独
自
に
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
唐
で
学
ん
だ
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
唐
に
お
い
て
そ
の
解
釈
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
源
流
は
や
は
り
玄
奘
に
帰
す
る
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
よ
っ
て
仏
跡
図
の
意
味
を
説
い
た
記
録
は
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
玄
奘
と
同
時
代
を
生
き
た
道
宣
の
『
釈
迦
氏
譜
』
や
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』
の
中
で
も
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
の
で
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
典
拠
に
し
て
仏
跡
図
を
説
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
玄
奘
が
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
基
づ
い
て
理
解
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
提
示
し
て
お
く
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
あ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
又
謂
い
て
曰
く
、
経
論
は
深
妙
な
り
。
究
竟
す
る
能
わ
ず
。
禅
流
を
学
び
東
土
に
伝
う
る
に
如
か
ず
、
と
。
和
尚
教
を
奉
じ
て
、
始
め
て
禅
定
を
習
う
。
悟
る
所
は
稍
多
し
。…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
着
目
す
べ
き
は
、
道
昭
が
玄
奘
か
ら
「
経
論
は
奥
深
く
微
妙
で
、
究
め
つ
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
お
前
は
禅
を
学
ん
で
、東
の
国
の
日
本
に
広
め
る
の
が
よ
か
ろ
う
」と
い
う
教
え
を
受
け
、禅
定
を
学
び
は
じ
め
、
道
昭
の
帰
国
後
は
禅
を
学
ぶ
者
が
教
え
を
請
う
て
集
ま
っ
て
来
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
玄
奘
は
経
典
翻
訳
者
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
禅
定
を
重
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
禅
定
と
は
禅
と
定
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
定
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
sam
ādhi
で
あ
り
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
定
め
て
動
か
さ
な
い
瞑
想
を
指
し
、
「
三
昧
」
と
も
言
う
。
禅
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
のdhyāna
の
訳
語
で
あ
る
禅
那
を
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
瞑
想
し
て
身
心
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
定
の
一
分
と
解
す
る
。
し
ば
し
ば
総
合
し
て
禅
定
と
言
う
。
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
、
『
観
仏
三
昧
海
経
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
釈
尊
が
世
を
去
っ
た
後
に
、
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
す
る
人
々
も
ま
た
同
様
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
し
な
く
て
も
、
釈
尊
の
足
跡
を
見
た
り
、
仏
像
が
行
く
姿
を
見
た
り
し
た
人
々
も
ま
た
同
様
に
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
で
あ
る
僧
侶
は
観
想
を
す
れ
ば
よ
い
し
、
専
門
家
で
は
な
い
在
家
の
人
々
は
観
想
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
仏
三
昧
と
仏
跡
図
を
セ
ッ
ト
に
し
た
理
解
は
、
仮
に
玄
奘
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
唐
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
仏
跡
図
に
対
す
る
信
仰
は
玄
奘
に
対
す
る
尊
崇
や
敬
慕
の
念
と
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、
黄
文
本
実
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
記
録
が
な
い
た
め
に
、
第
三
本
の
作
者
と
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
薬
師
寺
仏
足
石
左
側
面
の
銘
文
に
登
場
す
る
越
田
安
万
が
禅
院
寺
に
あ
る
第
二
本
を
模
写
し
て
第
三
本
を
作
り
、
そ
の
上
さ
ら
に
仏
足
石
作
成
の
素
材
と
な
る
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
し
、
ど
こ
か
の
寺
院
に
納
め
ら
れ
た
第
三
本
を
基
に
し
て
越
田
安
万
が
仏
足
石
作
成
の
た
め
の
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
第
三
本
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
第
二
本
の
成
立
を
論
じ
た
際
に
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
、
僧
侶
は
観
想
を
し
て
三
昧
に
入
れ
ば
よ
い
し
、
在
家
の
人
々
は
専
門
的
な
観
想
を
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
た
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
は
専
門
家
向
け
と
専
門
で
は
な
い
人
向
け
の
救
済
方
法
を
提
示
し
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
。
玄
奘
が
道
昭
に
禅
定
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
は
論
理
的
に
教
学
を
深
め
て
悟
り
を
求
め
る
面
と
と
も
に
、
仏
の
教
え
は
人
智
を
超
え
た
深
さ
が
あ
る
ゆ
え
に
禅
定
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
仏
の
力
に
頼
っ
て
涅
槃
の
境
地
に
至
ろ
う
と
す
る
面
が
あ
る
。
文
室
真
人
智
努
と
い
う
人
物
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
て
、
薬
師
寺
仏
足
石
の
作
成
を
発
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
智
努
は
天
武
天
皇
の
孫
で
、
『
続
日
本
紀
』
巻
二
三
に
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
法
名
の
「
浄
三
」
と
い
う
名
で
登
場
し
て
い
る
。
廣
岡
義
隆
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
前
年
に
光
明
皇
后
が
崩
じ
た
際
に
は
「
智
努
」
の
名
で
出
て
い
る
の
で
、
天
平
宝
字
四
年
六
月
以
降
に
出
家
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。仏
足
石
を
作
っ
た
の
は
、
出
家
す
る
前
の
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
智
努
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
仏
教
に
対
す
る
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
智
努
は
仏
教
が
必
須
の
教
養
と
な
っ
て
い
た
時
代
の
知
識
人
と
し
て
、
玄
奘
訳
の
経
論
に
基
づ
く
法
相
宗
の
唯
識
思
想
と
い
う
高
度
な
仏
教
思
想
を
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仏
足
石
か
ら
読
み
取
れ
る
信
仰
は
難
解
な
も
の
で
は
な
く
、比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
く
信
仰
で
あ
る
。
智
努
は
知
識
人
と
し
て
高
い
学
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、
理
詰
め
で
考
え
て
悟
り
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
妻
が
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
で
安
楽
な
境
地
に
至
る
こ
と
や
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
福
に
な
る
と
い
う
理
想
を
求
め
る
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
④
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
本
稿
で
は
薬
師
寺
仏
足
石
信
仰
の
由
来
と
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
玄
奘
と
の
関
わ
り
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
き
た
。
第
一
本
仏
跡
図
は
王
玄
策
が
マ
ガ
ダ
国
か
ら
唐
に
持
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
普
光
寺
と
い
う
勅
願
寺
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
尊
重
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
跡
図
が
尊
重
さ
れ
た
理
由
は
、
マ
ガ
ダ
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
し
い
文
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
に
よ
る
価
値
の
保
証
が
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
第
二
本
は
黄
文
本
実
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
が
住
し
た
寺
院
で
あ
る
禅
院
寺
に
納
め
ら
れ
た
。
第
一
に
仏
跡
図
が
玄
奘
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
仏
跡
図
を
見
る
こ
と
で
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
観
仏
三
昧
と
い
う
禅
定
を
説
く
経
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
禅
院
寺
に
第
二
本
が
納
め
ら
れ
た
有
力
な
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
本
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
解
明
で
き
な
い
。
第
三
本
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
薬
師
寺
仏
足
石
は
文
室
真
人
智
努
の
発
願
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
信
仰
形
態
と
奈
良
を
代
表
す
る
大
寺
で
あ
る
薬
師
寺
の
信
仰
形
態
が
ほ
ど
よ
く
合
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仏
足
石
を
ま
つ
る
場
と
し
て
薬
師
寺
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
信
仰
形
態
の
特
徴
と
は
、知
識
人
を
満
足
さ
せ
る
高
度
な
思
想
が
信
仰
の
背
景
に
あ
る
こ
と
と
、
比
較
的
簡
単
に
誰
も
が
仏
の
世
界
に
至
れ
る
と
い
う
方
法
を
提
示
し
て
い
る
信
仰
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
薬
師
寺
は
唯
識
学
な
ど
玄
奘
の
新
訳
の
経
論
に
基
づ
く
教
え
を
伝
え
る
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
仏
足
石
を
安
置
し
て
お
ま
つ
り
で
き
た
場
所
で
も
あ
る
こ
と
で
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
知
識
人
の
信
仰
の
拠
り
所
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
補
遺
こ
こ
で
は
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
の
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
【
左
側
面
第
十
行
方
格
外
下
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
左
側
面
向
右
下
部
】
（
本
文
）
知
識
家
口
男
女
大
小
（
書
き
下
し
文
）
知
識
の
家
口
の
男
女
大
小
（
現
代
語
訳
）
施
主
の
家
族
の
老
若
男
女
【
左
側
面
方
格
外
向
右
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
右
側
面
】
（
本
文
）
諸
行
無
常
　
諸
法
无
我
　
涅
槃
寂
静
（
書
き
下
し
文
）
諸
行
は
無
常
な
り
。諸
法
は
無
我
な
り
。涅
槃
は
寂
静
な
り
。
（
現
代
語
訳
）あ
ら
ゆ
る
現
象
は
無
常
で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
存
在
に
実
体
は
な
い
。
　
悟
り
の
境
地
は
安
ら
か
で
あ
る
。
▼
写
真
２
　
　
薬
師
寺
佛
足
石・右
側
面
銘
文・刻
面
写
真
　﹇
飛
鳥
園
撮
影
﹈
五
、
佛
足
石
の
後
世
へ
の
影
響
﹇
大
阪
・
和
歌
山
調
査
報
告
﹈
　
　
林
昌
寺
佛
足
石
に
つ
い
て
今
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
共
同
研
究
調
査
で
は
、
古
代
薬
師
寺
仏
足
石
と
近
世
仏
足
石
の
時
代
の
空
隙
を
埋
め
る
中
世
仏
足
石
を
求
め
て
大
阪
府
泉
南
地
方
の
林
昌
寺
、
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
、
根
来
寺
、
粉
河
寺
の
各
寺
院
を
訪
れ
、
境
内
に
所
在
す
る
仏
足
石
の
調
査
を
行
っ
た
。
紀
三
井
寺
の
仏
足
石
は
戦
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
根
来
寺
の
仏
足
石
は
粉
河
寺
の
そ
れ
が
誤
っ
て
巷
間
に
存
在
が
流
布
し
た
も
の
で
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
除
外
し
、
林
昌
寺
と
粉
河
寺
の
仏
足
石
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
今
回
お
も
な
調
査
対
象
と
し
た
中
世
仏
足
石
が
あ
る
躑
躅
山
林
昌
寺
に
つ
い
て
、
同
寺
所
伝
の
由
緒
に
従
っ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
同
寺
は
、
有
名
な
中
世
荘
園
九
条
家
領
和
泉
国
日
根
野
荘
の
南
方
に
位
置
す
る
地
域
に
あ
り
、
山
の
南
西
斜
面
に
寺
の
諸
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
い
て
日
当
た
り
が
と
て
も
よ
く
、
風
光
明
媚
な
環
境
に
あ
る
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
。
近
隣
地
域
に
は
根
来
寺
、
粉
河
寺
な
ど
の
大
寺
院
も
点
在
し
、
高
野
山
の
麓
に
あ
る
こ
れ
ら
の
諸
寺
院
と
の
関
係
も
林
昌
寺
を
考
察
す
る
上
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
林
昌
寺
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
そ
の
開
基
を
行
基
と
す
る
古
刹
で
あ
る
。
行
基
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
三
院
六
坊
か
ら
な
る
当
時
の
寺
は
、
こ
の
地
の
水
質
が
鉱
質
に
富
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
山
菩
提
院
岡
寺
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
と
は
異
な
る
山
号
寺
号
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
近
隣
の
大
寺
院
で
あ
る
根
来
寺
が
、
平
安
初
期
、
粉
河
寺
が
聖
武
天
皇
没
後
の
宝
亀
年
間
の
開
基
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
地
域
で
は
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
寺
が
現
在
の
寺
号
山
号
と
な
っ
た
契
機
に
つ
い
て
、
由
緒
書
き
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
平
安
時
代
の
後
期
、
第
七
十
三
代
堀
河
天
皇
が
当
山
に
行
幸
の
み
ぎ
り
、
山
つ
つ
じ
が
見
事
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
山
号
を
躑
躅
山
と
し
、
法
林
繁
盛
の
勝
地
と
な
る
よ
う
、
寺
号
を
林
昌
寺
と
改
め
ら
れ
た
。
」
平
安
時
代
は
熊
野
詣
を
は
じ
め
天
皇
の
行
幸
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
都
か
ら
和
歌
山
を
経
て
熊
野
へ
向
か
う
途
中
立
ち
寄
る
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
し
、
林
昌
寺
を
目
的
地
と
し
て
行
幸
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
天
正
年
間
に
は
、
織
豊
政
権
に
よ
っ
て
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
の
信
長
に
よ
る
雑
賀
攻
め
、
同
九
〜
十
（
一
五
八
一
〜
二
）
年
の
高
野
攻
め
、
同
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
秀
吉
の
紀
州
征
伐
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
泉
南
か
ら
紀
州
の
諸
寺
院
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
林
昌
寺
も
創
建
当
時
か
ら
の
堂
塔
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し
、
現
存
の
諸
堂
伽
藍
は
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
も
の
を
始
め
と
し
て
近
年
に
再
建
さ
れ
た
堂
塔
も
あ
る
。
現
在
の
林
昌
寺
は
、
京
都
の
仁
和
寺
を
本
山
れ
て
い
る
。
国
宝
の
薬
師
寺
の
仏
足
石
は
安
山
岩
と
み
ら
れ
る
が
定
か
な
こ
と
は
地
質
学
の
専
門
家
の
鑑
定
に
待
つ
ほ
か
な
い
。
三
回
に
わ
た
っ
た
一
連
の
中
世
仏
足
石
の
調
査
で
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
仏
足
石
が
古
代
に
た
だ
一つ
の
存
在
で
、長
期
断
絶
し
て
近
世
に
至
っ
て
再
び
各
地
に
出
現
す
る
と
い
う
不
自
然
な
残
存
状
況
に
つ
い
て
、一
定
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。中
世
に
も
確
実
に
仏
足
石
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、そ
れ
が
多
く
の
場
合
無
関
心
に
屋
外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
風
化
が
進
み
、そ
れ
と
認
知
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。現
存
が
確
認
さ
れ
る
法
然
院
、安
土
城
、林
昌
寺
三
か
所
の
中
世
の
仏
足
石
は
、
い
ず
れ
も
露
天
に
放
置
さ
れ
風
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
林
昌
寺
の
も
の
は
、
三
十
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
同
寺
の
絵
葉
書
に
は
、
よ
り
明
瞭
に
仏
足
の
文
様
が
看
取
さ
れ
わ
ず
か
三
十
年
で
酸
性
雨
の
影
響
か
、
か
な
り
風
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
回
の
調
査
で
は
、
根
来
寺
に
あ
る
と
い
う
仏
足
石
を
探
し
た
が
、
こ
れ
は
粉
河
寺
の
仏
足
石
を
誤
っ
て
根
来
寺
の
仏
足
石
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
も
の
が
拡
散
し
た
も
の
と
判
明
し
た
。
粉
河
寺
で
の
仏
足
石
は
参
道
入
り
口
す
ぐ
の
左
側
に
覆
い
の
屋
根
の
下
に
柵
に
囲
ま
れ
て
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
柵
の
周
囲
か
ら
か
な
り
距
離
が
あ
り
、
法
量
の
計
測
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
字
の
判
読
す
ら
か
な
わ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
石
質
は
安
山
岩
様
に
見
受
け
ら
れ
た
が
判
然
と
し
な
い
。
周
囲
の
側
面
に
は
一
面
に
篆
書
と
も
行
書
と
も
判
別
し
か
ね
る
変
っ
た
書
体
で
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
近
世
に
か
か
る
追
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仏
足
石
の
仏
足
そ
の
も
の
は
、
林
昌
寺
の
も
の
と
共
通
し
て
切
り
欠
き
部
も
確
認
で
き
る
の
で
中
世
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、
改
め
て
許
可
を
得
て
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
台
石
が
焼
け
た
よ
う
な
赤
み
を
帯
び
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
天
正
年
間
に
行
わ
れ
た
織
豊
政
権
に
よ
る
紀
州
制
圧
戦
の
粉
河
寺
焼
亡
と
関
係
し
て
い
る
と
す
れ
ば
中
世
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
現
時
点
で
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
め
た
い
。
六
、
結
び
に
か
え
て
本
研
究
は
、武
蔵
野
大
学「
し
あ
わ
せ
研
究
」の
基
金
を
受
託
し「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
初
期
仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南
市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
中
世
の
可
能
性
が
高
い
粉
河
寺
の
も
の
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
薬
師
寺
佛
足
石
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研
究
蓄
積
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
研
究
史
の
上
に
確
か
な
地
歩
を
築
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と
そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三
年
間
に
わ
た
り
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
石
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
の
研
究
は
、
垤
和
本
精
拓
本
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
採
拓
者
で
あ
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
金
木
和
子
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、
昨
年
度
、
閉
門
後
の
夜
の
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
も
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
「
書
」
と
し
て
刻
さ
れ
て
い
た
か
知
り
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
お
蔭
様
で
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
な
る
べ
く
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
○
本
研
究
は
、
第
一
・
三
節
を
廣
瀨
、
第
四
節
を
遠
藤
、
第
五
節
を
漆
原
が
執
筆
し
、
第
二
節
を
廣
瀨
・
遠
藤
、
第
六
節
を
漆
原
・
廣
瀨
で
共
同
執
筆
し
た
。
○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
平
成
31
年
度
し
あ
わ
せ
研
究
費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
【
註
】
（
１
）
田
村
圓
澄
「
摂
論
宗
の
伝
来
」
（
速
水
侑
『
論
集
奈
良
仏
教
第
一
巻
　
奈
良
仏
教
の
展
開
』
、
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
二
五
頁
を
参
照
。
（
２
）
四
角
で
囲
っ
た
箇
所
は
空
欄
の
意
味
で
あ
る
。
（
３
）
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
年
再
版
）
三
〇
頁
を
参
照
。
な
お
こ
の
書
物
は
一
九
三
〇
年
の
初
版
本
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
再
版
本
を
参
照
し
た
。
（
４
）
藤
野
道
生
「
禅
院
寺
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
六‒
九
、
一
九
五
七
年
）
四
一
頁
を
参
照
。
（
５
）
原
田
憲
二
郎
、
森
下
惠
介
、
池
田
富
貴
子
『
平
城
の
甍―
平
城
京
出
土
瓦
展―
』
（
編
集
：
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
、
発
行
：
奈
良
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
頁
を
参
照
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。
http://w
w
w
.city.nara.lg.jp/w
w
w
/contents/1227078972143/files/i-
raka.pdf
（
６
）
廣
岡
義
隆
「
文
室
眞
人
智
努
の
生
涯―
天
平
一
知
識
人
の
憂
愁―
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
、
一
九
九
一
年
）
四
五
頁
を
参
照
。
（
７
）「
善
き
友
人
」
の
意
で
善
知
識
と
も
い
い
、
仏
の
教
え
を
説
き
勧
め
て
善
導
す
る
指
導
者
や
、
寺
院
や
仏
像
の
建
立
の
た
め
に
金
品
を
布
施
す
る
人
物
を
指
す
。
こ
の
箇
所
で
は
施
主
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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▼
薬
師
寺
佛
足
石
・
背
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書
の
復
元
と
す
る
真
言
宗
御
室
派
に
属
し
、
別
名
を
岡
大
師
と
称
す
る
よ
う
に
泉
州
地
区
の
弘
法
大
師
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
国
三
十
一
番
札
所
と
し
て
近
世
に
も
栄
え
た
寺
院
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
は
写
真
３
・
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
側
面
上
下
の
二
か
所
と
左
側
上
部
一
か
所
の
計
三
か
所
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
写
真
画
像
か
ら
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
線
刻
さ
れ
た
仏
像
の
輪
郭
が
残
さ
れ
て
い
る
。
右
側
上
部
と
左
側
部
分
の
線
刻
は
風
化
が
進
み
か
ろ
う
じ
て
線
刻
が
看
取
で
き
る
も
の
の
明
瞭
で
は
な
い
が
、
左
側
手
前
下
部
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
比
較
的
明
瞭
に
線
刻
さ
れ
た
小
仏
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
背
後
に
直
立
す
る
青
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
「
仏
足
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
近
世
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
線
刻
の
仏
像
が
見
ら
れ
る
の
は
、
す
で
に
本
研
究
Ⅱ
で
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
京
都
法
然
院
の
仏
足
石
（
写
真
５
・
６
）
と
安
土
城
仏
足
石
（
写
真
７
・
８
）
の
二
つ
の
中
世
仏
足
石
と
共
通
す
る
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
初
伝
の
通
り
林
昌
寺
仏
足
石
は
、
中
世
の
仏
足
石
で
あ
る
と
見
て
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
台
石
の
側
面
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
り
そ
こ
に
線
刻
の
小
仏
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
、
多
く
の
近
世
・
近
現
代
仏
足
石
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
中
世
仏
足
石
の
識
別
点
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
台
石
上
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
仏
足
本
体
そ
の
も
の
が
、
技
巧
的
な
近
世
の
仏
足
石
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
単
純
素
朴
で
雅
味
が
あ
る
と
い
え
る
印
象
を
受
け
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
の
石
質
は
玄
武
岩
の
よ
う
に
見
え
受
け
ら
れ
る
が
、
苔
や
泥
の
付
着
に
よ
り
明
確
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
近
世
近
現
代
の
仏
足
石
の
多
く
が
、
黒
御
影
石
あ
る
い
は
御
影
石
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
法
然
院
の
も
の
は
緑
泥
片
岩
（
秩
父
青
石
）
、
安
土
城
の
も
の
は
安
山
岩
が
用
い
ら
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一
、
は
じ
め
に
本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
初
期
仏
教
を
ま
さ
に
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
日
本
最
古
の
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
刻
の
薬
師
寺
に
あ
る
「
佛
足
石
」に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
注
目
し
、書
道
学（
廣
瀨
）・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
た
も
の
で
、
す
で
に
発
表
し
た
次
の
二
つ
の
共
同
研
究
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―
正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―
左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成
立
過
程―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
上
記
の
論
文
で
発
表
し
た
佛
足
石
正
面
と
左
側
面
銘
文
に
関
す
る
研
究
に
続
き
、
本
稿
で
は
背
面
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
分
析
を
進
め
る
。
最
初
に
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
薬
師
寺
佛
足
石
に
関
わ
っ
た
人
々
の
信
仰
の
あ
り
方
や
成
立
過
程
を
前
号
に
引
き
続
き
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
江
戸
時
代
に
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
間
の
期
間
（
中
世
な
ど
）
に
お
け
る
佛
足
石
の
存
在
を
埋
め
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
今
回
大
阪
と
和
歌
山
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
佛
足
石
の
調
査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
二
、
佛
足
石
背
面
銘
文
の
釈
文
佛
足
石
の
銘
文
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
文
献
と
し
て
次
の
論
文
が
あ
る
。
冒
頭
の
太
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
略
号
と
し
て
示
し
た
。
①
　
旧
↓
薬
師
寺
発
行
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
出
典
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
と
し
て
い
る
）
②
　
新
↓
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
補
訂
版
（
岩
波
　
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
③
　
吉
↓
吉
村
怜
『
天
人
誕
生
図
の
研
究
』
（
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
）
本
書
所
収
の
神
直
石
手
論
文
の
初
出
は
吉
村
怜
「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
者
「
神
直
石
手
」
に
つ
い
て
」
（
『
美
術
史
研
究
』
八
、
一
九
七
一
年
）
④
　
岡
↓
廣
岡
義
隆
「
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
、一
九
九
〇
年
）、『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
基
に
し
つ
つ
更
に
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
注
＊
﹈
及
び
精
拓
本
（
垤
和
本
）
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
た
も
の
が
次
の
太
字
の
釈
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
異
同
の
あ
る
文
字
に
棒
線
を
記
し
、
そ
の
左
側
に
、
先
賢
の
諸
説
を
記
し
た
。
﹇
注
＊
﹈
写
真
　
令
和
元
年
９
月
25
日
付
で
薬
師
寺
に
掲
載
許
可
申
請
、
同
年
10
月
１
日
付
・
薬
師
寺
掲
載
許
可
第
１―
２
６
８
号
に
よ
り
、
飛
鳥
園
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
〈
銘
文
の
行
数
と
釈
文
〉
１
　
至
心
發
願
爲
　
　
　
・
旧
新
吉
：
爲
　
岡
：
為
２
　
亡
夫
人
從
四
位
下
　
　
　
・
旧
新
吉
：
從
　
岡
：
従
３
　
茨
田
郡
主
法
４
　
名
良
式
敬
寫
５
　
釋
迦
如
来
神
　
　
　
・
旧
：
釈
　
新
吉
岡
：
釋
　
　
　
・
旧
広
：
来
　
新
吉
：
來
　
　
　
　
　
＊
五
字
目
は
、
へ
ん
の
字
形
が
「
神
」
「
神
」
に
も
ど
ち
ら
に
　
　
　
　
　
　
も
見
え
る
字
形
を
し
て
い
る
。
６
　
跡
伏
願
夫
人
７
　
之
霊
駕
遊
入
　
　
　
・
旧
岡
：
霊
　
新
吉
：
靈
　
　
　
　
　
・
岡
：
「
遊
」
の
あ
と
に
「
入
」
＊
今
回
の
調
査
で
も
精
密
な
写
真
画
像
と
拓
本
を
過
眼
す
る
と
わ
ず
か
に
残
る
刻
跡
よ
り
「
入
」
が
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
13
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
８
　
无
勝
之
妙
邦
９
　
受
□
□
□
□
之
　
　
　
・
旧
新
：
□
□
□
□
　
吉
：
□
□
　
岡
：
□
□
□
10
　
聖
□
永
脱
有
　
　
　
・
旧
新
吉
：
□
は
言
ベ
ン
　
岡
：
□
　
　
　
　
　
＊
二
字
目
の
□
は
、
飛
鳥
園
撮
影
写
真
で
も
垤
和
本
精
拓
本
で
　
　
　
　
　
　
も
「
言
べ
ん
」
は
過
眼
で
き
る
。
し
か
し
旁
部
及
び
９
行
目
　
　
　
　
　
　
の
中
央
部
に
か
け
て
は
剥
離
に
よ
る
摩
滅
に
よ
り
不
明
。
11
　
漏
高
證
无
爲
同
12
　
霑
三
界
共
契
一
眞
　
　
　
・
旧
新
吉
：
眞
　
岡
：
真
（
書
き
下
し
文
）
至
心
に
発
願
し
、
亡
夫
人
従
四
位
下
茨
田
郡
主
法
名
良
式
の
為
に
、
敬
ん
で
釈
迦
如
来
の
神
跡
を
写
す
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
夫
人
の
霊
、
駕
遊
し
て
無
勝
の
妙
邦
に
入
り
て
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
に
有
漏
を
脱
し
、
無
為
を
高
証
し
、
同
に
三
界
を
霑
し
、
共
に
一
眞
に
契
わ
ん
こ
と
を
。
（
現
代
語
訳
）
真
心
を
持
っ
て
誓
願
を
立
て
、
今
は
亡
き
夫
人
の
従
四
位
下
茨
田
郡
主
、
法
名
は
良
式
の
た
め
に
、
慎
み
敬
っ
て
釈
尊
の
足
跡
を
写
す
。
仏
に
平
伏
し
礼
拝
し
、
夫
人
の
霊
が
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
に
て
悠
々
と
し
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
遠
に
煩
悩
か
ら
と
き
は
な
た
れ
、
悟
り
の
境
地
に
至
り
、迷
い
の
世
界
の
生
き
と
し
生
き
る
者
す
べ
て
に
利
益
が
お
よ
び
、皆
共
に
仏
が
教
え
る
真
理
に
目
覚
め
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
三
、
原
刻
写
真
と
精
拓
本
の
比
較
に
よ
る
　
　
刻
さ
れ
た
書
線
の
検
討
薬
師
寺
佛
足
石
側
面
の
銘
文
は
、
ど
の
面
も
概
ね
風
化
に
よ
り
摩
滅
し
て
い
る
が
、
背
面
は
、
正
面
刻
や
右
側
面
刻
と
比
べ
る
と
、
剥
落
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
刻
線
は
比
較
的
明
瞭
な
方
で
あ
る
。
正
面
・
左
右
の
側
面
は
、
肉
眼
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
在
、
佛
足
石
の
背
面
が
、
堂
内
の
壁
面
と
ほ
ぼ
接
す
る
に
近
い
状
態
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
刻
線
を
肉
眼
で
直
接
確
か
め
な
が
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
今
回
の
背
面
銘
文
調
査
及
び
復
元
に
あ
た
っ
て
も
前
回
の
研
究
と
同
様
に
新
倉
垤
斎
・
金
木
和
子
両
氏
が
昭
和
四
十
七
年
に
採
拓
し
た
精
拓
本
（
垤
和
本
）
を
頼
り
に
、
復
元
作
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
か
つ
て
佛
足
石
移
動
時
に
飛
鳥
園
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
背
面
の
現
刻
写
真
画
像
と
も
比
較
検
討
し
な
が
ら
（
表
１
参
照
）
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
更
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
北
魏
時
代
の
書
の
古
典
を
参
照
し
て
導
き
出
し
た
も
の
が
表
１
の
下
部
に
示
し
た
一
次
補
正
・
二
次
補
正
で
あ
る
。
佛
足
石
背
面
の
銘
文
の
周
囲
に
刻
さ
れ
て
い
る
枠
（
方
格
）
の
寸
法
は
横
巾
66
㎝
、
縦
の
寸
法
に
つ
い
て
は
最
も
長
い
右
側
が
28
・
５
㎝
、
中
央
部
の
狭
い
箇
所
が
25
㎝
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
、
最
も
大
き
い
「
釋
」
字
は
、
横
４
㎝
、
縦
５
㎝
で
あ
り
、
小
さ
い
文
字
は
２
㎝
角
で
あ
る
。
ち
な
み
に
佛
足
石
の
右
側
面
に
唯
一
刻
さ
れ
た
銘
文
（
本
稿
第
４
節
末
尾
の
写
真
２
）
の
大
き
さ
（
枠
﹇
方
格
﹈
の
寸
法
）
は
、
上
部
の
横
が
12
㎝
、
下
部
の
横
が
11
・
５
㎝
、
縦
が
18
㎝
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
記
し
て
お
く
。
１
、
至
・
・
拓
本
（
原
拓
）
で
は
、
二
画
目
の
横
画
の
位
置
が
刻
線
と
傷
に
よ
り
二
通
り
推
定
で
き
、
特
定
に
困
っ
た
が
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
正
し
い
位
置
が
判
定
で
き
た
。
同
様
に
最
終
画
の
起
筆
と
収
筆
の
位
置
と
太
さ
に
つ
い
て
も
写
真
に
よ
り
判
定
で
き
た
。
２
、
心
・
・
原
刻
写
真
に
よ
っ
て
一
画
目
の
点
の
位
置
が
特
定
で
き
た
。
三
・
四
画
目
の
点
の
位
置
は
、
原
刻
の
摩
滅
が
著
し
く
拓
本
及
び
写
真
に
お
い
て
も
特
定
が
困
難
。
推
定
位
置
を
二
次
補
正
で
示
し
た
。
３
、
發
・
・
上
部
の
「
は
つ
が
し
ら
」
が
、
珍
し
い
字
形
で
あ
る
。
原
刻
写
真
に
よ
り
、
よ
り
明
確
と
な
る
。
４
、
亡
・
・
一
画
目
の
字
形
と
三
画
目
の
収
筆
の
状
態
が
拓
本
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
原
刻
写
真
に
よ
り
、
刻
線
と
石
の
傷
と
の
違
い
を
読
み
取
れ
て
明
ら
か
に
で
き
た
。
５
、
從
・
・
「
從
」
の
異
体
字
に
つ
い
て
、
旁
の
中
央
部
の
「
点
」
の
有
無
が
気
に
な
っ
た
が
、
北
魏
の
書
に
も
点
が
あ
る
字
例
が
あ
り
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
っ
て
も
点
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
右
下
部
が
「
之
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
６
、
式
・
・
異
体
字
の
「
式
」
で
あ
る
が
、
左
下
部
は
完
全
に
「
コ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
７
、
敬
・
・
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
、
四
画
目
及
び
五
画
目
が
明
確
と
な
る
。
８
、
寫
・
・
下
部
の
四
つ
の
点
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
９
、
釋
・
・
「
米
」
に
変
化
し
た
「
へ
ん
」
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
10
、
神
・
・
「
へ
ん
」
の
刻
線
が
「
ネ
」
に
も
「
示
」
に
も
見
え
る
刻
し
方
を
し
て
い
る
。
11
、
伏
・
・
写
真
と
拓
本
の
両
者
に
「
犬
」
の
三
画
目
の
起
筆
の
方
向
の
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
▼
表
１
　
写
真
・
拓
本
文
字
比
較
表
 
12
、
駕
・
・
「
馬
」
の
下
部
が
「
四
つ
点
」
な
の
か
「
一
」
な
の
か
拓
本
・
原
刻
写
真
と
も
不
明
瞭
。
13
、
入
・
・
写
真
画
像
・
原
拓
本
両
方
と
も
に
浅
い
線
で
「
入
」
字
の
筆
画
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
表
２
で
示
し
た
よ
う
に
原
拓
を
基
に
推
定
す
る
と
石
本
体
の
亀
裂
や
傷
な
の
か
文
字
を
刻
し
た
線
な
の
か
の
判
定
が
と
て
も
し
づ
ら
く
、
「
入
」
の
筆
画
ら
し
き
線
状
が
、
大
き
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
①
）
と
小
さ
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
②
）
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
。
写
真
画
像
で
は
こ
れ
ら
二
種
類
と
別
な
位
置
に
刻
線
ら
し
き
線
状
が
見
え
る
の
で
、
次
の
表
に
推
定
さ
れ
る
三
種
類
の
字
形
を
ま
ず
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
三
種
類
の
字
形
候
補
が
出
て
き
た
の
で
写
真
画
像
と
原
拓
を
更
に
入
念
に
観
察
す
る
と
単
な
る
平
面
で
は
な
く
凹
凸
の
あ
る
複
雑
な
表
面
の
た
め
特
に
斜
め
に
走
る
山
の
稜
線
の
よ
う
な
凸
部
で
は
通
常
の
採
拓
と
は
異
な
る
墨
だ
ま
り
の
よ
う
な
拓
影
が
現
出
す
る
よ
う
で
、
文
字
刻
を
再
現
す
る
時
に
は
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
ゆ
え
に
③
の
字
形
が
近
い
も
の
と
推
定
す
る
。
意
味
的
に
は
文
章
中
の
こ
の
場
所
に
「
入
」
が
挿
入
さ
れ
た
と
し
て
も
通
じ
る
の
で
問
題
は
な
い
。
▼
表
２
　
「
入
」
字
の
刻
線
推
定
表
14
、
邦
・
・
左
部
の
横
画
は
四
本
あ
る
。
北
魏
の
書
に
こ
の
字
例
あ
り
。
15
、
受
・
・
冠
部
の
点
が
四
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
つ
は
傷
で
あ
る
。
16
、
永
・
・
「
永
」
字
の
右
半
分
は
、
原
石
の
剥
落
に
よ
り
完
全
に
消
滅
。
二
次
補
正
で
、
北
魏
の
鄭
道
昭
の
書
よ
り
推
定
。
17
、
脱
・
・
右
上
部
は
原
石
の
剥
落
あ
り
。
18
、
證
・
・
「
は
つ
が
し
ら
」
の
字
形
左
側
が
「
タ
」
19
、
界
・
・
「
界
」
の
下
部
が
「
分
」
の
異
体
字
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
四
、
薬
師
寺
佛
足
石
成
立
の
過
程
先
の
論
文
に
お
い
て
正
面
・
左
側
面
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
背
面
に
刻
さ
れ
た
仏
足
石
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
か
ら
読
み
取
っ
た
新
た
な
内
容
を
参
照
し
つ
つ
、
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
、
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
、
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
④
で
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
を
示
し
、
⑤
で
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
に
刻
さ
れ
た
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
仏
跡
図
第
二
本
を
唐
の
普
光
寺
か
ら
平
城
京
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
も
た
ら
し
た
画
師
の
黄
文
本
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
年
代
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
黄
文
本
実
が
入
唐
し
た
時
期
の
上
限
は
、
王
玄
策
が
一
回
目
の
遣
使
の
任
務
を
終
え
て
唐
に
帰
国
し
た
可
能
性
が
あ
る
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
、
ま
た
は
二
回
目
の
貞
観
二
二
年
（
六
四
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
黄
文
本
実
が
参
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
遣
唐
使
の
時
期
の
上
限
は
、
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
回
遣
唐
使
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
第
二
回
遣
唐
使
に
は
玄
奘
の
直
弟
子
と
な
っ
た
道
昭
（
六
二
九
〜
七
〇
〇
）
が
参
加
し
て
お
り
、
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
は
、
道
昭
が
経
論
を
多
数
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
玄
奘
の
新
訳
経
典
や
教
学
が
日
本
仏
教
に
対
し
て
多
大
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
黄
文
本
実
が
日
本
に
帰
国
し
た
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
正
倉
院
文
書
「
写
疏
所
解
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
、
七
一
〇
頁
）
に
、
禅
院
寺
の
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
十
月
九
日
の
所
蔵
記
録
と
し
て
仏
跡
図
が
見
ら
れ
る
。
天
平
一
九
年
に
直
近
の
遣
唐
使
の
帰
国
は
、
玄
昉
ら
が
参
加
し
た
遣
唐
使
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
六
、
天
平
一
八
年
六
月
条
に
よ
る
と
、
玄
昉
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
帰
国
し
、
経
論
五
千
余
巻
と
仏
像
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
田
村
圓
澄
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
う
し
て
玄
昉
は
盛
唐
の
最
も
新
し
い
仏
教
で
あ
る
法
相
宗
を
智
周
に
学
び
、「
経
論
五
千
余
巻
及
諸
仏
像
」を
た
ず
さ
え
、天
平
七
年（
七
三
五
）
に
帰
国
し
た
。
「
経
論
五
千
余
巻
」
は
『
開
元
釈
教
録
』
所
収
の
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
玄
奘
の
翻
訳
に
か
か
る
新
訳
経
典
を
ふ
く
む
一
切
経
が
、
は
じ
め
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
玄
昉
の
帰
国
に
よ
っ
て
、
玄
奘
の
手
に
な
る
新
訳
経
典
は
ほ
ぼ
す
べ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
玄
昉
に
よ
っ
て
玄
奘
の
弟
子
の
基
が
創
始
し
た
法
相
宗
の
教
え
も
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
黄
文
本
実
の
活
動
年
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
日
本
仏
教
に
対
す
る
玄
奘
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
教
を
専
門
と
す
る
僧
侶
で
は
な
く
画
師
で
は
あ
る
が
、
遣
唐
使
と
し
て
の
教
養
を
備
え
た
知
識
人
で
あ
り
、
仏
教
に
関
し
て
も
一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
た
人
物
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
黄
文
本
実
が
長
安
の
普
光
寺
で
仏
跡
図
に
出
会
っ
た
際
に
、
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
考
え
た
動
機
は
も
ち
ろ
ん
崇
拝
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
崇
拝
に
値
す
る
と
判
断
し
た
根
拠
と
な
る
の
は
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
記
さ
れ
る
仏
跡
図
の
由
来
、
す
な
わ
ち
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
記
述
内
容
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玄
奘
の
言
と
仏
説
の
経
典
と
い
う
価
値
の
裏
付
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
黄
文
本
実
は
こ
れ
を
模
写
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
写
疏
所
解
」
は
禅
院
寺
の
仏
跡
図
に
つ
い
て
「
仏
跡
図
一
巻
」
と
記
し
、
そ
の
下
に「
一
条
紅
帒
　
一
条
　
　
　
　
　
一
条
錦
帒
」と
記
載
し
て
い
る
。帒
は
袋
の
意
味
な
の
で
三
袋
分
、
つ
ま
り
仏
跡
図
は
三
枚
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
袋
に
入
れ
て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
黄
文
本
実
が
唐
に
い
る
と
き
に
三
枚
模
写
し
た
か
、
ま
た
は
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
追
加
し
て
描
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
を
禅
院
寺
に
納
め
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
平
城
京
の
右
京
に
あ
っ
た
元
興
寺
の
禅
院
の
前
身
は
、
玄
奘
に
学
ん
だ
道
昭
が
帰
国
後
に
住
ん
だ
飛
鳥
寺
（
元
興
寺
）
の
禅
院
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
記
さ
れ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
禅
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
初
め
孝
徳
天
皇
の
白
雉
四
年
、
使
に
随
い
て
入
唐
す
。
適 
玄
奘
三
蔵
に
遇
い
、
師
と
し
て
業
を
受
く
。
三
蔵
特
に
愛
し
、
同
房
に
住
せ
し
む
。
…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。…
中
略…
後
に
平
城
に
遷
都
す
る
や
、
和
尚
の
弟
及
び
弟
子
等
は
奏
聞
し
、
禅
院
を
新
京
に
徙
し
建
て
る
。
今
の
平
城
右
京
禅
院
が
是
れ
な
り
。
此
の
院
多
く
経
論
有
り
。
書
迹
楷
好
。
並
び
に
錯
誤
せ
ず
。
皆
和
上
の
将
来
せ
る
所
の
者
な
り
。
石
田
茂
作
氏
の
研
究
で
は
、
「
写
疏
所
解
」
に
記
さ
れ
る
禅
院
寺
を
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
の
禅
院
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
石
田
氏
は
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
藤
野
道
生
氏
は
、
か
の 
”本
元
興
寺” 
東
南
隅
か
ら
移
し
建
て
ら
れ
た
と
伝
へ
る 
”道
昭
禅
院” 
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
擬
し
て
み
る
と
き
、
そ
の
場
所
は
、
同
じ
く 
”右
京” 
で
あ
つ
た
と
い
ふ
し
、
ま
た
、
道
昭
将
来
の
幾
多
の
経
典
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
は
れ
る
如
き
、
こ
の
建
物
の
有
つ
特
殊
性
格
か
ら
し
て
も
、
遣
唐
使
節
が
、
唐
に
あ
つ
て
写
し
帰
つ
た
と
見
え
る 
”仏
跡
図” 
を
収
蔵
す
る
の
場
所
と
し
て
、
極
め
て
自
然
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
と
は
元
興
寺
の
禅
院
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
藤
野
氏
の
こ
の
推
論
は
次
に
挙
げ
る
発
掘
調
査
を
基
に
し
た
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
正
当
性
は
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
１
９
９
２
年
の
飛
鳥
寺
東
南
部
の
調
査
で
、
複
弁
八
弁
蓮
華
紋
軒
丸
瓦
・
重
弧
紋
軒
平
瓦
、
竹
状
模
骨
丸
瓦
が
出
土
し
、
東
南
禅
院
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
東
南
禅
院
は
道
昭
が
７
世
紀
後
半
に
建
て
、
平
城
遷
都
に
と
も
な
い
右
京
四
条
一
坊
に
移
建
さ
れ
、
禅
院
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
の
出
土
瓦
は
、
飛
鳥
の
東
南
禅
院
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
調
査
地
周
辺
に
禅
院
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
竹
状
模
骨
丸
瓦
」
と
は
丸
瓦
凹
面
に
竹
の
よ
う
な
細
棒
を
綴
り
合
わ
せ
た
、
ス
ダ
レ
状
の
圧
痕
が
残
る
無
段
式
丸
瓦
で
あ
る
。
従
来
は
北
部
九
州
の
地
域
的
特
色
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
畿
内
で
も
少
数
な
が
ら
出
土
例
が
あ
り
、
ご
く
限
ら
れ
た
工
人
に
よ
る
傍
系
的
技
術
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
と
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
出
土
し
た
竹
状
模
骨
丸
瓦
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
寺
と
は
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
が
移
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
藤
野
氏
と
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
仏
跡
図
は
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
藤
野
氏
は
仏
跡
図
が
道
昭
ゆ
か
り
の
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
唐
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
跡
図
と
は
単
に
唐
に
ゆ
か
り
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
っ
て
価
値
を
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
跡
図
と
玄
奘
の
関
係
を
重
視
し
て
、
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
ゆ
か
り
の
禅
院
に
収
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
う
可
能
性
を
想
定
し
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
は
仏
足
石
の
価
値
や
意
義
を
説
明
す
る
た
め
に
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
ほ
か
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
仏
足
石
銘
文
は
そ
の
撰
者
が
独
自
に
研
究
調
査
し
て
文
章
を
書
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
と
と
も
に
仏
跡
図
の
由
来
と
意
義
付
け
を
禅
院
に
伝
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
銘
文
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
る
解
釈
は
、
も
ち
ろ
ん
黄
文
本
実
が
独
自
に
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
唐
で
学
ん
だ
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
唐
に
お
い
て
そ
の
解
釈
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
源
流
は
や
は
り
玄
奘
に
帰
す
る
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
よ
っ
て
仏
跡
図
の
意
味
を
説
い
た
記
録
は
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
玄
奘
と
同
時
代
を
生
き
た
道
宣
の
『
釈
迦
氏
譜
』
や
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』
の
中
で
も
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
の
で
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
典
拠
に
し
て
仏
跡
図
を
説
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
玄
奘
が
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
基
づ
い
て
理
解
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
提
示
し
て
お
く
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
あ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
又
謂
い
て
曰
く
、
経
論
は
深
妙
な
り
。
究
竟
す
る
能
わ
ず
。
禅
流
を
学
び
東
土
に
伝
う
る
に
如
か
ず
、
と
。
和
尚
教
を
奉
じ
て
、
始
め
て
禅
定
を
習
う
。
悟
る
所
は
稍
多
し
。…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
着
目
す
べ
き
は
、
道
昭
が
玄
奘
か
ら
「
経
論
は
奥
深
く
微
妙
で
、
究
め
つ
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
お
前
は
禅
を
学
ん
で
、東
の
国
の
日
本
に
広
め
る
の
が
よ
か
ろ
う
」と
い
う
教
え
を
受
け
、禅
定
を
学
び
は
じ
め
、
道
昭
の
帰
国
後
は
禅
を
学
ぶ
者
が
教
え
を
請
う
て
集
ま
っ
て
来
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
玄
奘
は
経
典
翻
訳
者
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
禅
定
を
重
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
禅
定
と
は
禅
と
定
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
定
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
sam
ādhi
で
あ
り
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
定
め
て
動
か
さ
な
い
瞑
想
を
指
し
、
「
三
昧
」
と
も
言
う
。
禅
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
のdhyāna
の
訳
語
で
あ
る
禅
那
を
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
瞑
想
し
て
身
心
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
定
の
一
分
と
解
す
る
。
し
ば
し
ば
総
合
し
て
禅
定
と
言
う
。
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
、
『
観
仏
三
昧
海
経
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
釈
尊
が
世
を
去
っ
た
後
に
、
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
す
る
人
々
も
ま
た
同
様
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
し
な
く
て
も
、
釈
尊
の
足
跡
を
見
た
り
、
仏
像
が
行
く
姿
を
見
た
り
し
た
人
々
も
ま
た
同
様
に
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
で
あ
る
僧
侶
は
観
想
を
す
れ
ば
よ
い
し
、
専
門
家
で
は
な
い
在
家
の
人
々
は
観
想
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
仏
三
昧
と
仏
跡
図
を
セ
ッ
ト
に
し
た
理
解
は
、
仮
に
玄
奘
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
唐
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
仏
跡
図
に
対
す
る
信
仰
は
玄
奘
に
対
す
る
尊
崇
や
敬
慕
の
念
と
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、
黄
文
本
実
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
記
録
が
な
い
た
め
に
、
第
三
本
の
作
者
と
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
薬
師
寺
仏
足
石
左
側
面
の
銘
文
に
登
場
す
る
越
田
安
万
が
禅
院
寺
に
あ
る
第
二
本
を
模
写
し
て
第
三
本
を
作
り
、
そ
の
上
さ
ら
に
仏
足
石
作
成
の
素
材
と
な
る
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
し
、
ど
こ
か
の
寺
院
に
納
め
ら
れ
た
第
三
本
を
基
に
し
て
越
田
安
万
が
仏
足
石
作
成
の
た
め
の
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
第
三
本
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
第
二
本
の
成
立
を
論
じ
た
際
に
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
、
僧
侶
は
観
想
を
し
て
三
昧
に
入
れ
ば
よ
い
し
、
在
家
の
人
々
は
専
門
的
な
観
想
を
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
た
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
は
専
門
家
向
け
と
専
門
で
は
な
い
人
向
け
の
救
済
方
法
を
提
示
し
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
。
玄
奘
が
道
昭
に
禅
定
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
は
論
理
的
に
教
学
を
深
め
て
悟
り
を
求
め
る
面
と
と
も
に
、
仏
の
教
え
は
人
智
を
超
え
た
深
さ
が
あ
る
ゆ
え
に
禅
定
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
仏
の
力
に
頼
っ
て
涅
槃
の
境
地
に
至
ろ
う
と
す
る
面
が
あ
る
。
文
室
真
人
智
努
と
い
う
人
物
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
て
、
薬
師
寺
仏
足
石
の
作
成
を
発
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
智
努
は
天
武
天
皇
の
孫
で
、
『
続
日
本
紀
』
巻
二
三
に
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
法
名
の
「
浄
三
」
と
い
う
名
で
登
場
し
て
い
る
。
廣
岡
義
隆
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
前
年
に
光
明
皇
后
が
崩
じ
た
際
に
は
「
智
努
」
の
名
で
出
て
い
る
の
で
、
天
平
宝
字
四
年
六
月
以
降
に
出
家
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。仏
足
石
を
作
っ
た
の
は
、
出
家
す
る
前
の
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
智
努
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
仏
教
に
対
す
る
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
智
努
は
仏
教
が
必
須
の
教
養
と
な
っ
て
い
た
時
代
の
知
識
人
と
し
て
、
玄
奘
訳
の
経
論
に
基
づ
く
法
相
宗
の
唯
識
思
想
と
い
う
高
度
な
仏
教
思
想
を
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仏
足
石
か
ら
読
み
取
れ
る
信
仰
は
難
解
な
も
の
で
は
な
く
、比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
く
信
仰
で
あ
る
。
智
努
は
知
識
人
と
し
て
高
い
学
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、
理
詰
め
で
考
え
て
悟
り
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
妻
が
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
で
安
楽
な
境
地
に
至
る
こ
と
や
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
福
に
な
る
と
い
う
理
想
を
求
め
る
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
④
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
本
稿
で
は
薬
師
寺
仏
足
石
信
仰
の
由
来
と
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
玄
奘
と
の
関
わ
り
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
き
た
。
第
一
本
仏
跡
図
は
王
玄
策
が
マ
ガ
ダ
国
か
ら
唐
に
持
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
普
光
寺
と
い
う
勅
願
寺
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
尊
重
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
跡
図
が
尊
重
さ
れ
た
理
由
は
、
マ
ガ
ダ
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
し
い
文
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
に
よ
る
価
値
の
保
証
が
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
第
二
本
は
黄
文
本
実
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
が
住
し
た
寺
院
で
あ
る
禅
院
寺
に
納
め
ら
れ
た
。
第
一
に
仏
跡
図
が
玄
奘
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
仏
跡
図
を
見
る
こ
と
で
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
観
仏
三
昧
と
い
う
禅
定
を
説
く
経
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
禅
院
寺
に
第
二
本
が
納
め
ら
れ
た
有
力
な
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
本
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
解
明
で
き
な
い
。
第
三
本
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
薬
師
寺
仏
足
石
は
文
室
真
人
智
努
の
発
願
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
信
仰
形
態
と
奈
良
を
代
表
す
る
大
寺
で
あ
る
薬
師
寺
の
信
仰
形
態
が
ほ
ど
よ
く
合
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仏
足
石
を
ま
つ
る
場
と
し
て
薬
師
寺
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
信
仰
形
態
の
特
徴
と
は
、知
識
人
を
満
足
さ
せ
る
高
度
な
思
想
が
信
仰
の
背
景
に
あ
る
こ
と
と
、
比
較
的
簡
単
に
誰
も
が
仏
の
世
界
に
至
れ
る
と
い
う
方
法
を
提
示
し
て
い
る
信
仰
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
薬
師
寺
は
唯
識
学
な
ど
玄
奘
の
新
訳
の
経
論
に
基
づ
く
教
え
を
伝
え
る
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
仏
足
石
を
安
置
し
て
お
ま
つ
り
で
き
た
場
所
で
も
あ
る
こ
と
で
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
知
識
人
の
信
仰
の
拠
り
所
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
補
遺
こ
こ
で
は
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
の
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
【
左
側
面
第
十
行
方
格
外
下
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
左
側
面
向
右
下
部
】
（
本
文
）
知
識
家
口
男
女
大
小
（
書
き
下
し
文
）
知
識
の
家
口
の
男
女
大
小
（
現
代
語
訳
）
施
主
の
家
族
の
老
若
男
女
【
左
側
面
方
格
外
向
右
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
右
側
面
】
（
本
文
）
諸
行
無
常
　
諸
法
无
我
　
涅
槃
寂
静
（
書
き
下
し
文
）
諸
行
は
無
常
な
り
。諸
法
は
無
我
な
り
。涅
槃
は
寂
静
な
り
。
（
現
代
語
訳
）あ
ら
ゆ
る
現
象
は
無
常
で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
存
在
に
実
体
は
な
い
。
　
悟
り
の
境
地
は
安
ら
か
で
あ
る
。
▼
写
真
２
　
　
薬
師
寺
佛
足
石・右
側
面
銘
文・刻
面
写
真
　﹇
飛
鳥
園
撮
影
﹈
五
、
佛
足
石
の
後
世
へ
の
影
響
﹇
大
阪
・
和
歌
山
調
査
報
告
﹈
　
　
林
昌
寺
佛
足
石
に
つ
い
て
今
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
共
同
研
究
調
査
で
は
、
古
代
薬
師
寺
仏
足
石
と
近
世
仏
足
石
の
時
代
の
空
隙
を
埋
め
る
中
世
仏
足
石
を
求
め
て
大
阪
府
泉
南
地
方
の
林
昌
寺
、
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
、
根
来
寺
、
粉
河
寺
の
各
寺
院
を
訪
れ
、
境
内
に
所
在
す
る
仏
足
石
の
調
査
を
行
っ
た
。
紀
三
井
寺
の
仏
足
石
は
戦
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
根
来
寺
の
仏
足
石
は
粉
河
寺
の
そ
れ
が
誤
っ
て
巷
間
に
存
在
が
流
布
し
た
も
の
で
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
除
外
し
、
林
昌
寺
と
粉
河
寺
の
仏
足
石
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
今
回
お
も
な
調
査
対
象
と
し
た
中
世
仏
足
石
が
あ
る
躑
躅
山
林
昌
寺
に
つ
い
て
、
同
寺
所
伝
の
由
緒
に
従
っ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
同
寺
は
、
有
名
な
中
世
荘
園
九
条
家
領
和
泉
国
日
根
野
荘
の
南
方
に
位
置
す
る
地
域
に
あ
り
、
山
の
南
西
斜
面
に
寺
の
諸
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
い
て
日
当
た
り
が
と
て
も
よ
く
、
風
光
明
媚
な
環
境
に
あ
る
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
。
近
隣
地
域
に
は
根
来
寺
、
粉
河
寺
な
ど
の
大
寺
院
も
点
在
し
、
高
野
山
の
麓
に
あ
る
こ
れ
ら
の
諸
寺
院
と
の
関
係
も
林
昌
寺
を
考
察
す
る
上
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
林
昌
寺
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
そ
の
開
基
を
行
基
と
す
る
古
刹
で
あ
る
。
行
基
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
三
院
六
坊
か
ら
な
る
当
時
の
寺
は
、
こ
の
地
の
水
質
が
鉱
質
に
富
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
山
菩
提
院
岡
寺
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
と
は
異
な
る
山
号
寺
号
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
近
隣
の
大
寺
院
で
あ
る
根
来
寺
が
、
平
安
初
期
、
粉
河
寺
が
聖
武
天
皇
没
後
の
宝
亀
年
間
の
開
基
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
地
域
で
は
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
寺
が
現
在
の
寺
号
山
号
と
な
っ
た
契
機
に
つ
い
て
、
由
緒
書
き
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
平
安
時
代
の
後
期
、
第
七
十
三
代
堀
河
天
皇
が
当
山
に
行
幸
の
み
ぎ
り
、
山
つ
つ
じ
が
見
事
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
山
号
を
躑
躅
山
と
し
、
法
林
繁
盛
の
勝
地
と
な
る
よ
う
、
寺
号
を
林
昌
寺
と
改
め
ら
れ
た
。
」
平
安
時
代
は
熊
野
詣
を
は
じ
め
天
皇
の
行
幸
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
都
か
ら
和
歌
山
を
経
て
熊
野
へ
向
か
う
途
中
立
ち
寄
る
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
し
、
林
昌
寺
を
目
的
地
と
し
て
行
幸
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
天
正
年
間
に
は
、
織
豊
政
権
に
よ
っ
て
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
の
信
長
に
よ
る
雑
賀
攻
め
、
同
九
〜
十
（
一
五
八
一
〜
二
）
年
の
高
野
攻
め
、
同
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
秀
吉
の
紀
州
征
伐
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
泉
南
か
ら
紀
州
の
諸
寺
院
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
林
昌
寺
も
創
建
当
時
か
ら
の
堂
塔
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し
、
現
存
の
諸
堂
伽
藍
は
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
も
の
を
始
め
と
し
て
近
年
に
再
建
さ
れ
た
堂
塔
も
あ
る
。
現
在
の
林
昌
寺
は
、
京
都
の
仁
和
寺
を
本
山
れ
て
い
る
。
国
宝
の
薬
師
寺
の
仏
足
石
は
安
山
岩
と
み
ら
れ
る
が
定
か
な
こ
と
は
地
質
学
の
専
門
家
の
鑑
定
に
待
つ
ほ
か
な
い
。
三
回
に
わ
た
っ
た
一
連
の
中
世
仏
足
石
の
調
査
で
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
仏
足
石
が
古
代
に
た
だ
一つ
の
存
在
で
、長
期
断
絶
し
て
近
世
に
至
っ
て
再
び
各
地
に
出
現
す
る
と
い
う
不
自
然
な
残
存
状
況
に
つ
い
て
、一
定
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。中
世
に
も
確
実
に
仏
足
石
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、そ
れ
が
多
く
の
場
合
無
関
心
に
屋
外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
風
化
が
進
み
、そ
れ
と
認
知
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。現
存
が
確
認
さ
れ
る
法
然
院
、安
土
城
、林
昌
寺
三
か
所
の
中
世
の
仏
足
石
は
、
い
ず
れ
も
露
天
に
放
置
さ
れ
風
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
林
昌
寺
の
も
の
は
、
三
十
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
同
寺
の
絵
葉
書
に
は
、
よ
り
明
瞭
に
仏
足
の
文
様
が
看
取
さ
れ
わ
ず
か
三
十
年
で
酸
性
雨
の
影
響
か
、
か
な
り
風
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
回
の
調
査
で
は
、
根
来
寺
に
あ
る
と
い
う
仏
足
石
を
探
し
た
が
、
こ
れ
は
粉
河
寺
の
仏
足
石
を
誤
っ
て
根
来
寺
の
仏
足
石
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
も
の
が
拡
散
し
た
も
の
と
判
明
し
た
。
粉
河
寺
で
の
仏
足
石
は
参
道
入
り
口
す
ぐ
の
左
側
に
覆
い
の
屋
根
の
下
に
柵
に
囲
ま
れ
て
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
柵
の
周
囲
か
ら
か
な
り
距
離
が
あ
り
、
法
量
の
計
測
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
字
の
判
読
す
ら
か
な
わ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
石
質
は
安
山
岩
様
に
見
受
け
ら
れ
た
が
判
然
と
し
な
い
。
周
囲
の
側
面
に
は
一
面
に
篆
書
と
も
行
書
と
も
判
別
し
か
ね
る
変
っ
た
書
体
で
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
近
世
に
か
か
る
追
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仏
足
石
の
仏
足
そ
の
も
の
は
、
林
昌
寺
の
も
の
と
共
通
し
て
切
り
欠
き
部
も
確
認
で
き
る
の
で
中
世
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、
改
め
て
許
可
を
得
て
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
台
石
が
焼
け
た
よ
う
な
赤
み
を
帯
び
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
天
正
年
間
に
行
わ
れ
た
織
豊
政
権
に
よ
る
紀
州
制
圧
戦
の
粉
河
寺
焼
亡
と
関
係
し
て
い
る
と
す
れ
ば
中
世
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
現
時
点
で
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
め
た
い
。
六
、
結
び
に
か
え
て
本
研
究
は
、武
蔵
野
大
学「
し
あ
わ
せ
研
究
」の
基
金
を
受
託
し「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
初
期
仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南
市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
中
世
の
可
能
性
が
高
い
粉
河
寺
の
も
の
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
薬
師
寺
佛
足
石
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研
究
蓄
積
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
研
究
史
の
上
に
確
か
な
地
歩
を
築
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と
そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三
年
間
に
わ
た
り
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
石
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
の
研
究
は
、
垤
和
本
精
拓
本
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
採
拓
者
で
あ
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
金
木
和
子
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、
昨
年
度
、
閉
門
後
の
夜
の
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
も
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
「
書
」
と
し
て
刻
さ
れ
て
い
た
か
知
り
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
お
蔭
様
で
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
な
る
べ
く
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
○
本
研
究
は
、
第
一
・
三
節
を
廣
瀨
、
第
四
節
を
遠
藤
、
第
五
節
を
漆
原
が
執
筆
し
、
第
二
節
を
廣
瀨
・
遠
藤
、
第
六
節
を
漆
原
・
廣
瀨
で
共
同
執
筆
し
た
。
○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
平
成
31
年
度
し
あ
わ
せ
研
究
費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
【
註
】
（
１
）
田
村
圓
澄
「
摂
論
宗
の
伝
来
」
（
速
水
侑
『
論
集
奈
良
仏
教
第
一
巻
　
奈
良
仏
教
の
展
開
』
、
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
二
五
頁
を
参
照
。
（
２
）
四
角
で
囲
っ
た
箇
所
は
空
欄
の
意
味
で
あ
る
。
（
３
）
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
年
再
版
）
三
〇
頁
を
参
照
。
な
お
こ
の
書
物
は
一
九
三
〇
年
の
初
版
本
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
再
版
本
を
参
照
し
た
。
（
４
）
藤
野
道
生
「
禅
院
寺
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
六‒
九
、
一
九
五
七
年
）
四
一
頁
を
参
照
。
（
５
）
原
田
憲
二
郎
、
森
下
惠
介
、
池
田
富
貴
子
『
平
城
の
甍―
平
城
京
出
土
瓦
展―
』
（
編
集
：
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
、
発
行
：
奈
良
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
頁
を
参
照
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。
http://w
w
w
.city.nara.lg.jp/w
w
w
/contents/1227078972143/files/i-
raka.pdf
（
６
）
廣
岡
義
隆
「
文
室
眞
人
智
努
の
生
涯―
天
平
一
知
識
人
の
憂
愁―
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
、
一
九
九
一
年
）
四
五
頁
を
参
照
。
（
７
）「
善
き
友
人
」
の
意
で
善
知
識
と
も
い
い
、
仏
の
教
え
を
説
き
勧
め
て
善
導
す
る
指
導
者
や
、
寺
院
や
仏
像
の
建
立
の
た
め
に
金
品
を
布
施
す
る
人
物
を
指
す
。
こ
の
箇
所
で
は
施
主
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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▼
薬
師
寺
佛
足
石
・
背
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書
の
復
元
（
１
）
と
す
る
真
言
宗
御
室
派
に
属
し
、
別
名
を
岡
大
師
と
称
す
る
よ
う
に
泉
州
地
区
の
弘
法
大
師
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
国
三
十
一
番
札
所
と
し
て
近
世
に
も
栄
え
た
寺
院
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
は
写
真
３
・
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
側
面
上
下
の
二
か
所
と
左
側
上
部
一
か
所
の
計
三
か
所
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
写
真
画
像
か
ら
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
線
刻
さ
れ
た
仏
像
の
輪
郭
が
残
さ
れ
て
い
る
。
右
側
上
部
と
左
側
部
分
の
線
刻
は
風
化
が
進
み
か
ろ
う
じ
て
線
刻
が
看
取
で
き
る
も
の
の
明
瞭
で
は
な
い
が
、
左
側
手
前
下
部
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
比
較
的
明
瞭
に
線
刻
さ
れ
た
小
仏
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
背
後
に
直
立
す
る
青
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
「
仏
足
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
近
世
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
線
刻
の
仏
像
が
見
ら
れ
る
の
は
、
す
で
に
本
研
究
Ⅱ
で
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
京
都
法
然
院
の
仏
足
石
（
写
真
５
・
６
）
と
安
土
城
仏
足
石
（
写
真
７
・
８
）
の
二
つ
の
中
世
仏
足
石
と
共
通
す
る
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
初
伝
の
通
り
林
昌
寺
仏
足
石
は
、
中
世
の
仏
足
石
で
あ
る
と
見
て
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
台
石
の
側
面
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
り
そ
こ
に
線
刻
の
小
仏
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
、
多
く
の
近
世
・
近
現
代
仏
足
石
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
中
世
仏
足
石
の
識
別
点
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
台
石
上
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
仏
足
本
体
そ
の
も
の
が
、
技
巧
的
な
近
世
の
仏
足
石
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
単
純
素
朴
で
雅
味
が
あ
る
と
い
え
る
印
象
を
受
け
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
の
石
質
は
玄
武
岩
の
よ
う
に
見
え
受
け
ら
れ
る
が
、
苔
や
泥
の
付
着
に
よ
り
明
確
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
近
世
近
現
代
の
仏
足
石
の
多
く
が
、
黒
御
影
石
あ
る
い
は
御
影
石
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
法
然
院
の
も
の
は
緑
泥
片
岩
（
秩
父
青
石
）
、
安
土
城
の
も
の
は
安
山
岩
が
用
い
ら
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一
、
は
じ
め
に
本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
初
期
仏
教
を
ま
さ
に
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
日
本
最
古
の
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
刻
の
薬
師
寺
に
あ
る
「
佛
足
石
」に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
注
目
し
、書
道
学（
廣
瀨
）・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
た
も
の
で
、
す
で
に
発
表
し
た
次
の
二
つ
の
共
同
研
究
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―
正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―
左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成
立
過
程―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
上
記
の
論
文
で
発
表
し
た
佛
足
石
正
面
と
左
側
面
銘
文
に
関
す
る
研
究
に
続
き
、
本
稿
で
は
背
面
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
分
析
を
進
め
る
。
最
初
に
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
薬
師
寺
佛
足
石
に
関
わ
っ
た
人
々
の
信
仰
の
あ
り
方
や
成
立
過
程
を
前
号
に
引
き
続
き
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
江
戸
時
代
に
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
間
の
期
間
（
中
世
な
ど
）
に
お
け
る
佛
足
石
の
存
在
を
埋
め
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
今
回
大
阪
と
和
歌
山
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
佛
足
石
の
調
査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
二
、
佛
足
石
背
面
銘
文
の
釈
文
佛
足
石
の
銘
文
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
文
献
と
し
て
次
の
論
文
が
あ
る
。
冒
頭
の
太
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
略
号
と
し
て
示
し
た
。
①
　
旧
↓
薬
師
寺
発
行
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
出
典
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
と
し
て
い
る
）
②
　
新
↓
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
補
訂
版
（
岩
波
　
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
③
　
吉
↓
吉
村
怜
『
天
人
誕
生
図
の
研
究
』
（
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
）
本
書
所
収
の
神
直
石
手
論
文
の
初
出
は
吉
村
怜
「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
者
「
神
直
石
手
」
に
つ
い
て
」
（
『
美
術
史
研
究
』
八
、
一
九
七
一
年
）
④
　
岡
↓
廣
岡
義
隆
「
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
、一
九
九
〇
年
）、『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
基
に
し
つ
つ
更
に
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
注
＊
﹈
及
び
精
拓
本
（
垤
和
本
）
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
た
も
の
が
次
の
太
字
の
釈
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
異
同
の
あ
る
文
字
に
棒
線
を
記
し
、
そ
の
左
側
に
、
先
賢
の
諸
説
を
記
し
た
。
﹇
注
＊
﹈
写
真
　
令
和
元
年
９
月
25
日
付
で
薬
師
寺
に
掲
載
許
可
申
請
、
同
年
10
月
１
日
付
・
薬
師
寺
掲
載
許
可
第
１―
２
６
８
号
に
よ
り
、
飛
鳥
園
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
〈
銘
文
の
行
数
と
釈
文
〉
１
　
至
心
發
願
爲
　
　
　
・
旧
新
吉
：
爲
　
岡
：
為
２
　
亡
夫
人
從
四
位
下
　
　
　
・
旧
新
吉
：
從
　
岡
：
従
３
　
茨
田
郡
主
法
４
　
名
良
式
敬
寫
５
　
釋
迦
如
来
神
　
　
　
・
旧
：
釈
　
新
吉
岡
：
釋
　
　
　
・
旧
広
：
来
　
新
吉
：
來
　
　
　
　
　
＊
五
字
目
は
、
へ
ん
の
字
形
が
「
神
」
「
神
」
に
も
ど
ち
ら
に
　
　
　
　
　
　
も
見
え
る
字
形
を
し
て
い
る
。
６
　
跡
伏
願
夫
人
７
　
之
霊
駕
遊
入
　
　
　
・
旧
岡
：
霊
　
新
吉
：
靈
　
　
　
　
　
・
岡
：
「
遊
」
の
あ
と
に
「
入
」
＊
今
回
の
調
査
で
も
精
密
な
写
真
画
像
と
拓
本
を
過
眼
す
る
と
わ
ず
か
に
残
る
刻
跡
よ
り
「
入
」
が
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
13
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
８
　
无
勝
之
妙
邦
９
　
受
□
□
□
□
之
　
　
　
・
旧
新
：
□
□
□
□
　
吉
：
□
□
　
岡
：
□
□
□
10
　
聖
□
永
脱
有
　
　
　
・
旧
新
吉
：
□
は
言
ベ
ン
　
岡
：
□
　
　
　
　
　
＊
二
字
目
の
□
は
、
飛
鳥
園
撮
影
写
真
で
も
垤
和
本
精
拓
本
で
　
　
　
　
　
　
も
「
言
べ
ん
」
は
過
眼
で
き
る
。
し
か
し
旁
部
及
び
９
行
目
　
　
　
　
　
　
の
中
央
部
に
か
け
て
は
剥
離
に
よ
る
摩
滅
に
よ
り
不
明
。
11
　
漏
高
證
无
爲
同
12
　
霑
三
界
共
契
一
眞
　
　
　
・
旧
新
吉
：
眞
　
岡
：
真
（
書
き
下
し
文
）
至
心
に
発
願
し
、
亡
夫
人
従
四
位
下
茨
田
郡
主
法
名
良
式
の
為
に
、
敬
ん
で
釈
迦
如
来
の
神
跡
を
写
す
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
夫
人
の
霊
、
駕
遊
し
て
無
勝
の
妙
邦
に
入
り
て
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
に
有
漏
を
脱
し
、
無
為
を
高
証
し
、
同
に
三
界
を
霑
し
、
共
に
一
眞
に
契
わ
ん
こ
と
を
。
（
現
代
語
訳
）
真
心
を
持
っ
て
誓
願
を
立
て
、
今
は
亡
き
夫
人
の
従
四
位
下
茨
田
郡
主
、
法
名
は
良
式
の
た
め
に
、
慎
み
敬
っ
て
釈
尊
の
足
跡
を
写
す
。
仏
に
平
伏
し
礼
拝
し
、
夫
人
の
霊
が
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
に
て
悠
々
と
し
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
遠
に
煩
悩
か
ら
と
き
は
な
た
れ
、
悟
り
の
境
地
に
至
り
、迷
い
の
世
界
の
生
き
と
し
生
き
る
者
す
べ
て
に
利
益
が
お
よ
び
、皆
共
に
仏
が
教
え
る
真
理
に
目
覚
め
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
三
、
原
刻
写
真
と
精
拓
本
の
比
較
に
よ
る
　
　
刻
さ
れ
た
書
線
の
検
討
薬
師
寺
佛
足
石
側
面
の
銘
文
は
、
ど
の
面
も
概
ね
風
化
に
よ
り
摩
滅
し
て
い
る
が
、
背
面
は
、
正
面
刻
や
右
側
面
刻
と
比
べ
る
と
、
剥
落
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
刻
線
は
比
較
的
明
瞭
な
方
で
あ
る
。
正
面
・
左
右
の
側
面
は
、
肉
眼
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
在
、
佛
足
石
の
背
面
が
、
堂
内
の
壁
面
と
ほ
ぼ
接
す
る
に
近
い
状
態
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
刻
線
を
肉
眼
で
直
接
確
か
め
な
が
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
今
回
の
背
面
銘
文
調
査
及
び
復
元
に
あ
た
っ
て
も
前
回
の
研
究
と
同
様
に
新
倉
垤
斎
・
金
木
和
子
両
氏
が
昭
和
四
十
七
年
に
採
拓
し
た
精
拓
本
（
垤
和
本
）
を
頼
り
に
、
復
元
作
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
か
つ
て
佛
足
石
移
動
時
に
飛
鳥
園
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
背
面
の
現
刻
写
真
画
像
と
も
比
較
検
討
し
な
が
ら
（
表
１
参
照
）
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
更
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
北
魏
時
代
の
書
の
古
典
を
参
照
し
て
導
き
出
し
た
も
の
が
表
１
の
下
部
に
示
し
た
一
次
補
正
・
二
次
補
正
で
あ
る
。
佛
足
石
背
面
の
銘
文
の
周
囲
に
刻
さ
れ
て
い
る
枠
（
方
格
）
の
寸
法
は
横
巾
66
㎝
、
縦
の
寸
法
に
つ
い
て
は
最
も
長
い
右
側
が
28
・
５
㎝
、
中
央
部
の
狭
い
箇
所
が
25
㎝
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
、
最
も
大
き
い
「
釋
」
字
は
、
横
４
㎝
、
縦
５
㎝
で
あ
り
、
小
さ
い
文
字
は
２
㎝
角
で
あ
る
。
ち
な
み
に
佛
足
石
の
右
側
面
に
唯
一
刻
さ
れ
た
銘
文
（
本
稿
第
４
節
末
尾
の
写
真
２
）
の
大
き
さ
（
枠
﹇
方
格
﹈
の
寸
法
）
は
、
上
部
の
横
が
12
㎝
、
下
部
の
横
が
11
・
５
㎝
、
縦
が
18
㎝
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
記
し
て
お
く
。
１
、
至
・
・
拓
本
（
原
拓
）
で
は
、
二
画
目
の
横
画
の
位
置
が
刻
線
と
傷
に
よ
り
二
通
り
推
定
で
き
、
特
定
に
困
っ
た
が
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
正
し
い
位
置
が
判
定
で
き
た
。
同
様
に
最
終
画
の
起
筆
と
収
筆
の
位
置
と
太
さ
に
つ
い
て
も
写
真
に
よ
り
判
定
で
き
た
。
２
、
心
・
・
原
刻
写
真
に
よ
っ
て
一
画
目
の
点
の
位
置
が
特
定
で
き
た
。
三
・
四
画
目
の
点
の
位
置
は
、
原
刻
の
摩
滅
が
著
し
く
拓
本
及
び
写
真
に
お
い
て
も
特
定
が
困
難
。
推
定
位
置
を
二
次
補
正
で
示
し
た
。
３
、
發
・
・
上
部
の
「
は
つ
が
し
ら
」
が
、
珍
し
い
字
形
で
あ
る
。
原
刻
写
真
に
よ
り
、
よ
り
明
確
と
な
る
。
４
、
亡
・
・
一
画
目
の
字
形
と
三
画
目
の
収
筆
の
状
態
が
拓
本
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
原
刻
写
真
に
よ
り
、
刻
線
と
石
の
傷
と
の
違
い
を
読
み
取
れ
て
明
ら
か
に
で
き
た
。
５
、
從
・
・
「
從
」
の
異
体
字
に
つ
い
て
、
旁
の
中
央
部
の
「
点
」
の
有
無
が
気
に
な
っ
た
が
、
北
魏
の
書
に
も
点
が
あ
る
字
例
が
あ
り
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
っ
て
も
点
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
右
下
部
が
「
之
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
６
、
式
・
・
異
体
字
の
「
式
」
で
あ
る
が
、
左
下
部
は
完
全
に
「
コ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
７
、
敬
・
・
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
、
四
画
目
及
び
五
画
目
が
明
確
と
な
る
。
８
、
寫
・
・
下
部
の
四
つ
の
点
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
９
、
釋
・
・
「
米
」
に
変
化
し
た
「
へ
ん
」
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
10
、
神
・
・
「
へ
ん
」
の
刻
線
が
「
ネ
」
に
も
「
示
」
に
も
見
え
る
刻
し
方
を
し
て
い
る
。
11
、
伏
・
・
写
真
と
拓
本
の
両
者
に
「
犬
」
の
三
画
目
の
起
筆
の
方
向
の
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
▼
表
１
　
写
真
・
拓
本
文
字
比
較
表
 
12
、
駕
・
・
「
馬
」
の
下
部
が
「
四
つ
点
」
な
の
か
「
一
」
な
の
か
拓
本
・
原
刻
写
真
と
も
不
明
瞭
。
13
、
入
・
・
写
真
画
像
・
原
拓
本
両
方
と
も
に
浅
い
線
で
「
入
」
字
の
筆
画
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
表
２
で
示
し
た
よ
う
に
原
拓
を
基
に
推
定
す
る
と
石
本
体
の
亀
裂
や
傷
な
の
か
文
字
を
刻
し
た
線
な
の
か
の
判
定
が
と
て
も
し
づ
ら
く
、
「
入
」
の
筆
画
ら
し
き
線
状
が
、
大
き
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
①
）
と
小
さ
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
②
）
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
。
写
真
画
像
で
は
こ
れ
ら
二
種
類
と
別
な
位
置
に
刻
線
ら
し
き
線
状
が
見
え
る
の
で
、
次
の
表
に
推
定
さ
れ
る
三
種
類
の
字
形
を
ま
ず
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
三
種
類
の
字
形
候
補
が
出
て
き
た
の
で
写
真
画
像
と
原
拓
を
更
に
入
念
に
観
察
す
る
と
単
な
る
平
面
で
は
な
く
凹
凸
の
あ
る
複
雑
な
表
面
の
た
め
特
に
斜
め
に
走
る
山
の
稜
線
の
よ
う
な
凸
部
で
は
通
常
の
採
拓
と
は
異
な
る
墨
だ
ま
り
の
よ
う
な
拓
影
が
現
出
す
る
よ
う
で
、
文
字
刻
を
再
現
す
る
時
に
は
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
ゆ
え
に
③
の
字
形
が
近
い
も
の
と
推
定
す
る
。
意
味
的
に
は
文
章
中
の
こ
の
場
所
に
「
入
」
が
挿
入
さ
れ
た
と
し
て
も
通
じ
る
の
で
問
題
は
な
い
。
▼
表
２
　
「
入
」
字
の
刻
線
推
定
表
14
、
邦
・
・
左
部
の
横
画
は
四
本
あ
る
。
北
魏
の
書
に
こ
の
字
例
あ
り
。
15
、
受
・
・
冠
部
の
点
が
四
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
つ
は
傷
で
あ
る
。
16
、
永
・
・
「
永
」
字
の
右
半
分
は
、
原
石
の
剥
落
に
よ
り
完
全
に
消
滅
。
二
次
補
正
で
、
北
魏
の
鄭
道
昭
の
書
よ
り
推
定
。
17
、
脱
・
・
右
上
部
は
原
石
の
剥
落
あ
り
。
18
、
證
・
・
「
は
つ
が
し
ら
」
の
字
形
左
側
が
「
タ
」
19
、
界
・
・
「
界
」
の
下
部
が
「
分
」
の
異
体
字
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
四
、
薬
師
寺
佛
足
石
成
立
の
過
程
先
の
論
文
に
お
い
て
正
面
・
左
側
面
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
背
面
に
刻
さ
れ
た
仏
足
石
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
か
ら
読
み
取
っ
た
新
た
な
内
容
を
参
照
し
つ
つ
、
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
、
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
、
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
④
で
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
を
示
し
、
⑤
で
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
に
刻
さ
れ
た
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
仏
跡
図
第
二
本
を
唐
の
普
光
寺
か
ら
平
城
京
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
も
た
ら
し
た
画
師
の
黄
文
本
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
年
代
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
黄
文
本
実
が
入
唐
し
た
時
期
の
上
限
は
、
王
玄
策
が
一
回
目
の
遣
使
の
任
務
を
終
え
て
唐
に
帰
国
し
た
可
能
性
が
あ
る
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
、
ま
た
は
二
回
目
の
貞
観
二
二
年
（
六
四
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
黄
文
本
実
が
参
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
遣
唐
使
の
時
期
の
上
限
は
、
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
回
遣
唐
使
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
第
二
回
遣
唐
使
に
は
玄
奘
の
直
弟
子
と
な
っ
た
道
昭
（
六
二
九
〜
七
〇
〇
）
が
参
加
し
て
お
り
、
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
は
、
道
昭
が
経
論
を
多
数
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
玄
奘
の
新
訳
経
典
や
教
学
が
日
本
仏
教
に
対
し
て
多
大
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
黄
文
本
実
が
日
本
に
帰
国
し
た
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
正
倉
院
文
書
「
写
疏
所
解
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
、
七
一
〇
頁
）
に
、
禅
院
寺
の
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
十
月
九
日
の
所
蔵
記
録
と
し
て
仏
跡
図
が
見
ら
れ
る
。
天
平
一
九
年
に
直
近
の
遣
唐
使
の
帰
国
は
、
玄
昉
ら
が
参
加
し
た
遣
唐
使
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
六
、
天
平
一
八
年
六
月
条
に
よ
る
と
、
玄
昉
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
帰
国
し
、
経
論
五
千
余
巻
と
仏
像
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
田
村
圓
澄
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
う
し
て
玄
昉
は
盛
唐
の
最
も
新
し
い
仏
教
で
あ
る
法
相
宗
を
智
周
に
学
び
、「
経
論
五
千
余
巻
及
諸
仏
像
」を
た
ず
さ
え
、天
平
七
年（
七
三
五
）
に
帰
国
し
た
。
「
経
論
五
千
余
巻
」
は
『
開
元
釈
教
録
』
所
収
の
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
玄
奘
の
翻
訳
に
か
か
る
新
訳
経
典
を
ふ
く
む
一
切
経
が
、
は
じ
め
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
玄
昉
の
帰
国
に
よ
っ
て
、
玄
奘
の
手
に
な
る
新
訳
経
典
は
ほ
ぼ
す
べ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
玄
昉
に
よ
っ
て
玄
奘
の
弟
子
の
基
が
創
始
し
た
法
相
宗
の
教
え
も
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
黄
文
本
実
の
活
動
年
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
日
本
仏
教
に
対
す
る
玄
奘
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
教
を
専
門
と
す
る
僧
侶
で
は
な
く
画
師
で
は
あ
る
が
、
遣
唐
使
と
し
て
の
教
養
を
備
え
た
知
識
人
で
あ
り
、
仏
教
に
関
し
て
も
一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
た
人
物
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
黄
文
本
実
が
長
安
の
普
光
寺
で
仏
跡
図
に
出
会
っ
た
際
に
、
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
考
え
た
動
機
は
も
ち
ろ
ん
崇
拝
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
崇
拝
に
値
す
る
と
判
断
し
た
根
拠
と
な
る
の
は
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
記
さ
れ
る
仏
跡
図
の
由
来
、
す
な
わ
ち
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
記
述
内
容
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玄
奘
の
言
と
仏
説
の
経
典
と
い
う
価
値
の
裏
付
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
黄
文
本
実
は
こ
れ
を
模
写
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
写
疏
所
解
」
は
禅
院
寺
の
仏
跡
図
に
つ
い
て
「
仏
跡
図
一
巻
」
と
記
し
、
そ
の
下
に「
一
条
紅
帒
　
一
条
　
　
　
　
　
一
条
錦
帒
」と
記
載
し
て
い
る
。帒
は
袋
の
意
味
な
の
で
三
袋
分
、
つ
ま
り
仏
跡
図
は
三
枚
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
袋
に
入
れ
て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
黄
文
本
実
が
唐
に
い
る
と
き
に
三
枚
模
写
し
た
か
、
ま
た
は
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
追
加
し
て
描
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
を
禅
院
寺
に
納
め
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
平
城
京
の
右
京
に
あ
っ
た
元
興
寺
の
禅
院
の
前
身
は
、
玄
奘
に
学
ん
だ
道
昭
が
帰
国
後
に
住
ん
だ
飛
鳥
寺
（
元
興
寺
）
の
禅
院
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
記
さ
れ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
禅
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
初
め
孝
徳
天
皇
の
白
雉
四
年
、
使
に
随
い
て
入
唐
す
。
適 
玄
奘
三
蔵
に
遇
い
、
師
と
し
て
業
を
受
く
。
三
蔵
特
に
愛
し
、
同
房
に
住
せ
し
む
。
…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。…
中
略…
後
に
平
城
に
遷
都
す
る
や
、
和
尚
の
弟
及
び
弟
子
等
は
奏
聞
し
、
禅
院
を
新
京
に
徙
し
建
て
る
。
今
の
平
城
右
京
禅
院
が
是
れ
な
り
。
此
の
院
多
く
経
論
有
り
。
書
迹
楷
好
。
並
び
に
錯
誤
せ
ず
。
皆
和
上
の
将
来
せ
る
所
の
者
な
り
。
石
田
茂
作
氏
の
研
究
で
は
、
「
写
疏
所
解
」
に
記
さ
れ
る
禅
院
寺
を
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
の
禅
院
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
石
田
氏
は
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
藤
野
道
生
氏
は
、
か
の 
”本
元
興
寺” 
東
南
隅
か
ら
移
し
建
て
ら
れ
た
と
伝
へ
る 
”道
昭
禅
院” 
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
擬
し
て
み
る
と
き
、
そ
の
場
所
は
、
同
じ
く 
”右
京” 
で
あ
つ
た
と
い
ふ
し
、
ま
た
、
道
昭
将
来
の
幾
多
の
経
典
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
は
れ
る
如
き
、
こ
の
建
物
の
有
つ
特
殊
性
格
か
ら
し
て
も
、
遣
唐
使
節
が
、
唐
に
あ
つ
て
写
し
帰
つ
た
と
見
え
る 
”仏
跡
図” 
を
収
蔵
す
る
の
場
所
と
し
て
、
極
め
て
自
然
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
と
は
元
興
寺
の
禅
院
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
藤
野
氏
の
こ
の
推
論
は
次
に
挙
げ
る
発
掘
調
査
を
基
に
し
た
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
正
当
性
は
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
１
９
９
２
年
の
飛
鳥
寺
東
南
部
の
調
査
で
、
複
弁
八
弁
蓮
華
紋
軒
丸
瓦
・
重
弧
紋
軒
平
瓦
、
竹
状
模
骨
丸
瓦
が
出
土
し
、
東
南
禅
院
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
東
南
禅
院
は
道
昭
が
７
世
紀
後
半
に
建
て
、
平
城
遷
都
に
と
も
な
い
右
京
四
条
一
坊
に
移
建
さ
れ
、
禅
院
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
の
出
土
瓦
は
、
飛
鳥
の
東
南
禅
院
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
調
査
地
周
辺
に
禅
院
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
竹
状
模
骨
丸
瓦
」
と
は
丸
瓦
凹
面
に
竹
の
よ
う
な
細
棒
を
綴
り
合
わ
せ
た
、
ス
ダ
レ
状
の
圧
痕
が
残
る
無
段
式
丸
瓦
で
あ
る
。
従
来
は
北
部
九
州
の
地
域
的
特
色
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
畿
内
で
も
少
数
な
が
ら
出
土
例
が
あ
り
、
ご
く
限
ら
れ
た
工
人
に
よ
る
傍
系
的
技
術
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
と
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
出
土
し
た
竹
状
模
骨
丸
瓦
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
寺
と
は
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
が
移
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
藤
野
氏
と
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
仏
跡
図
は
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
藤
野
氏
は
仏
跡
図
が
道
昭
ゆ
か
り
の
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
唐
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
跡
図
と
は
単
に
唐
に
ゆ
か
り
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
っ
て
価
値
を
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
跡
図
と
玄
奘
の
関
係
を
重
視
し
て
、
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
ゆ
か
り
の
禅
院
に
収
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
う
可
能
性
を
想
定
し
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
は
仏
足
石
の
価
値
や
意
義
を
説
明
す
る
た
め
に
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
ほ
か
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
仏
足
石
銘
文
は
そ
の
撰
者
が
独
自
に
研
究
調
査
し
て
文
章
を
書
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
と
と
も
に
仏
跡
図
の
由
来
と
意
義
付
け
を
禅
院
に
伝
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
銘
文
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
る
解
釈
は
、
も
ち
ろ
ん
黄
文
本
実
が
独
自
に
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
唐
で
学
ん
だ
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
唐
に
お
い
て
そ
の
解
釈
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
源
流
は
や
は
り
玄
奘
に
帰
す
る
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
よ
っ
て
仏
跡
図
の
意
味
を
説
い
た
記
録
は
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
玄
奘
と
同
時
代
を
生
き
た
道
宣
の
『
釈
迦
氏
譜
』
や
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』
の
中
で
も
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
の
で
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
典
拠
に
し
て
仏
跡
図
を
説
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
玄
奘
が
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
基
づ
い
て
理
解
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
提
示
し
て
お
く
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
あ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
又
謂
い
て
曰
く
、
経
論
は
深
妙
な
り
。
究
竟
す
る
能
わ
ず
。
禅
流
を
学
び
東
土
に
伝
う
る
に
如
か
ず
、
と
。
和
尚
教
を
奉
じ
て
、
始
め
て
禅
定
を
習
う
。
悟
る
所
は
稍
多
し
。…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
着
目
す
べ
き
は
、
道
昭
が
玄
奘
か
ら
「
経
論
は
奥
深
く
微
妙
で
、
究
め
つ
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
お
前
は
禅
を
学
ん
で
、東
の
国
の
日
本
に
広
め
る
の
が
よ
か
ろ
う
」と
い
う
教
え
を
受
け
、禅
定
を
学
び
は
じ
め
、
道
昭
の
帰
国
後
は
禅
を
学
ぶ
者
が
教
え
を
請
う
て
集
ま
っ
て
来
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
玄
奘
は
経
典
翻
訳
者
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
禅
定
を
重
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
禅
定
と
は
禅
と
定
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
定
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
sam
ādhi
で
あ
り
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
定
め
て
動
か
さ
な
い
瞑
想
を
指
し
、
「
三
昧
」
と
も
言
う
。
禅
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
のdhyāna
の
訳
語
で
あ
る
禅
那
を
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
瞑
想
し
て
身
心
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
定
の
一
分
と
解
す
る
。
し
ば
し
ば
総
合
し
て
禅
定
と
言
う
。
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
、
『
観
仏
三
昧
海
経
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
釈
尊
が
世
を
去
っ
た
後
に
、
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
す
る
人
々
も
ま
た
同
様
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
し
な
く
て
も
、
釈
尊
の
足
跡
を
見
た
り
、
仏
像
が
行
く
姿
を
見
た
り
し
た
人
々
も
ま
た
同
様
に
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
で
あ
る
僧
侶
は
観
想
を
す
れ
ば
よ
い
し
、
専
門
家
で
は
な
い
在
家
の
人
々
は
観
想
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
仏
三
昧
と
仏
跡
図
を
セ
ッ
ト
に
し
た
理
解
は
、
仮
に
玄
奘
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
唐
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
仏
跡
図
に
対
す
る
信
仰
は
玄
奘
に
対
す
る
尊
崇
や
敬
慕
の
念
と
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、
黄
文
本
実
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
記
録
が
な
い
た
め
に
、
第
三
本
の
作
者
と
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
薬
師
寺
仏
足
石
左
側
面
の
銘
文
に
登
場
す
る
越
田
安
万
が
禅
院
寺
に
あ
る
第
二
本
を
模
写
し
て
第
三
本
を
作
り
、
そ
の
上
さ
ら
に
仏
足
石
作
成
の
素
材
と
な
る
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
し
、
ど
こ
か
の
寺
院
に
納
め
ら
れ
た
第
三
本
を
基
に
し
て
越
田
安
万
が
仏
足
石
作
成
の
た
め
の
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
第
三
本
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
第
二
本
の
成
立
を
論
じ
た
際
に
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
、
僧
侶
は
観
想
を
し
て
三
昧
に
入
れ
ば
よ
い
し
、
在
家
の
人
々
は
専
門
的
な
観
想
を
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
た
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
は
専
門
家
向
け
と
専
門
で
は
な
い
人
向
け
の
救
済
方
法
を
提
示
し
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
。
玄
奘
が
道
昭
に
禅
定
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
は
論
理
的
に
教
学
を
深
め
て
悟
り
を
求
め
る
面
と
と
も
に
、
仏
の
教
え
は
人
智
を
超
え
た
深
さ
が
あ
る
ゆ
え
に
禅
定
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
仏
の
力
に
頼
っ
て
涅
槃
の
境
地
に
至
ろ
う
と
す
る
面
が
あ
る
。
文
室
真
人
智
努
と
い
う
人
物
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
て
、
薬
師
寺
仏
足
石
の
作
成
を
発
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
智
努
は
天
武
天
皇
の
孫
で
、
『
続
日
本
紀
』
巻
二
三
に
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
法
名
の
「
浄
三
」
と
い
う
名
で
登
場
し
て
い
る
。
廣
岡
義
隆
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
前
年
に
光
明
皇
后
が
崩
じ
た
際
に
は
「
智
努
」
の
名
で
出
て
い
る
の
で
、
天
平
宝
字
四
年
六
月
以
降
に
出
家
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。仏
足
石
を
作
っ
た
の
は
、
出
家
す
る
前
の
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
智
努
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
仏
教
に
対
す
る
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
智
努
は
仏
教
が
必
須
の
教
養
と
な
っ
て
い
た
時
代
の
知
識
人
と
し
て
、
玄
奘
訳
の
経
論
に
基
づ
く
法
相
宗
の
唯
識
思
想
と
い
う
高
度
な
仏
教
思
想
を
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仏
足
石
か
ら
読
み
取
れ
る
信
仰
は
難
解
な
も
の
で
は
な
く
、比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
く
信
仰
で
あ
る
。
智
努
は
知
識
人
と
し
て
高
い
学
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、
理
詰
め
で
考
え
て
悟
り
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
妻
が
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
で
安
楽
な
境
地
に
至
る
こ
と
や
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
福
に
な
る
と
い
う
理
想
を
求
め
る
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
④
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
本
稿
で
は
薬
師
寺
仏
足
石
信
仰
の
由
来
と
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
玄
奘
と
の
関
わ
り
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
き
た
。
第
一
本
仏
跡
図
は
王
玄
策
が
マ
ガ
ダ
国
か
ら
唐
に
持
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
普
光
寺
と
い
う
勅
願
寺
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
尊
重
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
跡
図
が
尊
重
さ
れ
た
理
由
は
、
マ
ガ
ダ
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
し
い
文
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
に
よ
る
価
値
の
保
証
が
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
第
二
本
は
黄
文
本
実
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
が
住
し
た
寺
院
で
あ
る
禅
院
寺
に
納
め
ら
れ
た
。
第
一
に
仏
跡
図
が
玄
奘
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
仏
跡
図
を
見
る
こ
と
で
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
観
仏
三
昧
と
い
う
禅
定
を
説
く
経
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
禅
院
寺
に
第
二
本
が
納
め
ら
れ
た
有
力
な
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
本
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
解
明
で
き
な
い
。
第
三
本
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
薬
師
寺
仏
足
石
は
文
室
真
人
智
努
の
発
願
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
信
仰
形
態
と
奈
良
を
代
表
す
る
大
寺
で
あ
る
薬
師
寺
の
信
仰
形
態
が
ほ
ど
よ
く
合
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仏
足
石
を
ま
つ
る
場
と
し
て
薬
師
寺
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
信
仰
形
態
の
特
徴
と
は
、知
識
人
を
満
足
さ
せ
る
高
度
な
思
想
が
信
仰
の
背
景
に
あ
る
こ
と
と
、
比
較
的
簡
単
に
誰
も
が
仏
の
世
界
に
至
れ
る
と
い
う
方
法
を
提
示
し
て
い
る
信
仰
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
薬
師
寺
は
唯
識
学
な
ど
玄
奘
の
新
訳
の
経
論
に
基
づ
く
教
え
を
伝
え
る
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
仏
足
石
を
安
置
し
て
お
ま
つ
り
で
き
た
場
所
で
も
あ
る
こ
と
で
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
知
識
人
の
信
仰
の
拠
り
所
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
補
遺
こ
こ
で
は
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
の
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
【
左
側
面
第
十
行
方
格
外
下
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
左
側
面
向
右
下
部
】
（
本
文
）
知
識
家
口
男
女
大
小
（
書
き
下
し
文
）
知
識
の
家
口
の
男
女
大
小
（
現
代
語
訳
）
施
主
の
家
族
の
老
若
男
女
【
左
側
面
方
格
外
向
右
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
右
側
面
】
（
本
文
）
諸
行
無
常
　
諸
法
无
我
　
涅
槃
寂
静
（
書
き
下
し
文
）
諸
行
は
無
常
な
り
。諸
法
は
無
我
な
り
。涅
槃
は
寂
静
な
り
。
（
現
代
語
訳
）あ
ら
ゆ
る
現
象
は
無
常
で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
存
在
に
実
体
は
な
い
。
　
悟
り
の
境
地
は
安
ら
か
で
あ
る
。
▼
写
真
２
　
　
薬
師
寺
佛
足
石・右
側
面
銘
文・刻
面
写
真
　﹇
飛
鳥
園
撮
影
﹈
五
、
佛
足
石
の
後
世
へ
の
影
響
﹇
大
阪
・
和
歌
山
調
査
報
告
﹈
　
　
林
昌
寺
佛
足
石
に
つ
い
て
今
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
共
同
研
究
調
査
で
は
、
古
代
薬
師
寺
仏
足
石
と
近
世
仏
足
石
の
時
代
の
空
隙
を
埋
め
る
中
世
仏
足
石
を
求
め
て
大
阪
府
泉
南
地
方
の
林
昌
寺
、
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
、
根
来
寺
、
粉
河
寺
の
各
寺
院
を
訪
れ
、
境
内
に
所
在
す
る
仏
足
石
の
調
査
を
行
っ
た
。
紀
三
井
寺
の
仏
足
石
は
戦
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
根
来
寺
の
仏
足
石
は
粉
河
寺
の
そ
れ
が
誤
っ
て
巷
間
に
存
在
が
流
布
し
た
も
の
で
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
除
外
し
、
林
昌
寺
と
粉
河
寺
の
仏
足
石
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
今
回
お
も
な
調
査
対
象
と
し
た
中
世
仏
足
石
が
あ
る
躑
躅
山
林
昌
寺
に
つ
い
て
、
同
寺
所
伝
の
由
緒
に
従
っ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
同
寺
は
、
有
名
な
中
世
荘
園
九
条
家
領
和
泉
国
日
根
野
荘
の
南
方
に
位
置
す
る
地
域
に
あ
り
、
山
の
南
西
斜
面
に
寺
の
諸
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
い
て
日
当
た
り
が
と
て
も
よ
く
、
風
光
明
媚
な
環
境
に
あ
る
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
。
近
隣
地
域
に
は
根
来
寺
、
粉
河
寺
な
ど
の
大
寺
院
も
点
在
し
、
高
野
山
の
麓
に
あ
る
こ
れ
ら
の
諸
寺
院
と
の
関
係
も
林
昌
寺
を
考
察
す
る
上
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
林
昌
寺
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
そ
の
開
基
を
行
基
と
す
る
古
刹
で
あ
る
。
行
基
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
三
院
六
坊
か
ら
な
る
当
時
の
寺
は
、
こ
の
地
の
水
質
が
鉱
質
に
富
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
山
菩
提
院
岡
寺
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
と
は
異
な
る
山
号
寺
号
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
近
隣
の
大
寺
院
で
あ
る
根
来
寺
が
、
平
安
初
期
、
粉
河
寺
が
聖
武
天
皇
没
後
の
宝
亀
年
間
の
開
基
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
地
域
で
は
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
寺
が
現
在
の
寺
号
山
号
と
な
っ
た
契
機
に
つ
い
て
、
由
緒
書
き
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
平
安
時
代
の
後
期
、
第
七
十
三
代
堀
河
天
皇
が
当
山
に
行
幸
の
み
ぎ
り
、
山
つ
つ
じ
が
見
事
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
山
号
を
躑
躅
山
と
し
、
法
林
繁
盛
の
勝
地
と
な
る
よ
う
、
寺
号
を
林
昌
寺
と
改
め
ら
れ
た
。
」
平
安
時
代
は
熊
野
詣
を
は
じ
め
天
皇
の
行
幸
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
都
か
ら
和
歌
山
を
経
て
熊
野
へ
向
か
う
途
中
立
ち
寄
る
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
し
、
林
昌
寺
を
目
的
地
と
し
て
行
幸
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
天
正
年
間
に
は
、
織
豊
政
権
に
よ
っ
て
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
の
信
長
に
よ
る
雑
賀
攻
め
、
同
九
〜
十
（
一
五
八
一
〜
二
）
年
の
高
野
攻
め
、
同
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
秀
吉
の
紀
州
征
伐
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
泉
南
か
ら
紀
州
の
諸
寺
院
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
林
昌
寺
も
創
建
当
時
か
ら
の
堂
塔
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し
、
現
存
の
諸
堂
伽
藍
は
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
も
の
を
始
め
と
し
て
近
年
に
再
建
さ
れ
た
堂
塔
も
あ
る
。
現
在
の
林
昌
寺
は
、
京
都
の
仁
和
寺
を
本
山
れ
て
い
る
。
国
宝
の
薬
師
寺
の
仏
足
石
は
安
山
岩
と
み
ら
れ
る
が
定
か
な
こ
と
は
地
質
学
の
専
門
家
の
鑑
定
に
待
つ
ほ
か
な
い
。
三
回
に
わ
た
っ
た
一
連
の
中
世
仏
足
石
の
調
査
で
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
仏
足
石
が
古
代
に
た
だ
一つ
の
存
在
で
、長
期
断
絶
し
て
近
世
に
至
っ
て
再
び
各
地
に
出
現
す
る
と
い
う
不
自
然
な
残
存
状
況
に
つ
い
て
、一
定
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。中
世
に
も
確
実
に
仏
足
石
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、そ
れ
が
多
く
の
場
合
無
関
心
に
屋
外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
風
化
が
進
み
、そ
れ
と
認
知
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。現
存
が
確
認
さ
れ
る
法
然
院
、安
土
城
、林
昌
寺
三
か
所
の
中
世
の
仏
足
石
は
、
い
ず
れ
も
露
天
に
放
置
さ
れ
風
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
林
昌
寺
の
も
の
は
、
三
十
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
同
寺
の
絵
葉
書
に
は
、
よ
り
明
瞭
に
仏
足
の
文
様
が
看
取
さ
れ
わ
ず
か
三
十
年
で
酸
性
雨
の
影
響
か
、
か
な
り
風
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
回
の
調
査
で
は
、
根
来
寺
に
あ
る
と
い
う
仏
足
石
を
探
し
た
が
、
こ
れ
は
粉
河
寺
の
仏
足
石
を
誤
っ
て
根
来
寺
の
仏
足
石
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
も
の
が
拡
散
し
た
も
の
と
判
明
し
た
。
粉
河
寺
で
の
仏
足
石
は
参
道
入
り
口
す
ぐ
の
左
側
に
覆
い
の
屋
根
の
下
に
柵
に
囲
ま
れ
て
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
柵
の
周
囲
か
ら
か
な
り
距
離
が
あ
り
、
法
量
の
計
測
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
字
の
判
読
す
ら
か
な
わ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
石
質
は
安
山
岩
様
に
見
受
け
ら
れ
た
が
判
然
と
し
な
い
。
周
囲
の
側
面
に
は
一
面
に
篆
書
と
も
行
書
と
も
判
別
し
か
ね
る
変
っ
た
書
体
で
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
近
世
に
か
か
る
追
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仏
足
石
の
仏
足
そ
の
も
の
は
、
林
昌
寺
の
も
の
と
共
通
し
て
切
り
欠
き
部
も
確
認
で
き
る
の
で
中
世
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、
改
め
て
許
可
を
得
て
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
台
石
が
焼
け
た
よ
う
な
赤
み
を
帯
び
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
天
正
年
間
に
行
わ
れ
た
織
豊
政
権
に
よ
る
紀
州
制
圧
戦
の
粉
河
寺
焼
亡
と
関
係
し
て
い
る
と
す
れ
ば
中
世
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
現
時
点
で
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
め
た
い
。
六
、
結
び
に
か
え
て
本
研
究
は
、武
蔵
野
大
学「
し
あ
わ
せ
研
究
」の
基
金
を
受
託
し「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
初
期
仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南
市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
中
世
の
可
能
性
が
高
い
粉
河
寺
の
も
の
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
薬
師
寺
佛
足
石
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研
究
蓄
積
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
研
究
史
の
上
に
確
か
な
地
歩
を
築
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と
そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三
年
間
に
わ
た
り
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
石
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
の
研
究
は
、
垤
和
本
精
拓
本
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
採
拓
者
で
あ
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
金
木
和
子
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、
昨
年
度
、
閉
門
後
の
夜
の
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
も
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
「
書
」
と
し
て
刻
さ
れ
て
い
た
か
知
り
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
お
蔭
様
で
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
な
る
べ
く
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
○
本
研
究
は
、
第
一
・
三
節
を
廣
瀨
、
第
四
節
を
遠
藤
、
第
五
節
を
漆
原
が
執
筆
し
、
第
二
節
を
廣
瀨
・
遠
藤
、
第
六
節
を
漆
原
・
廣
瀨
で
共
同
執
筆
し
た
。
○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
平
成
31
年
度
し
あ
わ
せ
研
究
費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
【
註
】
（
１
）
田
村
圓
澄
「
摂
論
宗
の
伝
来
」
（
速
水
侑
『
論
集
奈
良
仏
教
第
一
巻
　
奈
良
仏
教
の
展
開
』
、
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
二
五
頁
を
参
照
。
（
２
）
四
角
で
囲
っ
た
箇
所
は
空
欄
の
意
味
で
あ
る
。
（
３
）
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
年
再
版
）
三
〇
頁
を
参
照
。
な
お
こ
の
書
物
は
一
九
三
〇
年
の
初
版
本
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
再
版
本
を
参
照
し
た
。
（
４
）
藤
野
道
生
「
禅
院
寺
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
六‒
九
、
一
九
五
七
年
）
四
一
頁
を
参
照
。
（
５
）
原
田
憲
二
郎
、
森
下
惠
介
、
池
田
富
貴
子
『
平
城
の
甍―
平
城
京
出
土
瓦
展―
』
（
編
集
：
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
、
発
行
：
奈
良
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
頁
を
参
照
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。
http://w
w
w
.city.nara.lg.jp/w
w
w
/contents/1227078972143/files/i-
raka.pdf
（
６
）
廣
岡
義
隆
「
文
室
眞
人
智
努
の
生
涯―
天
平
一
知
識
人
の
憂
愁―
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
、
一
九
九
一
年
）
四
五
頁
を
参
照
。
（
７
）「
善
き
友
人
」
の
意
で
善
知
識
と
も
い
い
、
仏
の
教
え
を
説
き
勧
め
て
善
導
す
る
指
導
者
や
、
寺
院
や
仏
像
の
建
立
の
た
め
に
金
品
を
布
施
す
る
人
物
を
指
す
。
こ
の
箇
所
で
は
施
主
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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▼
薬
師
寺
佛
足
石
・
背
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書
の
復
元
（
１
）
と
す
る
真
言
宗
御
室
派
に
属
し
、
別
名
を
岡
大
師
と
称
す
る
よ
う
に
泉
州
地
区
の
弘
法
大
師
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
国
三
十
一
番
札
所
と
し
て
近
世
に
も
栄
え
た
寺
院
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
は
写
真
３
・
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
側
面
上
下
の
二
か
所
と
左
側
上
部
一
か
所
の
計
三
か
所
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
写
真
画
像
か
ら
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
線
刻
さ
れ
た
仏
像
の
輪
郭
が
残
さ
れ
て
い
る
。
右
側
上
部
と
左
側
部
分
の
線
刻
は
風
化
が
進
み
か
ろ
う
じ
て
線
刻
が
看
取
で
き
る
も
の
の
明
瞭
で
は
な
い
が
、
左
側
手
前
下
部
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
比
較
的
明
瞭
に
線
刻
さ
れ
た
小
仏
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
背
後
に
直
立
す
る
青
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
「
仏
足
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
近
世
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
線
刻
の
仏
像
が
見
ら
れ
る
の
は
、
す
で
に
本
研
究
Ⅱ
で
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
京
都
法
然
院
の
仏
足
石
（
写
真
５
・
６
）
と
安
土
城
仏
足
石
（
写
真
７
・
８
）
の
二
つ
の
中
世
仏
足
石
と
共
通
す
る
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
初
伝
の
通
り
林
昌
寺
仏
足
石
は
、
中
世
の
仏
足
石
で
あ
る
と
見
て
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
台
石
の
側
面
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
り
そ
こ
に
線
刻
の
小
仏
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
、
多
く
の
近
世
・
近
現
代
仏
足
石
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
中
世
仏
足
石
の
識
別
点
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
台
石
上
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
仏
足
本
体
そ
の
も
の
が
、
技
巧
的
な
近
世
の
仏
足
石
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
単
純
素
朴
で
雅
味
が
あ
る
と
い
え
る
印
象
を
受
け
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
の
石
質
は
玄
武
岩
の
よ
う
に
見
え
受
け
ら
れ
る
が
、
苔
や
泥
の
付
着
に
よ
り
明
確
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
近
世
近
現
代
の
仏
足
石
の
多
く
が
、
黒
御
影
石
あ
る
い
は
御
影
石
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
法
然
院
の
も
の
は
緑
泥
片
岩
（
秩
父
青
石
）
、
安
土
城
の
も
の
は
安
山
岩
が
用
い
ら
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一
、
は
じ
め
に
本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
初
期
仏
教
を
ま
さ
に
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
日
本
最
古
の
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
刻
の
薬
師
寺
に
あ
る
「
佛
足
石
」に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
注
目
し
、書
道
学（
廣
瀨
）・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
た
も
の
で
、
す
で
に
発
表
し
た
次
の
二
つ
の
共
同
研
究
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―
正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―
左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成
立
過
程―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
上
記
の
論
文
で
発
表
し
た
佛
足
石
正
面
と
左
側
面
銘
文
に
関
す
る
研
究
に
続
き
、
本
稿
で
は
背
面
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
分
析
を
進
め
る
。
最
初
に
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
薬
師
寺
佛
足
石
に
関
わ
っ
た
人
々
の
信
仰
の
あ
り
方
や
成
立
過
程
を
前
号
に
引
き
続
き
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
江
戸
時
代
に
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
間
の
期
間
（
中
世
な
ど
）
に
お
け
る
佛
足
石
の
存
在
を
埋
め
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
今
回
大
阪
と
和
歌
山
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
佛
足
石
の
調
査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
二
、
佛
足
石
背
面
銘
文
の
釈
文
佛
足
石
の
銘
文
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
文
献
と
し
て
次
の
論
文
が
あ
る
。
冒
頭
の
太
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
略
号
と
し
て
示
し
た
。
①
　
旧
↓
薬
師
寺
発
行
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
出
典
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
と
し
て
い
る
）
②
　
新
↓
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
補
訂
版
（
岩
波
　
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
③
　
吉
↓
吉
村
怜
『
天
人
誕
生
図
の
研
究
』
（
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
）
本
書
所
収
の
神
直
石
手
論
文
の
初
出
は
吉
村
怜
「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
者
「
神
直
石
手
」
に
つ
い
て
」
（
『
美
術
史
研
究
』
八
、
一
九
七
一
年
）
④
　
岡
↓
廣
岡
義
隆
「
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
、一
九
九
〇
年
）、『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
基
に
し
つ
つ
更
に
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
注
＊
﹈
及
び
精
拓
本
（
垤
和
本
）
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
た
も
の
が
次
の
太
字
の
釈
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
異
同
の
あ
る
文
字
に
棒
線
を
記
し
、
そ
の
左
側
に
、
先
賢
の
諸
説
を
記
し
た
。
﹇
注
＊
﹈
写
真
　
令
和
元
年
９
月
25
日
付
で
薬
師
寺
に
掲
載
許
可
申
請
、
同
年
10
月
１
日
付
・
薬
師
寺
掲
載
許
可
第
１―
２
６
８
号
に
よ
り
、
飛
鳥
園
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
〈
銘
文
の
行
数
と
釈
文
〉
１
　
至
心
發
願
爲
　
　
　
・
旧
新
吉
：
爲
　
岡
：
為
２
　
亡
夫
人
從
四
位
下
　
　
　
・
旧
新
吉
：
從
　
岡
：
従
３
　
茨
田
郡
主
法
４
　
名
良
式
敬
寫
５
　
釋
迦
如
来
神
　
　
　
・
旧
：
釈
　
新
吉
岡
：
釋
　
　
　
・
旧
広
：
来
　
新
吉
：
來
　
　
　
　
　
＊
五
字
目
は
、
へ
ん
の
字
形
が
「
神
」
「
神
」
に
も
ど
ち
ら
に
　
　
　
　
　
　
も
見
え
る
字
形
を
し
て
い
る
。
６
　
跡
伏
願
夫
人
７
　
之
霊
駕
遊
入
　
　
　
・
旧
岡
：
霊
　
新
吉
：
靈
　
　
　
　
　
・
岡
：
「
遊
」
の
あ
と
に
「
入
」
＊
今
回
の
調
査
で
も
精
密
な
写
真
画
像
と
拓
本
を
過
眼
す
る
と
わ
ず
か
に
残
る
刻
跡
よ
り
「
入
」
が
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
13
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
８
　
无
勝
之
妙
邦
９
　
受
□
□
□
□
之
　
　
　
・
旧
新
：
□
□
□
□
　
吉
：
□
□
　
岡
：
□
□
□
10
　
聖
□
永
脱
有
　
　
　
・
旧
新
吉
：
□
は
言
ベ
ン
　
岡
：
□
　
　
　
　
　
＊
二
字
目
の
□
は
、
飛
鳥
園
撮
影
写
真
で
も
垤
和
本
精
拓
本
で
　
　
　
　
　
　
も
「
言
べ
ん
」
は
過
眼
で
き
る
。
し
か
し
旁
部
及
び
９
行
目
　
　
　
　
　
　
の
中
央
部
に
か
け
て
は
剥
離
に
よ
る
摩
滅
に
よ
り
不
明
。
11
　
漏
高
證
无
爲
同
12
　
霑
三
界
共
契
一
眞
　
　
　
・
旧
新
吉
：
眞
　
岡
：
真
（
書
き
下
し
文
）
至
心
に
発
願
し
、
亡
夫
人
従
四
位
下
茨
田
郡
主
法
名
良
式
の
為
に
、
敬
ん
で
釈
迦
如
来
の
神
跡
を
写
す
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
夫
人
の
霊
、
駕
遊
し
て
無
勝
の
妙
邦
に
入
り
て
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
に
有
漏
を
脱
し
、
無
為
を
高
証
し
、
同
に
三
界
を
霑
し
、
共
に
一
眞
に
契
わ
ん
こ
と
を
。
（
現
代
語
訳
）
真
心
を
持
っ
て
誓
願
を
立
て
、
今
は
亡
き
夫
人
の
従
四
位
下
茨
田
郡
主
、
法
名
は
良
式
の
た
め
に
、
慎
み
敬
っ
て
釈
尊
の
足
跡
を
写
す
。
仏
に
平
伏
し
礼
拝
し
、
夫
人
の
霊
が
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
に
て
悠
々
と
し
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
遠
に
煩
悩
か
ら
と
き
は
な
た
れ
、
悟
り
の
境
地
に
至
り
、迷
い
の
世
界
の
生
き
と
し
生
き
る
者
す
べ
て
に
利
益
が
お
よ
び
、皆
共
に
仏
が
教
え
る
真
理
に
目
覚
め
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
三
、
原
刻
写
真
と
精
拓
本
の
比
較
に
よ
る
　
　
刻
さ
れ
た
書
線
の
検
討
薬
師
寺
佛
足
石
側
面
の
銘
文
は
、
ど
の
面
も
概
ね
風
化
に
よ
り
摩
滅
し
て
い
る
が
、
背
面
は
、
正
面
刻
や
右
側
面
刻
と
比
べ
る
と
、
剥
落
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
刻
線
は
比
較
的
明
瞭
な
方
で
あ
る
。
正
面
・
左
右
の
側
面
は
、
肉
眼
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
在
、
佛
足
石
の
背
面
が
、
堂
内
の
壁
面
と
ほ
ぼ
接
す
る
に
近
い
状
態
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
刻
線
を
肉
眼
で
直
接
確
か
め
な
が
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
今
回
の
背
面
銘
文
調
査
及
び
復
元
に
あ
た
っ
て
も
前
回
の
研
究
と
同
様
に
新
倉
垤
斎
・
金
木
和
子
両
氏
が
昭
和
四
十
七
年
に
採
拓
し
た
精
拓
本
（
垤
和
本
）
を
頼
り
に
、
復
元
作
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
か
つ
て
佛
足
石
移
動
時
に
飛
鳥
園
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
背
面
の
現
刻
写
真
画
像
と
も
比
較
検
討
し
な
が
ら
（
表
１
参
照
）
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
更
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
北
魏
時
代
の
書
の
古
典
を
参
照
し
て
導
き
出
し
た
も
の
が
表
１
の
下
部
に
示
し
た
一
次
補
正
・
二
次
補
正
で
あ
る
。
佛
足
石
背
面
の
銘
文
の
周
囲
に
刻
さ
れ
て
い
る
枠
（
方
格
）
の
寸
法
は
横
巾
66
㎝
、
縦
の
寸
法
に
つ
い
て
は
最
も
長
い
右
側
が
28
・
５
㎝
、
中
央
部
の
狭
い
箇
所
が
25
㎝
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
、
最
も
大
き
い
「
釋
」
字
は
、
横
４
㎝
、
縦
５
㎝
で
あ
り
、
小
さ
い
文
字
は
２
㎝
角
で
あ
る
。
ち
な
み
に
佛
足
石
の
右
側
面
に
唯
一
刻
さ
れ
た
銘
文
（
本
稿
第
４
節
末
尾
の
写
真
２
）
の
大
き
さ
（
枠
﹇
方
格
﹈
の
寸
法
）
は
、
上
部
の
横
が
12
㎝
、
下
部
の
横
が
11
・
５
㎝
、
縦
が
18
㎝
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
記
し
て
お
く
。
１
、
至
・
・
拓
本
（
原
拓
）
で
は
、
二
画
目
の
横
画
の
位
置
が
刻
線
と
傷
に
よ
り
二
通
り
推
定
で
き
、
特
定
に
困
っ
た
が
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
正
し
い
位
置
が
判
定
で
き
た
。
同
様
に
最
終
画
の
起
筆
と
収
筆
の
位
置
と
太
さ
に
つ
い
て
も
写
真
に
よ
り
判
定
で
き
た
。
２
、
心
・
・
原
刻
写
真
に
よ
っ
て
一
画
目
の
点
の
位
置
が
特
定
で
き
た
。
三
・
四
画
目
の
点
の
位
置
は
、
原
刻
の
摩
滅
が
著
し
く
拓
本
及
び
写
真
に
お
い
て
も
特
定
が
困
難
。
推
定
位
置
を
二
次
補
正
で
示
し
た
。
３
、
發
・
・
上
部
の
「
は
つ
が
し
ら
」
が
、
珍
し
い
字
形
で
あ
る
。
原
刻
写
真
に
よ
り
、
よ
り
明
確
と
な
る
。
４
、
亡
・
・
一
画
目
の
字
形
と
三
画
目
の
収
筆
の
状
態
が
拓
本
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
原
刻
写
真
に
よ
り
、
刻
線
と
石
の
傷
と
の
違
い
を
読
み
取
れ
て
明
ら
か
に
で
き
た
。
５
、
從
・
・
「
從
」
の
異
体
字
に
つ
い
て
、
旁
の
中
央
部
の
「
点
」
の
有
無
が
気
に
な
っ
た
が
、
北
魏
の
書
に
も
点
が
あ
る
字
例
が
あ
り
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
っ
て
も
点
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
右
下
部
が
「
之
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
６
、
式
・
・
異
体
字
の
「
式
」
で
あ
る
が
、
左
下
部
は
完
全
に
「
コ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
７
、
敬
・
・
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
、
四
画
目
及
び
五
画
目
が
明
確
と
な
る
。
８
、
寫
・
・
下
部
の
四
つ
の
点
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
９
、
釋
・
・
「
米
」
に
変
化
し
た
「
へ
ん
」
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
10
、
神
・
・
「
へ
ん
」
の
刻
線
が
「
ネ
」
に
も
「
示
」
に
も
見
え
る
刻
し
方
を
し
て
い
る
。
11
、
伏
・
・
写
真
と
拓
本
の
両
者
に
「
犬
」
の
三
画
目
の
起
筆
の
方
向
の
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
▼
表
１
　
写
真
・
拓
本
文
字
比
較
表
 
12
、
駕
・
・
「
馬
」
の
下
部
が
「
四
つ
点
」
な
の
か
「
一
」
な
の
か
拓
本
・
原
刻
写
真
と
も
不
明
瞭
。
13
、
入
・
・
写
真
画
像
・
原
拓
本
両
方
と
も
に
浅
い
線
で
「
入
」
字
の
筆
画
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
表
２
で
示
し
た
よ
う
に
原
拓
を
基
に
推
定
す
る
と
石
本
体
の
亀
裂
や
傷
な
の
か
文
字
を
刻
し
た
線
な
の
か
の
判
定
が
と
て
も
し
づ
ら
く
、
「
入
」
の
筆
画
ら
し
き
線
状
が
、
大
き
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
①
）
と
小
さ
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
②
）
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
。
写
真
画
像
で
は
こ
れ
ら
二
種
類
と
別
な
位
置
に
刻
線
ら
し
き
線
状
が
見
え
る
の
で
、
次
の
表
に
推
定
さ
れ
る
三
種
類
の
字
形
を
ま
ず
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
三
種
類
の
字
形
候
補
が
出
て
き
た
の
で
写
真
画
像
と
原
拓
を
更
に
入
念
に
観
察
す
る
と
単
な
る
平
面
で
は
な
く
凹
凸
の
あ
る
複
雑
な
表
面
の
た
め
特
に
斜
め
に
走
る
山
の
稜
線
の
よ
う
な
凸
部
で
は
通
常
の
採
拓
と
は
異
な
る
墨
だ
ま
り
の
よ
う
な
拓
影
が
現
出
す
る
よ
う
で
、
文
字
刻
を
再
現
す
る
時
に
は
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
ゆ
え
に
③
の
字
形
が
近
い
も
の
と
推
定
す
る
。
意
味
的
に
は
文
章
中
の
こ
の
場
所
に
「
入
」
が
挿
入
さ
れ
た
と
し
て
も
通
じ
る
の
で
問
題
は
な
い
。
▼
表
２
　
「
入
」
字
の
刻
線
推
定
表
14
、
邦
・
・
左
部
の
横
画
は
四
本
あ
る
。
北
魏
の
書
に
こ
の
字
例
あ
り
。
15
、
受
・
・
冠
部
の
点
が
四
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
つ
は
傷
で
あ
る
。
16
、
永
・
・
「
永
」
字
の
右
半
分
は
、
原
石
の
剥
落
に
よ
り
完
全
に
消
滅
。
二
次
補
正
で
、
北
魏
の
鄭
道
昭
の
書
よ
り
推
定
。
17
、
脱
・
・
右
上
部
は
原
石
の
剥
落
あ
り
。
18
、
證
・
・
「
は
つ
が
し
ら
」
の
字
形
左
側
が
「
タ
」
19
、
界
・
・
「
界
」
の
下
部
が
「
分
」
の
異
体
字
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
四
、
薬
師
寺
佛
足
石
成
立
の
過
程
先
の
論
文
に
お
い
て
正
面
・
左
側
面
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
背
面
に
刻
さ
れ
た
仏
足
石
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
か
ら
読
み
取
っ
た
新
た
な
内
容
を
参
照
し
つ
つ
、
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
、
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
、
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
④
で
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
を
示
し
、
⑤
で
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
に
刻
さ
れ
た
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
仏
跡
図
第
二
本
を
唐
の
普
光
寺
か
ら
平
城
京
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
も
た
ら
し
た
画
師
の
黄
文
本
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
年
代
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
黄
文
本
実
が
入
唐
し
た
時
期
の
上
限
は
、
王
玄
策
が
一
回
目
の
遣
使
の
任
務
を
終
え
て
唐
に
帰
国
し
た
可
能
性
が
あ
る
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
、
ま
た
は
二
回
目
の
貞
観
二
二
年
（
六
四
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
黄
文
本
実
が
参
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
遣
唐
使
の
時
期
の
上
限
は
、
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
回
遣
唐
使
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
第
二
回
遣
唐
使
に
は
玄
奘
の
直
弟
子
と
な
っ
た
道
昭
（
六
二
九
〜
七
〇
〇
）
が
参
加
し
て
お
り
、
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
は
、
道
昭
が
経
論
を
多
数
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
玄
奘
の
新
訳
経
典
や
教
学
が
日
本
仏
教
に
対
し
て
多
大
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
黄
文
本
実
が
日
本
に
帰
国
し
た
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
正
倉
院
文
書
「
写
疏
所
解
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
、
七
一
〇
頁
）
に
、
禅
院
寺
の
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
十
月
九
日
の
所
蔵
記
録
と
し
て
仏
跡
図
が
見
ら
れ
る
。
天
平
一
九
年
に
直
近
の
遣
唐
使
の
帰
国
は
、
玄
昉
ら
が
参
加
し
た
遣
唐
使
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
六
、
天
平
一
八
年
六
月
条
に
よ
る
と
、
玄
昉
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
帰
国
し
、
経
論
五
千
余
巻
と
仏
像
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
田
村
圓
澄
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
う
し
て
玄
昉
は
盛
唐
の
最
も
新
し
い
仏
教
で
あ
る
法
相
宗
を
智
周
に
学
び
、「
経
論
五
千
余
巻
及
諸
仏
像
」を
た
ず
さ
え
、天
平
七
年（
七
三
五
）
に
帰
国
し
た
。
「
経
論
五
千
余
巻
」
は
『
開
元
釈
教
録
』
所
収
の
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
玄
奘
の
翻
訳
に
か
か
る
新
訳
経
典
を
ふ
く
む
一
切
経
が
、
は
じ
め
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
玄
昉
の
帰
国
に
よ
っ
て
、
玄
奘
の
手
に
な
る
新
訳
経
典
は
ほ
ぼ
す
べ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
玄
昉
に
よ
っ
て
玄
奘
の
弟
子
の
基
が
創
始
し
た
法
相
宗
の
教
え
も
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
黄
文
本
実
の
活
動
年
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
日
本
仏
教
に
対
す
る
玄
奘
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
教
を
専
門
と
す
る
僧
侶
で
は
な
く
画
師
で
は
あ
る
が
、
遣
唐
使
と
し
て
の
教
養
を
備
え
た
知
識
人
で
あ
り
、
仏
教
に
関
し
て
も
一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
た
人
物
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
黄
文
本
実
が
長
安
の
普
光
寺
で
仏
跡
図
に
出
会
っ
た
際
に
、
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
考
え
た
動
機
は
も
ち
ろ
ん
崇
拝
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
崇
拝
に
値
す
る
と
判
断
し
た
根
拠
と
な
る
の
は
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
記
さ
れ
る
仏
跡
図
の
由
来
、
す
な
わ
ち
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
記
述
内
容
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玄
奘
の
言
と
仏
説
の
経
典
と
い
う
価
値
の
裏
付
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
黄
文
本
実
は
こ
れ
を
模
写
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
写
疏
所
解
」
は
禅
院
寺
の
仏
跡
図
に
つ
い
て
「
仏
跡
図
一
巻
」
と
記
し
、
そ
の
下
に「
一
条
紅
帒
　
一
条
　
　
　
　
　
一
条
錦
帒
」と
記
載
し
て
い
る
。帒
は
袋
の
意
味
な
の
で
三
袋
分
、
つ
ま
り
仏
跡
図
は
三
枚
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
袋
に
入
れ
て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
黄
文
本
実
が
唐
に
い
る
と
き
に
三
枚
模
写
し
た
か
、
ま
た
は
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
追
加
し
て
描
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
を
禅
院
寺
に
納
め
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
平
城
京
の
右
京
に
あ
っ
た
元
興
寺
の
禅
院
の
前
身
は
、
玄
奘
に
学
ん
だ
道
昭
が
帰
国
後
に
住
ん
だ
飛
鳥
寺
（
元
興
寺
）
の
禅
院
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
記
さ
れ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
禅
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
初
め
孝
徳
天
皇
の
白
雉
四
年
、
使
に
随
い
て
入
唐
す
。
適 
玄
奘
三
蔵
に
遇
い
、
師
と
し
て
業
を
受
く
。
三
蔵
特
に
愛
し
、
同
房
に
住
せ
し
む
。
…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。…
中
略…
後
に
平
城
に
遷
都
す
る
や
、
和
尚
の
弟
及
び
弟
子
等
は
奏
聞
し
、
禅
院
を
新
京
に
徙
し
建
て
る
。
今
の
平
城
右
京
禅
院
が
是
れ
な
り
。
此
の
院
多
く
経
論
有
り
。
書
迹
楷
好
。
並
び
に
錯
誤
せ
ず
。
皆
和
上
の
将
来
せ
る
所
の
者
な
り
。
石
田
茂
作
氏
の
研
究
で
は
、
「
写
疏
所
解
」
に
記
さ
れ
る
禅
院
寺
を
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
の
禅
院
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
石
田
氏
は
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
藤
野
道
生
氏
は
、
か
の 
”本
元
興
寺” 
東
南
隅
か
ら
移
し
建
て
ら
れ
た
と
伝
へ
る 
”道
昭
禅
院” 
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
擬
し
て
み
る
と
き
、
そ
の
場
所
は
、
同
じ
く 
”右
京” 
で
あ
つ
た
と
い
ふ
し
、
ま
た
、
道
昭
将
来
の
幾
多
の
経
典
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
は
れ
る
如
き
、
こ
の
建
物
の
有
つ
特
殊
性
格
か
ら
し
て
も
、
遣
唐
使
節
が
、
唐
に
あ
つ
て
写
し
帰
つ
た
と
見
え
る 
”仏
跡
図” 
を
収
蔵
す
る
の
場
所
と
し
て
、
極
め
て
自
然
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
と
は
元
興
寺
の
禅
院
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
藤
野
氏
の
こ
の
推
論
は
次
に
挙
げ
る
発
掘
調
査
を
基
に
し
た
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
正
当
性
は
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
１
９
９
２
年
の
飛
鳥
寺
東
南
部
の
調
査
で
、
複
弁
八
弁
蓮
華
紋
軒
丸
瓦
・
重
弧
紋
軒
平
瓦
、
竹
状
模
骨
丸
瓦
が
出
土
し
、
東
南
禅
院
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
東
南
禅
院
は
道
昭
が
７
世
紀
後
半
に
建
て
、
平
城
遷
都
に
と
も
な
い
右
京
四
条
一
坊
に
移
建
さ
れ
、
禅
院
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
の
出
土
瓦
は
、
飛
鳥
の
東
南
禅
院
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
調
査
地
周
辺
に
禅
院
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
竹
状
模
骨
丸
瓦
」
と
は
丸
瓦
凹
面
に
竹
の
よ
う
な
細
棒
を
綴
り
合
わ
せ
た
、
ス
ダ
レ
状
の
圧
痕
が
残
る
無
段
式
丸
瓦
で
あ
る
。
従
来
は
北
部
九
州
の
地
域
的
特
色
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
畿
内
で
も
少
数
な
が
ら
出
土
例
が
あ
り
、
ご
く
限
ら
れ
た
工
人
に
よ
る
傍
系
的
技
術
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
と
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
出
土
し
た
竹
状
模
骨
丸
瓦
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
寺
と
は
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
が
移
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
藤
野
氏
と
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
仏
跡
図
は
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
藤
野
氏
は
仏
跡
図
が
道
昭
ゆ
か
り
の
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
唐
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
跡
図
と
は
単
に
唐
に
ゆ
か
り
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
っ
て
価
値
を
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
跡
図
と
玄
奘
の
関
係
を
重
視
し
て
、
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
ゆ
か
り
の
禅
院
に
収
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
う
可
能
性
を
想
定
し
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
は
仏
足
石
の
価
値
や
意
義
を
説
明
す
る
た
め
に
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
ほ
か
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
仏
足
石
銘
文
は
そ
の
撰
者
が
独
自
に
研
究
調
査
し
て
文
章
を
書
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
と
と
も
に
仏
跡
図
の
由
来
と
意
義
付
け
を
禅
院
に
伝
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
銘
文
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
る
解
釈
は
、
も
ち
ろ
ん
黄
文
本
実
が
独
自
に
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
唐
で
学
ん
だ
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
唐
に
お
い
て
そ
の
解
釈
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
源
流
は
や
は
り
玄
奘
に
帰
す
る
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
よ
っ
て
仏
跡
図
の
意
味
を
説
い
た
記
録
は
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
玄
奘
と
同
時
代
を
生
き
た
道
宣
の
『
釈
迦
氏
譜
』
や
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』
の
中
で
も
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
の
で
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
典
拠
に
し
て
仏
跡
図
を
説
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
玄
奘
が
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
基
づ
い
て
理
解
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
提
示
し
て
お
く
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
あ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
又
謂
い
て
曰
く
、
経
論
は
深
妙
な
り
。
究
竟
す
る
能
わ
ず
。
禅
流
を
学
び
東
土
に
伝
う
る
に
如
か
ず
、
と
。
和
尚
教
を
奉
じ
て
、
始
め
て
禅
定
を
習
う
。
悟
る
所
は
稍
多
し
。…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
着
目
す
べ
き
は
、
道
昭
が
玄
奘
か
ら
「
経
論
は
奥
深
く
微
妙
で
、
究
め
つ
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
お
前
は
禅
を
学
ん
で
、東
の
国
の
日
本
に
広
め
る
の
が
よ
か
ろ
う
」と
い
う
教
え
を
受
け
、禅
定
を
学
び
は
じ
め
、
道
昭
の
帰
国
後
は
禅
を
学
ぶ
者
が
教
え
を
請
う
て
集
ま
っ
て
来
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
玄
奘
は
経
典
翻
訳
者
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
禅
定
を
重
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
禅
定
と
は
禅
と
定
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
定
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
sam
ādhi
で
あ
り
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
定
め
て
動
か
さ
な
い
瞑
想
を
指
し
、
「
三
昧
」
と
も
言
う
。
禅
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
のdhyāna
の
訳
語
で
あ
る
禅
那
を
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
瞑
想
し
て
身
心
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
定
の
一
分
と
解
す
る
。
し
ば
し
ば
総
合
し
て
禅
定
と
言
う
。
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
、
『
観
仏
三
昧
海
経
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
釈
尊
が
世
を
去
っ
た
後
に
、
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
す
る
人
々
も
ま
た
同
様
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
し
な
く
て
も
、
釈
尊
の
足
跡
を
見
た
り
、
仏
像
が
行
く
姿
を
見
た
り
し
た
人
々
も
ま
た
同
様
に
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
で
あ
る
僧
侶
は
観
想
を
す
れ
ば
よ
い
し
、
専
門
家
で
は
な
い
在
家
の
人
々
は
観
想
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
仏
三
昧
と
仏
跡
図
を
セ
ッ
ト
に
し
た
理
解
は
、
仮
に
玄
奘
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
唐
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
仏
跡
図
に
対
す
る
信
仰
は
玄
奘
に
対
す
る
尊
崇
や
敬
慕
の
念
と
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、
黄
文
本
実
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
記
録
が
な
い
た
め
に
、
第
三
本
の
作
者
と
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
薬
師
寺
仏
足
石
左
側
面
の
銘
文
に
登
場
す
る
越
田
安
万
が
禅
院
寺
に
あ
る
第
二
本
を
模
写
し
て
第
三
本
を
作
り
、
そ
の
上
さ
ら
に
仏
足
石
作
成
の
素
材
と
な
る
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
し
、
ど
こ
か
の
寺
院
に
納
め
ら
れ
た
第
三
本
を
基
に
し
て
越
田
安
万
が
仏
足
石
作
成
の
た
め
の
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
第
三
本
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
第
二
本
の
成
立
を
論
じ
た
際
に
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
、
僧
侶
は
観
想
を
し
て
三
昧
に
入
れ
ば
よ
い
し
、
在
家
の
人
々
は
専
門
的
な
観
想
を
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
た
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
は
専
門
家
向
け
と
専
門
で
は
な
い
人
向
け
の
救
済
方
法
を
提
示
し
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
。
玄
奘
が
道
昭
に
禅
定
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
は
論
理
的
に
教
学
を
深
め
て
悟
り
を
求
め
る
面
と
と
も
に
、
仏
の
教
え
は
人
智
を
超
え
た
深
さ
が
あ
る
ゆ
え
に
禅
定
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
仏
の
力
に
頼
っ
て
涅
槃
の
境
地
に
至
ろ
う
と
す
る
面
が
あ
る
。
文
室
真
人
智
努
と
い
う
人
物
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
て
、
薬
師
寺
仏
足
石
の
作
成
を
発
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
智
努
は
天
武
天
皇
の
孫
で
、
『
続
日
本
紀
』
巻
二
三
に
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
法
名
の
「
浄
三
」
と
い
う
名
で
登
場
し
て
い
る
。
廣
岡
義
隆
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
前
年
に
光
明
皇
后
が
崩
じ
た
際
に
は
「
智
努
」
の
名
で
出
て
い
る
の
で
、
天
平
宝
字
四
年
六
月
以
降
に
出
家
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。仏
足
石
を
作
っ
た
の
は
、
出
家
す
る
前
の
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
智
努
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
仏
教
に
対
す
る
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
智
努
は
仏
教
が
必
須
の
教
養
と
な
っ
て
い
た
時
代
の
知
識
人
と
し
て
、
玄
奘
訳
の
経
論
に
基
づ
く
法
相
宗
の
唯
識
思
想
と
い
う
高
度
な
仏
教
思
想
を
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仏
足
石
か
ら
読
み
取
れ
る
信
仰
は
難
解
な
も
の
で
は
な
く
、比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
く
信
仰
で
あ
る
。
智
努
は
知
識
人
と
し
て
高
い
学
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、
理
詰
め
で
考
え
て
悟
り
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
妻
が
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
で
安
楽
な
境
地
に
至
る
こ
と
や
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
福
に
な
る
と
い
う
理
想
を
求
め
る
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
④
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
本
稿
で
は
薬
師
寺
仏
足
石
信
仰
の
由
来
と
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
玄
奘
と
の
関
わ
り
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
き
た
。
第
一
本
仏
跡
図
は
王
玄
策
が
マ
ガ
ダ
国
か
ら
唐
に
持
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
普
光
寺
と
い
う
勅
願
寺
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
尊
重
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
跡
図
が
尊
重
さ
れ
た
理
由
は
、
マ
ガ
ダ
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
し
い
文
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
に
よ
る
価
値
の
保
証
が
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
第
二
本
は
黄
文
本
実
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
が
住
し
た
寺
院
で
あ
る
禅
院
寺
に
納
め
ら
れ
た
。
第
一
に
仏
跡
図
が
玄
奘
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
仏
跡
図
を
見
る
こ
と
で
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
観
仏
三
昧
と
い
う
禅
定
を
説
く
経
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
禅
院
寺
に
第
二
本
が
納
め
ら
れ
た
有
力
な
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
本
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
解
明
で
き
な
い
。
第
三
本
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
薬
師
寺
仏
足
石
は
文
室
真
人
智
努
の
発
願
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
信
仰
形
態
と
奈
良
を
代
表
す
る
大
寺
で
あ
る
薬
師
寺
の
信
仰
形
態
が
ほ
ど
よ
く
合
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仏
足
石
を
ま
つ
る
場
と
し
て
薬
師
寺
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
信
仰
形
態
の
特
徴
と
は
、知
識
人
を
満
足
さ
せ
る
高
度
な
思
想
が
信
仰
の
背
景
に
あ
る
こ
と
と
、
比
較
的
簡
単
に
誰
も
が
仏
の
世
界
に
至
れ
る
と
い
う
方
法
を
提
示
し
て
い
る
信
仰
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
薬
師
寺
は
唯
識
学
な
ど
玄
奘
の
新
訳
の
経
論
に
基
づ
く
教
え
を
伝
え
る
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
仏
足
石
を
安
置
し
て
お
ま
つ
り
で
き
た
場
所
で
も
あ
る
こ
と
で
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
知
識
人
の
信
仰
の
拠
り
所
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
補
遺
こ
こ
で
は
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
の
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
【
左
側
面
第
十
行
方
格
外
下
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
左
側
面
向
右
下
部
】
（
本
文
）
知
識
家
口
男
女
大
小
（
書
き
下
し
文
）
知
識
の
家
口
の
男
女
大
小
（
現
代
語
訳
）
施
主
の
家
族
の
老
若
男
女
【
左
側
面
方
格
外
向
右
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
右
側
面
】
（
本
文
）
諸
行
無
常
　
諸
法
无
我
　
涅
槃
寂
静
（
書
き
下
し
文
）
諸
行
は
無
常
な
り
。諸
法
は
無
我
な
り
。涅
槃
は
寂
静
な
り
。
（
現
代
語
訳
）あ
ら
ゆ
る
現
象
は
無
常
で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
存
在
に
実
体
は
な
い
。
　
悟
り
の
境
地
は
安
ら
か
で
あ
る
。
▼
写
真
２
　
　
薬
師
寺
佛
足
石・右
側
面
銘
文・刻
面
写
真
　﹇
飛
鳥
園
撮
影
﹈
五
、
佛
足
石
の
後
世
へ
の
影
響
﹇
大
阪
・
和
歌
山
調
査
報
告
﹈
　
　
林
昌
寺
佛
足
石
に
つ
い
て
今
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
共
同
研
究
調
査
で
は
、
古
代
薬
師
寺
仏
足
石
と
近
世
仏
足
石
の
時
代
の
空
隙
を
埋
め
る
中
世
仏
足
石
を
求
め
て
大
阪
府
泉
南
地
方
の
林
昌
寺
、
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
、
根
来
寺
、
粉
河
寺
の
各
寺
院
を
訪
れ
、
境
内
に
所
在
す
る
仏
足
石
の
調
査
を
行
っ
た
。
紀
三
井
寺
の
仏
足
石
は
戦
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
根
来
寺
の
仏
足
石
は
粉
河
寺
の
そ
れ
が
誤
っ
て
巷
間
に
存
在
が
流
布
し
た
も
の
で
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
除
外
し
、
林
昌
寺
と
粉
河
寺
の
仏
足
石
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
今
回
お
も
な
調
査
対
象
と
し
た
中
世
仏
足
石
が
あ
る
躑
躅
山
林
昌
寺
に
つ
い
て
、
同
寺
所
伝
の
由
緒
に
従
っ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
同
寺
は
、
有
名
な
中
世
荘
園
九
条
家
領
和
泉
国
日
根
野
荘
の
南
方
に
位
置
す
る
地
域
に
あ
り
、
山
の
南
西
斜
面
に
寺
の
諸
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
い
て
日
当
た
り
が
と
て
も
よ
く
、
風
光
明
媚
な
環
境
に
あ
る
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
。
近
隣
地
域
に
は
根
来
寺
、
粉
河
寺
な
ど
の
大
寺
院
も
点
在
し
、
高
野
山
の
麓
に
あ
る
こ
れ
ら
の
諸
寺
院
と
の
関
係
も
林
昌
寺
を
考
察
す
る
上
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
林
昌
寺
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
そ
の
開
基
を
行
基
と
す
る
古
刹
で
あ
る
。
行
基
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
三
院
六
坊
か
ら
な
る
当
時
の
寺
は
、
こ
の
地
の
水
質
が
鉱
質
に
富
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
山
菩
提
院
岡
寺
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
と
は
異
な
る
山
号
寺
号
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
近
隣
の
大
寺
院
で
あ
る
根
来
寺
が
、
平
安
初
期
、
粉
河
寺
が
聖
武
天
皇
没
後
の
宝
亀
年
間
の
開
基
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
地
域
で
は
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
寺
が
現
在
の
寺
号
山
号
と
な
っ
た
契
機
に
つ
い
て
、
由
緒
書
き
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
平
安
時
代
の
後
期
、
第
七
十
三
代
堀
河
天
皇
が
当
山
に
行
幸
の
み
ぎ
り
、
山
つ
つ
じ
が
見
事
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
山
号
を
躑
躅
山
と
し
、
法
林
繁
盛
の
勝
地
と
な
る
よ
う
、
寺
号
を
林
昌
寺
と
改
め
ら
れ
た
。
」
平
安
時
代
は
熊
野
詣
を
は
じ
め
天
皇
の
行
幸
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
都
か
ら
和
歌
山
を
経
て
熊
野
へ
向
か
う
途
中
立
ち
寄
る
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
し
、
林
昌
寺
を
目
的
地
と
し
て
行
幸
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
天
正
年
間
に
は
、
織
豊
政
権
に
よ
っ
て
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
の
信
長
に
よ
る
雑
賀
攻
め
、
同
九
〜
十
（
一
五
八
一
〜
二
）
年
の
高
野
攻
め
、
同
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
秀
吉
の
紀
州
征
伐
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
泉
南
か
ら
紀
州
の
諸
寺
院
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
林
昌
寺
も
創
建
当
時
か
ら
の
堂
塔
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し
、
現
存
の
諸
堂
伽
藍
は
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
も
の
を
始
め
と
し
て
近
年
に
再
建
さ
れ
た
堂
塔
も
あ
る
。
現
在
の
林
昌
寺
は
、
京
都
の
仁
和
寺
を
本
山
れ
て
い
る
。
国
宝
の
薬
師
寺
の
仏
足
石
は
安
山
岩
と
み
ら
れ
る
が
定
か
な
こ
と
は
地
質
学
の
専
門
家
の
鑑
定
に
待
つ
ほ
か
な
い
。
三
回
に
わ
た
っ
た
一
連
の
中
世
仏
足
石
の
調
査
で
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
仏
足
石
が
古
代
に
た
だ
一つ
の
存
在
で
、長
期
断
絶
し
て
近
世
に
至
っ
て
再
び
各
地
に
出
現
す
る
と
い
う
不
自
然
な
残
存
状
況
に
つ
い
て
、一
定
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。中
世
に
も
確
実
に
仏
足
石
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、そ
れ
が
多
く
の
場
合
無
関
心
に
屋
外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
風
化
が
進
み
、そ
れ
と
認
知
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。現
存
が
確
認
さ
れ
る
法
然
院
、安
土
城
、林
昌
寺
三
か
所
の
中
世
の
仏
足
石
は
、
い
ず
れ
も
露
天
に
放
置
さ
れ
風
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
林
昌
寺
の
も
の
は
、
三
十
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
同
寺
の
絵
葉
書
に
は
、
よ
り
明
瞭
に
仏
足
の
文
様
が
看
取
さ
れ
わ
ず
か
三
十
年
で
酸
性
雨
の
影
響
か
、
か
な
り
風
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
回
の
調
査
で
は
、
根
来
寺
に
あ
る
と
い
う
仏
足
石
を
探
し
た
が
、
こ
れ
は
粉
河
寺
の
仏
足
石
を
誤
っ
て
根
来
寺
の
仏
足
石
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
も
の
が
拡
散
し
た
も
の
と
判
明
し
た
。
粉
河
寺
で
の
仏
足
石
は
参
道
入
り
口
す
ぐ
の
左
側
に
覆
い
の
屋
根
の
下
に
柵
に
囲
ま
れ
て
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
柵
の
周
囲
か
ら
か
な
り
距
離
が
あ
り
、
法
量
の
計
測
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
字
の
判
読
す
ら
か
な
わ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
石
質
は
安
山
岩
様
に
見
受
け
ら
れ
た
が
判
然
と
し
な
い
。
周
囲
の
側
面
に
は
一
面
に
篆
書
と
も
行
書
と
も
判
別
し
か
ね
る
変
っ
た
書
体
で
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
近
世
に
か
か
る
追
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仏
足
石
の
仏
足
そ
の
も
の
は
、
林
昌
寺
の
も
の
と
共
通
し
て
切
り
欠
き
部
も
確
認
で
き
る
の
で
中
世
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、
改
め
て
許
可
を
得
て
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
台
石
が
焼
け
た
よ
う
な
赤
み
を
帯
び
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
天
正
年
間
に
行
わ
れ
た
織
豊
政
権
に
よ
る
紀
州
制
圧
戦
の
粉
河
寺
焼
亡
と
関
係
し
て
い
る
と
す
れ
ば
中
世
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
現
時
点
で
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
め
た
い
。
六
、
結
び
に
か
え
て
本
研
究
は
、武
蔵
野
大
学「
し
あ
わ
せ
研
究
」の
基
金
を
受
託
し「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
初
期
仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南
市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
中
世
の
可
能
性
が
高
い
粉
河
寺
の
も
の
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
薬
師
寺
佛
足
石
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研
究
蓄
積
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
研
究
史
の
上
に
確
か
な
地
歩
を
築
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と
そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三
年
間
に
わ
た
り
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
石
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
の
研
究
は
、
垤
和
本
精
拓
本
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
採
拓
者
で
あ
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
金
木
和
子
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、
昨
年
度
、
閉
門
後
の
夜
の
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
も
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
「
書
」
と
し
て
刻
さ
れ
て
い
た
か
知
り
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
お
蔭
様
で
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
な
る
べ
く
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
○
本
研
究
は
、
第
一
・
三
節
を
廣
瀨
、
第
四
節
を
遠
藤
、
第
五
節
を
漆
原
が
執
筆
し
、
第
二
節
を
廣
瀨
・
遠
藤
、
第
六
節
を
漆
原
・
廣
瀨
で
共
同
執
筆
し
た
。
○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
平
成
31
年
度
し
あ
わ
せ
研
究
費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
【
註
】
（
１
）
田
村
圓
澄
「
摂
論
宗
の
伝
来
」
（
速
水
侑
『
論
集
奈
良
仏
教
第
一
巻
　
奈
良
仏
教
の
展
開
』
、
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
二
五
頁
を
参
照
。
（
２
）
四
角
で
囲
っ
た
箇
所
は
空
欄
の
意
味
で
あ
る
。
（
３
）
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
年
再
版
）
三
〇
頁
を
参
照
。
な
お
こ
の
書
物
は
一
九
三
〇
年
の
初
版
本
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
再
版
本
を
参
照
し
た
。
（
４
）
藤
野
道
生
「
禅
院
寺
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
六‒
九
、
一
九
五
七
年
）
四
一
頁
を
参
照
。
（
５
）
原
田
憲
二
郎
、
森
下
惠
介
、
池
田
富
貴
子
『
平
城
の
甍―
平
城
京
出
土
瓦
展―
』
（
編
集
：
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
、
発
行
：
奈
良
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
頁
を
参
照
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。
http://w
w
w
.city.nara.lg.jp/w
w
w
/contents/1227078972143/files/i-
raka.pdf
（
６
）
廣
岡
義
隆
「
文
室
眞
人
智
努
の
生
涯―
天
平
一
知
識
人
の
憂
愁―
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
、
一
九
九
一
年
）
四
五
頁
を
参
照
。
（
７
）「
善
き
友
人
」
の
意
で
善
知
識
と
も
い
い
、
仏
の
教
え
を
説
き
勧
め
て
善
導
す
る
指
導
者
や
、
寺
院
や
仏
像
の
建
立
の
た
め
に
金
品
を
布
施
す
る
人
物
を
指
す
。
こ
の
箇
所
で
は
施
主
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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▼
薬
師
寺
佛
足
石
・
背
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書
の
復
元
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  
た
ま
た
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   
う
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
（
２
）
（
３
）
（
４
）
（
５
）
と
す
る
真
言
宗
御
室
派
に
属
し
、
別
名
を
岡
大
師
と
称
す
る
よ
う
に
泉
州
地
区
の
弘
法
大
師
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
国
三
十
一
番
札
所
と
し
て
近
世
に
も
栄
え
た
寺
院
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
は
写
真
３
・
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
側
面
上
下
の
二
か
所
と
左
側
上
部
一
か
所
の
計
三
か
所
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
写
真
画
像
か
ら
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
線
刻
さ
れ
た
仏
像
の
輪
郭
が
残
さ
れ
て
い
る
。
右
側
上
部
と
左
側
部
分
の
線
刻
は
風
化
が
進
み
か
ろ
う
じ
て
線
刻
が
看
取
で
き
る
も
の
の
明
瞭
で
は
な
い
が
、
左
側
手
前
下
部
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
比
較
的
明
瞭
に
線
刻
さ
れ
た
小
仏
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
背
後
に
直
立
す
る
青
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
「
仏
足
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
近
世
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
線
刻
の
仏
像
が
見
ら
れ
る
の
は
、
す
で
に
本
研
究
Ⅱ
で
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
京
都
法
然
院
の
仏
足
石
（
写
真
５
・
６
）
と
安
土
城
仏
足
石
（
写
真
７
・
８
）
の
二
つ
の
中
世
仏
足
石
と
共
通
す
る
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
初
伝
の
通
り
林
昌
寺
仏
足
石
は
、
中
世
の
仏
足
石
で
あ
る
と
見
て
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
台
石
の
側
面
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
り
そ
こ
に
線
刻
の
小
仏
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
、
多
く
の
近
世
・
近
現
代
仏
足
石
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
中
世
仏
足
石
の
識
別
点
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
台
石
上
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
仏
足
本
体
そ
の
も
の
が
、
技
巧
的
な
近
世
の
仏
足
石
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
単
純
素
朴
で
雅
味
が
あ
る
と
い
え
る
印
象
を
受
け
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
の
石
質
は
玄
武
岩
の
よ
う
に
見
え
受
け
ら
れ
る
が
、
苔
や
泥
の
付
着
に
よ
り
明
確
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
近
世
近
現
代
の
仏
足
石
の
多
く
が
、
黒
御
影
石
あ
る
い
は
御
影
石
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
法
然
院
の
も
の
は
緑
泥
片
岩
（
秩
父
青
石
）
、
安
土
城
の
も
の
は
安
山
岩
が
用
い
ら
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一
、
は
じ
め
に
本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
初
期
仏
教
を
ま
さ
に
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
日
本
最
古
の
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
刻
の
薬
師
寺
に
あ
る
「
佛
足
石
」に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
注
目
し
、書
道
学（
廣
瀨
）・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
た
も
の
で
、
す
で
に
発
表
し
た
次
の
二
つ
の
共
同
研
究
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―
正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―
左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成
立
過
程―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
上
記
の
論
文
で
発
表
し
た
佛
足
石
正
面
と
左
側
面
銘
文
に
関
す
る
研
究
に
続
き
、
本
稿
で
は
背
面
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
分
析
を
進
め
る
。
最
初
に
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
薬
師
寺
佛
足
石
に
関
わ
っ
た
人
々
の
信
仰
の
あ
り
方
や
成
立
過
程
を
前
号
に
引
き
続
き
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
江
戸
時
代
に
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
間
の
期
間
（
中
世
な
ど
）
に
お
け
る
佛
足
石
の
存
在
を
埋
め
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
今
回
大
阪
と
和
歌
山
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
佛
足
石
の
調
査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
二
、
佛
足
石
背
面
銘
文
の
釈
文
佛
足
石
の
銘
文
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
文
献
と
し
て
次
の
論
文
が
あ
る
。
冒
頭
の
太
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
略
号
と
し
て
示
し
た
。
①
　
旧
↓
薬
師
寺
発
行
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
出
典
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
と
し
て
い
る
）
②
　
新
↓
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
補
訂
版
（
岩
波
　
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
③
　
吉
↓
吉
村
怜
『
天
人
誕
生
図
の
研
究
』
（
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
）
本
書
所
収
の
神
直
石
手
論
文
の
初
出
は
吉
村
怜
「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
者
「
神
直
石
手
」
に
つ
い
て
」
（
『
美
術
史
研
究
』
八
、
一
九
七
一
年
）
④
　
岡
↓
廣
岡
義
隆
「
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
、一
九
九
〇
年
）、『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
基
に
し
つ
つ
更
に
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
注
＊
﹈
及
び
精
拓
本
（
垤
和
本
）
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
た
も
の
が
次
の
太
字
の
釈
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
異
同
の
あ
る
文
字
に
棒
線
を
記
し
、
そ
の
左
側
に
、
先
賢
の
諸
説
を
記
し
た
。
﹇
注
＊
﹈
写
真
　
令
和
元
年
９
月
25
日
付
で
薬
師
寺
に
掲
載
許
可
申
請
、
同
年
10
月
１
日
付
・
薬
師
寺
掲
載
許
可
第
１―
２
６
８
号
に
よ
り
、
飛
鳥
園
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
〈
銘
文
の
行
数
と
釈
文
〉
１
　
至
心
發
願
爲
　
　
　
・
旧
新
吉
：
爲
　
岡
：
為
２
　
亡
夫
人
從
四
位
下
　
　
　
・
旧
新
吉
：
從
　
岡
：
従
３
　
茨
田
郡
主
法
４
　
名
良
式
敬
寫
５
　
釋
迦
如
来
神
　
　
　
・
旧
：
釈
　
新
吉
岡
：
釋
　
　
　
・
旧
広
：
来
　
新
吉
：
來
　
　
　
　
　
＊
五
字
目
は
、
へ
ん
の
字
形
が
「
神
」
「
神
」
に
も
ど
ち
ら
に
　
　
　
　
　
　
も
見
え
る
字
形
を
し
て
い
る
。
６
　
跡
伏
願
夫
人
７
　
之
霊
駕
遊
入
　
　
　
・
旧
岡
：
霊
　
新
吉
：
靈
　
　
　
　
　
・
岡
：
「
遊
」
の
あ
と
に
「
入
」
＊
今
回
の
調
査
で
も
精
密
な
写
真
画
像
と
拓
本
を
過
眼
す
る
と
わ
ず
か
に
残
る
刻
跡
よ
り
「
入
」
が
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
13
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
８
　
无
勝
之
妙
邦
９
　
受
□
□
□
□
之
　
　
　
・
旧
新
：
□
□
□
□
　
吉
：
□
□
　
岡
：
□
□
□
10
　
聖
□
永
脱
有
　
　
　
・
旧
新
吉
：
□
は
言
ベ
ン
　
岡
：
□
　
　
　
　
　
＊
二
字
目
の
□
は
、
飛
鳥
園
撮
影
写
真
で
も
垤
和
本
精
拓
本
で
　
　
　
　
　
　
も
「
言
べ
ん
」
は
過
眼
で
き
る
。
し
か
し
旁
部
及
び
９
行
目
　
　
　
　
　
　
の
中
央
部
に
か
け
て
は
剥
離
に
よ
る
摩
滅
に
よ
り
不
明
。
11
　
漏
高
證
无
爲
同
12
　
霑
三
界
共
契
一
眞
　
　
　
・
旧
新
吉
：
眞
　
岡
：
真
（
書
き
下
し
文
）
至
心
に
発
願
し
、
亡
夫
人
従
四
位
下
茨
田
郡
主
法
名
良
式
の
為
に
、
敬
ん
で
釈
迦
如
来
の
神
跡
を
写
す
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
夫
人
の
霊
、
駕
遊
し
て
無
勝
の
妙
邦
に
入
り
て
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
に
有
漏
を
脱
し
、
無
為
を
高
証
し
、
同
に
三
界
を
霑
し
、
共
に
一
眞
に
契
わ
ん
こ
と
を
。
（
現
代
語
訳
）
真
心
を
持
っ
て
誓
願
を
立
て
、
今
は
亡
き
夫
人
の
従
四
位
下
茨
田
郡
主
、
法
名
は
良
式
の
た
め
に
、
慎
み
敬
っ
て
釈
尊
の
足
跡
を
写
す
。
仏
に
平
伏
し
礼
拝
し
、
夫
人
の
霊
が
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
に
て
悠
々
と
し
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
遠
に
煩
悩
か
ら
と
き
は
な
た
れ
、
悟
り
の
境
地
に
至
り
、迷
い
の
世
界
の
生
き
と
し
生
き
る
者
す
べ
て
に
利
益
が
お
よ
び
、皆
共
に
仏
が
教
え
る
真
理
に
目
覚
め
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
三
、
原
刻
写
真
と
精
拓
本
の
比
較
に
よ
る
　
　
刻
さ
れ
た
書
線
の
検
討
薬
師
寺
佛
足
石
側
面
の
銘
文
は
、
ど
の
面
も
概
ね
風
化
に
よ
り
摩
滅
し
て
い
る
が
、
背
面
は
、
正
面
刻
や
右
側
面
刻
と
比
べ
る
と
、
剥
落
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
刻
線
は
比
較
的
明
瞭
な
方
で
あ
る
。
正
面
・
左
右
の
側
面
は
、
肉
眼
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
在
、
佛
足
石
の
背
面
が
、
堂
内
の
壁
面
と
ほ
ぼ
接
す
る
に
近
い
状
態
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
刻
線
を
肉
眼
で
直
接
確
か
め
な
が
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
今
回
の
背
面
銘
文
調
査
及
び
復
元
に
あ
た
っ
て
も
前
回
の
研
究
と
同
様
に
新
倉
垤
斎
・
金
木
和
子
両
氏
が
昭
和
四
十
七
年
に
採
拓
し
た
精
拓
本
（
垤
和
本
）
を
頼
り
に
、
復
元
作
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
か
つ
て
佛
足
石
移
動
時
に
飛
鳥
園
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
背
面
の
現
刻
写
真
画
像
と
も
比
較
検
討
し
な
が
ら
（
表
１
参
照
）
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
更
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
北
魏
時
代
の
書
の
古
典
を
参
照
し
て
導
き
出
し
た
も
の
が
表
１
の
下
部
に
示
し
た
一
次
補
正
・
二
次
補
正
で
あ
る
。
佛
足
石
背
面
の
銘
文
の
周
囲
に
刻
さ
れ
て
い
る
枠
（
方
格
）
の
寸
法
は
横
巾
66
㎝
、
縦
の
寸
法
に
つ
い
て
は
最
も
長
い
右
側
が
28
・
５
㎝
、
中
央
部
の
狭
い
箇
所
が
25
㎝
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
、
最
も
大
き
い
「
釋
」
字
は
、
横
４
㎝
、
縦
５
㎝
で
あ
り
、
小
さ
い
文
字
は
２
㎝
角
で
あ
る
。
ち
な
み
に
佛
足
石
の
右
側
面
に
唯
一
刻
さ
れ
た
銘
文
（
本
稿
第
４
節
末
尾
の
写
真
２
）
の
大
き
さ
（
枠
﹇
方
格
﹈
の
寸
法
）
は
、
上
部
の
横
が
12
㎝
、
下
部
の
横
が
11
・
５
㎝
、
縦
が
18
㎝
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
記
し
て
お
く
。
１
、
至
・
・
拓
本
（
原
拓
）
で
は
、
二
画
目
の
横
画
の
位
置
が
刻
線
と
傷
に
よ
り
二
通
り
推
定
で
き
、
特
定
に
困
っ
た
が
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
正
し
い
位
置
が
判
定
で
き
た
。
同
様
に
最
終
画
の
起
筆
と
収
筆
の
位
置
と
太
さ
に
つ
い
て
も
写
真
に
よ
り
判
定
で
き
た
。
２
、
心
・
・
原
刻
写
真
に
よ
っ
て
一
画
目
の
点
の
位
置
が
特
定
で
き
た
。
三
・
四
画
目
の
点
の
位
置
は
、
原
刻
の
摩
滅
が
著
し
く
拓
本
及
び
写
真
に
お
い
て
も
特
定
が
困
難
。
推
定
位
置
を
二
次
補
正
で
示
し
た
。
３
、
發
・
・
上
部
の
「
は
つ
が
し
ら
」
が
、
珍
し
い
字
形
で
あ
る
。
原
刻
写
真
に
よ
り
、
よ
り
明
確
と
な
る
。
４
、
亡
・
・
一
画
目
の
字
形
と
三
画
目
の
収
筆
の
状
態
が
拓
本
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
原
刻
写
真
に
よ
り
、
刻
線
と
石
の
傷
と
の
違
い
を
読
み
取
れ
て
明
ら
か
に
で
き
た
。
５
、
從
・
・
「
從
」
の
異
体
字
に
つ
い
て
、
旁
の
中
央
部
の
「
点
」
の
有
無
が
気
に
な
っ
た
が
、
北
魏
の
書
に
も
点
が
あ
る
字
例
が
あ
り
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
っ
て
も
点
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
右
下
部
が
「
之
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
６
、
式
・
・
異
体
字
の
「
式
」
で
あ
る
が
、
左
下
部
は
完
全
に
「
コ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
７
、
敬
・
・
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
、
四
画
目
及
び
五
画
目
が
明
確
と
な
る
。
８
、
寫
・
・
下
部
の
四
つ
の
点
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
９
、
釋
・
・
「
米
」
に
変
化
し
た
「
へ
ん
」
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
10
、
神
・
・
「
へ
ん
」
の
刻
線
が
「
ネ
」
に
も
「
示
」
に
も
見
え
る
刻
し
方
を
し
て
い
る
。
11
、
伏
・
・
写
真
と
拓
本
の
両
者
に
「
犬
」
の
三
画
目
の
起
筆
の
方
向
の
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
▼
表
１
　
写
真
・
拓
本
文
字
比
較
表
 
12
、
駕
・
・
「
馬
」
の
下
部
が
「
四
つ
点
」
な
の
か
「
一
」
な
の
か
拓
本
・
原
刻
写
真
と
も
不
明
瞭
。
13
、
入
・
・
写
真
画
像
・
原
拓
本
両
方
と
も
に
浅
い
線
で
「
入
」
字
の
筆
画
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
表
２
で
示
し
た
よ
う
に
原
拓
を
基
に
推
定
す
る
と
石
本
体
の
亀
裂
や
傷
な
の
か
文
字
を
刻
し
た
線
な
の
か
の
判
定
が
と
て
も
し
づ
ら
く
、
「
入
」
の
筆
画
ら
し
き
線
状
が
、
大
き
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
①
）
と
小
さ
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
②
）
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
。
写
真
画
像
で
は
こ
れ
ら
二
種
類
と
別
な
位
置
に
刻
線
ら
し
き
線
状
が
見
え
る
の
で
、
次
の
表
に
推
定
さ
れ
る
三
種
類
の
字
形
を
ま
ず
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
三
種
類
の
字
形
候
補
が
出
て
き
た
の
で
写
真
画
像
と
原
拓
を
更
に
入
念
に
観
察
す
る
と
単
な
る
平
面
で
は
な
く
凹
凸
の
あ
る
複
雑
な
表
面
の
た
め
特
に
斜
め
に
走
る
山
の
稜
線
の
よ
う
な
凸
部
で
は
通
常
の
採
拓
と
は
異
な
る
墨
だ
ま
り
の
よ
う
な
拓
影
が
現
出
す
る
よ
う
で
、
文
字
刻
を
再
現
す
る
時
に
は
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
ゆ
え
に
③
の
字
形
が
近
い
も
の
と
推
定
す
る
。
意
味
的
に
は
文
章
中
の
こ
の
場
所
に
「
入
」
が
挿
入
さ
れ
た
と
し
て
も
通
じ
る
の
で
問
題
は
な
い
。
▼
表
２
　
「
入
」
字
の
刻
線
推
定
表
14
、
邦
・
・
左
部
の
横
画
は
四
本
あ
る
。
北
魏
の
書
に
こ
の
字
例
あ
り
。
15
、
受
・
・
冠
部
の
点
が
四
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
つ
は
傷
で
あ
る
。
16
、
永
・
・
「
永
」
字
の
右
半
分
は
、
原
石
の
剥
落
に
よ
り
完
全
に
消
滅
。
二
次
補
正
で
、
北
魏
の
鄭
道
昭
の
書
よ
り
推
定
。
17
、
脱
・
・
右
上
部
は
原
石
の
剥
落
あ
り
。
18
、
證
・
・
「
は
つ
が
し
ら
」
の
字
形
左
側
が
「
タ
」
19
、
界
・
・
「
界
」
の
下
部
が
「
分
」
の
異
体
字
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
四
、
薬
師
寺
佛
足
石
成
立
の
過
程
先
の
論
文
に
お
い
て
正
面
・
左
側
面
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
背
面
に
刻
さ
れ
た
仏
足
石
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
か
ら
読
み
取
っ
た
新
た
な
内
容
を
参
照
し
つ
つ
、
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
、
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
、
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
④
で
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
を
示
し
、
⑤
で
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
に
刻
さ
れ
た
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
仏
跡
図
第
二
本
を
唐
の
普
光
寺
か
ら
平
城
京
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
も
た
ら
し
た
画
師
の
黄
文
本
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
年
代
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
黄
文
本
実
が
入
唐
し
た
時
期
の
上
限
は
、
王
玄
策
が
一
回
目
の
遣
使
の
任
務
を
終
え
て
唐
に
帰
国
し
た
可
能
性
が
あ
る
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
、
ま
た
は
二
回
目
の
貞
観
二
二
年
（
六
四
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
黄
文
本
実
が
参
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
遣
唐
使
の
時
期
の
上
限
は
、
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
回
遣
唐
使
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
第
二
回
遣
唐
使
に
は
玄
奘
の
直
弟
子
と
な
っ
た
道
昭
（
六
二
九
〜
七
〇
〇
）
が
参
加
し
て
お
り
、
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
は
、
道
昭
が
経
論
を
多
数
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
玄
奘
の
新
訳
経
典
や
教
学
が
日
本
仏
教
に
対
し
て
多
大
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
黄
文
本
実
が
日
本
に
帰
国
し
た
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
正
倉
院
文
書
「
写
疏
所
解
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
、
七
一
〇
頁
）
に
、
禅
院
寺
の
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
十
月
九
日
の
所
蔵
記
録
と
し
て
仏
跡
図
が
見
ら
れ
る
。
天
平
一
九
年
に
直
近
の
遣
唐
使
の
帰
国
は
、
玄
昉
ら
が
参
加
し
た
遣
唐
使
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
六
、
天
平
一
八
年
六
月
条
に
よ
る
と
、
玄
昉
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
帰
国
し
、
経
論
五
千
余
巻
と
仏
像
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
田
村
圓
澄
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
う
し
て
玄
昉
は
盛
唐
の
最
も
新
し
い
仏
教
で
あ
る
法
相
宗
を
智
周
に
学
び
、「
経
論
五
千
余
巻
及
諸
仏
像
」を
た
ず
さ
え
、天
平
七
年（
七
三
五
）
に
帰
国
し
た
。
「
経
論
五
千
余
巻
」
は
『
開
元
釈
教
録
』
所
収
の
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
玄
奘
の
翻
訳
に
か
か
る
新
訳
経
典
を
ふ
く
む
一
切
経
が
、
は
じ
め
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
玄
昉
の
帰
国
に
よ
っ
て
、
玄
奘
の
手
に
な
る
新
訳
経
典
は
ほ
ぼ
す
べ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
玄
昉
に
よ
っ
て
玄
奘
の
弟
子
の
基
が
創
始
し
た
法
相
宗
の
教
え
も
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
黄
文
本
実
の
活
動
年
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
日
本
仏
教
に
対
す
る
玄
奘
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
教
を
専
門
と
す
る
僧
侶
で
は
な
く
画
師
で
は
あ
る
が
、
遣
唐
使
と
し
て
の
教
養
を
備
え
た
知
識
人
で
あ
り
、
仏
教
に
関
し
て
も
一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
た
人
物
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
黄
文
本
実
が
長
安
の
普
光
寺
で
仏
跡
図
に
出
会
っ
た
際
に
、
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
考
え
た
動
機
は
も
ち
ろ
ん
崇
拝
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
崇
拝
に
値
す
る
と
判
断
し
た
根
拠
と
な
る
の
は
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
記
さ
れ
る
仏
跡
図
の
由
来
、
す
な
わ
ち
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
記
述
内
容
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玄
奘
の
言
と
仏
説
の
経
典
と
い
う
価
値
の
裏
付
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
黄
文
本
実
は
こ
れ
を
模
写
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
写
疏
所
解
」
は
禅
院
寺
の
仏
跡
図
に
つ
い
て
「
仏
跡
図
一
巻
」
と
記
し
、
そ
の
下
に「
一
条
紅
帒
　
一
条
　
　
　
　
　
一
条
錦
帒
」と
記
載
し
て
い
る
。帒
は
袋
の
意
味
な
の
で
三
袋
分
、
つ
ま
り
仏
跡
図
は
三
枚
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
袋
に
入
れ
て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
黄
文
本
実
が
唐
に
い
る
と
き
に
三
枚
模
写
し
た
か
、
ま
た
は
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
追
加
し
て
描
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
を
禅
院
寺
に
納
め
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
平
城
京
の
右
京
に
あ
っ
た
元
興
寺
の
禅
院
の
前
身
は
、
玄
奘
に
学
ん
だ
道
昭
が
帰
国
後
に
住
ん
だ
飛
鳥
寺
（
元
興
寺
）
の
禅
院
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
記
さ
れ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
禅
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
初
め
孝
徳
天
皇
の
白
雉
四
年
、
使
に
随
い
て
入
唐
す
。
適 
玄
奘
三
蔵
に
遇
い
、
師
と
し
て
業
を
受
く
。
三
蔵
特
に
愛
し
、
同
房
に
住
せ
し
む
。
…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。…
中
略…
後
に
平
城
に
遷
都
す
る
や
、
和
尚
の
弟
及
び
弟
子
等
は
奏
聞
し
、
禅
院
を
新
京
に
徙
し
建
て
る
。
今
の
平
城
右
京
禅
院
が
是
れ
な
り
。
此
の
院
多
く
経
論
有
り
。
書
迹
楷
好
。
並
び
に
錯
誤
せ
ず
。
皆
和
上
の
将
来
せ
る
所
の
者
な
り
。
石
田
茂
作
氏
の
研
究
で
は
、
「
写
疏
所
解
」
に
記
さ
れ
る
禅
院
寺
を
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
の
禅
院
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
石
田
氏
は
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
藤
野
道
生
氏
は
、
か
の 
”本
元
興
寺” 
東
南
隅
か
ら
移
し
建
て
ら
れ
た
と
伝
へ
る 
”道
昭
禅
院” 
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
擬
し
て
み
る
と
き
、
そ
の
場
所
は
、
同
じ
く 
”右
京” 
で
あ
つ
た
と
い
ふ
し
、
ま
た
、
道
昭
将
来
の
幾
多
の
経
典
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
は
れ
る
如
き
、
こ
の
建
物
の
有
つ
特
殊
性
格
か
ら
し
て
も
、
遣
唐
使
節
が
、
唐
に
あ
つ
て
写
し
帰
つ
た
と
見
え
る 
”仏
跡
図” 
を
収
蔵
す
る
の
場
所
と
し
て
、
極
め
て
自
然
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
と
は
元
興
寺
の
禅
院
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
藤
野
氏
の
こ
の
推
論
は
次
に
挙
げ
る
発
掘
調
査
を
基
に
し
た
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
正
当
性
は
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
１
９
９
２
年
の
飛
鳥
寺
東
南
部
の
調
査
で
、
複
弁
八
弁
蓮
華
紋
軒
丸
瓦
・
重
弧
紋
軒
平
瓦
、
竹
状
模
骨
丸
瓦
が
出
土
し
、
東
南
禅
院
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
東
南
禅
院
は
道
昭
が
７
世
紀
後
半
に
建
て
、
平
城
遷
都
に
と
も
な
い
右
京
四
条
一
坊
に
移
建
さ
れ
、
禅
院
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
の
出
土
瓦
は
、
飛
鳥
の
東
南
禅
院
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
調
査
地
周
辺
に
禅
院
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
竹
状
模
骨
丸
瓦
」
と
は
丸
瓦
凹
面
に
竹
の
よ
う
な
細
棒
を
綴
り
合
わ
せ
た
、
ス
ダ
レ
状
の
圧
痕
が
残
る
無
段
式
丸
瓦
で
あ
る
。
従
来
は
北
部
九
州
の
地
域
的
特
色
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
畿
内
で
も
少
数
な
が
ら
出
土
例
が
あ
り
、
ご
く
限
ら
れ
た
工
人
に
よ
る
傍
系
的
技
術
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
と
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
出
土
し
た
竹
状
模
骨
丸
瓦
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
寺
と
は
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
が
移
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
藤
野
氏
と
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
仏
跡
図
は
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
藤
野
氏
は
仏
跡
図
が
道
昭
ゆ
か
り
の
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
唐
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
跡
図
と
は
単
に
唐
に
ゆ
か
り
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
っ
て
価
値
を
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
跡
図
と
玄
奘
の
関
係
を
重
視
し
て
、
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
ゆ
か
り
の
禅
院
に
収
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
う
可
能
性
を
想
定
し
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
は
仏
足
石
の
価
値
や
意
義
を
説
明
す
る
た
め
に
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
ほ
か
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
仏
足
石
銘
文
は
そ
の
撰
者
が
独
自
に
研
究
調
査
し
て
文
章
を
書
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
と
と
も
に
仏
跡
図
の
由
来
と
意
義
付
け
を
禅
院
に
伝
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
銘
文
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
る
解
釈
は
、
も
ち
ろ
ん
黄
文
本
実
が
独
自
に
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
唐
で
学
ん
だ
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
唐
に
お
い
て
そ
の
解
釈
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
源
流
は
や
は
り
玄
奘
に
帰
す
る
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
よ
っ
て
仏
跡
図
の
意
味
を
説
い
た
記
録
は
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
玄
奘
と
同
時
代
を
生
き
た
道
宣
の
『
釈
迦
氏
譜
』
や
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』
の
中
で
も
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
の
で
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
典
拠
に
し
て
仏
跡
図
を
説
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
玄
奘
が
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
基
づ
い
て
理
解
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
提
示
し
て
お
く
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
あ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
又
謂
い
て
曰
く
、
経
論
は
深
妙
な
り
。
究
竟
す
る
能
わ
ず
。
禅
流
を
学
び
東
土
に
伝
う
る
に
如
か
ず
、
と
。
和
尚
教
を
奉
じ
て
、
始
め
て
禅
定
を
習
う
。
悟
る
所
は
稍
多
し
。…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
着
目
す
べ
き
は
、
道
昭
が
玄
奘
か
ら
「
経
論
は
奥
深
く
微
妙
で
、
究
め
つ
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
お
前
は
禅
を
学
ん
で
、東
の
国
の
日
本
に
広
め
る
の
が
よ
か
ろ
う
」と
い
う
教
え
を
受
け
、禅
定
を
学
び
は
じ
め
、
道
昭
の
帰
国
後
は
禅
を
学
ぶ
者
が
教
え
を
請
う
て
集
ま
っ
て
来
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
玄
奘
は
経
典
翻
訳
者
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
禅
定
を
重
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
禅
定
と
は
禅
と
定
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
定
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
sam
ādhi
で
あ
り
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
定
め
て
動
か
さ
な
い
瞑
想
を
指
し
、
「
三
昧
」
と
も
言
う
。
禅
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
のdhyāna
の
訳
語
で
あ
る
禅
那
を
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
瞑
想
し
て
身
心
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
定
の
一
分
と
解
す
る
。
し
ば
し
ば
総
合
し
て
禅
定
と
言
う
。
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
、
『
観
仏
三
昧
海
経
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
釈
尊
が
世
を
去
っ
た
後
に
、
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
す
る
人
々
も
ま
た
同
様
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
し
な
く
て
も
、
釈
尊
の
足
跡
を
見
た
り
、
仏
像
が
行
く
姿
を
見
た
り
し
た
人
々
も
ま
た
同
様
に
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
で
あ
る
僧
侶
は
観
想
を
す
れ
ば
よ
い
し
、
専
門
家
で
は
な
い
在
家
の
人
々
は
観
想
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
仏
三
昧
と
仏
跡
図
を
セ
ッ
ト
に
し
た
理
解
は
、
仮
に
玄
奘
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
唐
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
仏
跡
図
に
対
す
る
信
仰
は
玄
奘
に
対
す
る
尊
崇
や
敬
慕
の
念
と
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、
黄
文
本
実
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
記
録
が
な
い
た
め
に
、
第
三
本
の
作
者
と
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
薬
師
寺
仏
足
石
左
側
面
の
銘
文
に
登
場
す
る
越
田
安
万
が
禅
院
寺
に
あ
る
第
二
本
を
模
写
し
て
第
三
本
を
作
り
、
そ
の
上
さ
ら
に
仏
足
石
作
成
の
素
材
と
な
る
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
し
、
ど
こ
か
の
寺
院
に
納
め
ら
れ
た
第
三
本
を
基
に
し
て
越
田
安
万
が
仏
足
石
作
成
の
た
め
の
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
第
三
本
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
第
二
本
の
成
立
を
論
じ
た
際
に
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
、
僧
侶
は
観
想
を
し
て
三
昧
に
入
れ
ば
よ
い
し
、
在
家
の
人
々
は
専
門
的
な
観
想
を
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
た
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
は
専
門
家
向
け
と
専
門
で
は
な
い
人
向
け
の
救
済
方
法
を
提
示
し
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
。
玄
奘
が
道
昭
に
禅
定
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
は
論
理
的
に
教
学
を
深
め
て
悟
り
を
求
め
る
面
と
と
も
に
、
仏
の
教
え
は
人
智
を
超
え
た
深
さ
が
あ
る
ゆ
え
に
禅
定
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
仏
の
力
に
頼
っ
て
涅
槃
の
境
地
に
至
ろ
う
と
す
る
面
が
あ
る
。
文
室
真
人
智
努
と
い
う
人
物
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
て
、
薬
師
寺
仏
足
石
の
作
成
を
発
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
智
努
は
天
武
天
皇
の
孫
で
、
『
続
日
本
紀
』
巻
二
三
に
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
法
名
の
「
浄
三
」
と
い
う
名
で
登
場
し
て
い
る
。
廣
岡
義
隆
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
前
年
に
光
明
皇
后
が
崩
じ
た
際
に
は
「
智
努
」
の
名
で
出
て
い
る
の
で
、
天
平
宝
字
四
年
六
月
以
降
に
出
家
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。仏
足
石
を
作
っ
た
の
は
、
出
家
す
る
前
の
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
智
努
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
仏
教
に
対
す
る
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
智
努
は
仏
教
が
必
須
の
教
養
と
な
っ
て
い
た
時
代
の
知
識
人
と
し
て
、
玄
奘
訳
の
経
論
に
基
づ
く
法
相
宗
の
唯
識
思
想
と
い
う
高
度
な
仏
教
思
想
を
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仏
足
石
か
ら
読
み
取
れ
る
信
仰
は
難
解
な
も
の
で
は
な
く
、比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
く
信
仰
で
あ
る
。
智
努
は
知
識
人
と
し
て
高
い
学
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、
理
詰
め
で
考
え
て
悟
り
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
妻
が
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
で
安
楽
な
境
地
に
至
る
こ
と
や
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
福
に
な
る
と
い
う
理
想
を
求
め
る
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
④
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
本
稿
で
は
薬
師
寺
仏
足
石
信
仰
の
由
来
と
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
玄
奘
と
の
関
わ
り
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
き
た
。
第
一
本
仏
跡
図
は
王
玄
策
が
マ
ガ
ダ
国
か
ら
唐
に
持
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
普
光
寺
と
い
う
勅
願
寺
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
尊
重
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
跡
図
が
尊
重
さ
れ
た
理
由
は
、
マ
ガ
ダ
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
し
い
文
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
に
よ
る
価
値
の
保
証
が
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
第
二
本
は
黄
文
本
実
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
が
住
し
た
寺
院
で
あ
る
禅
院
寺
に
納
め
ら
れ
た
。
第
一
に
仏
跡
図
が
玄
奘
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
仏
跡
図
を
見
る
こ
と
で
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
観
仏
三
昧
と
い
う
禅
定
を
説
く
経
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
禅
院
寺
に
第
二
本
が
納
め
ら
れ
た
有
力
な
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
本
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
解
明
で
き
な
い
。
第
三
本
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
薬
師
寺
仏
足
石
は
文
室
真
人
智
努
の
発
願
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
信
仰
形
態
と
奈
良
を
代
表
す
る
大
寺
で
あ
る
薬
師
寺
の
信
仰
形
態
が
ほ
ど
よ
く
合
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仏
足
石
を
ま
つ
る
場
と
し
て
薬
師
寺
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
信
仰
形
態
の
特
徴
と
は
、知
識
人
を
満
足
さ
せ
る
高
度
な
思
想
が
信
仰
の
背
景
に
あ
る
こ
と
と
、
比
較
的
簡
単
に
誰
も
が
仏
の
世
界
に
至
れ
る
と
い
う
方
法
を
提
示
し
て
い
る
信
仰
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
薬
師
寺
は
唯
識
学
な
ど
玄
奘
の
新
訳
の
経
論
に
基
づ
く
教
え
を
伝
え
る
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
仏
足
石
を
安
置
し
て
お
ま
つ
り
で
き
た
場
所
で
も
あ
る
こ
と
で
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
知
識
人
の
信
仰
の
拠
り
所
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
補
遺
こ
こ
で
は
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
の
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
【
左
側
面
第
十
行
方
格
外
下
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
左
側
面
向
右
下
部
】
（
本
文
）
知
識
家
口
男
女
大
小
（
書
き
下
し
文
）
知
識
の
家
口
の
男
女
大
小
（
現
代
語
訳
）
施
主
の
家
族
の
老
若
男
女
【
左
側
面
方
格
外
向
右
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
右
側
面
】
（
本
文
）
諸
行
無
常
　
諸
法
无
我
　
涅
槃
寂
静
（
書
き
下
し
文
）
諸
行
は
無
常
な
り
。諸
法
は
無
我
な
り
。涅
槃
は
寂
静
な
り
。
（
現
代
語
訳
）あ
ら
ゆ
る
現
象
は
無
常
で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
存
在
に
実
体
は
な
い
。
　
悟
り
の
境
地
は
安
ら
か
で
あ
る
。
▼
写
真
２
　
　
薬
師
寺
佛
足
石・右
側
面
銘
文・刻
面
写
真
　﹇
飛
鳥
園
撮
影
﹈
五
、
佛
足
石
の
後
世
へ
の
影
響
﹇
大
阪
・
和
歌
山
調
査
報
告
﹈
　
　
林
昌
寺
佛
足
石
に
つ
い
て
今
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
共
同
研
究
調
査
で
は
、
古
代
薬
師
寺
仏
足
石
と
近
世
仏
足
石
の
時
代
の
空
隙
を
埋
め
る
中
世
仏
足
石
を
求
め
て
大
阪
府
泉
南
地
方
の
林
昌
寺
、
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
、
根
来
寺
、
粉
河
寺
の
各
寺
院
を
訪
れ
、
境
内
に
所
在
す
る
仏
足
石
の
調
査
を
行
っ
た
。
紀
三
井
寺
の
仏
足
石
は
戦
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
根
来
寺
の
仏
足
石
は
粉
河
寺
の
そ
れ
が
誤
っ
て
巷
間
に
存
在
が
流
布
し
た
も
の
で
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
除
外
し
、
林
昌
寺
と
粉
河
寺
の
仏
足
石
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
今
回
お
も
な
調
査
対
象
と
し
た
中
世
仏
足
石
が
あ
る
躑
躅
山
林
昌
寺
に
つ
い
て
、
同
寺
所
伝
の
由
緒
に
従
っ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
同
寺
は
、
有
名
な
中
世
荘
園
九
条
家
領
和
泉
国
日
根
野
荘
の
南
方
に
位
置
す
る
地
域
に
あ
り
、
山
の
南
西
斜
面
に
寺
の
諸
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
い
て
日
当
た
り
が
と
て
も
よ
く
、
風
光
明
媚
な
環
境
に
あ
る
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
。
近
隣
地
域
に
は
根
来
寺
、
粉
河
寺
な
ど
の
大
寺
院
も
点
在
し
、
高
野
山
の
麓
に
あ
る
こ
れ
ら
の
諸
寺
院
と
の
関
係
も
林
昌
寺
を
考
察
す
る
上
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
林
昌
寺
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
そ
の
開
基
を
行
基
と
す
る
古
刹
で
あ
る
。
行
基
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
三
院
六
坊
か
ら
な
る
当
時
の
寺
は
、
こ
の
地
の
水
質
が
鉱
質
に
富
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
山
菩
提
院
岡
寺
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
と
は
異
な
る
山
号
寺
号
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
近
隣
の
大
寺
院
で
あ
る
根
来
寺
が
、
平
安
初
期
、
粉
河
寺
が
聖
武
天
皇
没
後
の
宝
亀
年
間
の
開
基
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
地
域
で
は
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
寺
が
現
在
の
寺
号
山
号
と
な
っ
た
契
機
に
つ
い
て
、
由
緒
書
き
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
平
安
時
代
の
後
期
、
第
七
十
三
代
堀
河
天
皇
が
当
山
に
行
幸
の
み
ぎ
り
、
山
つ
つ
じ
が
見
事
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
山
号
を
躑
躅
山
と
し
、
法
林
繁
盛
の
勝
地
と
な
る
よ
う
、
寺
号
を
林
昌
寺
と
改
め
ら
れ
た
。
」
平
安
時
代
は
熊
野
詣
を
は
じ
め
天
皇
の
行
幸
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
都
か
ら
和
歌
山
を
経
て
熊
野
へ
向
か
う
途
中
立
ち
寄
る
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
し
、
林
昌
寺
を
目
的
地
と
し
て
行
幸
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
天
正
年
間
に
は
、
織
豊
政
権
に
よ
っ
て
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
の
信
長
に
よ
る
雑
賀
攻
め
、
同
九
〜
十
（
一
五
八
一
〜
二
）
年
の
高
野
攻
め
、
同
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
秀
吉
の
紀
州
征
伐
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
泉
南
か
ら
紀
州
の
諸
寺
院
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
林
昌
寺
も
創
建
当
時
か
ら
の
堂
塔
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し
、
現
存
の
諸
堂
伽
藍
は
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
も
の
を
始
め
と
し
て
近
年
に
再
建
さ
れ
た
堂
塔
も
あ
る
。
現
在
の
林
昌
寺
は
、
京
都
の
仁
和
寺
を
本
山
れ
て
い
る
。
国
宝
の
薬
師
寺
の
仏
足
石
は
安
山
岩
と
み
ら
れ
る
が
定
か
な
こ
と
は
地
質
学
の
専
門
家
の
鑑
定
に
待
つ
ほ
か
な
い
。
三
回
に
わ
た
っ
た
一
連
の
中
世
仏
足
石
の
調
査
で
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
仏
足
石
が
古
代
に
た
だ
一つ
の
存
在
で
、長
期
断
絶
し
て
近
世
に
至
っ
て
再
び
各
地
に
出
現
す
る
と
い
う
不
自
然
な
残
存
状
況
に
つ
い
て
、一
定
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。中
世
に
も
確
実
に
仏
足
石
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、そ
れ
が
多
く
の
場
合
無
関
心
に
屋
外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
風
化
が
進
み
、そ
れ
と
認
知
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。現
存
が
確
認
さ
れ
る
法
然
院
、安
土
城
、林
昌
寺
三
か
所
の
中
世
の
仏
足
石
は
、
い
ず
れ
も
露
天
に
放
置
さ
れ
風
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
林
昌
寺
の
も
の
は
、
三
十
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
同
寺
の
絵
葉
書
に
は
、
よ
り
明
瞭
に
仏
足
の
文
様
が
看
取
さ
れ
わ
ず
か
三
十
年
で
酸
性
雨
の
影
響
か
、
か
な
り
風
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
回
の
調
査
で
は
、
根
来
寺
に
あ
る
と
い
う
仏
足
石
を
探
し
た
が
、
こ
れ
は
粉
河
寺
の
仏
足
石
を
誤
っ
て
根
来
寺
の
仏
足
石
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
も
の
が
拡
散
し
た
も
の
と
判
明
し
た
。
粉
河
寺
で
の
仏
足
石
は
参
道
入
り
口
す
ぐ
の
左
側
に
覆
い
の
屋
根
の
下
に
柵
に
囲
ま
れ
て
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
柵
の
周
囲
か
ら
か
な
り
距
離
が
あ
り
、
法
量
の
計
測
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
字
の
判
読
す
ら
か
な
わ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
石
質
は
安
山
岩
様
に
見
受
け
ら
れ
た
が
判
然
と
し
な
い
。
周
囲
の
側
面
に
は
一
面
に
篆
書
と
も
行
書
と
も
判
別
し
か
ね
る
変
っ
た
書
体
で
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
近
世
に
か
か
る
追
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仏
足
石
の
仏
足
そ
の
も
の
は
、
林
昌
寺
の
も
の
と
共
通
し
て
切
り
欠
き
部
も
確
認
で
き
る
の
で
中
世
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、
改
め
て
許
可
を
得
て
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
台
石
が
焼
け
た
よ
う
な
赤
み
を
帯
び
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
天
正
年
間
に
行
わ
れ
た
織
豊
政
権
に
よ
る
紀
州
制
圧
戦
の
粉
河
寺
焼
亡
と
関
係
し
て
い
る
と
す
れ
ば
中
世
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
現
時
点
で
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
め
た
い
。
六
、
結
び
に
か
え
て
本
研
究
は
、武
蔵
野
大
学「
し
あ
わ
せ
研
究
」の
基
金
を
受
託
し「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
初
期
仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南
市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
中
世
の
可
能
性
が
高
い
粉
河
寺
の
も
の
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
薬
師
寺
佛
足
石
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研
究
蓄
積
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
研
究
史
の
上
に
確
か
な
地
歩
を
築
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と
そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三
年
間
に
わ
た
り
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
石
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
の
研
究
は
、
垤
和
本
精
拓
本
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
採
拓
者
で
あ
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
金
木
和
子
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、
昨
年
度
、
閉
門
後
の
夜
の
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
も
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
「
書
」
と
し
て
刻
さ
れ
て
い
た
か
知
り
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
お
蔭
様
で
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
な
る
べ
く
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
○
本
研
究
は
、
第
一
・
三
節
を
廣
瀨
、
第
四
節
を
遠
藤
、
第
五
節
を
漆
原
が
執
筆
し
、
第
二
節
を
廣
瀨
・
遠
藤
、
第
六
節
を
漆
原
・
廣
瀨
で
共
同
執
筆
し
た
。
○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
平
成
31
年
度
し
あ
わ
せ
研
究
費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
【
註
】
（
１
）
田
村
圓
澄
「
摂
論
宗
の
伝
来
」
（
速
水
侑
『
論
集
奈
良
仏
教
第
一
巻
　
奈
良
仏
教
の
展
開
』
、
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
二
五
頁
を
参
照
。
（
２
）
四
角
で
囲
っ
た
箇
所
は
空
欄
の
意
味
で
あ
る
。
（
３
）
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
年
再
版
）
三
〇
頁
を
参
照
。
な
お
こ
の
書
物
は
一
九
三
〇
年
の
初
版
本
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
再
版
本
を
参
照
し
た
。
（
４
）
藤
野
道
生
「
禅
院
寺
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
六‒
九
、
一
九
五
七
年
）
四
一
頁
を
参
照
。
（
５
）
原
田
憲
二
郎
、
森
下
惠
介
、
池
田
富
貴
子
『
平
城
の
甍―
平
城
京
出
土
瓦
展―
』
（
編
集
：
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
、
発
行
：
奈
良
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
頁
を
参
照
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。
http://w
w
w
.city.nara.lg.jp/w
w
w
/contents/1227078972143/files/i-
raka.pdf
（
６
）
廣
岡
義
隆
「
文
室
眞
人
智
努
の
生
涯―
天
平
一
知
識
人
の
憂
愁―
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
、
一
九
九
一
年
）
四
五
頁
を
参
照
。
（
７
）「
善
き
友
人
」
の
意
で
善
知
識
と
も
い
い
、
仏
の
教
え
を
説
き
勧
め
て
善
導
す
る
指
導
者
や
、
寺
院
や
仏
像
の
建
立
の
た
め
に
金
品
を
布
施
す
る
人
物
を
指
す
。
こ
の
箇
所
で
は
施
主
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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▼
薬
師
寺
佛
足
石
・
背
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書
の
復
元
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  
た
ま
た
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   
う
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
（
２
）
（
３
）
（
４
）
（
５
）
と
す
る
真
言
宗
御
室
派
に
属
し
、
別
名
を
岡
大
師
と
称
す
る
よ
う
に
泉
州
地
区
の
弘
法
大
師
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
国
三
十
一
番
札
所
と
し
て
近
世
に
も
栄
え
た
寺
院
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
は
写
真
３
・
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
側
面
上
下
の
二
か
所
と
左
側
上
部
一
か
所
の
計
三
か
所
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
写
真
画
像
か
ら
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
線
刻
さ
れ
た
仏
像
の
輪
郭
が
残
さ
れ
て
い
る
。
右
側
上
部
と
左
側
部
分
の
線
刻
は
風
化
が
進
み
か
ろ
う
じ
て
線
刻
が
看
取
で
き
る
も
の
の
明
瞭
で
は
な
い
が
、
左
側
手
前
下
部
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
比
較
的
明
瞭
に
線
刻
さ
れ
た
小
仏
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
背
後
に
直
立
す
る
青
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
「
仏
足
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
近
世
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
線
刻
の
仏
像
が
見
ら
れ
る
の
は
、
す
で
に
本
研
究
Ⅱ
で
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
京
都
法
然
院
の
仏
足
石
（
写
真
５
・
６
）
と
安
土
城
仏
足
石
（
写
真
７
・
８
）
の
二
つ
の
中
世
仏
足
石
と
共
通
す
る
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
初
伝
の
通
り
林
昌
寺
仏
足
石
は
、
中
世
の
仏
足
石
で
あ
る
と
見
て
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
台
石
の
側
面
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
り
そ
こ
に
線
刻
の
小
仏
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
、
多
く
の
近
世
・
近
現
代
仏
足
石
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
中
世
仏
足
石
の
識
別
点
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
台
石
上
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
仏
足
本
体
そ
の
も
の
が
、
技
巧
的
な
近
世
の
仏
足
石
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
単
純
素
朴
で
雅
味
が
あ
る
と
い
え
る
印
象
を
受
け
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
の
石
質
は
玄
武
岩
の
よ
う
に
見
え
受
け
ら
れ
る
が
、
苔
や
泥
の
付
着
に
よ
り
明
確
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
近
世
近
現
代
の
仏
足
石
の
多
く
が
、
黒
御
影
石
あ
る
い
は
御
影
石
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
法
然
院
の
も
の
は
緑
泥
片
岩
（
秩
父
青
石
）
、
安
土
城
の
も
の
は
安
山
岩
が
用
い
ら
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一
、
は
じ
め
に
本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
初
期
仏
教
を
ま
さ
に
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
日
本
最
古
の
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
刻
の
薬
師
寺
に
あ
る
「
佛
足
石
」に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
注
目
し
、書
道
学（
廣
瀨
）・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
た
も
の
で
、
す
で
に
発
表
し
た
次
の
二
つ
の
共
同
研
究
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―
正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―
左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成
立
過
程―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
上
記
の
論
文
で
発
表
し
た
佛
足
石
正
面
と
左
側
面
銘
文
に
関
す
る
研
究
に
続
き
、
本
稿
で
は
背
面
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
分
析
を
進
め
る
。
最
初
に
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
薬
師
寺
佛
足
石
に
関
わ
っ
た
人
々
の
信
仰
の
あ
り
方
や
成
立
過
程
を
前
号
に
引
き
続
き
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
江
戸
時
代
に
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
間
の
期
間
（
中
世
な
ど
）
に
お
け
る
佛
足
石
の
存
在
を
埋
め
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
今
回
大
阪
と
和
歌
山
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
佛
足
石
の
調
査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
二
、
佛
足
石
背
面
銘
文
の
釈
文
佛
足
石
の
銘
文
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
文
献
と
し
て
次
の
論
文
が
あ
る
。
冒
頭
の
太
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
略
号
と
し
て
示
し
た
。
①
　
旧
↓
薬
師
寺
発
行
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
出
典
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
と
し
て
い
る
）
②
　
新
↓
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
補
訂
版
（
岩
波
　
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
③
　
吉
↓
吉
村
怜
『
天
人
誕
生
図
の
研
究
』
（
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
）
本
書
所
収
の
神
直
石
手
論
文
の
初
出
は
吉
村
怜
「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
者
「
神
直
石
手
」
に
つ
い
て
」
（
『
美
術
史
研
究
』
八
、
一
九
七
一
年
）
④
　
岡
↓
廣
岡
義
隆
「
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
、一
九
九
〇
年
）、『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
基
に
し
つ
つ
更
に
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
注
＊
﹈
及
び
精
拓
本
（
垤
和
本
）
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
た
も
の
が
次
の
太
字
の
釈
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
異
同
の
あ
る
文
字
に
棒
線
を
記
し
、
そ
の
左
側
に
、
先
賢
の
諸
説
を
記
し
た
。
﹇
注
＊
﹈
写
真
　
令
和
元
年
９
月
25
日
付
で
薬
師
寺
に
掲
載
許
可
申
請
、
同
年
10
月
１
日
付
・
薬
師
寺
掲
載
許
可
第
１―
２
６
８
号
に
よ
り
、
飛
鳥
園
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
〈
銘
文
の
行
数
と
釈
文
〉
１
　
至
心
發
願
爲
　
　
　
・
旧
新
吉
：
爲
　
岡
：
為
２
　
亡
夫
人
從
四
位
下
　
　
　
・
旧
新
吉
：
從
　
岡
：
従
３
　
茨
田
郡
主
法
４
　
名
良
式
敬
寫
５
　
釋
迦
如
来
神
　
　
　
・
旧
：
釈
　
新
吉
岡
：
釋
　
　
　
・
旧
広
：
来
　
新
吉
：
來
　
　
　
　
　
＊
五
字
目
は
、
へ
ん
の
字
形
が
「
神
」
「
神
」
に
も
ど
ち
ら
に
　
　
　
　
　
　
も
見
え
る
字
形
を
し
て
い
る
。
６
　
跡
伏
願
夫
人
７
　
之
霊
駕
遊
入
　
　
　
・
旧
岡
：
霊
　
新
吉
：
靈
　
　
　
　
　
・
岡
：
「
遊
」
の
あ
と
に
「
入
」
＊
今
回
の
調
査
で
も
精
密
な
写
真
画
像
と
拓
本
を
過
眼
す
る
と
わ
ず
か
に
残
る
刻
跡
よ
り
「
入
」
が
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
13
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
８
　
无
勝
之
妙
邦
９
　
受
□
□
□
□
之
　
　
　
・
旧
新
：
□
□
□
□
　
吉
：
□
□
　
岡
：
□
□
□
10
　
聖
□
永
脱
有
　
　
　
・
旧
新
吉
：
□
は
言
ベ
ン
　
岡
：
□
　
　
　
　
　
＊
二
字
目
の
□
は
、
飛
鳥
園
撮
影
写
真
で
も
垤
和
本
精
拓
本
で
　
　
　
　
　
　
も
「
言
べ
ん
」
は
過
眼
で
き
る
。
し
か
し
旁
部
及
び
９
行
目
　
　
　
　
　
　
の
中
央
部
に
か
け
て
は
剥
離
に
よ
る
摩
滅
に
よ
り
不
明
。
11
　
漏
高
證
无
爲
同
12
　
霑
三
界
共
契
一
眞
　
　
　
・
旧
新
吉
：
眞
　
岡
：
真
（
書
き
下
し
文
）
至
心
に
発
願
し
、
亡
夫
人
従
四
位
下
茨
田
郡
主
法
名
良
式
の
為
に
、
敬
ん
で
釈
迦
如
来
の
神
跡
を
写
す
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
夫
人
の
霊
、
駕
遊
し
て
無
勝
の
妙
邦
に
入
り
て
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
に
有
漏
を
脱
し
、
無
為
を
高
証
し
、
同
に
三
界
を
霑
し
、
共
に
一
眞
に
契
わ
ん
こ
と
を
。
（
現
代
語
訳
）
真
心
を
持
っ
て
誓
願
を
立
て
、
今
は
亡
き
夫
人
の
従
四
位
下
茨
田
郡
主
、
法
名
は
良
式
の
た
め
に
、
慎
み
敬
っ
て
釈
尊
の
足
跡
を
写
す
。
仏
に
平
伏
し
礼
拝
し
、
夫
人
の
霊
が
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
に
て
悠
々
と
し
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
遠
に
煩
悩
か
ら
と
き
は
な
た
れ
、
悟
り
の
境
地
に
至
り
、迷
い
の
世
界
の
生
き
と
し
生
き
る
者
す
べ
て
に
利
益
が
お
よ
び
、皆
共
に
仏
が
教
え
る
真
理
に
目
覚
め
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
三
、
原
刻
写
真
と
精
拓
本
の
比
較
に
よ
る
　
　
刻
さ
れ
た
書
線
の
検
討
薬
師
寺
佛
足
石
側
面
の
銘
文
は
、
ど
の
面
も
概
ね
風
化
に
よ
り
摩
滅
し
て
い
る
が
、
背
面
は
、
正
面
刻
や
右
側
面
刻
と
比
べ
る
と
、
剥
落
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
刻
線
は
比
較
的
明
瞭
な
方
で
あ
る
。
正
面
・
左
右
の
側
面
は
、
肉
眼
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
在
、
佛
足
石
の
背
面
が
、
堂
内
の
壁
面
と
ほ
ぼ
接
す
る
に
近
い
状
態
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
刻
線
を
肉
眼
で
直
接
確
か
め
な
が
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
今
回
の
背
面
銘
文
調
査
及
び
復
元
に
あ
た
っ
て
も
前
回
の
研
究
と
同
様
に
新
倉
垤
斎
・
金
木
和
子
両
氏
が
昭
和
四
十
七
年
に
採
拓
し
た
精
拓
本
（
垤
和
本
）
を
頼
り
に
、
復
元
作
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
か
つ
て
佛
足
石
移
動
時
に
飛
鳥
園
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
背
面
の
現
刻
写
真
画
像
と
も
比
較
検
討
し
な
が
ら
（
表
１
参
照
）
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
更
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
北
魏
時
代
の
書
の
古
典
を
参
照
し
て
導
き
出
し
た
も
の
が
表
１
の
下
部
に
示
し
た
一
次
補
正
・
二
次
補
正
で
あ
る
。
佛
足
石
背
面
の
銘
文
の
周
囲
に
刻
さ
れ
て
い
る
枠
（
方
格
）
の
寸
法
は
横
巾
66
㎝
、
縦
の
寸
法
に
つ
い
て
は
最
も
長
い
右
側
が
28
・
５
㎝
、
中
央
部
の
狭
い
箇
所
が
25
㎝
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
、
最
も
大
き
い
「
釋
」
字
は
、
横
４
㎝
、
縦
５
㎝
で
あ
り
、
小
さ
い
文
字
は
２
㎝
角
で
あ
る
。
ち
な
み
に
佛
足
石
の
右
側
面
に
唯
一
刻
さ
れ
た
銘
文
（
本
稿
第
４
節
末
尾
の
写
真
２
）
の
大
き
さ
（
枠
﹇
方
格
﹈
の
寸
法
）
は
、
上
部
の
横
が
12
㎝
、
下
部
の
横
が
11
・
５
㎝
、
縦
が
18
㎝
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
記
し
て
お
く
。
１
、
至
・
・
拓
本
（
原
拓
）
で
は
、
二
画
目
の
横
画
の
位
置
が
刻
線
と
傷
に
よ
り
二
通
り
推
定
で
き
、
特
定
に
困
っ
た
が
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
正
し
い
位
置
が
判
定
で
き
た
。
同
様
に
最
終
画
の
起
筆
と
収
筆
の
位
置
と
太
さ
に
つ
い
て
も
写
真
に
よ
り
判
定
で
き
た
。
２
、
心
・
・
原
刻
写
真
に
よ
っ
て
一
画
目
の
点
の
位
置
が
特
定
で
き
た
。
三
・
四
画
目
の
点
の
位
置
は
、
原
刻
の
摩
滅
が
著
し
く
拓
本
及
び
写
真
に
お
い
て
も
特
定
が
困
難
。
推
定
位
置
を
二
次
補
正
で
示
し
た
。
３
、
發
・
・
上
部
の
「
は
つ
が
し
ら
」
が
、
珍
し
い
字
形
で
あ
る
。
原
刻
写
真
に
よ
り
、
よ
り
明
確
と
な
る
。
４
、
亡
・
・
一
画
目
の
字
形
と
三
画
目
の
収
筆
の
状
態
が
拓
本
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
原
刻
写
真
に
よ
り
、
刻
線
と
石
の
傷
と
の
違
い
を
読
み
取
れ
て
明
ら
か
に
で
き
た
。
５
、
從
・
・
「
從
」
の
異
体
字
に
つ
い
て
、
旁
の
中
央
部
の
「
点
」
の
有
無
が
気
に
な
っ
た
が
、
北
魏
の
書
に
も
点
が
あ
る
字
例
が
あ
り
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
っ
て
も
点
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
右
下
部
が
「
之
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
６
、
式
・
・
異
体
字
の
「
式
」
で
あ
る
が
、
左
下
部
は
完
全
に
「
コ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
７
、
敬
・
・
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
、
四
画
目
及
び
五
画
目
が
明
確
と
な
る
。
８
、
寫
・
・
下
部
の
四
つ
の
点
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
９
、
釋
・
・
「
米
」
に
変
化
し
た
「
へ
ん
」
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
10
、
神
・
・
「
へ
ん
」
の
刻
線
が
「
ネ
」
に
も
「
示
」
に
も
見
え
る
刻
し
方
を
し
て
い
る
。
11
、
伏
・
・
写
真
と
拓
本
の
両
者
に
「
犬
」
の
三
画
目
の
起
筆
の
方
向
の
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
▼
表
１
　
写
真
・
拓
本
文
字
比
較
表
 
12
、
駕
・
・
「
馬
」
の
下
部
が
「
四
つ
点
」
な
の
か
「
一
」
な
の
か
拓
本
・
原
刻
写
真
と
も
不
明
瞭
。
13
、
入
・
・
写
真
画
像
・
原
拓
本
両
方
と
も
に
浅
い
線
で
「
入
」
字
の
筆
画
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
表
２
で
示
し
た
よ
う
に
原
拓
を
基
に
推
定
す
る
と
石
本
体
の
亀
裂
や
傷
な
の
か
文
字
を
刻
し
た
線
な
の
か
の
判
定
が
と
て
も
し
づ
ら
く
、
「
入
」
の
筆
画
ら
し
き
線
状
が
、
大
き
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
①
）
と
小
さ
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
②
）
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
。
写
真
画
像
で
は
こ
れ
ら
二
種
類
と
別
な
位
置
に
刻
線
ら
し
き
線
状
が
見
え
る
の
で
、
次
の
表
に
推
定
さ
れ
る
三
種
類
の
字
形
を
ま
ず
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
三
種
類
の
字
形
候
補
が
出
て
き
た
の
で
写
真
画
像
と
原
拓
を
更
に
入
念
に
観
察
す
る
と
単
な
る
平
面
で
は
な
く
凹
凸
の
あ
る
複
雑
な
表
面
の
た
め
特
に
斜
め
に
走
る
山
の
稜
線
の
よ
う
な
凸
部
で
は
通
常
の
採
拓
と
は
異
な
る
墨
だ
ま
り
の
よ
う
な
拓
影
が
現
出
す
る
よ
う
で
、
文
字
刻
を
再
現
す
る
時
に
は
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
ゆ
え
に
③
の
字
形
が
近
い
も
の
と
推
定
す
る
。
意
味
的
に
は
文
章
中
の
こ
の
場
所
に
「
入
」
が
挿
入
さ
れ
た
と
し
て
も
通
じ
る
の
で
問
題
は
な
い
。
▼
表
２
　
「
入
」
字
の
刻
線
推
定
表
14
、
邦
・
・
左
部
の
横
画
は
四
本
あ
る
。
北
魏
の
書
に
こ
の
字
例
あ
り
。
15
、
受
・
・
冠
部
の
点
が
四
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
つ
は
傷
で
あ
る
。
16
、
永
・
・
「
永
」
字
の
右
半
分
は
、
原
石
の
剥
落
に
よ
り
完
全
に
消
滅
。
二
次
補
正
で
、
北
魏
の
鄭
道
昭
の
書
よ
り
推
定
。
17
、
脱
・
・
右
上
部
は
原
石
の
剥
落
あ
り
。
18
、
證
・
・
「
は
つ
が
し
ら
」
の
字
形
左
側
が
「
タ
」
19
、
界
・
・
「
界
」
の
下
部
が
「
分
」
の
異
体
字
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
四
、
薬
師
寺
佛
足
石
成
立
の
過
程
先
の
論
文
に
お
い
て
正
面
・
左
側
面
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
背
面
に
刻
さ
れ
た
仏
足
石
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
か
ら
読
み
取
っ
た
新
た
な
内
容
を
参
照
し
つ
つ
、
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
、
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
、
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
④
で
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
を
示
し
、
⑤
で
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
に
刻
さ
れ
た
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
仏
跡
図
第
二
本
を
唐
の
普
光
寺
か
ら
平
城
京
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
も
た
ら
し
た
画
師
の
黄
文
本
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
年
代
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
黄
文
本
実
が
入
唐
し
た
時
期
の
上
限
は
、
王
玄
策
が
一
回
目
の
遣
使
の
任
務
を
終
え
て
唐
に
帰
国
し
た
可
能
性
が
あ
る
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
、
ま
た
は
二
回
目
の
貞
観
二
二
年
（
六
四
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
黄
文
本
実
が
参
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
遣
唐
使
の
時
期
の
上
限
は
、
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
回
遣
唐
使
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
第
二
回
遣
唐
使
に
は
玄
奘
の
直
弟
子
と
な
っ
た
道
昭
（
六
二
九
〜
七
〇
〇
）
が
参
加
し
て
お
り
、
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
は
、
道
昭
が
経
論
を
多
数
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
玄
奘
の
新
訳
経
典
や
教
学
が
日
本
仏
教
に
対
し
て
多
大
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
黄
文
本
実
が
日
本
に
帰
国
し
た
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
正
倉
院
文
書
「
写
疏
所
解
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
、
七
一
〇
頁
）
に
、
禅
院
寺
の
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
十
月
九
日
の
所
蔵
記
録
と
し
て
仏
跡
図
が
見
ら
れ
る
。
天
平
一
九
年
に
直
近
の
遣
唐
使
の
帰
国
は
、
玄
昉
ら
が
参
加
し
た
遣
唐
使
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
六
、
天
平
一
八
年
六
月
条
に
よ
る
と
、
玄
昉
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
帰
国
し
、
経
論
五
千
余
巻
と
仏
像
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
田
村
圓
澄
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
う
し
て
玄
昉
は
盛
唐
の
最
も
新
し
い
仏
教
で
あ
る
法
相
宗
を
智
周
に
学
び
、「
経
論
五
千
余
巻
及
諸
仏
像
」を
た
ず
さ
え
、天
平
七
年（
七
三
五
）
に
帰
国
し
た
。
「
経
論
五
千
余
巻
」
は
『
開
元
釈
教
録
』
所
収
の
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
玄
奘
の
翻
訳
に
か
か
る
新
訳
経
典
を
ふ
く
む
一
切
経
が
、
は
じ
め
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
玄
昉
の
帰
国
に
よ
っ
て
、
玄
奘
の
手
に
な
る
新
訳
経
典
は
ほ
ぼ
す
べ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
玄
昉
に
よ
っ
て
玄
奘
の
弟
子
の
基
が
創
始
し
た
法
相
宗
の
教
え
も
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
黄
文
本
実
の
活
動
年
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
日
本
仏
教
に
対
す
る
玄
奘
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
教
を
専
門
と
す
る
僧
侶
で
は
な
く
画
師
で
は
あ
る
が
、
遣
唐
使
と
し
て
の
教
養
を
備
え
た
知
識
人
で
あ
り
、
仏
教
に
関
し
て
も
一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
た
人
物
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
黄
文
本
実
が
長
安
の
普
光
寺
で
仏
跡
図
に
出
会
っ
た
際
に
、
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
考
え
た
動
機
は
も
ち
ろ
ん
崇
拝
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
崇
拝
に
値
す
る
と
判
断
し
た
根
拠
と
な
る
の
は
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
記
さ
れ
る
仏
跡
図
の
由
来
、
す
な
わ
ち
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
記
述
内
容
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玄
奘
の
言
と
仏
説
の
経
典
と
い
う
価
値
の
裏
付
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
黄
文
本
実
は
こ
れ
を
模
写
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
写
疏
所
解
」
は
禅
院
寺
の
仏
跡
図
に
つ
い
て
「
仏
跡
図
一
巻
」
と
記
し
、
そ
の
下
に「
一
条
紅
帒
　
一
条
　
　
　
　
　
一
条
錦
帒
」と
記
載
し
て
い
る
。帒
は
袋
の
意
味
な
の
で
三
袋
分
、
つ
ま
り
仏
跡
図
は
三
枚
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
袋
に
入
れ
て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
黄
文
本
実
が
唐
に
い
る
と
き
に
三
枚
模
写
し
た
か
、
ま
た
は
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
追
加
し
て
描
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
を
禅
院
寺
に
納
め
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
平
城
京
の
右
京
に
あ
っ
た
元
興
寺
の
禅
院
の
前
身
は
、
玄
奘
に
学
ん
だ
道
昭
が
帰
国
後
に
住
ん
だ
飛
鳥
寺
（
元
興
寺
）
の
禅
院
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
記
さ
れ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
禅
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
初
め
孝
徳
天
皇
の
白
雉
四
年
、
使
に
随
い
て
入
唐
す
。
適 
玄
奘
三
蔵
に
遇
い
、
師
と
し
て
業
を
受
く
。
三
蔵
特
に
愛
し
、
同
房
に
住
せ
し
む
。
…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。…
中
略…
後
に
平
城
に
遷
都
す
る
や
、
和
尚
の
弟
及
び
弟
子
等
は
奏
聞
し
、
禅
院
を
新
京
に
徙
し
建
て
る
。
今
の
平
城
右
京
禅
院
が
是
れ
な
り
。
此
の
院
多
く
経
論
有
り
。
書
迹
楷
好
。
並
び
に
錯
誤
せ
ず
。
皆
和
上
の
将
来
せ
る
所
の
者
な
り
。
石
田
茂
作
氏
の
研
究
で
は
、
「
写
疏
所
解
」
に
記
さ
れ
る
禅
院
寺
を
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
の
禅
院
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
石
田
氏
は
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
藤
野
道
生
氏
は
、
か
の 
”本
元
興
寺” 
東
南
隅
か
ら
移
し
建
て
ら
れ
た
と
伝
へ
る 
”道
昭
禅
院” 
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
擬
し
て
み
る
と
き
、
そ
の
場
所
は
、
同
じ
く 
”右
京” 
で
あ
つ
た
と
い
ふ
し
、
ま
た
、
道
昭
将
来
の
幾
多
の
経
典
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
は
れ
る
如
き
、
こ
の
建
物
の
有
つ
特
殊
性
格
か
ら
し
て
も
、
遣
唐
使
節
が
、
唐
に
あ
つ
て
写
し
帰
つ
た
と
見
え
る 
”仏
跡
図” 
を
収
蔵
す
る
の
場
所
と
し
て
、
極
め
て
自
然
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
と
は
元
興
寺
の
禅
院
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
藤
野
氏
の
こ
の
推
論
は
次
に
挙
げ
る
発
掘
調
査
を
基
に
し
た
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
正
当
性
は
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
１
９
９
２
年
の
飛
鳥
寺
東
南
部
の
調
査
で
、
複
弁
八
弁
蓮
華
紋
軒
丸
瓦
・
重
弧
紋
軒
平
瓦
、
竹
状
模
骨
丸
瓦
が
出
土
し
、
東
南
禅
院
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
東
南
禅
院
は
道
昭
が
７
世
紀
後
半
に
建
て
、
平
城
遷
都
に
と
も
な
い
右
京
四
条
一
坊
に
移
建
さ
れ
、
禅
院
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
の
出
土
瓦
は
、
飛
鳥
の
東
南
禅
院
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
調
査
地
周
辺
に
禅
院
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
竹
状
模
骨
丸
瓦
」
と
は
丸
瓦
凹
面
に
竹
の
よ
う
な
細
棒
を
綴
り
合
わ
せ
た
、
ス
ダ
レ
状
の
圧
痕
が
残
る
無
段
式
丸
瓦
で
あ
る
。
従
来
は
北
部
九
州
の
地
域
的
特
色
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
畿
内
で
も
少
数
な
が
ら
出
土
例
が
あ
り
、
ご
く
限
ら
れ
た
工
人
に
よ
る
傍
系
的
技
術
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
と
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
出
土
し
た
竹
状
模
骨
丸
瓦
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
寺
と
は
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
が
移
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
藤
野
氏
と
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
仏
跡
図
は
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
藤
野
氏
は
仏
跡
図
が
道
昭
ゆ
か
り
の
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
唐
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
跡
図
と
は
単
に
唐
に
ゆ
か
り
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
っ
て
価
値
を
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
跡
図
と
玄
奘
の
関
係
を
重
視
し
て
、
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
ゆ
か
り
の
禅
院
に
収
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
う
可
能
性
を
想
定
し
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
は
仏
足
石
の
価
値
や
意
義
を
説
明
す
る
た
め
に
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
ほ
か
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
仏
足
石
銘
文
は
そ
の
撰
者
が
独
自
に
研
究
調
査
し
て
文
章
を
書
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
と
と
も
に
仏
跡
図
の
由
来
と
意
義
付
け
を
禅
院
に
伝
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
銘
文
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
る
解
釈
は
、
も
ち
ろ
ん
黄
文
本
実
が
独
自
に
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
唐
で
学
ん
だ
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
唐
に
お
い
て
そ
の
解
釈
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
源
流
は
や
は
り
玄
奘
に
帰
す
る
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
よ
っ
て
仏
跡
図
の
意
味
を
説
い
た
記
録
は
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
玄
奘
と
同
時
代
を
生
き
た
道
宣
の
『
釈
迦
氏
譜
』
や
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』
の
中
で
も
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
の
で
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
典
拠
に
し
て
仏
跡
図
を
説
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
玄
奘
が
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
基
づ
い
て
理
解
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
提
示
し
て
お
く
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
あ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
又
謂
い
て
曰
く
、
経
論
は
深
妙
な
り
。
究
竟
す
る
能
わ
ず
。
禅
流
を
学
び
東
土
に
伝
う
る
に
如
か
ず
、
と
。
和
尚
教
を
奉
じ
て
、
始
め
て
禅
定
を
習
う
。
悟
る
所
は
稍
多
し
。…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
着
目
す
べ
き
は
、
道
昭
が
玄
奘
か
ら
「
経
論
は
奥
深
く
微
妙
で
、
究
め
つ
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
お
前
は
禅
を
学
ん
で
、東
の
国
の
日
本
に
広
め
る
の
が
よ
か
ろ
う
」と
い
う
教
え
を
受
け
、禅
定
を
学
び
は
じ
め
、
道
昭
の
帰
国
後
は
禅
を
学
ぶ
者
が
教
え
を
請
う
て
集
ま
っ
て
来
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
玄
奘
は
経
典
翻
訳
者
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
禅
定
を
重
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
禅
定
と
は
禅
と
定
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
定
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
sam
ādhi
で
あ
り
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
定
め
て
動
か
さ
な
い
瞑
想
を
指
し
、
「
三
昧
」
と
も
言
う
。
禅
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
のdhyāna
の
訳
語
で
あ
る
禅
那
を
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
瞑
想
し
て
身
心
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
定
の
一
分
と
解
す
る
。
し
ば
し
ば
総
合
し
て
禅
定
と
言
う
。
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
、
『
観
仏
三
昧
海
経
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
釈
尊
が
世
を
去
っ
た
後
に
、
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
す
る
人
々
も
ま
た
同
様
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
し
な
く
て
も
、
釈
尊
の
足
跡
を
見
た
り
、
仏
像
が
行
く
姿
を
見
た
り
し
た
人
々
も
ま
た
同
様
に
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
で
あ
る
僧
侶
は
観
想
を
す
れ
ば
よ
い
し
、
専
門
家
で
は
な
い
在
家
の
人
々
は
観
想
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
仏
三
昧
と
仏
跡
図
を
セ
ッ
ト
に
し
た
理
解
は
、
仮
に
玄
奘
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
唐
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
仏
跡
図
に
対
す
る
信
仰
は
玄
奘
に
対
す
る
尊
崇
や
敬
慕
の
念
と
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、
黄
文
本
実
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
記
録
が
な
い
た
め
に
、
第
三
本
の
作
者
と
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
薬
師
寺
仏
足
石
左
側
面
の
銘
文
に
登
場
す
る
越
田
安
万
が
禅
院
寺
に
あ
る
第
二
本
を
模
写
し
て
第
三
本
を
作
り
、
そ
の
上
さ
ら
に
仏
足
石
作
成
の
素
材
と
な
る
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
し
、
ど
こ
か
の
寺
院
に
納
め
ら
れ
た
第
三
本
を
基
に
し
て
越
田
安
万
が
仏
足
石
作
成
の
た
め
の
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
第
三
本
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
第
二
本
の
成
立
を
論
じ
た
際
に
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
、
僧
侶
は
観
想
を
し
て
三
昧
に
入
れ
ば
よ
い
し
、
在
家
の
人
々
は
専
門
的
な
観
想
を
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
た
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
は
専
門
家
向
け
と
専
門
で
は
な
い
人
向
け
の
救
済
方
法
を
提
示
し
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
。
玄
奘
が
道
昭
に
禅
定
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
は
論
理
的
に
教
学
を
深
め
て
悟
り
を
求
め
る
面
と
と
も
に
、
仏
の
教
え
は
人
智
を
超
え
た
深
さ
が
あ
る
ゆ
え
に
禅
定
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
仏
の
力
に
頼
っ
て
涅
槃
の
境
地
に
至
ろ
う
と
す
る
面
が
あ
る
。
文
室
真
人
智
努
と
い
う
人
物
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
て
、
薬
師
寺
仏
足
石
の
作
成
を
発
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
智
努
は
天
武
天
皇
の
孫
で
、
『
続
日
本
紀
』
巻
二
三
に
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
法
名
の
「
浄
三
」
と
い
う
名
で
登
場
し
て
い
る
。
廣
岡
義
隆
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
前
年
に
光
明
皇
后
が
崩
じ
た
際
に
は
「
智
努
」
の
名
で
出
て
い
る
の
で
、
天
平
宝
字
四
年
六
月
以
降
に
出
家
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。仏
足
石
を
作
っ
た
の
は
、
出
家
す
る
前
の
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
智
努
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
仏
教
に
対
す
る
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
智
努
は
仏
教
が
必
須
の
教
養
と
な
っ
て
い
た
時
代
の
知
識
人
と
し
て
、
玄
奘
訳
の
経
論
に
基
づ
く
法
相
宗
の
唯
識
思
想
と
い
う
高
度
な
仏
教
思
想
を
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仏
足
石
か
ら
読
み
取
れ
る
信
仰
は
難
解
な
も
の
で
は
な
く
、比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
く
信
仰
で
あ
る
。
智
努
は
知
識
人
と
し
て
高
い
学
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、
理
詰
め
で
考
え
て
悟
り
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
妻
が
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
で
安
楽
な
境
地
に
至
る
こ
と
や
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
福
に
な
る
と
い
う
理
想
を
求
め
る
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
④
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
本
稿
で
は
薬
師
寺
仏
足
石
信
仰
の
由
来
と
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
玄
奘
と
の
関
わ
り
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
き
た
。
第
一
本
仏
跡
図
は
王
玄
策
が
マ
ガ
ダ
国
か
ら
唐
に
持
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
普
光
寺
と
い
う
勅
願
寺
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
尊
重
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
跡
図
が
尊
重
さ
れ
た
理
由
は
、
マ
ガ
ダ
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
し
い
文
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
に
よ
る
価
値
の
保
証
が
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
第
二
本
は
黄
文
本
実
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
が
住
し
た
寺
院
で
あ
る
禅
院
寺
に
納
め
ら
れ
た
。
第
一
に
仏
跡
図
が
玄
奘
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
仏
跡
図
を
見
る
こ
と
で
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
観
仏
三
昧
と
い
う
禅
定
を
説
く
経
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
禅
院
寺
に
第
二
本
が
納
め
ら
れ
た
有
力
な
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
本
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
解
明
で
き
な
い
。
第
三
本
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
薬
師
寺
仏
足
石
は
文
室
真
人
智
努
の
発
願
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
信
仰
形
態
と
奈
良
を
代
表
す
る
大
寺
で
あ
る
薬
師
寺
の
信
仰
形
態
が
ほ
ど
よ
く
合
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仏
足
石
を
ま
つ
る
場
と
し
て
薬
師
寺
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
信
仰
形
態
の
特
徴
と
は
、知
識
人
を
満
足
さ
せ
る
高
度
な
思
想
が
信
仰
の
背
景
に
あ
る
こ
と
と
、
比
較
的
簡
単
に
誰
も
が
仏
の
世
界
に
至
れ
る
と
い
う
方
法
を
提
示
し
て
い
る
信
仰
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
薬
師
寺
は
唯
識
学
な
ど
玄
奘
の
新
訳
の
経
論
に
基
づ
く
教
え
を
伝
え
る
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
仏
足
石
を
安
置
し
て
お
ま
つ
り
で
き
た
場
所
で
も
あ
る
こ
と
で
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
知
識
人
の
信
仰
の
拠
り
所
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
補
遺
こ
こ
で
は
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
の
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
【
左
側
面
第
十
行
方
格
外
下
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
左
側
面
向
右
下
部
】
（
本
文
）
知
識
家
口
男
女
大
小
（
書
き
下
し
文
）
知
識
の
家
口
の
男
女
大
小
（
現
代
語
訳
）
施
主
の
家
族
の
老
若
男
女
【
左
側
面
方
格
外
向
右
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
右
側
面
】
（
本
文
）
諸
行
無
常
　
諸
法
无
我
　
涅
槃
寂
静
（
書
き
下
し
文
）
諸
行
は
無
常
な
り
。諸
法
は
無
我
な
り
。涅
槃
は
寂
静
な
り
。
（
現
代
語
訳
）あ
ら
ゆ
る
現
象
は
無
常
で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
存
在
に
実
体
は
な
い
。
　
悟
り
の
境
地
は
安
ら
か
で
あ
る
。
▼
写
真
２
　
　
薬
師
寺
佛
足
石・右
側
面
銘
文・刻
面
写
真
　﹇
飛
鳥
園
撮
影
﹈
五
、
佛
足
石
の
後
世
へ
の
影
響
﹇
大
阪
・
和
歌
山
調
査
報
告
﹈
　
　
林
昌
寺
佛
足
石
に
つ
い
て
今
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
共
同
研
究
調
査
で
は
、
古
代
薬
師
寺
仏
足
石
と
近
世
仏
足
石
の
時
代
の
空
隙
を
埋
め
る
中
世
仏
足
石
を
求
め
て
大
阪
府
泉
南
地
方
の
林
昌
寺
、
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
、
根
来
寺
、
粉
河
寺
の
各
寺
院
を
訪
れ
、
境
内
に
所
在
す
る
仏
足
石
の
調
査
を
行
っ
た
。
紀
三
井
寺
の
仏
足
石
は
戦
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
根
来
寺
の
仏
足
石
は
粉
河
寺
の
そ
れ
が
誤
っ
て
巷
間
に
存
在
が
流
布
し
た
も
の
で
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
除
外
し
、
林
昌
寺
と
粉
河
寺
の
仏
足
石
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
今
回
お
も
な
調
査
対
象
と
し
た
中
世
仏
足
石
が
あ
る
躑
躅
山
林
昌
寺
に
つ
い
て
、
同
寺
所
伝
の
由
緒
に
従
っ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
同
寺
は
、
有
名
な
中
世
荘
園
九
条
家
領
和
泉
国
日
根
野
荘
の
南
方
に
位
置
す
る
地
域
に
あ
り
、
山
の
南
西
斜
面
に
寺
の
諸
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
い
て
日
当
た
り
が
と
て
も
よ
く
、
風
光
明
媚
な
環
境
に
あ
る
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
。
近
隣
地
域
に
は
根
来
寺
、
粉
河
寺
な
ど
の
大
寺
院
も
点
在
し
、
高
野
山
の
麓
に
あ
る
こ
れ
ら
の
諸
寺
院
と
の
関
係
も
林
昌
寺
を
考
察
す
る
上
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
林
昌
寺
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
そ
の
開
基
を
行
基
と
す
る
古
刹
で
あ
る
。
行
基
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
三
院
六
坊
か
ら
な
る
当
時
の
寺
は
、
こ
の
地
の
水
質
が
鉱
質
に
富
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
山
菩
提
院
岡
寺
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
と
は
異
な
る
山
号
寺
号
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
近
隣
の
大
寺
院
で
あ
る
根
来
寺
が
、
平
安
初
期
、
粉
河
寺
が
聖
武
天
皇
没
後
の
宝
亀
年
間
の
開
基
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
地
域
で
は
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
寺
が
現
在
の
寺
号
山
号
と
な
っ
た
契
機
に
つ
い
て
、
由
緒
書
き
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
平
安
時
代
の
後
期
、
第
七
十
三
代
堀
河
天
皇
が
当
山
に
行
幸
の
み
ぎ
り
、
山
つ
つ
じ
が
見
事
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
山
号
を
躑
躅
山
と
し
、
法
林
繁
盛
の
勝
地
と
な
る
よ
う
、
寺
号
を
林
昌
寺
と
改
め
ら
れ
た
。
」
平
安
時
代
は
熊
野
詣
を
は
じ
め
天
皇
の
行
幸
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
都
か
ら
和
歌
山
を
経
て
熊
野
へ
向
か
う
途
中
立
ち
寄
る
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
し
、
林
昌
寺
を
目
的
地
と
し
て
行
幸
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
天
正
年
間
に
は
、
織
豊
政
権
に
よ
っ
て
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
の
信
長
に
よ
る
雑
賀
攻
め
、
同
九
〜
十
（
一
五
八
一
〜
二
）
年
の
高
野
攻
め
、
同
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
秀
吉
の
紀
州
征
伐
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
泉
南
か
ら
紀
州
の
諸
寺
院
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
林
昌
寺
も
創
建
当
時
か
ら
の
堂
塔
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し
、
現
存
の
諸
堂
伽
藍
は
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
も
の
を
始
め
と
し
て
近
年
に
再
建
さ
れ
た
堂
塔
も
あ
る
。
現
在
の
林
昌
寺
は
、
京
都
の
仁
和
寺
を
本
山
れ
て
い
る
。
国
宝
の
薬
師
寺
の
仏
足
石
は
安
山
岩
と
み
ら
れ
る
が
定
か
な
こ
と
は
地
質
学
の
専
門
家
の
鑑
定
に
待
つ
ほ
か
な
い
。
三
回
に
わ
た
っ
た
一
連
の
中
世
仏
足
石
の
調
査
で
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
仏
足
石
が
古
代
に
た
だ
一つ
の
存
在
で
、長
期
断
絶
し
て
近
世
に
至
っ
て
再
び
各
地
に
出
現
す
る
と
い
う
不
自
然
な
残
存
状
況
に
つ
い
て
、一
定
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。中
世
に
も
確
実
に
仏
足
石
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、そ
れ
が
多
く
の
場
合
無
関
心
に
屋
外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
風
化
が
進
み
、そ
れ
と
認
知
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。現
存
が
確
認
さ
れ
る
法
然
院
、安
土
城
、林
昌
寺
三
か
所
の
中
世
の
仏
足
石
は
、
い
ず
れ
も
露
天
に
放
置
さ
れ
風
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
林
昌
寺
の
も
の
は
、
三
十
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
同
寺
の
絵
葉
書
に
は
、
よ
り
明
瞭
に
仏
足
の
文
様
が
看
取
さ
れ
わ
ず
か
三
十
年
で
酸
性
雨
の
影
響
か
、
か
な
り
風
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
回
の
調
査
で
は
、
根
来
寺
に
あ
る
と
い
う
仏
足
石
を
探
し
た
が
、
こ
れ
は
粉
河
寺
の
仏
足
石
を
誤
っ
て
根
来
寺
の
仏
足
石
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
も
の
が
拡
散
し
た
も
の
と
判
明
し
た
。
粉
河
寺
で
の
仏
足
石
は
参
道
入
り
口
す
ぐ
の
左
側
に
覆
い
の
屋
根
の
下
に
柵
に
囲
ま
れ
て
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
柵
の
周
囲
か
ら
か
な
り
距
離
が
あ
り
、
法
量
の
計
測
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
字
の
判
読
す
ら
か
な
わ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
石
質
は
安
山
岩
様
に
見
受
け
ら
れ
た
が
判
然
と
し
な
い
。
周
囲
の
側
面
に
は
一
面
に
篆
書
と
も
行
書
と
も
判
別
し
か
ね
る
変
っ
た
書
体
で
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
近
世
に
か
か
る
追
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仏
足
石
の
仏
足
そ
の
も
の
は
、
林
昌
寺
の
も
の
と
共
通
し
て
切
り
欠
き
部
も
確
認
で
き
る
の
で
中
世
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、
改
め
て
許
可
を
得
て
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
台
石
が
焼
け
た
よ
う
な
赤
み
を
帯
び
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
天
正
年
間
に
行
わ
れ
た
織
豊
政
権
に
よ
る
紀
州
制
圧
戦
の
粉
河
寺
焼
亡
と
関
係
し
て
い
る
と
す
れ
ば
中
世
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
現
時
点
で
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
め
た
い
。
六
、
結
び
に
か
え
て
本
研
究
は
、武
蔵
野
大
学「
し
あ
わ
せ
研
究
」の
基
金
を
受
託
し「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
初
期
仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南
市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
中
世
の
可
能
性
が
高
い
粉
河
寺
の
も
の
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
薬
師
寺
佛
足
石
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研
究
蓄
積
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
研
究
史
の
上
に
確
か
な
地
歩
を
築
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と
そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三
年
間
に
わ
た
り
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
石
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
の
研
究
は
、
垤
和
本
精
拓
本
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
採
拓
者
で
あ
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
金
木
和
子
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、
昨
年
度
、
閉
門
後
の
夜
の
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
も
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
「
書
」
と
し
て
刻
さ
れ
て
い
た
か
知
り
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
お
蔭
様
で
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
な
る
べ
く
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
○
本
研
究
は
、
第
一
・
三
節
を
廣
瀨
、
第
四
節
を
遠
藤
、
第
五
節
を
漆
原
が
執
筆
し
、
第
二
節
を
廣
瀨
・
遠
藤
、
第
六
節
を
漆
原
・
廣
瀨
で
共
同
執
筆
し
た
。
○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
平
成
31
年
度
し
あ
わ
せ
研
究
費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
【
註
】
（
１
）
田
村
圓
澄
「
摂
論
宗
の
伝
来
」
（
速
水
侑
『
論
集
奈
良
仏
教
第
一
巻
　
奈
良
仏
教
の
展
開
』
、
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
二
五
頁
を
参
照
。
（
２
）
四
角
で
囲
っ
た
箇
所
は
空
欄
の
意
味
で
あ
る
。
（
３
）
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
年
再
版
）
三
〇
頁
を
参
照
。
な
お
こ
の
書
物
は
一
九
三
〇
年
の
初
版
本
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
再
版
本
を
参
照
し
た
。
（
４
）
藤
野
道
生
「
禅
院
寺
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
六‒
九
、
一
九
五
七
年
）
四
一
頁
を
参
照
。
（
５
）
原
田
憲
二
郎
、
森
下
惠
介
、
池
田
富
貴
子
『
平
城
の
甍―
平
城
京
出
土
瓦
展―
』
（
編
集
：
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
、
発
行
：
奈
良
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
頁
を
参
照
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。
http://w
w
w
.city.nara.lg.jp/w
w
w
/contents/1227078972143/files/i-
raka.pdf
（
６
）
廣
岡
義
隆
「
文
室
眞
人
智
努
の
生
涯―
天
平
一
知
識
人
の
憂
愁―
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
、
一
九
九
一
年
）
四
五
頁
を
参
照
。
（
７
）「
善
き
友
人
」
の
意
で
善
知
識
と
も
い
い
、
仏
の
教
え
を
説
き
勧
め
て
善
導
す
る
指
導
者
や
、
寺
院
や
仏
像
の
建
立
の
た
め
に
金
品
を
布
施
す
る
人
物
を
指
す
。
こ
の
箇
所
で
は
施
主
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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▼
薬
師
寺
佛
足
石
・
背
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書
の
復
元
（
６
）
（
７
）
と
す
る
真
言
宗
御
室
派
に
属
し
、
別
名
を
岡
大
師
と
称
す
る
よ
う
に
泉
州
地
区
の
弘
法
大
師
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
国
三
十
一
番
札
所
と
し
て
近
世
に
も
栄
え
た
寺
院
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
は
写
真
３
・
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
側
面
上
下
の
二
か
所
と
左
側
上
部
一
か
所
の
計
三
か
所
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
写
真
画
像
か
ら
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
線
刻
さ
れ
た
仏
像
の
輪
郭
が
残
さ
れ
て
い
る
。
右
側
上
部
と
左
側
部
分
の
線
刻
は
風
化
が
進
み
か
ろ
う
じ
て
線
刻
が
看
取
で
き
る
も
の
の
明
瞭
で
は
な
い
が
、
左
側
手
前
下
部
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
比
較
的
明
瞭
に
線
刻
さ
れ
た
小
仏
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
背
後
に
直
立
す
る
青
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
「
仏
足
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
近
世
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
線
刻
の
仏
像
が
見
ら
れ
る
の
は
、
す
で
に
本
研
究
Ⅱ
で
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
京
都
法
然
院
の
仏
足
石
（
写
真
５
・
６
）
と
安
土
城
仏
足
石
（
写
真
７
・
８
）
の
二
つ
の
中
世
仏
足
石
と
共
通
す
る
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
初
伝
の
通
り
林
昌
寺
仏
足
石
は
、
中
世
の
仏
足
石
で
あ
る
と
見
て
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
台
石
の
側
面
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
り
そ
こ
に
線
刻
の
小
仏
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
、
多
く
の
近
世
・
近
現
代
仏
足
石
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
中
世
仏
足
石
の
識
別
点
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
台
石
上
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
仏
足
本
体
そ
の
も
の
が
、
技
巧
的
な
近
世
の
仏
足
石
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
単
純
素
朴
で
雅
味
が
あ
る
と
い
え
る
印
象
を
受
け
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
の
石
質
は
玄
武
岩
の
よ
う
に
見
え
受
け
ら
れ
る
が
、
苔
や
泥
の
付
着
に
よ
り
明
確
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
近
世
近
現
代
の
仏
足
石
の
多
く
が
、
黒
御
影
石
あ
る
い
は
御
影
石
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
法
然
院
の
も
の
は
緑
泥
片
岩
（
秩
父
青
石
）
、
安
土
城
の
も
の
は
安
山
岩
が
用
い
ら
-- 150 --
一
、
は
じ
め
に
本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
初
期
仏
教
を
ま
さ
に
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
日
本
最
古
の
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
刻
の
薬
師
寺
に
あ
る
「
佛
足
石
」に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
注
目
し
、書
道
学（
廣
瀨
）・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
た
も
の
で
、
す
で
に
発
表
し
た
次
の
二
つ
の
共
同
研
究
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―
正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―
左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成
立
過
程―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
上
記
の
論
文
で
発
表
し
た
佛
足
石
正
面
と
左
側
面
銘
文
に
関
す
る
研
究
に
続
き
、
本
稿
で
は
背
面
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
分
析
を
進
め
る
。
最
初
に
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
薬
師
寺
佛
足
石
に
関
わ
っ
た
人
々
の
信
仰
の
あ
り
方
や
成
立
過
程
を
前
号
に
引
き
続
き
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
江
戸
時
代
に
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
間
の
期
間
（
中
世
な
ど
）
に
お
け
る
佛
足
石
の
存
在
を
埋
め
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
今
回
大
阪
と
和
歌
山
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
佛
足
石
の
調
査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
二
、
佛
足
石
背
面
銘
文
の
釈
文
佛
足
石
の
銘
文
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
文
献
と
し
て
次
の
論
文
が
あ
る
。
冒
頭
の
太
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
略
号
と
し
て
示
し
た
。
①
　
旧
↓
薬
師
寺
発
行
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
出
典
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
と
し
て
い
る
）
②
　
新
↓
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
補
訂
版
（
岩
波
　
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
③
　
吉
↓
吉
村
怜
『
天
人
誕
生
図
の
研
究
』
（
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
）
本
書
所
収
の
神
直
石
手
論
文
の
初
出
は
吉
村
怜
「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
者
「
神
直
石
手
」
に
つ
い
て
」
（
『
美
術
史
研
究
』
八
、
一
九
七
一
年
）
④
　
岡
↓
廣
岡
義
隆
「
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
、一
九
九
〇
年
）、『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
基
に
し
つ
つ
更
に
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
注
＊
﹈
及
び
精
拓
本
（
垤
和
本
）
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
た
も
の
が
次
の
太
字
の
釈
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
異
同
の
あ
る
文
字
に
棒
線
を
記
し
、
そ
の
左
側
に
、
先
賢
の
諸
説
を
記
し
た
。
﹇
注
＊
﹈
写
真
　
令
和
元
年
９
月
25
日
付
で
薬
師
寺
に
掲
載
許
可
申
請
、
同
年
10
月
１
日
付
・
薬
師
寺
掲
載
許
可
第
１―
２
６
８
号
に
よ
り
、
飛
鳥
園
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
〈
銘
文
の
行
数
と
釈
文
〉
１
　
至
心
發
願
爲
　
　
　
・
旧
新
吉
：
爲
　
岡
：
為
２
　
亡
夫
人
從
四
位
下
　
　
　
・
旧
新
吉
：
從
　
岡
：
従
３
　
茨
田
郡
主
法
４
　
名
良
式
敬
寫
５
　
釋
迦
如
来
神
　
　
　
・
旧
：
釈
　
新
吉
岡
：
釋
　
　
　
・
旧
広
：
来
　
新
吉
：
來
　
　
　
　
　
＊
五
字
目
は
、
へ
ん
の
字
形
が
「
神
」
「
神
」
に
も
ど
ち
ら
に
　
　
　
　
　
　
も
見
え
る
字
形
を
し
て
い
る
。
６
　
跡
伏
願
夫
人
７
　
之
霊
駕
遊
入
　
　
　
・
旧
岡
：
霊
　
新
吉
：
靈
　
　
　
　
　
・
岡
：
「
遊
」
の
あ
と
に
「
入
」
＊
今
回
の
調
査
で
も
精
密
な
写
真
画
像
と
拓
本
を
過
眼
す
る
と
わ
ず
か
に
残
る
刻
跡
よ
り
「
入
」
が
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
13
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
８
　
无
勝
之
妙
邦
９
　
受
□
□
□
□
之
　
　
　
・
旧
新
：
□
□
□
□
　
吉
：
□
□
　
岡
：
□
□
□
10
　
聖
□
永
脱
有
　
　
　
・
旧
新
吉
：
□
は
言
ベ
ン
　
岡
：
□
　
　
　
　
　
＊
二
字
目
の
□
は
、
飛
鳥
園
撮
影
写
真
で
も
垤
和
本
精
拓
本
で
　
　
　
　
　
　
も
「
言
べ
ん
」
は
過
眼
で
き
る
。
し
か
し
旁
部
及
び
９
行
目
　
　
　
　
　
　
の
中
央
部
に
か
け
て
は
剥
離
に
よ
る
摩
滅
に
よ
り
不
明
。
11
　
漏
高
證
无
爲
同
12
　
霑
三
界
共
契
一
眞
　
　
　
・
旧
新
吉
：
眞
　
岡
：
真
（
書
き
下
し
文
）
至
心
に
発
願
し
、
亡
夫
人
従
四
位
下
茨
田
郡
主
法
名
良
式
の
為
に
、
敬
ん
で
釈
迦
如
来
の
神
跡
を
写
す
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
夫
人
の
霊
、
駕
遊
し
て
無
勝
の
妙
邦
に
入
り
て
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
に
有
漏
を
脱
し
、
無
為
を
高
証
し
、
同
に
三
界
を
霑
し
、
共
に
一
眞
に
契
わ
ん
こ
と
を
。
（
現
代
語
訳
）
真
心
を
持
っ
て
誓
願
を
立
て
、
今
は
亡
き
夫
人
の
従
四
位
下
茨
田
郡
主
、
法
名
は
良
式
の
た
め
に
、
慎
み
敬
っ
て
釈
尊
の
足
跡
を
写
す
。
仏
に
平
伏
し
礼
拝
し
、
夫
人
の
霊
が
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
に
て
悠
々
と
し
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
遠
に
煩
悩
か
ら
と
き
は
な
た
れ
、
悟
り
の
境
地
に
至
り
、迷
い
の
世
界
の
生
き
と
し
生
き
る
者
す
べ
て
に
利
益
が
お
よ
び
、皆
共
に
仏
が
教
え
る
真
理
に
目
覚
め
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
三
、
原
刻
写
真
と
精
拓
本
の
比
較
に
よ
る
　
　
刻
さ
れ
た
書
線
の
検
討
薬
師
寺
佛
足
石
側
面
の
銘
文
は
、
ど
の
面
も
概
ね
風
化
に
よ
り
摩
滅
し
て
い
る
が
、
背
面
は
、
正
面
刻
や
右
側
面
刻
と
比
べ
る
と
、
剥
落
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
刻
線
は
比
較
的
明
瞭
な
方
で
あ
る
。
正
面
・
左
右
の
側
面
は
、
肉
眼
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
在
、
佛
足
石
の
背
面
が
、
堂
内
の
壁
面
と
ほ
ぼ
接
す
る
に
近
い
状
態
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
刻
線
を
肉
眼
で
直
接
確
か
め
な
が
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
今
回
の
背
面
銘
文
調
査
及
び
復
元
に
あ
た
っ
て
も
前
回
の
研
究
と
同
様
に
新
倉
垤
斎
・
金
木
和
子
両
氏
が
昭
和
四
十
七
年
に
採
拓
し
た
精
拓
本
（
垤
和
本
）
を
頼
り
に
、
復
元
作
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
か
つ
て
佛
足
石
移
動
時
に
飛
鳥
園
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
背
面
の
現
刻
写
真
画
像
と
も
比
較
検
討
し
な
が
ら
（
表
１
参
照
）
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
更
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
北
魏
時
代
の
書
の
古
典
を
参
照
し
て
導
き
出
し
た
も
の
が
表
１
の
下
部
に
示
し
た
一
次
補
正
・
二
次
補
正
で
あ
る
。
佛
足
石
背
面
の
銘
文
の
周
囲
に
刻
さ
れ
て
い
る
枠
（
方
格
）
の
寸
法
は
横
巾
66
㎝
、
縦
の
寸
法
に
つ
い
て
は
最
も
長
い
右
側
が
28
・
５
㎝
、
中
央
部
の
狭
い
箇
所
が
25
㎝
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
、
最
も
大
き
い
「
釋
」
字
は
、
横
４
㎝
、
縦
５
㎝
で
あ
り
、
小
さ
い
文
字
は
２
㎝
角
で
あ
る
。
ち
な
み
に
佛
足
石
の
右
側
面
に
唯
一
刻
さ
れ
た
銘
文
（
本
稿
第
４
節
末
尾
の
写
真
２
）
の
大
き
さ
（
枠
﹇
方
格
﹈
の
寸
法
）
は
、
上
部
の
横
が
12
㎝
、
下
部
の
横
が
11
・
５
㎝
、
縦
が
18
㎝
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
記
し
て
お
く
。
１
、
至
・
・
拓
本
（
原
拓
）
で
は
、
二
画
目
の
横
画
の
位
置
が
刻
線
と
傷
に
よ
り
二
通
り
推
定
で
き
、
特
定
に
困
っ
た
が
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
正
し
い
位
置
が
判
定
で
き
た
。
同
様
に
最
終
画
の
起
筆
と
収
筆
の
位
置
と
太
さ
に
つ
い
て
も
写
真
に
よ
り
判
定
で
き
た
。
２
、
心
・
・
原
刻
写
真
に
よ
っ
て
一
画
目
の
点
の
位
置
が
特
定
で
き
た
。
三
・
四
画
目
の
点
の
位
置
は
、
原
刻
の
摩
滅
が
著
し
く
拓
本
及
び
写
真
に
お
い
て
も
特
定
が
困
難
。
推
定
位
置
を
二
次
補
正
で
示
し
た
。
３
、
發
・
・
上
部
の
「
は
つ
が
し
ら
」
が
、
珍
し
い
字
形
で
あ
る
。
原
刻
写
真
に
よ
り
、
よ
り
明
確
と
な
る
。
４
、
亡
・
・
一
画
目
の
字
形
と
三
画
目
の
収
筆
の
状
態
が
拓
本
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
原
刻
写
真
に
よ
り
、
刻
線
と
石
の
傷
と
の
違
い
を
読
み
取
れ
て
明
ら
か
に
で
き
た
。
５
、
從
・
・
「
從
」
の
異
体
字
に
つ
い
て
、
旁
の
中
央
部
の
「
点
」
の
有
無
が
気
に
な
っ
た
が
、
北
魏
の
書
に
も
点
が
あ
る
字
例
が
あ
り
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
っ
て
も
点
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
右
下
部
が
「
之
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
６
、
式
・
・
異
体
字
の
「
式
」
で
あ
る
が
、
左
下
部
は
完
全
に
「
コ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
７
、
敬
・
・
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
、
四
画
目
及
び
五
画
目
が
明
確
と
な
る
。
８
、
寫
・
・
下
部
の
四
つ
の
点
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
９
、
釋
・
・
「
米
」
に
変
化
し
た
「
へ
ん
」
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
10
、
神
・
・
「
へ
ん
」
の
刻
線
が
「
ネ
」
に
も
「
示
」
に
も
見
え
る
刻
し
方
を
し
て
い
る
。
11
、
伏
・
・
写
真
と
拓
本
の
両
者
に
「
犬
」
の
三
画
目
の
起
筆
の
方
向
の
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
▼
表
１
　
写
真
・
拓
本
文
字
比
較
表
 
12
、
駕
・
・
「
馬
」
の
下
部
が
「
四
つ
点
」
な
の
か
「
一
」
な
の
か
拓
本
・
原
刻
写
真
と
も
不
明
瞭
。
13
、
入
・
・
写
真
画
像
・
原
拓
本
両
方
と
も
に
浅
い
線
で
「
入
」
字
の
筆
画
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
表
２
で
示
し
た
よ
う
に
原
拓
を
基
に
推
定
す
る
と
石
本
体
の
亀
裂
や
傷
な
の
か
文
字
を
刻
し
た
線
な
の
か
の
判
定
が
と
て
も
し
づ
ら
く
、
「
入
」
の
筆
画
ら
し
き
線
状
が
、
大
き
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
①
）
と
小
さ
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
②
）
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
。
写
真
画
像
で
は
こ
れ
ら
二
種
類
と
別
な
位
置
に
刻
線
ら
し
き
線
状
が
見
え
る
の
で
、
次
の
表
に
推
定
さ
れ
る
三
種
類
の
字
形
を
ま
ず
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
三
種
類
の
字
形
候
補
が
出
て
き
た
の
で
写
真
画
像
と
原
拓
を
更
に
入
念
に
観
察
す
る
と
単
な
る
平
面
で
は
な
く
凹
凸
の
あ
る
複
雑
な
表
面
の
た
め
特
に
斜
め
に
走
る
山
の
稜
線
の
よ
う
な
凸
部
で
は
通
常
の
採
拓
と
は
異
な
る
墨
だ
ま
り
の
よ
う
な
拓
影
が
現
出
す
る
よ
う
で
、
文
字
刻
を
再
現
す
る
時
に
は
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
ゆ
え
に
③
の
字
形
が
近
い
も
の
と
推
定
す
る
。
意
味
的
に
は
文
章
中
の
こ
の
場
所
に
「
入
」
が
挿
入
さ
れ
た
と
し
て
も
通
じ
る
の
で
問
題
は
な
い
。
▼
表
２
　
「
入
」
字
の
刻
線
推
定
表
14
、
邦
・
・
左
部
の
横
画
は
四
本
あ
る
。
北
魏
の
書
に
こ
の
字
例
あ
り
。
15
、
受
・
・
冠
部
の
点
が
四
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
つ
は
傷
で
あ
る
。
16
、
永
・
・
「
永
」
字
の
右
半
分
は
、
原
石
の
剥
落
に
よ
り
完
全
に
消
滅
。
二
次
補
正
で
、
北
魏
の
鄭
道
昭
の
書
よ
り
推
定
。
17
、
脱
・
・
右
上
部
は
原
石
の
剥
落
あ
り
。
18
、
證
・
・
「
は
つ
が
し
ら
」
の
字
形
左
側
が
「
タ
」
19
、
界
・
・
「
界
」
の
下
部
が
「
分
」
の
異
体
字
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
四
、
薬
師
寺
佛
足
石
成
立
の
過
程
先
の
論
文
に
お
い
て
正
面
・
左
側
面
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
背
面
に
刻
さ
れ
た
仏
足
石
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
か
ら
読
み
取
っ
た
新
た
な
内
容
を
参
照
し
つ
つ
、
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
、
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
、
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
④
で
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
を
示
し
、
⑤
で
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
に
刻
さ
れ
た
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
仏
跡
図
第
二
本
を
唐
の
普
光
寺
か
ら
平
城
京
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
も
た
ら
し
た
画
師
の
黄
文
本
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
年
代
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
黄
文
本
実
が
入
唐
し
た
時
期
の
上
限
は
、
王
玄
策
が
一
回
目
の
遣
使
の
任
務
を
終
え
て
唐
に
帰
国
し
た
可
能
性
が
あ
る
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
、
ま
た
は
二
回
目
の
貞
観
二
二
年
（
六
四
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
黄
文
本
実
が
参
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
遣
唐
使
の
時
期
の
上
限
は
、
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
回
遣
唐
使
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
第
二
回
遣
唐
使
に
は
玄
奘
の
直
弟
子
と
な
っ
た
道
昭
（
六
二
九
〜
七
〇
〇
）
が
参
加
し
て
お
り
、
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
は
、
道
昭
が
経
論
を
多
数
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
玄
奘
の
新
訳
経
典
や
教
学
が
日
本
仏
教
に
対
し
て
多
大
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
黄
文
本
実
が
日
本
に
帰
国
し
た
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
正
倉
院
文
書
「
写
疏
所
解
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
、
七
一
〇
頁
）
に
、
禅
院
寺
の
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
十
月
九
日
の
所
蔵
記
録
と
し
て
仏
跡
図
が
見
ら
れ
る
。
天
平
一
九
年
に
直
近
の
遣
唐
使
の
帰
国
は
、
玄
昉
ら
が
参
加
し
た
遣
唐
使
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
六
、
天
平
一
八
年
六
月
条
に
よ
る
と
、
玄
昉
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
帰
国
し
、
経
論
五
千
余
巻
と
仏
像
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
田
村
圓
澄
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
う
し
て
玄
昉
は
盛
唐
の
最
も
新
し
い
仏
教
で
あ
る
法
相
宗
を
智
周
に
学
び
、「
経
論
五
千
余
巻
及
諸
仏
像
」を
た
ず
さ
え
、天
平
七
年（
七
三
五
）
に
帰
国
し
た
。
「
経
論
五
千
余
巻
」
は
『
開
元
釈
教
録
』
所
収
の
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
玄
奘
の
翻
訳
に
か
か
る
新
訳
経
典
を
ふ
く
む
一
切
経
が
、
は
じ
め
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
玄
昉
の
帰
国
に
よ
っ
て
、
玄
奘
の
手
に
な
る
新
訳
経
典
は
ほ
ぼ
す
べ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
玄
昉
に
よ
っ
て
玄
奘
の
弟
子
の
基
が
創
始
し
た
法
相
宗
の
教
え
も
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
黄
文
本
実
の
活
動
年
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
日
本
仏
教
に
対
す
る
玄
奘
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
教
を
専
門
と
す
る
僧
侶
で
は
な
く
画
師
で
は
あ
る
が
、
遣
唐
使
と
し
て
の
教
養
を
備
え
た
知
識
人
で
あ
り
、
仏
教
に
関
し
て
も
一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
た
人
物
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
黄
文
本
実
が
長
安
の
普
光
寺
で
仏
跡
図
に
出
会
っ
た
際
に
、
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
考
え
た
動
機
は
も
ち
ろ
ん
崇
拝
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
崇
拝
に
値
す
る
と
判
断
し
た
根
拠
と
な
る
の
は
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
記
さ
れ
る
仏
跡
図
の
由
来
、
す
な
わ
ち
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
記
述
内
容
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玄
奘
の
言
と
仏
説
の
経
典
と
い
う
価
値
の
裏
付
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
黄
文
本
実
は
こ
れ
を
模
写
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
写
疏
所
解
」
は
禅
院
寺
の
仏
跡
図
に
つ
い
て
「
仏
跡
図
一
巻
」
と
記
し
、
そ
の
下
に「
一
条
紅
帒
　
一
条
　
　
　
　
　
一
条
錦
帒
」と
記
載
し
て
い
る
。帒
は
袋
の
意
味
な
の
で
三
袋
分
、
つ
ま
り
仏
跡
図
は
三
枚
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
袋
に
入
れ
て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
黄
文
本
実
が
唐
に
い
る
と
き
に
三
枚
模
写
し
た
か
、
ま
た
は
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
追
加
し
て
描
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
を
禅
院
寺
に
納
め
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
平
城
京
の
右
京
に
あ
っ
た
元
興
寺
の
禅
院
の
前
身
は
、
玄
奘
に
学
ん
だ
道
昭
が
帰
国
後
に
住
ん
だ
飛
鳥
寺
（
元
興
寺
）
の
禅
院
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
記
さ
れ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
禅
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
初
め
孝
徳
天
皇
の
白
雉
四
年
、
使
に
随
い
て
入
唐
す
。
適 
玄
奘
三
蔵
に
遇
い
、
師
と
し
て
業
を
受
く
。
三
蔵
特
に
愛
し
、
同
房
に
住
せ
し
む
。
…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。…
中
略…
後
に
平
城
に
遷
都
す
る
や
、
和
尚
の
弟
及
び
弟
子
等
は
奏
聞
し
、
禅
院
を
新
京
に
徙
し
建
て
る
。
今
の
平
城
右
京
禅
院
が
是
れ
な
り
。
此
の
院
多
く
経
論
有
り
。
書
迹
楷
好
。
並
び
に
錯
誤
せ
ず
。
皆
和
上
の
将
来
せ
る
所
の
者
な
り
。
石
田
茂
作
氏
の
研
究
で
は
、
「
写
疏
所
解
」
に
記
さ
れ
る
禅
院
寺
を
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
の
禅
院
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
石
田
氏
は
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
藤
野
道
生
氏
は
、
か
の 
”本
元
興
寺” 
東
南
隅
か
ら
移
し
建
て
ら
れ
た
と
伝
へ
る 
”道
昭
禅
院” 
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
擬
し
て
み
る
と
き
、
そ
の
場
所
は
、
同
じ
く 
”右
京” 
で
あ
つ
た
と
い
ふ
し
、
ま
た
、
道
昭
将
来
の
幾
多
の
経
典
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
は
れ
る
如
き
、
こ
の
建
物
の
有
つ
特
殊
性
格
か
ら
し
て
も
、
遣
唐
使
節
が
、
唐
に
あ
つ
て
写
し
帰
つ
た
と
見
え
る 
”仏
跡
図” 
を
収
蔵
す
る
の
場
所
と
し
て
、
極
め
て
自
然
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
と
は
元
興
寺
の
禅
院
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
藤
野
氏
の
こ
の
推
論
は
次
に
挙
げ
る
発
掘
調
査
を
基
に
し
た
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
正
当
性
は
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
１
９
９
２
年
の
飛
鳥
寺
東
南
部
の
調
査
で
、
複
弁
八
弁
蓮
華
紋
軒
丸
瓦
・
重
弧
紋
軒
平
瓦
、
竹
状
模
骨
丸
瓦
が
出
土
し
、
東
南
禅
院
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
東
南
禅
院
は
道
昭
が
７
世
紀
後
半
に
建
て
、
平
城
遷
都
に
と
も
な
い
右
京
四
条
一
坊
に
移
建
さ
れ
、
禅
院
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
の
出
土
瓦
は
、
飛
鳥
の
東
南
禅
院
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
調
査
地
周
辺
に
禅
院
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
竹
状
模
骨
丸
瓦
」
と
は
丸
瓦
凹
面
に
竹
の
よ
う
な
細
棒
を
綴
り
合
わ
せ
た
、
ス
ダ
レ
状
の
圧
痕
が
残
る
無
段
式
丸
瓦
で
あ
る
。
従
来
は
北
部
九
州
の
地
域
的
特
色
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
畿
内
で
も
少
数
な
が
ら
出
土
例
が
あ
り
、
ご
く
限
ら
れ
た
工
人
に
よ
る
傍
系
的
技
術
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
と
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
出
土
し
た
竹
状
模
骨
丸
瓦
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
寺
と
は
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
が
移
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
藤
野
氏
と
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
仏
跡
図
は
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
藤
野
氏
は
仏
跡
図
が
道
昭
ゆ
か
り
の
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
唐
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
跡
図
と
は
単
に
唐
に
ゆ
か
り
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
っ
て
価
値
を
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
跡
図
と
玄
奘
の
関
係
を
重
視
し
て
、
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
ゆ
か
り
の
禅
院
に
収
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
う
可
能
性
を
想
定
し
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
は
仏
足
石
の
価
値
や
意
義
を
説
明
す
る
た
め
に
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
ほ
か
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
仏
足
石
銘
文
は
そ
の
撰
者
が
独
自
に
研
究
調
査
し
て
文
章
を
書
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
と
と
も
に
仏
跡
図
の
由
来
と
意
義
付
け
を
禅
院
に
伝
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
銘
文
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
る
解
釈
は
、
も
ち
ろ
ん
黄
文
本
実
が
独
自
に
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
唐
で
学
ん
だ
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
唐
に
お
い
て
そ
の
解
釈
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
源
流
は
や
は
り
玄
奘
に
帰
す
る
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
よ
っ
て
仏
跡
図
の
意
味
を
説
い
た
記
録
は
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
玄
奘
と
同
時
代
を
生
き
た
道
宣
の
『
釈
迦
氏
譜
』
や
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』
の
中
で
も
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
の
で
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
典
拠
に
し
て
仏
跡
図
を
説
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
玄
奘
が
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
基
づ
い
て
理
解
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
提
示
し
て
お
く
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
あ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
又
謂
い
て
曰
く
、
経
論
は
深
妙
な
り
。
究
竟
す
る
能
わ
ず
。
禅
流
を
学
び
東
土
に
伝
う
る
に
如
か
ず
、
と
。
和
尚
教
を
奉
じ
て
、
始
め
て
禅
定
を
習
う
。
悟
る
所
は
稍
多
し
。…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
着
目
す
べ
き
は
、
道
昭
が
玄
奘
か
ら
「
経
論
は
奥
深
く
微
妙
で
、
究
め
つ
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
お
前
は
禅
を
学
ん
で
、東
の
国
の
日
本
に
広
め
る
の
が
よ
か
ろ
う
」と
い
う
教
え
を
受
け
、禅
定
を
学
び
は
じ
め
、
道
昭
の
帰
国
後
は
禅
を
学
ぶ
者
が
教
え
を
請
う
て
集
ま
っ
て
来
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
玄
奘
は
経
典
翻
訳
者
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
禅
定
を
重
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
禅
定
と
は
禅
と
定
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
定
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
sam
ādhi
で
あ
り
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
定
め
て
動
か
さ
な
い
瞑
想
を
指
し
、
「
三
昧
」
と
も
言
う
。
禅
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
のdhyāna
の
訳
語
で
あ
る
禅
那
を
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
瞑
想
し
て
身
心
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
定
の
一
分
と
解
す
る
。
し
ば
し
ば
総
合
し
て
禅
定
と
言
う
。
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
、
『
観
仏
三
昧
海
経
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
釈
尊
が
世
を
去
っ
た
後
に
、
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
す
る
人
々
も
ま
た
同
様
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
し
な
く
て
も
、
釈
尊
の
足
跡
を
見
た
り
、
仏
像
が
行
く
姿
を
見
た
り
し
た
人
々
も
ま
た
同
様
に
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
で
あ
る
僧
侶
は
観
想
を
す
れ
ば
よ
い
し
、
専
門
家
で
は
な
い
在
家
の
人
々
は
観
想
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
仏
三
昧
と
仏
跡
図
を
セ
ッ
ト
に
し
た
理
解
は
、
仮
に
玄
奘
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
唐
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
仏
跡
図
に
対
す
る
信
仰
は
玄
奘
に
対
す
る
尊
崇
や
敬
慕
の
念
と
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、
黄
文
本
実
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
記
録
が
な
い
た
め
に
、
第
三
本
の
作
者
と
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
薬
師
寺
仏
足
石
左
側
面
の
銘
文
に
登
場
す
る
越
田
安
万
が
禅
院
寺
に
あ
る
第
二
本
を
模
写
し
て
第
三
本
を
作
り
、
そ
の
上
さ
ら
に
仏
足
石
作
成
の
素
材
と
な
る
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
し
、
ど
こ
か
の
寺
院
に
納
め
ら
れ
た
第
三
本
を
基
に
し
て
越
田
安
万
が
仏
足
石
作
成
の
た
め
の
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
第
三
本
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
第
二
本
の
成
立
を
論
じ
た
際
に
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
、
僧
侶
は
観
想
を
し
て
三
昧
に
入
れ
ば
よ
い
し
、
在
家
の
人
々
は
専
門
的
な
観
想
を
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
た
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
は
専
門
家
向
け
と
専
門
で
は
な
い
人
向
け
の
救
済
方
法
を
提
示
し
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
。
玄
奘
が
道
昭
に
禅
定
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
は
論
理
的
に
教
学
を
深
め
て
悟
り
を
求
め
る
面
と
と
も
に
、
仏
の
教
え
は
人
智
を
超
え
た
深
さ
が
あ
る
ゆ
え
に
禅
定
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
仏
の
力
に
頼
っ
て
涅
槃
の
境
地
に
至
ろ
う
と
す
る
面
が
あ
る
。
文
室
真
人
智
努
と
い
う
人
物
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
て
、
薬
師
寺
仏
足
石
の
作
成
を
発
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
智
努
は
天
武
天
皇
の
孫
で
、
『
続
日
本
紀
』
巻
二
三
に
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
法
名
の
「
浄
三
」
と
い
う
名
で
登
場
し
て
い
る
。
廣
岡
義
隆
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
前
年
に
光
明
皇
后
が
崩
じ
た
際
に
は
「
智
努
」
の
名
で
出
て
い
る
の
で
、
天
平
宝
字
四
年
六
月
以
降
に
出
家
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。仏
足
石
を
作
っ
た
の
は
、
出
家
す
る
前
の
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
智
努
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
仏
教
に
対
す
る
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
智
努
は
仏
教
が
必
須
の
教
養
と
な
っ
て
い
た
時
代
の
知
識
人
と
し
て
、
玄
奘
訳
の
経
論
に
基
づ
く
法
相
宗
の
唯
識
思
想
と
い
う
高
度
な
仏
教
思
想
を
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仏
足
石
か
ら
読
み
取
れ
る
信
仰
は
難
解
な
も
の
で
は
な
く
、比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
く
信
仰
で
あ
る
。
智
努
は
知
識
人
と
し
て
高
い
学
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、
理
詰
め
で
考
え
て
悟
り
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
妻
が
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
で
安
楽
な
境
地
に
至
る
こ
と
や
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
福
に
な
る
と
い
う
理
想
を
求
め
る
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
④
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
本
稿
で
は
薬
師
寺
仏
足
石
信
仰
の
由
来
と
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
玄
奘
と
の
関
わ
り
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
き
た
。
第
一
本
仏
跡
図
は
王
玄
策
が
マ
ガ
ダ
国
か
ら
唐
に
持
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
普
光
寺
と
い
う
勅
願
寺
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
尊
重
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
跡
図
が
尊
重
さ
れ
た
理
由
は
、
マ
ガ
ダ
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
し
い
文
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
に
よ
る
価
値
の
保
証
が
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
第
二
本
は
黄
文
本
実
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
が
住
し
た
寺
院
で
あ
る
禅
院
寺
に
納
め
ら
れ
た
。
第
一
に
仏
跡
図
が
玄
奘
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
仏
跡
図
を
見
る
こ
と
で
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
観
仏
三
昧
と
い
う
禅
定
を
説
く
経
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
禅
院
寺
に
第
二
本
が
納
め
ら
れ
た
有
力
な
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
本
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
解
明
で
き
な
い
。
第
三
本
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
薬
師
寺
仏
足
石
は
文
室
真
人
智
努
の
発
願
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
信
仰
形
態
と
奈
良
を
代
表
す
る
大
寺
で
あ
る
薬
師
寺
の
信
仰
形
態
が
ほ
ど
よ
く
合
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仏
足
石
を
ま
つ
る
場
と
し
て
薬
師
寺
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
信
仰
形
態
の
特
徴
と
は
、知
識
人
を
満
足
さ
せ
る
高
度
な
思
想
が
信
仰
の
背
景
に
あ
る
こ
と
と
、
比
較
的
簡
単
に
誰
も
が
仏
の
世
界
に
至
れ
る
と
い
う
方
法
を
提
示
し
て
い
る
信
仰
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
薬
師
寺
は
唯
識
学
な
ど
玄
奘
の
新
訳
の
経
論
に
基
づ
く
教
え
を
伝
え
る
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
仏
足
石
を
安
置
し
て
お
ま
つ
り
で
き
た
場
所
で
も
あ
る
こ
と
で
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
知
識
人
の
信
仰
の
拠
り
所
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
補
遺
こ
こ
で
は
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
の
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
【
左
側
面
第
十
行
方
格
外
下
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
左
側
面
向
右
下
部
】
（
本
文
）
知
識
家
口
男
女
大
小
（
書
き
下
し
文
）
知
識
の
家
口
の
男
女
大
小
（
現
代
語
訳
）
施
主
の
家
族
の
老
若
男
女
【
左
側
面
方
格
外
向
右
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
右
側
面
】
（
本
文
）
諸
行
無
常
　
諸
法
无
我
　
涅
槃
寂
静
（
書
き
下
し
文
）
諸
行
は
無
常
な
り
。諸
法
は
無
我
な
り
。涅
槃
は
寂
静
な
り
。
（
現
代
語
訳
）あ
ら
ゆ
る
現
象
は
無
常
で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
存
在
に
実
体
は
な
い
。
　
悟
り
の
境
地
は
安
ら
か
で
あ
る
。
▼
写
真
２
　
　
薬
師
寺
佛
足
石・右
側
面
銘
文・刻
面
写
真
　﹇
飛
鳥
園
撮
影
﹈
五
、
佛
足
石
の
後
世
へ
の
影
響
﹇
大
阪
・
和
歌
山
調
査
報
告
﹈
　
　
林
昌
寺
佛
足
石
に
つ
い
て
今
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
共
同
研
究
調
査
で
は
、
古
代
薬
師
寺
仏
足
石
と
近
世
仏
足
石
の
時
代
の
空
隙
を
埋
め
る
中
世
仏
足
石
を
求
め
て
大
阪
府
泉
南
地
方
の
林
昌
寺
、
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
、
根
来
寺
、
粉
河
寺
の
各
寺
院
を
訪
れ
、
境
内
に
所
在
す
る
仏
足
石
の
調
査
を
行
っ
た
。
紀
三
井
寺
の
仏
足
石
は
戦
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
根
来
寺
の
仏
足
石
は
粉
河
寺
の
そ
れ
が
誤
っ
て
巷
間
に
存
在
が
流
布
し
た
も
の
で
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
除
外
し
、
林
昌
寺
と
粉
河
寺
の
仏
足
石
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
今
回
お
も
な
調
査
対
象
と
し
た
中
世
仏
足
石
が
あ
る
躑
躅
山
林
昌
寺
に
つ
い
て
、
同
寺
所
伝
の
由
緒
に
従
っ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
同
寺
は
、
有
名
な
中
世
荘
園
九
条
家
領
和
泉
国
日
根
野
荘
の
南
方
に
位
置
す
る
地
域
に
あ
り
、
山
の
南
西
斜
面
に
寺
の
諸
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
い
て
日
当
た
り
が
と
て
も
よ
く
、
風
光
明
媚
な
環
境
に
あ
る
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
。
近
隣
地
域
に
は
根
来
寺
、
粉
河
寺
な
ど
の
大
寺
院
も
点
在
し
、
高
野
山
の
麓
に
あ
る
こ
れ
ら
の
諸
寺
院
と
の
関
係
も
林
昌
寺
を
考
察
す
る
上
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
林
昌
寺
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
そ
の
開
基
を
行
基
と
す
る
古
刹
で
あ
る
。
行
基
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
三
院
六
坊
か
ら
な
る
当
時
の
寺
は
、
こ
の
地
の
水
質
が
鉱
質
に
富
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
山
菩
提
院
岡
寺
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
と
は
異
な
る
山
号
寺
号
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
近
隣
の
大
寺
院
で
あ
る
根
来
寺
が
、
平
安
初
期
、
粉
河
寺
が
聖
武
天
皇
没
後
の
宝
亀
年
間
の
開
基
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
地
域
で
は
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
寺
が
現
在
の
寺
号
山
号
と
な
っ
た
契
機
に
つ
い
て
、
由
緒
書
き
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
平
安
時
代
の
後
期
、
第
七
十
三
代
堀
河
天
皇
が
当
山
に
行
幸
の
み
ぎ
り
、
山
つ
つ
じ
が
見
事
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
山
号
を
躑
躅
山
と
し
、
法
林
繁
盛
の
勝
地
と
な
る
よ
う
、
寺
号
を
林
昌
寺
と
改
め
ら
れ
た
。
」
平
安
時
代
は
熊
野
詣
を
は
じ
め
天
皇
の
行
幸
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
都
か
ら
和
歌
山
を
経
て
熊
野
へ
向
か
う
途
中
立
ち
寄
る
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
し
、
林
昌
寺
を
目
的
地
と
し
て
行
幸
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
天
正
年
間
に
は
、
織
豊
政
権
に
よ
っ
て
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
の
信
長
に
よ
る
雑
賀
攻
め
、
同
九
〜
十
（
一
五
八
一
〜
二
）
年
の
高
野
攻
め
、
同
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
秀
吉
の
紀
州
征
伐
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
泉
南
か
ら
紀
州
の
諸
寺
院
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
林
昌
寺
も
創
建
当
時
か
ら
の
堂
塔
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し
、
現
存
の
諸
堂
伽
藍
は
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
も
の
を
始
め
と
し
て
近
年
に
再
建
さ
れ
た
堂
塔
も
あ
る
。
現
在
の
林
昌
寺
は
、
京
都
の
仁
和
寺
を
本
山
れ
て
い
る
。
国
宝
の
薬
師
寺
の
仏
足
石
は
安
山
岩
と
み
ら
れ
る
が
定
か
な
こ
と
は
地
質
学
の
専
門
家
の
鑑
定
に
待
つ
ほ
か
な
い
。
三
回
に
わ
た
っ
た
一
連
の
中
世
仏
足
石
の
調
査
で
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
仏
足
石
が
古
代
に
た
だ
一つ
の
存
在
で
、長
期
断
絶
し
て
近
世
に
至
っ
て
再
び
各
地
に
出
現
す
る
と
い
う
不
自
然
な
残
存
状
況
に
つ
い
て
、一
定
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。中
世
に
も
確
実
に
仏
足
石
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、そ
れ
が
多
く
の
場
合
無
関
心
に
屋
外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
風
化
が
進
み
、そ
れ
と
認
知
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。現
存
が
確
認
さ
れ
る
法
然
院
、安
土
城
、林
昌
寺
三
か
所
の
中
世
の
仏
足
石
は
、
い
ず
れ
も
露
天
に
放
置
さ
れ
風
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
林
昌
寺
の
も
の
は
、
三
十
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
同
寺
の
絵
葉
書
に
は
、
よ
り
明
瞭
に
仏
足
の
文
様
が
看
取
さ
れ
わ
ず
か
三
十
年
で
酸
性
雨
の
影
響
か
、
か
な
り
風
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
回
の
調
査
で
は
、
根
来
寺
に
あ
る
と
い
う
仏
足
石
を
探
し
た
が
、
こ
れ
は
粉
河
寺
の
仏
足
石
を
誤
っ
て
根
来
寺
の
仏
足
石
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
も
の
が
拡
散
し
た
も
の
と
判
明
し
た
。
粉
河
寺
で
の
仏
足
石
は
参
道
入
り
口
す
ぐ
の
左
側
に
覆
い
の
屋
根
の
下
に
柵
に
囲
ま
れ
て
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
柵
の
周
囲
か
ら
か
な
り
距
離
が
あ
り
、
法
量
の
計
測
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
字
の
判
読
す
ら
か
な
わ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
石
質
は
安
山
岩
様
に
見
受
け
ら
れ
た
が
判
然
と
し
な
い
。
周
囲
の
側
面
に
は
一
面
に
篆
書
と
も
行
書
と
も
判
別
し
か
ね
る
変
っ
た
書
体
で
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
近
世
に
か
か
る
追
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仏
足
石
の
仏
足
そ
の
も
の
は
、
林
昌
寺
の
も
の
と
共
通
し
て
切
り
欠
き
部
も
確
認
で
き
る
の
で
中
世
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、
改
め
て
許
可
を
得
て
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
台
石
が
焼
け
た
よ
う
な
赤
み
を
帯
び
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
天
正
年
間
に
行
わ
れ
た
織
豊
政
権
に
よ
る
紀
州
制
圧
戦
の
粉
河
寺
焼
亡
と
関
係
し
て
い
る
と
す
れ
ば
中
世
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
現
時
点
で
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
め
た
い
。
六
、
結
び
に
か
え
て
本
研
究
は
、武
蔵
野
大
学「
し
あ
わ
せ
研
究
」の
基
金
を
受
託
し「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
初
期
仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南
市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
中
世
の
可
能
性
が
高
い
粉
河
寺
の
も
の
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
薬
師
寺
佛
足
石
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研
究
蓄
積
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
研
究
史
の
上
に
確
か
な
地
歩
を
築
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と
そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三
年
間
に
わ
た
り
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
石
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
の
研
究
は
、
垤
和
本
精
拓
本
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
採
拓
者
で
あ
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
金
木
和
子
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、
昨
年
度
、
閉
門
後
の
夜
の
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
も
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
「
書
」
と
し
て
刻
さ
れ
て
い
た
か
知
り
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
お
蔭
様
で
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
な
る
べ
く
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
○
本
研
究
は
、
第
一
・
三
節
を
廣
瀨
、
第
四
節
を
遠
藤
、
第
五
節
を
漆
原
が
執
筆
し
、
第
二
節
を
廣
瀨
・
遠
藤
、
第
六
節
を
漆
原
・
廣
瀨
で
共
同
執
筆
し
た
。
○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
平
成
31
年
度
し
あ
わ
せ
研
究
費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
【
註
】
（
１
）
田
村
圓
澄
「
摂
論
宗
の
伝
来
」
（
速
水
侑
『
論
集
奈
良
仏
教
第
一
巻
　
奈
良
仏
教
の
展
開
』
、
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
二
五
頁
を
参
照
。
（
２
）
四
角
で
囲
っ
た
箇
所
は
空
欄
の
意
味
で
あ
る
。
（
３
）
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
年
再
版
）
三
〇
頁
を
参
照
。
な
お
こ
の
書
物
は
一
九
三
〇
年
の
初
版
本
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
再
版
本
を
参
照
し
た
。
（
４
）
藤
野
道
生
「
禅
院
寺
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
六‒
九
、
一
九
五
七
年
）
四
一
頁
を
参
照
。
（
５
）
原
田
憲
二
郎
、
森
下
惠
介
、
池
田
富
貴
子
『
平
城
の
甍―
平
城
京
出
土
瓦
展―
』
（
編
集
：
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
、
発
行
：
奈
良
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
頁
を
参
照
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。
http://w
w
w
.city.nara.lg.jp/w
w
w
/contents/1227078972143/files/i-
raka.pdf
（
６
）
廣
岡
義
隆
「
文
室
眞
人
智
努
の
生
涯―
天
平
一
知
識
人
の
憂
愁―
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
、
一
九
九
一
年
）
四
五
頁
を
参
照
。
（
７
）「
善
き
友
人
」
の
意
で
善
知
識
と
も
い
い
、
仏
の
教
え
を
説
き
勧
め
て
善
導
す
る
指
導
者
や
、
寺
院
や
仏
像
の
建
立
の
た
め
に
金
品
を
布
施
す
る
人
物
を
指
す
。
こ
の
箇
所
で
は
施
主
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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▼
薬
師
寺
佛
足
石
・
背
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書
の
復
元
（
６
）
（
７
）
と
す
る
真
言
宗
御
室
派
に
属
し
、
別
名
を
岡
大
師
と
称
す
る
よ
う
に
泉
州
地
区
の
弘
法
大
師
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
国
三
十
一
番
札
所
と
し
て
近
世
に
も
栄
え
た
寺
院
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
は
写
真
３
・
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
側
面
上
下
の
二
か
所
と
左
側
上
部
一
か
所
の
計
三
か
所
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
写
真
画
像
か
ら
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
線
刻
さ
れ
た
仏
像
の
輪
郭
が
残
さ
れ
て
い
る
。
右
側
上
部
と
左
側
部
分
の
線
刻
は
風
化
が
進
み
か
ろ
う
じ
て
線
刻
が
看
取
で
き
る
も
の
の
明
瞭
で
は
な
い
が
、
左
側
手
前
下
部
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
比
較
的
明
瞭
に
線
刻
さ
れ
た
小
仏
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
背
後
に
直
立
す
る
青
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
「
仏
足
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
近
世
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
線
刻
の
仏
像
が
見
ら
れ
る
の
は
、
す
で
に
本
研
究
Ⅱ
で
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
京
都
法
然
院
の
仏
足
石
（
写
真
５
・
６
）
と
安
土
城
仏
足
石
（
写
真
７
・
８
）
の
二
つ
の
中
世
仏
足
石
と
共
通
す
る
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
初
伝
の
通
り
林
昌
寺
仏
足
石
は
、
中
世
の
仏
足
石
で
あ
る
と
見
て
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
台
石
の
側
面
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
り
そ
こ
に
線
刻
の
小
仏
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
、
多
く
の
近
世
・
近
現
代
仏
足
石
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
中
世
仏
足
石
の
識
別
点
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
台
石
上
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
仏
足
本
体
そ
の
も
の
が
、
技
巧
的
な
近
世
の
仏
足
石
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
単
純
素
朴
で
雅
味
が
あ
る
と
い
え
る
印
象
を
受
け
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
の
石
質
は
玄
武
岩
の
よ
う
に
見
え
受
け
ら
れ
る
が
、
苔
や
泥
の
付
着
に
よ
り
明
確
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
近
世
近
現
代
の
仏
足
石
の
多
く
が
、
黒
御
影
石
あ
る
い
は
御
影
石
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
法
然
院
の
も
の
は
緑
泥
片
岩
（
秩
父
青
石
）
、
安
土
城
の
も
の
は
安
山
岩
が
用
い
ら
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一
、
は
じ
め
に
本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
初
期
仏
教
を
ま
さ
に
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
日
本
最
古
の
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
刻
の
薬
師
寺
に
あ
る
「
佛
足
石
」に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
注
目
し
、書
道
学（
廣
瀨
）・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
た
も
の
で
、
す
で
に
発
表
し
た
次
の
二
つ
の
共
同
研
究
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―
正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―
左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成
立
過
程―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
上
記
の
論
文
で
発
表
し
た
佛
足
石
正
面
と
左
側
面
銘
文
に
関
す
る
研
究
に
続
き
、
本
稿
で
は
背
面
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
分
析
を
進
め
る
。
最
初
に
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
薬
師
寺
佛
足
石
に
関
わ
っ
た
人
々
の
信
仰
の
あ
り
方
や
成
立
過
程
を
前
号
に
引
き
続
き
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
江
戸
時
代
に
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
間
の
期
間
（
中
世
な
ど
）
に
お
け
る
佛
足
石
の
存
在
を
埋
め
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
今
回
大
阪
と
和
歌
山
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
佛
足
石
の
調
査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
二
、
佛
足
石
背
面
銘
文
の
釈
文
佛
足
石
の
銘
文
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
文
献
と
し
て
次
の
論
文
が
あ
る
。
冒
頭
の
太
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
略
号
と
し
て
示
し
た
。
①
　
旧
↓
薬
師
寺
発
行
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
出
典
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
と
し
て
い
る
）
②
　
新
↓
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
補
訂
版
（
岩
波
　
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
③
　
吉
↓
吉
村
怜
『
天
人
誕
生
図
の
研
究
』
（
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
）
本
書
所
収
の
神
直
石
手
論
文
の
初
出
は
吉
村
怜
「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
者
「
神
直
石
手
」
に
つ
い
て
」
（
『
美
術
史
研
究
』
八
、
一
九
七
一
年
）
④
　
岡
↓
廣
岡
義
隆
「
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
、一
九
九
〇
年
）、『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
基
に
し
つ
つ
更
に
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
注
＊
﹈
及
び
精
拓
本
（
垤
和
本
）
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
た
も
の
が
次
の
太
字
の
釈
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
異
同
の
あ
る
文
字
に
棒
線
を
記
し
、
そ
の
左
側
に
、
先
賢
の
諸
説
を
記
し
た
。
﹇
注
＊
﹈
写
真
　
令
和
元
年
９
月
25
日
付
で
薬
師
寺
に
掲
載
許
可
申
請
、
同
年
10
月
１
日
付
・
薬
師
寺
掲
載
許
可
第
１―
２
６
８
号
に
よ
り
、
飛
鳥
園
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
〈
銘
文
の
行
数
と
釈
文
〉
１
　
至
心
發
願
爲
　
　
　
・
旧
新
吉
：
爲
　
岡
：
為
２
　
亡
夫
人
從
四
位
下
　
　
　
・
旧
新
吉
：
從
　
岡
：
従
３
　
茨
田
郡
主
法
４
　
名
良
式
敬
寫
５
　
釋
迦
如
来
神
　
　
　
・
旧
：
釈
　
新
吉
岡
：
釋
　
　
　
・
旧
広
：
来
　
新
吉
：
來
　
　
　
　
　
＊
五
字
目
は
、
へ
ん
の
字
形
が
「
神
」
「
神
」
に
も
ど
ち
ら
に
　
　
　
　
　
　
も
見
え
る
字
形
を
し
て
い
る
。
６
　
跡
伏
願
夫
人
７
　
之
霊
駕
遊
入
　
　
　
・
旧
岡
：
霊
　
新
吉
：
靈
　
　
　
　
　
・
岡
：
「
遊
」
の
あ
と
に
「
入
」
＊
今
回
の
調
査
で
も
精
密
な
写
真
画
像
と
拓
本
を
過
眼
す
る
と
わ
ず
か
に
残
る
刻
跡
よ
り
「
入
」
が
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
13
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
８
　
无
勝
之
妙
邦
９
　
受
□
□
□
□
之
　
　
　
・
旧
新
：
□
□
□
□
　
吉
：
□
□
　
岡
：
□
□
□
10
　
聖
□
永
脱
有
　
　
　
・
旧
新
吉
：
□
は
言
ベ
ン
　
岡
：
□
　
　
　
　
　
＊
二
字
目
の
□
は
、
飛
鳥
園
撮
影
写
真
で
も
垤
和
本
精
拓
本
で
　
　
　
　
　
　
も
「
言
べ
ん
」
は
過
眼
で
き
る
。
し
か
し
旁
部
及
び
９
行
目
　
　
　
　
　
　
の
中
央
部
に
か
け
て
は
剥
離
に
よ
る
摩
滅
に
よ
り
不
明
。
11
　
漏
高
證
无
爲
同
12
　
霑
三
界
共
契
一
眞
　
　
　
・
旧
新
吉
：
眞
　
岡
：
真
（
書
き
下
し
文
）
至
心
に
発
願
し
、
亡
夫
人
従
四
位
下
茨
田
郡
主
法
名
良
式
の
為
に
、
敬
ん
で
釈
迦
如
来
の
神
跡
を
写
す
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
夫
人
の
霊
、
駕
遊
し
て
無
勝
の
妙
邦
に
入
り
て
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
に
有
漏
を
脱
し
、
無
為
を
高
証
し
、
同
に
三
界
を
霑
し
、
共
に
一
眞
に
契
わ
ん
こ
と
を
。
（
現
代
語
訳
）
真
心
を
持
っ
て
誓
願
を
立
て
、
今
は
亡
き
夫
人
の
従
四
位
下
茨
田
郡
主
、
法
名
は
良
式
の
た
め
に
、
慎
み
敬
っ
て
釈
尊
の
足
跡
を
写
す
。
仏
に
平
伏
し
礼
拝
し
、
夫
人
の
霊
が
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
に
て
悠
々
と
し
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
遠
に
煩
悩
か
ら
と
き
は
な
た
れ
、
悟
り
の
境
地
に
至
り
、迷
い
の
世
界
の
生
き
と
し
生
き
る
者
す
べ
て
に
利
益
が
お
よ
び
、皆
共
に
仏
が
教
え
る
真
理
に
目
覚
め
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
三
、
原
刻
写
真
と
精
拓
本
の
比
較
に
よ
る
　
　
刻
さ
れ
た
書
線
の
検
討
薬
師
寺
佛
足
石
側
面
の
銘
文
は
、
ど
の
面
も
概
ね
風
化
に
よ
り
摩
滅
し
て
い
る
が
、
背
面
は
、
正
面
刻
や
右
側
面
刻
と
比
べ
る
と
、
剥
落
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
刻
線
は
比
較
的
明
瞭
な
方
で
あ
る
。
正
面
・
左
右
の
側
面
は
、
肉
眼
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
在
、
佛
足
石
の
背
面
が
、
堂
内
の
壁
面
と
ほ
ぼ
接
す
る
に
近
い
状
態
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
刻
線
を
肉
眼
で
直
接
確
か
め
な
が
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
今
回
の
背
面
銘
文
調
査
及
び
復
元
に
あ
た
っ
て
も
前
回
の
研
究
と
同
様
に
新
倉
垤
斎
・
金
木
和
子
両
氏
が
昭
和
四
十
七
年
に
採
拓
し
た
精
拓
本
（
垤
和
本
）
を
頼
り
に
、
復
元
作
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
か
つ
て
佛
足
石
移
動
時
に
飛
鳥
園
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
背
面
の
現
刻
写
真
画
像
と
も
比
較
検
討
し
な
が
ら
（
表
１
参
照
）
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
更
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
北
魏
時
代
の
書
の
古
典
を
参
照
し
て
導
き
出
し
た
も
の
が
表
１
の
下
部
に
示
し
た
一
次
補
正
・
二
次
補
正
で
あ
る
。
佛
足
石
背
面
の
銘
文
の
周
囲
に
刻
さ
れ
て
い
る
枠
（
方
格
）
の
寸
法
は
横
巾
66
㎝
、
縦
の
寸
法
に
つ
い
て
は
最
も
長
い
右
側
が
28
・
５
㎝
、
中
央
部
の
狭
い
箇
所
が
25
㎝
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
、
最
も
大
き
い
「
釋
」
字
は
、
横
４
㎝
、
縦
５
㎝
で
あ
り
、
小
さ
い
文
字
は
２
㎝
角
で
あ
る
。
ち
な
み
に
佛
足
石
の
右
側
面
に
唯
一
刻
さ
れ
た
銘
文
（
本
稿
第
４
節
末
尾
の
写
真
２
）
の
大
き
さ
（
枠
﹇
方
格
﹈
の
寸
法
）
は
、
上
部
の
横
が
12
㎝
、
下
部
の
横
が
11
・
５
㎝
、
縦
が
18
㎝
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
記
し
て
お
く
。
１
、
至
・
・
拓
本
（
原
拓
）
で
は
、
二
画
目
の
横
画
の
位
置
が
刻
線
と
傷
に
よ
り
二
通
り
推
定
で
き
、
特
定
に
困
っ
た
が
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
正
し
い
位
置
が
判
定
で
き
た
。
同
様
に
最
終
画
の
起
筆
と
収
筆
の
位
置
と
太
さ
に
つ
い
て
も
写
真
に
よ
り
判
定
で
き
た
。
２
、
心
・
・
原
刻
写
真
に
よ
っ
て
一
画
目
の
点
の
位
置
が
特
定
で
き
た
。
三
・
四
画
目
の
点
の
位
置
は
、
原
刻
の
摩
滅
が
著
し
く
拓
本
及
び
写
真
に
お
い
て
も
特
定
が
困
難
。
推
定
位
置
を
二
次
補
正
で
示
し
た
。
３
、
發
・
・
上
部
の
「
は
つ
が
し
ら
」
が
、
珍
し
い
字
形
で
あ
る
。
原
刻
写
真
に
よ
り
、
よ
り
明
確
と
な
る
。
４
、
亡
・
・
一
画
目
の
字
形
と
三
画
目
の
収
筆
の
状
態
が
拓
本
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
原
刻
写
真
に
よ
り
、
刻
線
と
石
の
傷
と
の
違
い
を
読
み
取
れ
て
明
ら
か
に
で
き
た
。
５
、
從
・
・
「
從
」
の
異
体
字
に
つ
い
て
、
旁
の
中
央
部
の
「
点
」
の
有
無
が
気
に
な
っ
た
が
、
北
魏
の
書
に
も
点
が
あ
る
字
例
が
あ
り
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
っ
て
も
点
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
右
下
部
が
「
之
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
６
、
式
・
・
異
体
字
の
「
式
」
で
あ
る
が
、
左
下
部
は
完
全
に
「
コ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
７
、
敬
・
・
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
、
四
画
目
及
び
五
画
目
が
明
確
と
な
る
。
８
、
寫
・
・
下
部
の
四
つ
の
点
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
９
、
釋
・
・
「
米
」
に
変
化
し
た
「
へ
ん
」
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
10
、
神
・
・
「
へ
ん
」
の
刻
線
が
「
ネ
」
に
も
「
示
」
に
も
見
え
る
刻
し
方
を
し
て
い
る
。
11
、
伏
・
・
写
真
と
拓
本
の
両
者
に
「
犬
」
の
三
画
目
の
起
筆
の
方
向
の
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
▼
表
１
　
写
真
・
拓
本
文
字
比
較
表
 
12
、
駕
・
・
「
馬
」
の
下
部
が
「
四
つ
点
」
な
の
か
「
一
」
な
の
か
拓
本
・
原
刻
写
真
と
も
不
明
瞭
。
13
、
入
・
・
写
真
画
像
・
原
拓
本
両
方
と
も
に
浅
い
線
で
「
入
」
字
の
筆
画
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
表
２
で
示
し
た
よ
う
に
原
拓
を
基
に
推
定
す
る
と
石
本
体
の
亀
裂
や
傷
な
の
か
文
字
を
刻
し
た
線
な
の
か
の
判
定
が
と
て
も
し
づ
ら
く
、
「
入
」
の
筆
画
ら
し
き
線
状
が
、
大
き
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
①
）
と
小
さ
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
②
）
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
。
写
真
画
像
で
は
こ
れ
ら
二
種
類
と
別
な
位
置
に
刻
線
ら
し
き
線
状
が
見
え
る
の
で
、
次
の
表
に
推
定
さ
れ
る
三
種
類
の
字
形
を
ま
ず
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
三
種
類
の
字
形
候
補
が
出
て
き
た
の
で
写
真
画
像
と
原
拓
を
更
に
入
念
に
観
察
す
る
と
単
な
る
平
面
で
は
な
く
凹
凸
の
あ
る
複
雑
な
表
面
の
た
め
特
に
斜
め
に
走
る
山
の
稜
線
の
よ
う
な
凸
部
で
は
通
常
の
採
拓
と
は
異
な
る
墨
だ
ま
り
の
よ
う
な
拓
影
が
現
出
す
る
よ
う
で
、
文
字
刻
を
再
現
す
る
時
に
は
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
ゆ
え
に
③
の
字
形
が
近
い
も
の
と
推
定
す
る
。
意
味
的
に
は
文
章
中
の
こ
の
場
所
に
「
入
」
が
挿
入
さ
れ
た
と
し
て
も
通
じ
る
の
で
問
題
は
な
い
。
▼
表
２
　
「
入
」
字
の
刻
線
推
定
表
14
、
邦
・
・
左
部
の
横
画
は
四
本
あ
る
。
北
魏
の
書
に
こ
の
字
例
あ
り
。
15
、
受
・
・
冠
部
の
点
が
四
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
つ
は
傷
で
あ
る
。
16
、
永
・
・
「
永
」
字
の
右
半
分
は
、
原
石
の
剥
落
に
よ
り
完
全
に
消
滅
。
二
次
補
正
で
、
北
魏
の
鄭
道
昭
の
書
よ
り
推
定
。
17
、
脱
・
・
右
上
部
は
原
石
の
剥
落
あ
り
。
18
、
證
・
・
「
は
つ
が
し
ら
」
の
字
形
左
側
が
「
タ
」
19
、
界
・
・
「
界
」
の
下
部
が
「
分
」
の
異
体
字
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
四
、
薬
師
寺
佛
足
石
成
立
の
過
程
先
の
論
文
に
お
い
て
正
面
・
左
側
面
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
背
面
に
刻
さ
れ
た
仏
足
石
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
か
ら
読
み
取
っ
た
新
た
な
内
容
を
参
照
し
つ
つ
、
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
、
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
、
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
④
で
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
を
示
し
、
⑤
で
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
に
刻
さ
れ
た
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
仏
跡
図
第
二
本
を
唐
の
普
光
寺
か
ら
平
城
京
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
も
た
ら
し
た
画
師
の
黄
文
本
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
年
代
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
黄
文
本
実
が
入
唐
し
た
時
期
の
上
限
は
、
王
玄
策
が
一
回
目
の
遣
使
の
任
務
を
終
え
て
唐
に
帰
国
し
た
可
能
性
が
あ
る
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
、
ま
た
は
二
回
目
の
貞
観
二
二
年
（
六
四
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
黄
文
本
実
が
参
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
遣
唐
使
の
時
期
の
上
限
は
、
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
回
遣
唐
使
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
第
二
回
遣
唐
使
に
は
玄
奘
の
直
弟
子
と
な
っ
た
道
昭
（
六
二
九
〜
七
〇
〇
）
が
参
加
し
て
お
り
、
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
は
、
道
昭
が
経
論
を
多
数
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
玄
奘
の
新
訳
経
典
や
教
学
が
日
本
仏
教
に
対
し
て
多
大
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
黄
文
本
実
が
日
本
に
帰
国
し
た
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
正
倉
院
文
書
「
写
疏
所
解
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
、
七
一
〇
頁
）
に
、
禅
院
寺
の
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
十
月
九
日
の
所
蔵
記
録
と
し
て
仏
跡
図
が
見
ら
れ
る
。
天
平
一
九
年
に
直
近
の
遣
唐
使
の
帰
国
は
、
玄
昉
ら
が
参
加
し
た
遣
唐
使
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
六
、
天
平
一
八
年
六
月
条
に
よ
る
と
、
玄
昉
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
帰
国
し
、
経
論
五
千
余
巻
と
仏
像
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
田
村
圓
澄
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
う
し
て
玄
昉
は
盛
唐
の
最
も
新
し
い
仏
教
で
あ
る
法
相
宗
を
智
周
に
学
び
、「
経
論
五
千
余
巻
及
諸
仏
像
」を
た
ず
さ
え
、天
平
七
年（
七
三
五
）
に
帰
国
し
た
。
「
経
論
五
千
余
巻
」
は
『
開
元
釈
教
録
』
所
収
の
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
玄
奘
の
翻
訳
に
か
か
る
新
訳
経
典
を
ふ
く
む
一
切
経
が
、
は
じ
め
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
玄
昉
の
帰
国
に
よ
っ
て
、
玄
奘
の
手
に
な
る
新
訳
経
典
は
ほ
ぼ
す
べ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
玄
昉
に
よ
っ
て
玄
奘
の
弟
子
の
基
が
創
始
し
た
法
相
宗
の
教
え
も
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
黄
文
本
実
の
活
動
年
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
日
本
仏
教
に
対
す
る
玄
奘
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
教
を
専
門
と
す
る
僧
侶
で
は
な
く
画
師
で
は
あ
る
が
、
遣
唐
使
と
し
て
の
教
養
を
備
え
た
知
識
人
で
あ
り
、
仏
教
に
関
し
て
も
一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
た
人
物
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
黄
文
本
実
が
長
安
の
普
光
寺
で
仏
跡
図
に
出
会
っ
た
際
に
、
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
考
え
た
動
機
は
も
ち
ろ
ん
崇
拝
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
崇
拝
に
値
す
る
と
判
断
し
た
根
拠
と
な
る
の
は
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
記
さ
れ
る
仏
跡
図
の
由
来
、
す
な
わ
ち
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
記
述
内
容
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玄
奘
の
言
と
仏
説
の
経
典
と
い
う
価
値
の
裏
付
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
黄
文
本
実
は
こ
れ
を
模
写
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
写
疏
所
解
」
は
禅
院
寺
の
仏
跡
図
に
つ
い
て
「
仏
跡
図
一
巻
」
と
記
し
、
そ
の
下
に「
一
条
紅
帒
　
一
条
　
　
　
　
　
一
条
錦
帒
」と
記
載
し
て
い
る
。帒
は
袋
の
意
味
な
の
で
三
袋
分
、
つ
ま
り
仏
跡
図
は
三
枚
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
袋
に
入
れ
て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
黄
文
本
実
が
唐
に
い
る
と
き
に
三
枚
模
写
し
た
か
、
ま
た
は
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
追
加
し
て
描
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
を
禅
院
寺
に
納
め
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
平
城
京
の
右
京
に
あ
っ
た
元
興
寺
の
禅
院
の
前
身
は
、
玄
奘
に
学
ん
だ
道
昭
が
帰
国
後
に
住
ん
だ
飛
鳥
寺
（
元
興
寺
）
の
禅
院
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
記
さ
れ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
禅
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
初
め
孝
徳
天
皇
の
白
雉
四
年
、
使
に
随
い
て
入
唐
す
。
適 
玄
奘
三
蔵
に
遇
い
、
師
と
し
て
業
を
受
く
。
三
蔵
特
に
愛
し
、
同
房
に
住
せ
し
む
。
…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。…
中
略…
後
に
平
城
に
遷
都
す
る
や
、
和
尚
の
弟
及
び
弟
子
等
は
奏
聞
し
、
禅
院
を
新
京
に
徙
し
建
て
る
。
今
の
平
城
右
京
禅
院
が
是
れ
な
り
。
此
の
院
多
く
経
論
有
り
。
書
迹
楷
好
。
並
び
に
錯
誤
せ
ず
。
皆
和
上
の
将
来
せ
る
所
の
者
な
り
。
石
田
茂
作
氏
の
研
究
で
は
、
「
写
疏
所
解
」
に
記
さ
れ
る
禅
院
寺
を
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
の
禅
院
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
石
田
氏
は
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
藤
野
道
生
氏
は
、
か
の 
”本
元
興
寺” 
東
南
隅
か
ら
移
し
建
て
ら
れ
た
と
伝
へ
る 
”道
昭
禅
院” 
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
擬
し
て
み
る
と
き
、
そ
の
場
所
は
、
同
じ
く 
”右
京” 
で
あ
つ
た
と
い
ふ
し
、
ま
た
、
道
昭
将
来
の
幾
多
の
経
典
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
は
れ
る
如
き
、
こ
の
建
物
の
有
つ
特
殊
性
格
か
ら
し
て
も
、
遣
唐
使
節
が
、
唐
に
あ
つ
て
写
し
帰
つ
た
と
見
え
る 
”仏
跡
図” 
を
収
蔵
す
る
の
場
所
と
し
て
、
極
め
て
自
然
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
と
は
元
興
寺
の
禅
院
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
藤
野
氏
の
こ
の
推
論
は
次
に
挙
げ
る
発
掘
調
査
を
基
に
し
た
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
正
当
性
は
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
１
９
９
２
年
の
飛
鳥
寺
東
南
部
の
調
査
で
、
複
弁
八
弁
蓮
華
紋
軒
丸
瓦
・
重
弧
紋
軒
平
瓦
、
竹
状
模
骨
丸
瓦
が
出
土
し
、
東
南
禅
院
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
東
南
禅
院
は
道
昭
が
７
世
紀
後
半
に
建
て
、
平
城
遷
都
に
と
も
な
い
右
京
四
条
一
坊
に
移
建
さ
れ
、
禅
院
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
の
出
土
瓦
は
、
飛
鳥
の
東
南
禅
院
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
調
査
地
周
辺
に
禅
院
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
竹
状
模
骨
丸
瓦
」
と
は
丸
瓦
凹
面
に
竹
の
よ
う
な
細
棒
を
綴
り
合
わ
せ
た
、
ス
ダ
レ
状
の
圧
痕
が
残
る
無
段
式
丸
瓦
で
あ
る
。
従
来
は
北
部
九
州
の
地
域
的
特
色
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
畿
内
で
も
少
数
な
が
ら
出
土
例
が
あ
り
、
ご
く
限
ら
れ
た
工
人
に
よ
る
傍
系
的
技
術
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
と
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
出
土
し
た
竹
状
模
骨
丸
瓦
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
寺
と
は
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
が
移
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
藤
野
氏
と
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
仏
跡
図
は
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
藤
野
氏
は
仏
跡
図
が
道
昭
ゆ
か
り
の
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
唐
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
跡
図
と
は
単
に
唐
に
ゆ
か
り
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
っ
て
価
値
を
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
跡
図
と
玄
奘
の
関
係
を
重
視
し
て
、
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
ゆ
か
り
の
禅
院
に
収
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
う
可
能
性
を
想
定
し
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
は
仏
足
石
の
価
値
や
意
義
を
説
明
す
る
た
め
に
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
ほ
か
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
仏
足
石
銘
文
は
そ
の
撰
者
が
独
自
に
研
究
調
査
し
て
文
章
を
書
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
と
と
も
に
仏
跡
図
の
由
来
と
意
義
付
け
を
禅
院
に
伝
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
銘
文
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
る
解
釈
は
、
も
ち
ろ
ん
黄
文
本
実
が
独
自
に
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
唐
で
学
ん
だ
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
唐
に
お
い
て
そ
の
解
釈
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
源
流
は
や
は
り
玄
奘
に
帰
す
る
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
よ
っ
て
仏
跡
図
の
意
味
を
説
い
た
記
録
は
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
玄
奘
と
同
時
代
を
生
き
た
道
宣
の
『
釈
迦
氏
譜
』
や
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』
の
中
で
も
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
の
で
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
典
拠
に
し
て
仏
跡
図
を
説
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
玄
奘
が
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
基
づ
い
て
理
解
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
提
示
し
て
お
く
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
あ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
又
謂
い
て
曰
く
、
経
論
は
深
妙
な
り
。
究
竟
す
る
能
わ
ず
。
禅
流
を
学
び
東
土
に
伝
う
る
に
如
か
ず
、
と
。
和
尚
教
を
奉
じ
て
、
始
め
て
禅
定
を
習
う
。
悟
る
所
は
稍
多
し
。…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
着
目
す
べ
き
は
、
道
昭
が
玄
奘
か
ら
「
経
論
は
奥
深
く
微
妙
で
、
究
め
つ
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
お
前
は
禅
を
学
ん
で
、東
の
国
の
日
本
に
広
め
る
の
が
よ
か
ろ
う
」と
い
う
教
え
を
受
け
、禅
定
を
学
び
は
じ
め
、
道
昭
の
帰
国
後
は
禅
を
学
ぶ
者
が
教
え
を
請
う
て
集
ま
っ
て
来
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
玄
奘
は
経
典
翻
訳
者
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
禅
定
を
重
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
禅
定
と
は
禅
と
定
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
定
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
sam
ādhi
で
あ
り
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
定
め
て
動
か
さ
な
い
瞑
想
を
指
し
、
「
三
昧
」
と
も
言
う
。
禅
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
のdhyāna
の
訳
語
で
あ
る
禅
那
を
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
瞑
想
し
て
身
心
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
定
の
一
分
と
解
す
る
。
し
ば
し
ば
総
合
し
て
禅
定
と
言
う
。
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
、
『
観
仏
三
昧
海
経
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
釈
尊
が
世
を
去
っ
た
後
に
、
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
す
る
人
々
も
ま
た
同
様
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
し
な
く
て
も
、
釈
尊
の
足
跡
を
見
た
り
、
仏
像
が
行
く
姿
を
見
た
り
し
た
人
々
も
ま
た
同
様
に
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
で
あ
る
僧
侶
は
観
想
を
す
れ
ば
よ
い
し
、
専
門
家
で
は
な
い
在
家
の
人
々
は
観
想
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
仏
三
昧
と
仏
跡
図
を
セ
ッ
ト
に
し
た
理
解
は
、
仮
に
玄
奘
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
唐
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
仏
跡
図
に
対
す
る
信
仰
は
玄
奘
に
対
す
る
尊
崇
や
敬
慕
の
念
と
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、
黄
文
本
実
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
記
録
が
な
い
た
め
に
、
第
三
本
の
作
者
と
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
薬
師
寺
仏
足
石
左
側
面
の
銘
文
に
登
場
す
る
越
田
安
万
が
禅
院
寺
に
あ
る
第
二
本
を
模
写
し
て
第
三
本
を
作
り
、
そ
の
上
さ
ら
に
仏
足
石
作
成
の
素
材
と
な
る
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
し
、
ど
こ
か
の
寺
院
に
納
め
ら
れ
た
第
三
本
を
基
に
し
て
越
田
安
万
が
仏
足
石
作
成
の
た
め
の
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
第
三
本
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
第
二
本
の
成
立
を
論
じ
た
際
に
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
、
僧
侶
は
観
想
を
し
て
三
昧
に
入
れ
ば
よ
い
し
、
在
家
の
人
々
は
専
門
的
な
観
想
を
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
た
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
は
専
門
家
向
け
と
専
門
で
は
な
い
人
向
け
の
救
済
方
法
を
提
示
し
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
。
玄
奘
が
道
昭
に
禅
定
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
は
論
理
的
に
教
学
を
深
め
て
悟
り
を
求
め
る
面
と
と
も
に
、
仏
の
教
え
は
人
智
を
超
え
た
深
さ
が
あ
る
ゆ
え
に
禅
定
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
仏
の
力
に
頼
っ
て
涅
槃
の
境
地
に
至
ろ
う
と
す
る
面
が
あ
る
。
文
室
真
人
智
努
と
い
う
人
物
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
て
、
薬
師
寺
仏
足
石
の
作
成
を
発
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
智
努
は
天
武
天
皇
の
孫
で
、
『
続
日
本
紀
』
巻
二
三
に
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
法
名
の
「
浄
三
」
と
い
う
名
で
登
場
し
て
い
る
。
廣
岡
義
隆
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
前
年
に
光
明
皇
后
が
崩
じ
た
際
に
は
「
智
努
」
の
名
で
出
て
い
る
の
で
、
天
平
宝
字
四
年
六
月
以
降
に
出
家
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。仏
足
石
を
作
っ
た
の
は
、
出
家
す
る
前
の
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
智
努
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
仏
教
に
対
す
る
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
智
努
は
仏
教
が
必
須
の
教
養
と
な
っ
て
い
た
時
代
の
知
識
人
と
し
て
、
玄
奘
訳
の
経
論
に
基
づ
く
法
相
宗
の
唯
識
思
想
と
い
う
高
度
な
仏
教
思
想
を
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仏
足
石
か
ら
読
み
取
れ
る
信
仰
は
難
解
な
も
の
で
は
な
く
、比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
く
信
仰
で
あ
る
。
智
努
は
知
識
人
と
し
て
高
い
学
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、
理
詰
め
で
考
え
て
悟
り
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
妻
が
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
で
安
楽
な
境
地
に
至
る
こ
と
や
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
福
に
な
る
と
い
う
理
想
を
求
め
る
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
④
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
本
稿
で
は
薬
師
寺
仏
足
石
信
仰
の
由
来
と
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
玄
奘
と
の
関
わ
り
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
き
た
。
第
一
本
仏
跡
図
は
王
玄
策
が
マ
ガ
ダ
国
か
ら
唐
に
持
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
普
光
寺
と
い
う
勅
願
寺
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
尊
重
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
跡
図
が
尊
重
さ
れ
た
理
由
は
、
マ
ガ
ダ
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
し
い
文
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
に
よ
る
価
値
の
保
証
が
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
第
二
本
は
黄
文
本
実
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
が
住
し
た
寺
院
で
あ
る
禅
院
寺
に
納
め
ら
れ
た
。
第
一
に
仏
跡
図
が
玄
奘
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
仏
跡
図
を
見
る
こ
と
で
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
観
仏
三
昧
と
い
う
禅
定
を
説
く
経
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
禅
院
寺
に
第
二
本
が
納
め
ら
れ
た
有
力
な
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
本
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
解
明
で
き
な
い
。
第
三
本
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
薬
師
寺
仏
足
石
は
文
室
真
人
智
努
の
発
願
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
信
仰
形
態
と
奈
良
を
代
表
す
る
大
寺
で
あ
る
薬
師
寺
の
信
仰
形
態
が
ほ
ど
よ
く
合
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仏
足
石
を
ま
つ
る
場
と
し
て
薬
師
寺
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
信
仰
形
態
の
特
徴
と
は
、知
識
人
を
満
足
さ
せ
る
高
度
な
思
想
が
信
仰
の
背
景
に
あ
る
こ
と
と
、
比
較
的
簡
単
に
誰
も
が
仏
の
世
界
に
至
れ
る
と
い
う
方
法
を
提
示
し
て
い
る
信
仰
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
薬
師
寺
は
唯
識
学
な
ど
玄
奘
の
新
訳
の
経
論
に
基
づ
く
教
え
を
伝
え
る
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
仏
足
石
を
安
置
し
て
お
ま
つ
り
で
き
た
場
所
で
も
あ
る
こ
と
で
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
知
識
人
の
信
仰
の
拠
り
所
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
補
遺
こ
こ
で
は
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
の
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
【
左
側
面
第
十
行
方
格
外
下
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
左
側
面
向
右
下
部
】
（
本
文
）
知
識
家
口
男
女
大
小
（
書
き
下
し
文
）
知
識
の
家
口
の
男
女
大
小
（
現
代
語
訳
）
施
主
の
家
族
の
老
若
男
女
【
左
側
面
方
格
外
向
右
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
右
側
面
】
（
本
文
）
諸
行
無
常
　
諸
法
无
我
　
涅
槃
寂
静
（
書
き
下
し
文
）
諸
行
は
無
常
な
り
。諸
法
は
無
我
な
り
。涅
槃
は
寂
静
な
り
。
（
現
代
語
訳
）あ
ら
ゆ
る
現
象
は
無
常
で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
存
在
に
実
体
は
な
い
。
　
悟
り
の
境
地
は
安
ら
か
で
あ
る
。
▼
写
真
２
　
　
薬
師
寺
佛
足
石・右
側
面
銘
文・刻
面
写
真
　﹇
飛
鳥
園
撮
影
﹈
五
、
佛
足
石
の
後
世
へ
の
影
響
﹇
大
阪
・
和
歌
山
調
査
報
告
﹈
　
　
林
昌
寺
佛
足
石
に
つ
い
て
今
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
共
同
研
究
調
査
で
は
、
古
代
薬
師
寺
仏
足
石
と
近
世
仏
足
石
の
時
代
の
空
隙
を
埋
め
る
中
世
仏
足
石
を
求
め
て
大
阪
府
泉
南
地
方
の
林
昌
寺
、
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
、
根
来
寺
、
粉
河
寺
の
各
寺
院
を
訪
れ
、
境
内
に
所
在
す
る
仏
足
石
の
調
査
を
行
っ
た
。
紀
三
井
寺
の
仏
足
石
は
戦
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
根
来
寺
の
仏
足
石
は
粉
河
寺
の
そ
れ
が
誤
っ
て
巷
間
に
存
在
が
流
布
し
た
も
の
で
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
除
外
し
、
林
昌
寺
と
粉
河
寺
の
仏
足
石
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
今
回
お
も
な
調
査
対
象
と
し
た
中
世
仏
足
石
が
あ
る
躑
躅
山
林
昌
寺
に
つ
い
て
、
同
寺
所
伝
の
由
緒
に
従
っ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
同
寺
は
、
有
名
な
中
世
荘
園
九
条
家
領
和
泉
国
日
根
野
荘
の
南
方
に
位
置
す
る
地
域
に
あ
り
、
山
の
南
西
斜
面
に
寺
の
諸
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
い
て
日
当
た
り
が
と
て
も
よ
く
、
風
光
明
媚
な
環
境
に
あ
る
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
。
近
隣
地
域
に
は
根
来
寺
、
粉
河
寺
な
ど
の
大
寺
院
も
点
在
し
、
高
野
山
の
麓
に
あ
る
こ
れ
ら
の
諸
寺
院
と
の
関
係
も
林
昌
寺
を
考
察
す
る
上
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
林
昌
寺
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
そ
の
開
基
を
行
基
と
す
る
古
刹
で
あ
る
。
行
基
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
三
院
六
坊
か
ら
な
る
当
時
の
寺
は
、
こ
の
地
の
水
質
が
鉱
質
に
富
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
山
菩
提
院
岡
寺
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
と
は
異
な
る
山
号
寺
号
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
近
隣
の
大
寺
院
で
あ
る
根
来
寺
が
、
平
安
初
期
、
粉
河
寺
が
聖
武
天
皇
没
後
の
宝
亀
年
間
の
開
基
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
地
域
で
は
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
寺
が
現
在
の
寺
号
山
号
と
な
っ
た
契
機
に
つ
い
て
、
由
緒
書
き
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
平
安
時
代
の
後
期
、
第
七
十
三
代
堀
河
天
皇
が
当
山
に
行
幸
の
み
ぎ
り
、
山
つ
つ
じ
が
見
事
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
山
号
を
躑
躅
山
と
し
、
法
林
繁
盛
の
勝
地
と
な
る
よ
う
、
寺
号
を
林
昌
寺
と
改
め
ら
れ
た
。
」
平
安
時
代
は
熊
野
詣
を
は
じ
め
天
皇
の
行
幸
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
都
か
ら
和
歌
山
を
経
て
熊
野
へ
向
か
う
途
中
立
ち
寄
る
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
し
、
林
昌
寺
を
目
的
地
と
し
て
行
幸
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
天
正
年
間
に
は
、
織
豊
政
権
に
よ
っ
て
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
の
信
長
に
よ
る
雑
賀
攻
め
、
同
九
〜
十
（
一
五
八
一
〜
二
）
年
の
高
野
攻
め
、
同
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
秀
吉
の
紀
州
征
伐
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
泉
南
か
ら
紀
州
の
諸
寺
院
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
林
昌
寺
も
創
建
当
時
か
ら
の
堂
塔
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し
、
現
存
の
諸
堂
伽
藍
は
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
も
の
を
始
め
と
し
て
近
年
に
再
建
さ
れ
た
堂
塔
も
あ
る
。
現
在
の
林
昌
寺
は
、
京
都
の
仁
和
寺
を
本
山
れ
て
い
る
。
国
宝
の
薬
師
寺
の
仏
足
石
は
安
山
岩
と
み
ら
れ
る
が
定
か
な
こ
と
は
地
質
学
の
専
門
家
の
鑑
定
に
待
つ
ほ
か
な
い
。
三
回
に
わ
た
っ
た
一
連
の
中
世
仏
足
石
の
調
査
で
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
仏
足
石
が
古
代
に
た
だ
一つ
の
存
在
で
、長
期
断
絶
し
て
近
世
に
至
っ
て
再
び
各
地
に
出
現
す
る
と
い
う
不
自
然
な
残
存
状
況
に
つ
い
て
、一
定
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。中
世
に
も
確
実
に
仏
足
石
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、そ
れ
が
多
く
の
場
合
無
関
心
に
屋
外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
風
化
が
進
み
、そ
れ
と
認
知
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。現
存
が
確
認
さ
れ
る
法
然
院
、安
土
城
、林
昌
寺
三
か
所
の
中
世
の
仏
足
石
は
、
い
ず
れ
も
露
天
に
放
置
さ
れ
風
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
林
昌
寺
の
も
の
は
、
三
十
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
同
寺
の
絵
葉
書
に
は
、
よ
り
明
瞭
に
仏
足
の
文
様
が
看
取
さ
れ
わ
ず
か
三
十
年
で
酸
性
雨
の
影
響
か
、
か
な
り
風
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
回
の
調
査
で
は
、
根
来
寺
に
あ
る
と
い
う
仏
足
石
を
探
し
た
が
、
こ
れ
は
粉
河
寺
の
仏
足
石
を
誤
っ
て
根
来
寺
の
仏
足
石
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
も
の
が
拡
散
し
た
も
の
と
判
明
し
た
。
粉
河
寺
で
の
仏
足
石
は
参
道
入
り
口
す
ぐ
の
左
側
に
覆
い
の
屋
根
の
下
に
柵
に
囲
ま
れ
て
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
柵
の
周
囲
か
ら
か
な
り
距
離
が
あ
り
、
法
量
の
計
測
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
字
の
判
読
す
ら
か
な
わ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
石
質
は
安
山
岩
様
に
見
受
け
ら
れ
た
が
判
然
と
し
な
い
。
周
囲
の
側
面
に
は
一
面
に
篆
書
と
も
行
書
と
も
判
別
し
か
ね
る
変
っ
た
書
体
で
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
近
世
に
か
か
る
追
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仏
足
石
の
仏
足
そ
の
も
の
は
、
林
昌
寺
の
も
の
と
共
通
し
て
切
り
欠
き
部
も
確
認
で
き
る
の
で
中
世
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、
改
め
て
許
可
を
得
て
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
台
石
が
焼
け
た
よ
う
な
赤
み
を
帯
び
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
天
正
年
間
に
行
わ
れ
た
織
豊
政
権
に
よ
る
紀
州
制
圧
戦
の
粉
河
寺
焼
亡
と
関
係
し
て
い
る
と
す
れ
ば
中
世
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
現
時
点
で
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
め
た
い
。
六
、
結
び
に
か
え
て
本
研
究
は
、武
蔵
野
大
学「
し
あ
わ
せ
研
究
」の
基
金
を
受
託
し「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
初
期
仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南
市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
中
世
の
可
能
性
が
高
い
粉
河
寺
の
も
の
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
薬
師
寺
佛
足
石
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研
究
蓄
積
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
研
究
史
の
上
に
確
か
な
地
歩
を
築
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と
そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三
年
間
に
わ
た
り
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
石
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
の
研
究
は
、
垤
和
本
精
拓
本
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
採
拓
者
で
あ
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
金
木
和
子
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、
昨
年
度
、
閉
門
後
の
夜
の
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
も
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
「
書
」
と
し
て
刻
さ
れ
て
い
た
か
知
り
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
お
蔭
様
で
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
な
る
べ
く
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
○
本
研
究
は
、
第
一
・
三
節
を
廣
瀨
、
第
四
節
を
遠
藤
、
第
五
節
を
漆
原
が
執
筆
し
、
第
二
節
を
廣
瀨
・
遠
藤
、
第
六
節
を
漆
原
・
廣
瀨
で
共
同
執
筆
し
た
。
○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
平
成
31
年
度
し
あ
わ
せ
研
究
費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
【
註
】
（
１
）
田
村
圓
澄
「
摂
論
宗
の
伝
来
」
（
速
水
侑
『
論
集
奈
良
仏
教
第
一
巻
　
奈
良
仏
教
の
展
開
』
、
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
二
五
頁
を
参
照
。
（
２
）
四
角
で
囲
っ
た
箇
所
は
空
欄
の
意
味
で
あ
る
。
（
３
）
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
年
再
版
）
三
〇
頁
を
参
照
。
な
お
こ
の
書
物
は
一
九
三
〇
年
の
初
版
本
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
再
版
本
を
参
照
し
た
。
（
４
）
藤
野
道
生
「
禅
院
寺
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
六‒
九
、
一
九
五
七
年
）
四
一
頁
を
参
照
。
（
５
）
原
田
憲
二
郎
、
森
下
惠
介
、
池
田
富
貴
子
『
平
城
の
甍―
平
城
京
出
土
瓦
展―
』
（
編
集
：
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
、
発
行
：
奈
良
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
頁
を
参
照
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。
http://w
w
w
.city.nara.lg.jp/w
w
w
/contents/1227078972143/files/i-
raka.pdf
（
６
）
廣
岡
義
隆
「
文
室
眞
人
智
努
の
生
涯―
天
平
一
知
識
人
の
憂
愁―
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
、
一
九
九
一
年
）
四
五
頁
を
参
照
。
（
７
）「
善
き
友
人
」
の
意
で
善
知
識
と
も
い
い
、
仏
の
教
え
を
説
き
勧
め
て
善
導
す
る
指
導
者
や
、
寺
院
や
仏
像
の
建
立
の
た
め
に
金
品
を
布
施
す
る
人
物
を
指
す
。
こ
の
箇
所
で
は
施
主
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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▼
薬
師
寺
佛
足
石
・
背
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書
の
復
元
と
す
る
真
言
宗
御
室
派
に
属
し
、
別
名
を
岡
大
師
と
称
す
る
よ
う
に
泉
州
地
区
の
弘
法
大
師
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
国
三
十
一
番
札
所
と
し
て
近
世
に
も
栄
え
た
寺
院
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
は
写
真
３
・
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
側
面
上
下
の
二
か
所
と
左
側
上
部
一
か
所
の
計
三
か
所
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
写
真
画
像
か
ら
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
線
刻
さ
れ
た
仏
像
の
輪
郭
が
残
さ
れ
て
い
る
。
右
側
上
部
と
左
側
部
分
の
線
刻
は
風
化
が
進
み
か
ろ
う
じ
て
線
刻
が
看
取
で
き
る
も
の
の
明
瞭
で
は
な
い
が
、
左
側
手
前
下
部
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
比
較
的
明
瞭
に
線
刻
さ
れ
た
小
仏
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
背
後
に
直
立
す
る
青
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
「
仏
足
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
近
世
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
線
刻
の
仏
像
が
見
ら
れ
る
の
は
、
す
で
に
本
研
究
Ⅱ
で
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
京
都
法
然
院
の
仏
足
石
（
写
真
５
・
６
）
と
安
土
城
仏
足
石
（
写
真
７
・
８
）
の
二
つ
の
中
世
仏
足
石
と
共
通
す
る
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
初
伝
の
通
り
林
昌
寺
仏
足
石
は
、
中
世
の
仏
足
石
で
あ
る
と
見
て
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
台
石
の
側
面
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
り
そ
こ
に
線
刻
の
小
仏
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
、
多
く
の
近
世
・
近
現
代
仏
足
石
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
中
世
仏
足
石
の
識
別
点
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
台
石
上
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
仏
足
本
体
そ
の
も
の
が
、
技
巧
的
な
近
世
の
仏
足
石
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
単
純
素
朴
で
雅
味
が
あ
る
と
い
え
る
印
象
を
受
け
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
の
石
質
は
玄
武
岩
の
よ
う
に
見
え
受
け
ら
れ
る
が
、
苔
や
泥
の
付
着
に
よ
り
明
確
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
近
世
近
現
代
の
仏
足
石
の
多
く
が
、
黒
御
影
石
あ
る
い
は
御
影
石
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
法
然
院
の
も
の
は
緑
泥
片
岩
（
秩
父
青
石
）
、
安
土
城
の
も
の
は
安
山
岩
が
用
い
ら
▼
写
真
３・４
　
　
林
昌
寺
佛
足
石
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一
、
は
じ
め
に
本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
初
期
仏
教
を
ま
さ
に
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
日
本
最
古
の
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
刻
の
薬
師
寺
に
あ
る
「
佛
足
石
」に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
注
目
し
、書
道
学（
廣
瀨
）・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
た
も
の
で
、
す
で
に
発
表
し
た
次
の
二
つ
の
共
同
研
究
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―
正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―
左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成
立
過
程―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
上
記
の
論
文
で
発
表
し
た
佛
足
石
正
面
と
左
側
面
銘
文
に
関
す
る
研
究
に
続
き
、
本
稿
で
は
背
面
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
分
析
を
進
め
る
。
最
初
に
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
薬
師
寺
佛
足
石
に
関
わ
っ
た
人
々
の
信
仰
の
あ
り
方
や
成
立
過
程
を
前
号
に
引
き
続
き
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
江
戸
時
代
に
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
間
の
期
間
（
中
世
な
ど
）
に
お
け
る
佛
足
石
の
存
在
を
埋
め
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
今
回
大
阪
と
和
歌
山
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
佛
足
石
の
調
査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
二
、
佛
足
石
背
面
銘
文
の
釈
文
佛
足
石
の
銘
文
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
文
献
と
し
て
次
の
論
文
が
あ
る
。
冒
頭
の
太
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
略
号
と
し
て
示
し
た
。
①
　
旧
↓
薬
師
寺
発
行
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
出
典
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
と
し
て
い
る
）
②
　
新
↓
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
補
訂
版
（
岩
波
　
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
③
　
吉
↓
吉
村
怜
『
天
人
誕
生
図
の
研
究
』
（
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
）
本
書
所
収
の
神
直
石
手
論
文
の
初
出
は
吉
村
怜
「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
者
「
神
直
石
手
」
に
つ
い
て
」
（
『
美
術
史
研
究
』
八
、
一
九
七
一
年
）
④
　
岡
↓
廣
岡
義
隆
「
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
、一
九
九
〇
年
）、『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
基
に
し
つ
つ
更
に
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
注
＊
﹈
及
び
精
拓
本
（
垤
和
本
）
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
た
も
の
が
次
の
太
字
の
釈
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
異
同
の
あ
る
文
字
に
棒
線
を
記
し
、
そ
の
左
側
に
、
先
賢
の
諸
説
を
記
し
た
。
﹇
注
＊
﹈
写
真
　
令
和
元
年
９
月
25
日
付
で
薬
師
寺
に
掲
載
許
可
申
請
、
同
年
10
月
１
日
付
・
薬
師
寺
掲
載
許
可
第
１―
２
６
８
号
に
よ
り
、
飛
鳥
園
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
〈
銘
文
の
行
数
と
釈
文
〉
１
　
至
心
發
願
爲
　
　
　
・
旧
新
吉
：
爲
　
岡
：
為
２
　
亡
夫
人
從
四
位
下
　
　
　
・
旧
新
吉
：
從
　
岡
：
従
３
　
茨
田
郡
主
法
４
　
名
良
式
敬
寫
５
　
釋
迦
如
来
神
　
　
　
・
旧
：
釈
　
新
吉
岡
：
釋
　
　
　
・
旧
広
：
来
　
新
吉
：
來
　
　
　
　
　
＊
五
字
目
は
、
へ
ん
の
字
形
が
「
神
」
「
神
」
に
も
ど
ち
ら
に
　
　
　
　
　
　
も
見
え
る
字
形
を
し
て
い
る
。
６
　
跡
伏
願
夫
人
７
　
之
霊
駕
遊
入
　
　
　
・
旧
岡
：
霊
　
新
吉
：
靈
　
　
　
　
　
・
岡
：
「
遊
」
の
あ
と
に
「
入
」
＊
今
回
の
調
査
で
も
精
密
な
写
真
画
像
と
拓
本
を
過
眼
す
る
と
わ
ず
か
に
残
る
刻
跡
よ
り
「
入
」
が
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
13
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
８
　
无
勝
之
妙
邦
９
　
受
□
□
□
□
之
　
　
　
・
旧
新
：
□
□
□
□
　
吉
：
□
□
　
岡
：
□
□
□
10
　
聖
□
永
脱
有
　
　
　
・
旧
新
吉
：
□
は
言
ベ
ン
　
岡
：
□
　
　
　
　
　
＊
二
字
目
の
□
は
、
飛
鳥
園
撮
影
写
真
で
も
垤
和
本
精
拓
本
で
　
　
　
　
　
　
も
「
言
べ
ん
」
は
過
眼
で
き
る
。
し
か
し
旁
部
及
び
９
行
目
　
　
　
　
　
　
の
中
央
部
に
か
け
て
は
剥
離
に
よ
る
摩
滅
に
よ
り
不
明
。
11
　
漏
高
證
无
爲
同
12
　
霑
三
界
共
契
一
眞
　
　
　
・
旧
新
吉
：
眞
　
岡
：
真
（
書
き
下
し
文
）
至
心
に
発
願
し
、
亡
夫
人
従
四
位
下
茨
田
郡
主
法
名
良
式
の
為
に
、
敬
ん
で
釈
迦
如
来
の
神
跡
を
写
す
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
夫
人
の
霊
、
駕
遊
し
て
無
勝
の
妙
邦
に
入
り
て
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
に
有
漏
を
脱
し
、
無
為
を
高
証
し
、
同
に
三
界
を
霑
し
、
共
に
一
眞
に
契
わ
ん
こ
と
を
。
（
現
代
語
訳
）
真
心
を
持
っ
て
誓
願
を
立
て
、
今
は
亡
き
夫
人
の
従
四
位
下
茨
田
郡
主
、
法
名
は
良
式
の
た
め
に
、
慎
み
敬
っ
て
釈
尊
の
足
跡
を
写
す
。
仏
に
平
伏
し
礼
拝
し
、
夫
人
の
霊
が
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
に
て
悠
々
と
し
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
遠
に
煩
悩
か
ら
と
き
は
な
た
れ
、
悟
り
の
境
地
に
至
り
、迷
い
の
世
界
の
生
き
と
し
生
き
る
者
す
べ
て
に
利
益
が
お
よ
び
、皆
共
に
仏
が
教
え
る
真
理
に
目
覚
め
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
三
、
原
刻
写
真
と
精
拓
本
の
比
較
に
よ
る
　
　
刻
さ
れ
た
書
線
の
検
討
薬
師
寺
佛
足
石
側
面
の
銘
文
は
、
ど
の
面
も
概
ね
風
化
に
よ
り
摩
滅
し
て
い
る
が
、
背
面
は
、
正
面
刻
や
右
側
面
刻
と
比
べ
る
と
、
剥
落
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
刻
線
は
比
較
的
明
瞭
な
方
で
あ
る
。
正
面
・
左
右
の
側
面
は
、
肉
眼
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
在
、
佛
足
石
の
背
面
が
、
堂
内
の
壁
面
と
ほ
ぼ
接
す
る
に
近
い
状
態
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
刻
線
を
肉
眼
で
直
接
確
か
め
な
が
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
今
回
の
背
面
銘
文
調
査
及
び
復
元
に
あ
た
っ
て
も
前
回
の
研
究
と
同
様
に
新
倉
垤
斎
・
金
木
和
子
両
氏
が
昭
和
四
十
七
年
に
採
拓
し
た
精
拓
本
（
垤
和
本
）
を
頼
り
に
、
復
元
作
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
か
つ
て
佛
足
石
移
動
時
に
飛
鳥
園
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
背
面
の
現
刻
写
真
画
像
と
も
比
較
検
討
し
な
が
ら
（
表
１
参
照
）
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
更
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
北
魏
時
代
の
書
の
古
典
を
参
照
し
て
導
き
出
し
た
も
の
が
表
１
の
下
部
に
示
し
た
一
次
補
正
・
二
次
補
正
で
あ
る
。
佛
足
石
背
面
の
銘
文
の
周
囲
に
刻
さ
れ
て
い
る
枠
（
方
格
）
の
寸
法
は
横
巾
66
㎝
、
縦
の
寸
法
に
つ
い
て
は
最
も
長
い
右
側
が
28
・
５
㎝
、
中
央
部
の
狭
い
箇
所
が
25
㎝
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
、
最
も
大
き
い
「
釋
」
字
は
、
横
４
㎝
、
縦
５
㎝
で
あ
り
、
小
さ
い
文
字
は
２
㎝
角
で
あ
る
。
ち
な
み
に
佛
足
石
の
右
側
面
に
唯
一
刻
さ
れ
た
銘
文
（
本
稿
第
４
節
末
尾
の
写
真
２
）
の
大
き
さ
（
枠
﹇
方
格
﹈
の
寸
法
）
は
、
上
部
の
横
が
12
㎝
、
下
部
の
横
が
11
・
５
㎝
、
縦
が
18
㎝
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
記
し
て
お
く
。
１
、
至
・
・
拓
本
（
原
拓
）
で
は
、
二
画
目
の
横
画
の
位
置
が
刻
線
と
傷
に
よ
り
二
通
り
推
定
で
き
、
特
定
に
困
っ
た
が
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
正
し
い
位
置
が
判
定
で
き
た
。
同
様
に
最
終
画
の
起
筆
と
収
筆
の
位
置
と
太
さ
に
つ
い
て
も
写
真
に
よ
り
判
定
で
き
た
。
２
、
心
・
・
原
刻
写
真
に
よ
っ
て
一
画
目
の
点
の
位
置
が
特
定
で
き
た
。
三
・
四
画
目
の
点
の
位
置
は
、
原
刻
の
摩
滅
が
著
し
く
拓
本
及
び
写
真
に
お
い
て
も
特
定
が
困
難
。
推
定
位
置
を
二
次
補
正
で
示
し
た
。
３
、
發
・
・
上
部
の
「
は
つ
が
し
ら
」
が
、
珍
し
い
字
形
で
あ
る
。
原
刻
写
真
に
よ
り
、
よ
り
明
確
と
な
る
。
４
、
亡
・
・
一
画
目
の
字
形
と
三
画
目
の
収
筆
の
状
態
が
拓
本
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
原
刻
写
真
に
よ
り
、
刻
線
と
石
の
傷
と
の
違
い
を
読
み
取
れ
て
明
ら
か
に
で
き
た
。
５
、
從
・
・
「
從
」
の
異
体
字
に
つ
い
て
、
旁
の
中
央
部
の
「
点
」
の
有
無
が
気
に
な
っ
た
が
、
北
魏
の
書
に
も
点
が
あ
る
字
例
が
あ
り
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
っ
て
も
点
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
右
下
部
が
「
之
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
６
、
式
・
・
異
体
字
の
「
式
」
で
あ
る
が
、
左
下
部
は
完
全
に
「
コ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
７
、
敬
・
・
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
、
四
画
目
及
び
五
画
目
が
明
確
と
な
る
。
８
、
寫
・
・
下
部
の
四
つ
の
点
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
９
、
釋
・
・
「
米
」
に
変
化
し
た
「
へ
ん
」
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
10
、
神
・
・
「
へ
ん
」
の
刻
線
が
「
ネ
」
に
も
「
示
」
に
も
見
え
る
刻
し
方
を
し
て
い
る
。
11
、
伏
・
・
写
真
と
拓
本
の
両
者
に
「
犬
」
の
三
画
目
の
起
筆
の
方
向
の
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
▼
表
１
　
写
真
・
拓
本
文
字
比
較
表
 
12
、
駕
・
・
「
馬
」
の
下
部
が
「
四
つ
点
」
な
の
か
「
一
」
な
の
か
拓
本
・
原
刻
写
真
と
も
不
明
瞭
。
13
、
入
・
・
写
真
画
像
・
原
拓
本
両
方
と
も
に
浅
い
線
で
「
入
」
字
の
筆
画
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
表
２
で
示
し
た
よ
う
に
原
拓
を
基
に
推
定
す
る
と
石
本
体
の
亀
裂
や
傷
な
の
か
文
字
を
刻
し
た
線
な
の
か
の
判
定
が
と
て
も
し
づ
ら
く
、
「
入
」
の
筆
画
ら
し
き
線
状
が
、
大
き
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
①
）
と
小
さ
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
②
）
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
。
写
真
画
像
で
は
こ
れ
ら
二
種
類
と
別
な
位
置
に
刻
線
ら
し
き
線
状
が
見
え
る
の
で
、
次
の
表
に
推
定
さ
れ
る
三
種
類
の
字
形
を
ま
ず
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
三
種
類
の
字
形
候
補
が
出
て
き
た
の
で
写
真
画
像
と
原
拓
を
更
に
入
念
に
観
察
す
る
と
単
な
る
平
面
で
は
な
く
凹
凸
の
あ
る
複
雑
な
表
面
の
た
め
特
に
斜
め
に
走
る
山
の
稜
線
の
よ
う
な
凸
部
で
は
通
常
の
採
拓
と
は
異
な
る
墨
だ
ま
り
の
よ
う
な
拓
影
が
現
出
す
る
よ
う
で
、
文
字
刻
を
再
現
す
る
時
に
は
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
ゆ
え
に
③
の
字
形
が
近
い
も
の
と
推
定
す
る
。
意
味
的
に
は
文
章
中
の
こ
の
場
所
に
「
入
」
が
挿
入
さ
れ
た
と
し
て
も
通
じ
る
の
で
問
題
は
な
い
。
▼
表
２
　
「
入
」
字
の
刻
線
推
定
表
14
、
邦
・
・
左
部
の
横
画
は
四
本
あ
る
。
北
魏
の
書
に
こ
の
字
例
あ
り
。
15
、
受
・
・
冠
部
の
点
が
四
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
つ
は
傷
で
あ
る
。
16
、
永
・
・
「
永
」
字
の
右
半
分
は
、
原
石
の
剥
落
に
よ
り
完
全
に
消
滅
。
二
次
補
正
で
、
北
魏
の
鄭
道
昭
の
書
よ
り
推
定
。
17
、
脱
・
・
右
上
部
は
原
石
の
剥
落
あ
り
。
18
、
證
・
・
「
は
つ
が
し
ら
」
の
字
形
左
側
が
「
タ
」
19
、
界
・
・
「
界
」
の
下
部
が
「
分
」
の
異
体
字
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
四
、
薬
師
寺
佛
足
石
成
立
の
過
程
先
の
論
文
に
お
い
て
正
面
・
左
側
面
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
背
面
に
刻
さ
れ
た
仏
足
石
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
か
ら
読
み
取
っ
た
新
た
な
内
容
を
参
照
し
つ
つ
、
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
、
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
、
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
④
で
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
を
示
し
、
⑤
で
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
に
刻
さ
れ
た
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
仏
跡
図
第
二
本
を
唐
の
普
光
寺
か
ら
平
城
京
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
も
た
ら
し
た
画
師
の
黄
文
本
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
年
代
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
黄
文
本
実
が
入
唐
し
た
時
期
の
上
限
は
、
王
玄
策
が
一
回
目
の
遣
使
の
任
務
を
終
え
て
唐
に
帰
国
し
た
可
能
性
が
あ
る
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
、
ま
た
は
二
回
目
の
貞
観
二
二
年
（
六
四
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
黄
文
本
実
が
参
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
遣
唐
使
の
時
期
の
上
限
は
、
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
回
遣
唐
使
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
第
二
回
遣
唐
使
に
は
玄
奘
の
直
弟
子
と
な
っ
た
道
昭
（
六
二
九
〜
七
〇
〇
）
が
参
加
し
て
お
り
、
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
は
、
道
昭
が
経
論
を
多
数
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
玄
奘
の
新
訳
経
典
や
教
学
が
日
本
仏
教
に
対
し
て
多
大
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
黄
文
本
実
が
日
本
に
帰
国
し
た
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
正
倉
院
文
書
「
写
疏
所
解
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
、
七
一
〇
頁
）
に
、
禅
院
寺
の
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
十
月
九
日
の
所
蔵
記
録
と
し
て
仏
跡
図
が
見
ら
れ
る
。
天
平
一
九
年
に
直
近
の
遣
唐
使
の
帰
国
は
、
玄
昉
ら
が
参
加
し
た
遣
唐
使
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
六
、
天
平
一
八
年
六
月
条
に
よ
る
と
、
玄
昉
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
帰
国
し
、
経
論
五
千
余
巻
と
仏
像
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
田
村
圓
澄
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
う
し
て
玄
昉
は
盛
唐
の
最
も
新
し
い
仏
教
で
あ
る
法
相
宗
を
智
周
に
学
び
、「
経
論
五
千
余
巻
及
諸
仏
像
」を
た
ず
さ
え
、天
平
七
年（
七
三
五
）
に
帰
国
し
た
。
「
経
論
五
千
余
巻
」
は
『
開
元
釈
教
録
』
所
収
の
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
玄
奘
の
翻
訳
に
か
か
る
新
訳
経
典
を
ふ
く
む
一
切
経
が
、
は
じ
め
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
玄
昉
の
帰
国
に
よ
っ
て
、
玄
奘
の
手
に
な
る
新
訳
経
典
は
ほ
ぼ
す
べ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
玄
昉
に
よ
っ
て
玄
奘
の
弟
子
の
基
が
創
始
し
た
法
相
宗
の
教
え
も
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
黄
文
本
実
の
活
動
年
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
日
本
仏
教
に
対
す
る
玄
奘
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
教
を
専
門
と
す
る
僧
侶
で
は
な
く
画
師
で
は
あ
る
が
、
遣
唐
使
と
し
て
の
教
養
を
備
え
た
知
識
人
で
あ
り
、
仏
教
に
関
し
て
も
一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
た
人
物
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
黄
文
本
実
が
長
安
の
普
光
寺
で
仏
跡
図
に
出
会
っ
た
際
に
、
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
考
え
た
動
機
は
も
ち
ろ
ん
崇
拝
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
崇
拝
に
値
す
る
と
判
断
し
た
根
拠
と
な
る
の
は
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
記
さ
れ
る
仏
跡
図
の
由
来
、
す
な
わ
ち
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
記
述
内
容
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玄
奘
の
言
と
仏
説
の
経
典
と
い
う
価
値
の
裏
付
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
黄
文
本
実
は
こ
れ
を
模
写
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
写
疏
所
解
」
は
禅
院
寺
の
仏
跡
図
に
つ
い
て
「
仏
跡
図
一
巻
」
と
記
し
、
そ
の
下
に「
一
条
紅
帒
　
一
条
　
　
　
　
　
一
条
錦
帒
」と
記
載
し
て
い
る
。帒
は
袋
の
意
味
な
の
で
三
袋
分
、
つ
ま
り
仏
跡
図
は
三
枚
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
袋
に
入
れ
て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
黄
文
本
実
が
唐
に
い
る
と
き
に
三
枚
模
写
し
た
か
、
ま
た
は
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
追
加
し
て
描
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
を
禅
院
寺
に
納
め
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
平
城
京
の
右
京
に
あ
っ
た
元
興
寺
の
禅
院
の
前
身
は
、
玄
奘
に
学
ん
だ
道
昭
が
帰
国
後
に
住
ん
だ
飛
鳥
寺
（
元
興
寺
）
の
禅
院
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
記
さ
れ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
禅
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
初
め
孝
徳
天
皇
の
白
雉
四
年
、
使
に
随
い
て
入
唐
す
。
適 
玄
奘
三
蔵
に
遇
い
、
師
と
し
て
業
を
受
く
。
三
蔵
特
に
愛
し
、
同
房
に
住
せ
し
む
。
…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。…
中
略…
後
に
平
城
に
遷
都
す
る
や
、
和
尚
の
弟
及
び
弟
子
等
は
奏
聞
し
、
禅
院
を
新
京
に
徙
し
建
て
る
。
今
の
平
城
右
京
禅
院
が
是
れ
な
り
。
此
の
院
多
く
経
論
有
り
。
書
迹
楷
好
。
並
び
に
錯
誤
せ
ず
。
皆
和
上
の
将
来
せ
る
所
の
者
な
り
。
石
田
茂
作
氏
の
研
究
で
は
、
「
写
疏
所
解
」
に
記
さ
れ
る
禅
院
寺
を
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
の
禅
院
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
石
田
氏
は
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
藤
野
道
生
氏
は
、
か
の 
”本
元
興
寺” 
東
南
隅
か
ら
移
し
建
て
ら
れ
た
と
伝
へ
る 
”道
昭
禅
院” 
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
擬
し
て
み
る
と
き
、
そ
の
場
所
は
、
同
じ
く 
”右
京” 
で
あ
つ
た
と
い
ふ
し
、
ま
た
、
道
昭
将
来
の
幾
多
の
経
典
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
は
れ
る
如
き
、
こ
の
建
物
の
有
つ
特
殊
性
格
か
ら
し
て
も
、
遣
唐
使
節
が
、
唐
に
あ
つ
て
写
し
帰
つ
た
と
見
え
る 
”仏
跡
図” 
を
収
蔵
す
る
の
場
所
と
し
て
、
極
め
て
自
然
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
と
は
元
興
寺
の
禅
院
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
藤
野
氏
の
こ
の
推
論
は
次
に
挙
げ
る
発
掘
調
査
を
基
に
し
た
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
正
当
性
は
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
１
９
９
２
年
の
飛
鳥
寺
東
南
部
の
調
査
で
、
複
弁
八
弁
蓮
華
紋
軒
丸
瓦
・
重
弧
紋
軒
平
瓦
、
竹
状
模
骨
丸
瓦
が
出
土
し
、
東
南
禅
院
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
東
南
禅
院
は
道
昭
が
７
世
紀
後
半
に
建
て
、
平
城
遷
都
に
と
も
な
い
右
京
四
条
一
坊
に
移
建
さ
れ
、
禅
院
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
の
出
土
瓦
は
、
飛
鳥
の
東
南
禅
院
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
調
査
地
周
辺
に
禅
院
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
竹
状
模
骨
丸
瓦
」
と
は
丸
瓦
凹
面
に
竹
の
よ
う
な
細
棒
を
綴
り
合
わ
せ
た
、
ス
ダ
レ
状
の
圧
痕
が
残
る
無
段
式
丸
瓦
で
あ
る
。
従
来
は
北
部
九
州
の
地
域
的
特
色
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
畿
内
で
も
少
数
な
が
ら
出
土
例
が
あ
り
、
ご
く
限
ら
れ
た
工
人
に
よ
る
傍
系
的
技
術
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
と
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
出
土
し
た
竹
状
模
骨
丸
瓦
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
寺
と
は
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
が
移
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
藤
野
氏
と
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
仏
跡
図
は
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
藤
野
氏
は
仏
跡
図
が
道
昭
ゆ
か
り
の
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
唐
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
跡
図
と
は
単
に
唐
に
ゆ
か
り
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
っ
て
価
値
を
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
跡
図
と
玄
奘
の
関
係
を
重
視
し
て
、
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
ゆ
か
り
の
禅
院
に
収
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
う
可
能
性
を
想
定
し
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
は
仏
足
石
の
価
値
や
意
義
を
説
明
す
る
た
め
に
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
ほ
か
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
仏
足
石
銘
文
は
そ
の
撰
者
が
独
自
に
研
究
調
査
し
て
文
章
を
書
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
と
と
も
に
仏
跡
図
の
由
来
と
意
義
付
け
を
禅
院
に
伝
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
銘
文
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
る
解
釈
は
、
も
ち
ろ
ん
黄
文
本
実
が
独
自
に
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
唐
で
学
ん
だ
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
唐
に
お
い
て
そ
の
解
釈
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
源
流
は
や
は
り
玄
奘
に
帰
す
る
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
よ
っ
て
仏
跡
図
の
意
味
を
説
い
た
記
録
は
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
玄
奘
と
同
時
代
を
生
き
た
道
宣
の
『
釈
迦
氏
譜
』
や
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』
の
中
で
も
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
の
で
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
典
拠
に
し
て
仏
跡
図
を
説
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
玄
奘
が
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
基
づ
い
て
理
解
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
提
示
し
て
お
く
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
あ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
又
謂
い
て
曰
く
、
経
論
は
深
妙
な
り
。
究
竟
す
る
能
わ
ず
。
禅
流
を
学
び
東
土
に
伝
う
る
に
如
か
ず
、
と
。
和
尚
教
を
奉
じ
て
、
始
め
て
禅
定
を
習
う
。
悟
る
所
は
稍
多
し
。…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
着
目
す
べ
き
は
、
道
昭
が
玄
奘
か
ら
「
経
論
は
奥
深
く
微
妙
で
、
究
め
つ
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
お
前
は
禅
を
学
ん
で
、東
の
国
の
日
本
に
広
め
る
の
が
よ
か
ろ
う
」と
い
う
教
え
を
受
け
、禅
定
を
学
び
は
じ
め
、
道
昭
の
帰
国
後
は
禅
を
学
ぶ
者
が
教
え
を
請
う
て
集
ま
っ
て
来
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
玄
奘
は
経
典
翻
訳
者
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
禅
定
を
重
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
禅
定
と
は
禅
と
定
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
定
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
sam
ādhi
で
あ
り
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
定
め
て
動
か
さ
な
い
瞑
想
を
指
し
、
「
三
昧
」
と
も
言
う
。
禅
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
のdhyāna
の
訳
語
で
あ
る
禅
那
を
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
瞑
想
し
て
身
心
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
定
の
一
分
と
解
す
る
。
し
ば
し
ば
総
合
し
て
禅
定
と
言
う
。
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
、
『
観
仏
三
昧
海
経
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
釈
尊
が
世
を
去
っ
た
後
に
、
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
す
る
人
々
も
ま
た
同
様
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
し
な
く
て
も
、
釈
尊
の
足
跡
を
見
た
り
、
仏
像
が
行
く
姿
を
見
た
り
し
た
人
々
も
ま
た
同
様
に
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
で
あ
る
僧
侶
は
観
想
を
す
れ
ば
よ
い
し
、
専
門
家
で
は
な
い
在
家
の
人
々
は
観
想
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
仏
三
昧
と
仏
跡
図
を
セ
ッ
ト
に
し
た
理
解
は
、
仮
に
玄
奘
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
唐
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
仏
跡
図
に
対
す
る
信
仰
は
玄
奘
に
対
す
る
尊
崇
や
敬
慕
の
念
と
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、
黄
文
本
実
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
記
録
が
な
い
た
め
に
、
第
三
本
の
作
者
と
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
薬
師
寺
仏
足
石
左
側
面
の
銘
文
に
登
場
す
る
越
田
安
万
が
禅
院
寺
に
あ
る
第
二
本
を
模
写
し
て
第
三
本
を
作
り
、
そ
の
上
さ
ら
に
仏
足
石
作
成
の
素
材
と
な
る
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
し
、
ど
こ
か
の
寺
院
に
納
め
ら
れ
た
第
三
本
を
基
に
し
て
越
田
安
万
が
仏
足
石
作
成
の
た
め
の
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
第
三
本
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
第
二
本
の
成
立
を
論
じ
た
際
に
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
、
僧
侶
は
観
想
を
し
て
三
昧
に
入
れ
ば
よ
い
し
、
在
家
の
人
々
は
専
門
的
な
観
想
を
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
た
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
は
専
門
家
向
け
と
専
門
で
は
な
い
人
向
け
の
救
済
方
法
を
提
示
し
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
。
玄
奘
が
道
昭
に
禅
定
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
は
論
理
的
に
教
学
を
深
め
て
悟
り
を
求
め
る
面
と
と
も
に
、
仏
の
教
え
は
人
智
を
超
え
た
深
さ
が
あ
る
ゆ
え
に
禅
定
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
仏
の
力
に
頼
っ
て
涅
槃
の
境
地
に
至
ろ
う
と
す
る
面
が
あ
る
。
文
室
真
人
智
努
と
い
う
人
物
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
て
、
薬
師
寺
仏
足
石
の
作
成
を
発
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
智
努
は
天
武
天
皇
の
孫
で
、
『
続
日
本
紀
』
巻
二
三
に
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
法
名
の
「
浄
三
」
と
い
う
名
で
登
場
し
て
い
る
。
廣
岡
義
隆
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
前
年
に
光
明
皇
后
が
崩
じ
た
際
に
は
「
智
努
」
の
名
で
出
て
い
る
の
で
、
天
平
宝
字
四
年
六
月
以
降
に
出
家
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。仏
足
石
を
作
っ
た
の
は
、
出
家
す
る
前
の
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
智
努
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
仏
教
に
対
す
る
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
智
努
は
仏
教
が
必
須
の
教
養
と
な
っ
て
い
た
時
代
の
知
識
人
と
し
て
、
玄
奘
訳
の
経
論
に
基
づ
く
法
相
宗
の
唯
識
思
想
と
い
う
高
度
な
仏
教
思
想
を
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仏
足
石
か
ら
読
み
取
れ
る
信
仰
は
難
解
な
も
の
で
は
な
く
、比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
く
信
仰
で
あ
る
。
智
努
は
知
識
人
と
し
て
高
い
学
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、
理
詰
め
で
考
え
て
悟
り
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
妻
が
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
で
安
楽
な
境
地
に
至
る
こ
と
や
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
福
に
な
る
と
い
う
理
想
を
求
め
る
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
④
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
本
稿
で
は
薬
師
寺
仏
足
石
信
仰
の
由
来
と
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
玄
奘
と
の
関
わ
り
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
き
た
。
第
一
本
仏
跡
図
は
王
玄
策
が
マ
ガ
ダ
国
か
ら
唐
に
持
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
普
光
寺
と
い
う
勅
願
寺
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
尊
重
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
跡
図
が
尊
重
さ
れ
た
理
由
は
、
マ
ガ
ダ
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
し
い
文
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
に
よ
る
価
値
の
保
証
が
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
第
二
本
は
黄
文
本
実
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
が
住
し
た
寺
院
で
あ
る
禅
院
寺
に
納
め
ら
れ
た
。
第
一
に
仏
跡
図
が
玄
奘
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
仏
跡
図
を
見
る
こ
と
で
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
観
仏
三
昧
と
い
う
禅
定
を
説
く
経
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
禅
院
寺
に
第
二
本
が
納
め
ら
れ
た
有
力
な
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
本
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
解
明
で
き
な
い
。
第
三
本
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
薬
師
寺
仏
足
石
は
文
室
真
人
智
努
の
発
願
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
信
仰
形
態
と
奈
良
を
代
表
す
る
大
寺
で
あ
る
薬
師
寺
の
信
仰
形
態
が
ほ
ど
よ
く
合
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仏
足
石
を
ま
つ
る
場
と
し
て
薬
師
寺
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
信
仰
形
態
の
特
徴
と
は
、知
識
人
を
満
足
さ
せ
る
高
度
な
思
想
が
信
仰
の
背
景
に
あ
る
こ
と
と
、
比
較
的
簡
単
に
誰
も
が
仏
の
世
界
に
至
れ
る
と
い
う
方
法
を
提
示
し
て
い
る
信
仰
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
薬
師
寺
は
唯
識
学
な
ど
玄
奘
の
新
訳
の
経
論
に
基
づ
く
教
え
を
伝
え
る
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
仏
足
石
を
安
置
し
て
お
ま
つ
り
で
き
た
場
所
で
も
あ
る
こ
と
で
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
知
識
人
の
信
仰
の
拠
り
所
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
補
遺
こ
こ
で
は
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
の
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
【
左
側
面
第
十
行
方
格
外
下
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
左
側
面
向
右
下
部
】
（
本
文
）
知
識
家
口
男
女
大
小
（
書
き
下
し
文
）
知
識
の
家
口
の
男
女
大
小
（
現
代
語
訳
）
施
主
の
家
族
の
老
若
男
女
【
左
側
面
方
格
外
向
右
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
右
側
面
】
（
本
文
）
諸
行
無
常
　
諸
法
无
我
　
涅
槃
寂
静
（
書
き
下
し
文
）
諸
行
は
無
常
な
り
。諸
法
は
無
我
な
り
。涅
槃
は
寂
静
な
り
。
（
現
代
語
訳
）あ
ら
ゆ
る
現
象
は
無
常
で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
存
在
に
実
体
は
な
い
。
　
悟
り
の
境
地
は
安
ら
か
で
あ
る
。
▼
写
真
２
　
　
薬
師
寺
佛
足
石・右
側
面
銘
文・刻
面
写
真
　﹇
飛
鳥
園
撮
影
﹈
五
、
佛
足
石
の
後
世
へ
の
影
響
﹇
大
阪
・
和
歌
山
調
査
報
告
﹈
　
　
林
昌
寺
佛
足
石
に
つ
い
て
今
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
共
同
研
究
調
査
で
は
、
古
代
薬
師
寺
仏
足
石
と
近
世
仏
足
石
の
時
代
の
空
隙
を
埋
め
る
中
世
仏
足
石
を
求
め
て
大
阪
府
泉
南
地
方
の
林
昌
寺
、
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
、
根
来
寺
、
粉
河
寺
の
各
寺
院
を
訪
れ
、
境
内
に
所
在
す
る
仏
足
石
の
調
査
を
行
っ
た
。
紀
三
井
寺
の
仏
足
石
は
戦
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
根
来
寺
の
仏
足
石
は
粉
河
寺
の
そ
れ
が
誤
っ
て
巷
間
に
存
在
が
流
布
し
た
も
の
で
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
除
外
し
、
林
昌
寺
と
粉
河
寺
の
仏
足
石
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
今
回
お
も
な
調
査
対
象
と
し
た
中
世
仏
足
石
が
あ
る
躑
躅
山
林
昌
寺
に
つ
い
て
、
同
寺
所
伝
の
由
緒
に
従
っ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
同
寺
は
、
有
名
な
中
世
荘
園
九
条
家
領
和
泉
国
日
根
野
荘
の
南
方
に
位
置
す
る
地
域
に
あ
り
、
山
の
南
西
斜
面
に
寺
の
諸
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
い
て
日
当
た
り
が
と
て
も
よ
く
、
風
光
明
媚
な
環
境
に
あ
る
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
。
近
隣
地
域
に
は
根
来
寺
、
粉
河
寺
な
ど
の
大
寺
院
も
点
在
し
、
高
野
山
の
麓
に
あ
る
こ
れ
ら
の
諸
寺
院
と
の
関
係
も
林
昌
寺
を
考
察
す
る
上
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
林
昌
寺
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
そ
の
開
基
を
行
基
と
す
る
古
刹
で
あ
る
。
行
基
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
三
院
六
坊
か
ら
な
る
当
時
の
寺
は
、
こ
の
地
の
水
質
が
鉱
質
に
富
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
山
菩
提
院
岡
寺
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
と
は
異
な
る
山
号
寺
号
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
近
隣
の
大
寺
院
で
あ
る
根
来
寺
が
、
平
安
初
期
、
粉
河
寺
が
聖
武
天
皇
没
後
の
宝
亀
年
間
の
開
基
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
地
域
で
は
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
寺
が
現
在
の
寺
号
山
号
と
な
っ
た
契
機
に
つ
い
て
、
由
緒
書
き
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
平
安
時
代
の
後
期
、
第
七
十
三
代
堀
河
天
皇
が
当
山
に
行
幸
の
み
ぎ
り
、
山
つ
つ
じ
が
見
事
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
山
号
を
躑
躅
山
と
し
、
法
林
繁
盛
の
勝
地
と
な
る
よ
う
、
寺
号
を
林
昌
寺
と
改
め
ら
れ
た
。
」
平
安
時
代
は
熊
野
詣
を
は
じ
め
天
皇
の
行
幸
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
都
か
ら
和
歌
山
を
経
て
熊
野
へ
向
か
う
途
中
立
ち
寄
る
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
し
、
林
昌
寺
を
目
的
地
と
し
て
行
幸
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
天
正
年
間
に
は
、
織
豊
政
権
に
よ
っ
て
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
の
信
長
に
よ
る
雑
賀
攻
め
、
同
九
〜
十
（
一
五
八
一
〜
二
）
年
の
高
野
攻
め
、
同
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
秀
吉
の
紀
州
征
伐
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
泉
南
か
ら
紀
州
の
諸
寺
院
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
林
昌
寺
も
創
建
当
時
か
ら
の
堂
塔
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し
、
現
存
の
諸
堂
伽
藍
は
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
も
の
を
始
め
と
し
て
近
年
に
再
建
さ
れ
た
堂
塔
も
あ
る
。
現
在
の
林
昌
寺
は
、
京
都
の
仁
和
寺
を
本
山
れ
て
い
る
。
国
宝
の
薬
師
寺
の
仏
足
石
は
安
山
岩
と
み
ら
れ
る
が
定
か
な
こ
と
は
地
質
学
の
専
門
家
の
鑑
定
に
待
つ
ほ
か
な
い
。
三
回
に
わ
た
っ
た
一
連
の
中
世
仏
足
石
の
調
査
で
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
仏
足
石
が
古
代
に
た
だ
一つ
の
存
在
で
、長
期
断
絶
し
て
近
世
に
至
っ
て
再
び
各
地
に
出
現
す
る
と
い
う
不
自
然
な
残
存
状
況
に
つ
い
て
、一
定
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。中
世
に
も
確
実
に
仏
足
石
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、そ
れ
が
多
く
の
場
合
無
関
心
に
屋
外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
風
化
が
進
み
、そ
れ
と
認
知
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。現
存
が
確
認
さ
れ
る
法
然
院
、安
土
城
、林
昌
寺
三
か
所
の
中
世
の
仏
足
石
は
、
い
ず
れ
も
露
天
に
放
置
さ
れ
風
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
林
昌
寺
の
も
の
は
、
三
十
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
同
寺
の
絵
葉
書
に
は
、
よ
り
明
瞭
に
仏
足
の
文
様
が
看
取
さ
れ
わ
ず
か
三
十
年
で
酸
性
雨
の
影
響
か
、
か
な
り
風
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
回
の
調
査
で
は
、
根
来
寺
に
あ
る
と
い
う
仏
足
石
を
探
し
た
が
、
こ
れ
は
粉
河
寺
の
仏
足
石
を
誤
っ
て
根
来
寺
の
仏
足
石
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
も
の
が
拡
散
し
た
も
の
と
判
明
し
た
。
粉
河
寺
で
の
仏
足
石
は
参
道
入
り
口
す
ぐ
の
左
側
に
覆
い
の
屋
根
の
下
に
柵
に
囲
ま
れ
て
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
柵
の
周
囲
か
ら
か
な
り
距
離
が
あ
り
、
法
量
の
計
測
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
字
の
判
読
す
ら
か
な
わ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
石
質
は
安
山
岩
様
に
見
受
け
ら
れ
た
が
判
然
と
し
な
い
。
周
囲
の
側
面
に
は
一
面
に
篆
書
と
も
行
書
と
も
判
別
し
か
ね
る
変
っ
た
書
体
で
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
近
世
に
か
か
る
追
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仏
足
石
の
仏
足
そ
の
も
の
は
、
林
昌
寺
の
も
の
と
共
通
し
て
切
り
欠
き
部
も
確
認
で
き
る
の
で
中
世
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、
改
め
て
許
可
を
得
て
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
台
石
が
焼
け
た
よ
う
な
赤
み
を
帯
び
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
天
正
年
間
に
行
わ
れ
た
織
豊
政
権
に
よ
る
紀
州
制
圧
戦
の
粉
河
寺
焼
亡
と
関
係
し
て
い
る
と
す
れ
ば
中
世
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
現
時
点
で
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
め
た
い
。
六
、
結
び
に
か
え
て
本
研
究
は
、武
蔵
野
大
学「
し
あ
わ
せ
研
究
」の
基
金
を
受
託
し「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
初
期
仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南
市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
中
世
の
可
能
性
が
高
い
粉
河
寺
の
も
の
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
薬
師
寺
佛
足
石
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研
究
蓄
積
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
研
究
史
の
上
に
確
か
な
地
歩
を
築
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と
そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三
年
間
に
わ
た
り
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
石
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
の
研
究
は
、
垤
和
本
精
拓
本
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
採
拓
者
で
あ
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
金
木
和
子
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、
昨
年
度
、
閉
門
後
の
夜
の
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
も
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
「
書
」
と
し
て
刻
さ
れ
て
い
た
か
知
り
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
お
蔭
様
で
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
な
る
べ
く
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
○
本
研
究
は
、
第
一
・
三
節
を
廣
瀨
、
第
四
節
を
遠
藤
、
第
五
節
を
漆
原
が
執
筆
し
、
第
二
節
を
廣
瀨
・
遠
藤
、
第
六
節
を
漆
原
・
廣
瀨
で
共
同
執
筆
し
た
。
○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
平
成
31
年
度
し
あ
わ
せ
研
究
費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
【
註
】
（
１
）
田
村
圓
澄
「
摂
論
宗
の
伝
来
」
（
速
水
侑
『
論
集
奈
良
仏
教
第
一
巻
　
奈
良
仏
教
の
展
開
』
、
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
二
五
頁
を
参
照
。
（
２
）
四
角
で
囲
っ
た
箇
所
は
空
欄
の
意
味
で
あ
る
。
（
３
）
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
年
再
版
）
三
〇
頁
を
参
照
。
な
お
こ
の
書
物
は
一
九
三
〇
年
の
初
版
本
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
再
版
本
を
参
照
し
た
。
（
４
）
藤
野
道
生
「
禅
院
寺
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
六‒
九
、
一
九
五
七
年
）
四
一
頁
を
参
照
。
（
５
）
原
田
憲
二
郎
、
森
下
惠
介
、
池
田
富
貴
子
『
平
城
の
甍―
平
城
京
出
土
瓦
展―
』
（
編
集
：
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
、
発
行
：
奈
良
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
頁
を
参
照
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。
http://w
w
w
.city.nara.lg.jp/w
w
w
/contents/1227078972143/files/i-
raka.pdf
（
６
）
廣
岡
義
隆
「
文
室
眞
人
智
努
の
生
涯―
天
平
一
知
識
人
の
憂
愁―
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
、
一
九
九
一
年
）
四
五
頁
を
参
照
。
（
７
）「
善
き
友
人
」
の
意
で
善
知
識
と
も
い
い
、
仏
の
教
え
を
説
き
勧
め
て
善
導
す
る
指
導
者
や
、
寺
院
や
仏
像
の
建
立
の
た
め
に
金
品
を
布
施
す
る
人
物
を
指
す
。
こ
の
箇
所
で
は
施
主
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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▼
薬
師
寺
佛
足
石
・
背
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書
の
復
元
と
す
る
真
言
宗
御
室
派
に
属
し
、
別
名
を
岡
大
師
と
称
す
る
よ
う
に
泉
州
地
区
の
弘
法
大
師
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
国
三
十
一
番
札
所
と
し
て
近
世
に
も
栄
え
た
寺
院
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
は
写
真
３
・
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
側
面
上
下
の
二
か
所
と
左
側
上
部
一
か
所
の
計
三
か
所
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
写
真
画
像
か
ら
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
線
刻
さ
れ
た
仏
像
の
輪
郭
が
残
さ
れ
て
い
る
。
右
側
上
部
と
左
側
部
分
の
線
刻
は
風
化
が
進
み
か
ろ
う
じ
て
線
刻
が
看
取
で
き
る
も
の
の
明
瞭
で
は
な
い
が
、
左
側
手
前
下
部
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
比
較
的
明
瞭
に
線
刻
さ
れ
た
小
仏
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
背
後
に
直
立
す
る
青
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
「
仏
足
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
近
世
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
線
刻
の
仏
像
が
見
ら
れ
る
の
は
、
す
で
に
本
研
究
Ⅱ
で
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
京
都
法
然
院
の
仏
足
石
（
写
真
５
・
６
）
と
安
土
城
仏
足
石
（
写
真
７
・
８
）
の
二
つ
の
中
世
仏
足
石
と
共
通
す
る
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
初
伝
の
通
り
林
昌
寺
仏
足
石
は
、
中
世
の
仏
足
石
で
あ
る
と
見
て
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
台
石
の
側
面
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
り
そ
こ
に
線
刻
の
小
仏
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
、
多
く
の
近
世
・
近
現
代
仏
足
石
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
中
世
仏
足
石
の
識
別
点
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
台
石
上
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
仏
足
本
体
そ
の
も
の
が
、
技
巧
的
な
近
世
の
仏
足
石
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
単
純
素
朴
で
雅
味
が
あ
る
と
い
え
る
印
象
を
受
け
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
の
石
質
は
玄
武
岩
の
よ
う
に
見
え
受
け
ら
れ
る
が
、
苔
や
泥
の
付
着
に
よ
り
明
確
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
近
世
近
現
代
の
仏
足
石
の
多
く
が
、
黒
御
影
石
あ
る
い
は
御
影
石
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
法
然
院
の
も
の
は
緑
泥
片
岩
（
秩
父
青
石
）
、
安
土
城
の
も
の
は
安
山
岩
が
用
い
ら
▼
写
真
３・４
　
　
林
昌
寺
佛
足
石
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一
、
は
じ
め
に
本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
初
期
仏
教
を
ま
さ
に
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
日
本
最
古
の
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
刻
の
薬
師
寺
に
あ
る
「
佛
足
石
」に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
注
目
し
、書
道
学（
廣
瀨
）・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
た
も
の
で
、
す
で
に
発
表
し
た
次
の
二
つ
の
共
同
研
究
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―
正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―
左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成
立
過
程―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
上
記
の
論
文
で
発
表
し
た
佛
足
石
正
面
と
左
側
面
銘
文
に
関
す
る
研
究
に
続
き
、
本
稿
で
は
背
面
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
分
析
を
進
め
る
。
最
初
に
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
薬
師
寺
佛
足
石
に
関
わ
っ
た
人
々
の
信
仰
の
あ
り
方
や
成
立
過
程
を
前
号
に
引
き
続
き
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
江
戸
時
代
に
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
間
の
期
間
（
中
世
な
ど
）
に
お
け
る
佛
足
石
の
存
在
を
埋
め
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
今
回
大
阪
と
和
歌
山
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
佛
足
石
の
調
査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
二
、
佛
足
石
背
面
銘
文
の
釈
文
佛
足
石
の
銘
文
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
文
献
と
し
て
次
の
論
文
が
あ
る
。
冒
頭
の
太
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
略
号
と
し
て
示
し
た
。
①
　
旧
↓
薬
師
寺
発
行
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
出
典
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
と
し
て
い
る
）
②
　
新
↓
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
補
訂
版
（
岩
波
　
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
③
　
吉
↓
吉
村
怜
『
天
人
誕
生
図
の
研
究
』
（
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
）
本
書
所
収
の
神
直
石
手
論
文
の
初
出
は
吉
村
怜
「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
者
「
神
直
石
手
」
に
つ
い
て
」
（
『
美
術
史
研
究
』
八
、
一
九
七
一
年
）
④
　
岡
↓
廣
岡
義
隆
「
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
、一
九
九
〇
年
）、『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
基
に
し
つ
つ
更
に
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
注
＊
﹈
及
び
精
拓
本
（
垤
和
本
）
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
た
も
の
が
次
の
太
字
の
釈
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
異
同
の
あ
る
文
字
に
棒
線
を
記
し
、
そ
の
左
側
に
、
先
賢
の
諸
説
を
記
し
た
。
﹇
注
＊
﹈
写
真
　
令
和
元
年
９
月
25
日
付
で
薬
師
寺
に
掲
載
許
可
申
請
、
同
年
10
月
１
日
付
・
薬
師
寺
掲
載
許
可
第
１―
２
６
８
号
に
よ
り
、
飛
鳥
園
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
〈
銘
文
の
行
数
と
釈
文
〉
１
　
至
心
發
願
爲
　
　
　
・
旧
新
吉
：
爲
　
岡
：
為
２
　
亡
夫
人
從
四
位
下
　
　
　
・
旧
新
吉
：
從
　
岡
：
従
３
　
茨
田
郡
主
法
４
　
名
良
式
敬
寫
５
　
釋
迦
如
来
神
　
　
　
・
旧
：
釈
　
新
吉
岡
：
釋
　
　
　
・
旧
広
：
来
　
新
吉
：
來
　
　
　
　
　
＊
五
字
目
は
、
へ
ん
の
字
形
が
「
神
」
「
神
」
に
も
ど
ち
ら
に
　
　
　
　
　
　
も
見
え
る
字
形
を
し
て
い
る
。
６
　
跡
伏
願
夫
人
７
　
之
霊
駕
遊
入
　
　
　
・
旧
岡
：
霊
　
新
吉
：
靈
　
　
　
　
　
・
岡
：
「
遊
」
の
あ
と
に
「
入
」
＊
今
回
の
調
査
で
も
精
密
な
写
真
画
像
と
拓
本
を
過
眼
す
る
と
わ
ず
か
に
残
る
刻
跡
よ
り
「
入
」
が
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
13
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
８
　
无
勝
之
妙
邦
９
　
受
□
□
□
□
之
　
　
　
・
旧
新
：
□
□
□
□
　
吉
：
□
□
　
岡
：
□
□
□
10
　
聖
□
永
脱
有
　
　
　
・
旧
新
吉
：
□
は
言
ベ
ン
　
岡
：
□
　
　
　
　
　
＊
二
字
目
の
□
は
、
飛
鳥
園
撮
影
写
真
で
も
垤
和
本
精
拓
本
で
　
　
　
　
　
　
も
「
言
べ
ん
」
は
過
眼
で
き
る
。
し
か
し
旁
部
及
び
９
行
目
　
　
　
　
　
　
の
中
央
部
に
か
け
て
は
剥
離
に
よ
る
摩
滅
に
よ
り
不
明
。
11
　
漏
高
證
无
爲
同
12
　
霑
三
界
共
契
一
眞
　
　
　
・
旧
新
吉
：
眞
　
岡
：
真
（
書
き
下
し
文
）
至
心
に
発
願
し
、
亡
夫
人
従
四
位
下
茨
田
郡
主
法
名
良
式
の
為
に
、
敬
ん
で
釈
迦
如
来
の
神
跡
を
写
す
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
夫
人
の
霊
、
駕
遊
し
て
無
勝
の
妙
邦
に
入
り
て
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
に
有
漏
を
脱
し
、
無
為
を
高
証
し
、
同
に
三
界
を
霑
し
、
共
に
一
眞
に
契
わ
ん
こ
と
を
。
（
現
代
語
訳
）
真
心
を
持
っ
て
誓
願
を
立
て
、
今
は
亡
き
夫
人
の
従
四
位
下
茨
田
郡
主
、
法
名
は
良
式
の
た
め
に
、
慎
み
敬
っ
て
釈
尊
の
足
跡
を
写
す
。
仏
に
平
伏
し
礼
拝
し
、
夫
人
の
霊
が
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
に
て
悠
々
と
し
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
遠
に
煩
悩
か
ら
と
き
は
な
た
れ
、
悟
り
の
境
地
に
至
り
、迷
い
の
世
界
の
生
き
と
し
生
き
る
者
す
べ
て
に
利
益
が
お
よ
び
、皆
共
に
仏
が
教
え
る
真
理
に
目
覚
め
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
三
、
原
刻
写
真
と
精
拓
本
の
比
較
に
よ
る
　
　
刻
さ
れ
た
書
線
の
検
討
薬
師
寺
佛
足
石
側
面
の
銘
文
は
、
ど
の
面
も
概
ね
風
化
に
よ
り
摩
滅
し
て
い
る
が
、
背
面
は
、
正
面
刻
や
右
側
面
刻
と
比
べ
る
と
、
剥
落
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
刻
線
は
比
較
的
明
瞭
な
方
で
あ
る
。
正
面
・
左
右
の
側
面
は
、
肉
眼
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
在
、
佛
足
石
の
背
面
が
、
堂
内
の
壁
面
と
ほ
ぼ
接
す
る
に
近
い
状
態
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
刻
線
を
肉
眼
で
直
接
確
か
め
な
が
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
今
回
の
背
面
銘
文
調
査
及
び
復
元
に
あ
た
っ
て
も
前
回
の
研
究
と
同
様
に
新
倉
垤
斎
・
金
木
和
子
両
氏
が
昭
和
四
十
七
年
に
採
拓
し
た
精
拓
本
（
垤
和
本
）
を
頼
り
に
、
復
元
作
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
か
つ
て
佛
足
石
移
動
時
に
飛
鳥
園
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
背
面
の
現
刻
写
真
画
像
と
も
比
較
検
討
し
な
が
ら
（
表
１
参
照
）
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
更
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
北
魏
時
代
の
書
の
古
典
を
参
照
し
て
導
き
出
し
た
も
の
が
表
１
の
下
部
に
示
し
た
一
次
補
正
・
二
次
補
正
で
あ
る
。
佛
足
石
背
面
の
銘
文
の
周
囲
に
刻
さ
れ
て
い
る
枠
（
方
格
）
の
寸
法
は
横
巾
66
㎝
、
縦
の
寸
法
に
つ
い
て
は
最
も
長
い
右
側
が
28
・
５
㎝
、
中
央
部
の
狭
い
箇
所
が
25
㎝
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
、
最
も
大
き
い
「
釋
」
字
は
、
横
４
㎝
、
縦
５
㎝
で
あ
り
、
小
さ
い
文
字
は
２
㎝
角
で
あ
る
。
ち
な
み
に
佛
足
石
の
右
側
面
に
唯
一
刻
さ
れ
た
銘
文
（
本
稿
第
４
節
末
尾
の
写
真
２
）
の
大
き
さ
（
枠
﹇
方
格
﹈
の
寸
法
）
は
、
上
部
の
横
が
12
㎝
、
下
部
の
横
が
11
・
５
㎝
、
縦
が
18
㎝
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
記
し
て
お
く
。
１
、
至
・
・
拓
本
（
原
拓
）
で
は
、
二
画
目
の
横
画
の
位
置
が
刻
線
と
傷
に
よ
り
二
通
り
推
定
で
き
、
特
定
に
困
っ
た
が
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
正
し
い
位
置
が
判
定
で
き
た
。
同
様
に
最
終
画
の
起
筆
と
収
筆
の
位
置
と
太
さ
に
つ
い
て
も
写
真
に
よ
り
判
定
で
き
た
。
２
、
心
・
・
原
刻
写
真
に
よ
っ
て
一
画
目
の
点
の
位
置
が
特
定
で
き
た
。
三
・
四
画
目
の
点
の
位
置
は
、
原
刻
の
摩
滅
が
著
し
く
拓
本
及
び
写
真
に
お
い
て
も
特
定
が
困
難
。
推
定
位
置
を
二
次
補
正
で
示
し
た
。
３
、
發
・
・
上
部
の
「
は
つ
が
し
ら
」
が
、
珍
し
い
字
形
で
あ
る
。
原
刻
写
真
に
よ
り
、
よ
り
明
確
と
な
る
。
４
、
亡
・
・
一
画
目
の
字
形
と
三
画
目
の
収
筆
の
状
態
が
拓
本
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
原
刻
写
真
に
よ
り
、
刻
線
と
石
の
傷
と
の
違
い
を
読
み
取
れ
て
明
ら
か
に
で
き
た
。
５
、
從
・
・
「
從
」
の
異
体
字
に
つ
い
て
、
旁
の
中
央
部
の
「
点
」
の
有
無
が
気
に
な
っ
た
が
、
北
魏
の
書
に
も
点
が
あ
る
字
例
が
あ
り
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
っ
て
も
点
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
右
下
部
が
「
之
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
６
、
式
・
・
異
体
字
の
「
式
」
で
あ
る
が
、
左
下
部
は
完
全
に
「
コ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
７
、
敬
・
・
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
、
四
画
目
及
び
五
画
目
が
明
確
と
な
る
。
８
、
寫
・
・
下
部
の
四
つ
の
点
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
９
、
釋
・
・
「
米
」
に
変
化
し
た
「
へ
ん
」
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
10
、
神
・
・
「
へ
ん
」
の
刻
線
が
「
ネ
」
に
も
「
示
」
に
も
見
え
る
刻
し
方
を
し
て
い
る
。
11
、
伏
・
・
写
真
と
拓
本
の
両
者
に
「
犬
」
の
三
画
目
の
起
筆
の
方
向
の
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
▼
表
１
　
写
真
・
拓
本
文
字
比
較
表
 
12
、
駕
・
・
「
馬
」
の
下
部
が
「
四
つ
点
」
な
の
か
「
一
」
な
の
か
拓
本
・
原
刻
写
真
と
も
不
明
瞭
。
13
、
入
・
・
写
真
画
像
・
原
拓
本
両
方
と
も
に
浅
い
線
で
「
入
」
字
の
筆
画
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
表
２
で
示
し
た
よ
う
に
原
拓
を
基
に
推
定
す
る
と
石
本
体
の
亀
裂
や
傷
な
の
か
文
字
を
刻
し
た
線
な
の
か
の
判
定
が
と
て
も
し
づ
ら
く
、
「
入
」
の
筆
画
ら
し
き
線
状
が
、
大
き
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
①
）
と
小
さ
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
②
）
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
。
写
真
画
像
で
は
こ
れ
ら
二
種
類
と
別
な
位
置
に
刻
線
ら
し
き
線
状
が
見
え
る
の
で
、
次
の
表
に
推
定
さ
れ
る
三
種
類
の
字
形
を
ま
ず
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
三
種
類
の
字
形
候
補
が
出
て
き
た
の
で
写
真
画
像
と
原
拓
を
更
に
入
念
に
観
察
す
る
と
単
な
る
平
面
で
は
な
く
凹
凸
の
あ
る
複
雑
な
表
面
の
た
め
特
に
斜
め
に
走
る
山
の
稜
線
の
よ
う
な
凸
部
で
は
通
常
の
採
拓
と
は
異
な
る
墨
だ
ま
り
の
よ
う
な
拓
影
が
現
出
す
る
よ
う
で
、
文
字
刻
を
再
現
す
る
時
に
は
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
ゆ
え
に
③
の
字
形
が
近
い
も
の
と
推
定
す
る
。
意
味
的
に
は
文
章
中
の
こ
の
場
所
に
「
入
」
が
挿
入
さ
れ
た
と
し
て
も
通
じ
る
の
で
問
題
は
な
い
。
▼
表
２
　
「
入
」
字
の
刻
線
推
定
表
14
、
邦
・
・
左
部
の
横
画
は
四
本
あ
る
。
北
魏
の
書
に
こ
の
字
例
あ
り
。
15
、
受
・
・
冠
部
の
点
が
四
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
つ
は
傷
で
あ
る
。
16
、
永
・
・
「
永
」
字
の
右
半
分
は
、
原
石
の
剥
落
に
よ
り
完
全
に
消
滅
。
二
次
補
正
で
、
北
魏
の
鄭
道
昭
の
書
よ
り
推
定
。
17
、
脱
・
・
右
上
部
は
原
石
の
剥
落
あ
り
。
18
、
證
・
・
「
は
つ
が
し
ら
」
の
字
形
左
側
が
「
タ
」
19
、
界
・
・
「
界
」
の
下
部
が
「
分
」
の
異
体
字
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
四
、
薬
師
寺
佛
足
石
成
立
の
過
程
先
の
論
文
に
お
い
て
正
面
・
左
側
面
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
背
面
に
刻
さ
れ
た
仏
足
石
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
か
ら
読
み
取
っ
た
新
た
な
内
容
を
参
照
し
つ
つ
、
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
、
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
、
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
④
で
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
を
示
し
、
⑤
で
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
に
刻
さ
れ
た
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
仏
跡
図
第
二
本
を
唐
の
普
光
寺
か
ら
平
城
京
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
も
た
ら
し
た
画
師
の
黄
文
本
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
年
代
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
黄
文
本
実
が
入
唐
し
た
時
期
の
上
限
は
、
王
玄
策
が
一
回
目
の
遣
使
の
任
務
を
終
え
て
唐
に
帰
国
し
た
可
能
性
が
あ
る
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
、
ま
た
は
二
回
目
の
貞
観
二
二
年
（
六
四
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
黄
文
本
実
が
参
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
遣
唐
使
の
時
期
の
上
限
は
、
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
回
遣
唐
使
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
第
二
回
遣
唐
使
に
は
玄
奘
の
直
弟
子
と
な
っ
た
道
昭
（
六
二
九
〜
七
〇
〇
）
が
参
加
し
て
お
り
、
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
は
、
道
昭
が
経
論
を
多
数
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
玄
奘
の
新
訳
経
典
や
教
学
が
日
本
仏
教
に
対
し
て
多
大
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
黄
文
本
実
が
日
本
に
帰
国
し
た
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
正
倉
院
文
書
「
写
疏
所
解
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
、
七
一
〇
頁
）
に
、
禅
院
寺
の
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
十
月
九
日
の
所
蔵
記
録
と
し
て
仏
跡
図
が
見
ら
れ
る
。
天
平
一
九
年
に
直
近
の
遣
唐
使
の
帰
国
は
、
玄
昉
ら
が
参
加
し
た
遣
唐
使
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
六
、
天
平
一
八
年
六
月
条
に
よ
る
と
、
玄
昉
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
帰
国
し
、
経
論
五
千
余
巻
と
仏
像
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
田
村
圓
澄
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
う
し
て
玄
昉
は
盛
唐
の
最
も
新
し
い
仏
教
で
あ
る
法
相
宗
を
智
周
に
学
び
、「
経
論
五
千
余
巻
及
諸
仏
像
」を
た
ず
さ
え
、天
平
七
年（
七
三
五
）
に
帰
国
し
た
。
「
経
論
五
千
余
巻
」
は
『
開
元
釈
教
録
』
所
収
の
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
玄
奘
の
翻
訳
に
か
か
る
新
訳
経
典
を
ふ
く
む
一
切
経
が
、
は
じ
め
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
玄
昉
の
帰
国
に
よ
っ
て
、
玄
奘
の
手
に
な
る
新
訳
経
典
は
ほ
ぼ
す
べ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
玄
昉
に
よ
っ
て
玄
奘
の
弟
子
の
基
が
創
始
し
た
法
相
宗
の
教
え
も
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
黄
文
本
実
の
活
動
年
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
日
本
仏
教
に
対
す
る
玄
奘
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
教
を
専
門
と
す
る
僧
侶
で
は
な
く
画
師
で
は
あ
る
が
、
遣
唐
使
と
し
て
の
教
養
を
備
え
た
知
識
人
で
あ
り
、
仏
教
に
関
し
て
も
一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
た
人
物
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
黄
文
本
実
が
長
安
の
普
光
寺
で
仏
跡
図
に
出
会
っ
た
際
に
、
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
考
え
た
動
機
は
も
ち
ろ
ん
崇
拝
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
崇
拝
に
値
す
る
と
判
断
し
た
根
拠
と
な
る
の
は
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
記
さ
れ
る
仏
跡
図
の
由
来
、
す
な
わ
ち
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
記
述
内
容
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玄
奘
の
言
と
仏
説
の
経
典
と
い
う
価
値
の
裏
付
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
黄
文
本
実
は
こ
れ
を
模
写
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
写
疏
所
解
」
は
禅
院
寺
の
仏
跡
図
に
つ
い
て
「
仏
跡
図
一
巻
」
と
記
し
、
そ
の
下
に「
一
条
紅
帒
　
一
条
　
　
　
　
　
一
条
錦
帒
」と
記
載
し
て
い
る
。帒
は
袋
の
意
味
な
の
で
三
袋
分
、
つ
ま
り
仏
跡
図
は
三
枚
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
袋
に
入
れ
て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
黄
文
本
実
が
唐
に
い
る
と
き
に
三
枚
模
写
し
た
か
、
ま
た
は
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
追
加
し
て
描
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
を
禅
院
寺
に
納
め
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
平
城
京
の
右
京
に
あ
っ
た
元
興
寺
の
禅
院
の
前
身
は
、
玄
奘
に
学
ん
だ
道
昭
が
帰
国
後
に
住
ん
だ
飛
鳥
寺
（
元
興
寺
）
の
禅
院
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
記
さ
れ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
禅
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
初
め
孝
徳
天
皇
の
白
雉
四
年
、
使
に
随
い
て
入
唐
す
。
適 
玄
奘
三
蔵
に
遇
い
、
師
と
し
て
業
を
受
く
。
三
蔵
特
に
愛
し
、
同
房
に
住
せ
し
む
。
…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。…
中
略…
後
に
平
城
に
遷
都
す
る
や
、
和
尚
の
弟
及
び
弟
子
等
は
奏
聞
し
、
禅
院
を
新
京
に
徙
し
建
て
る
。
今
の
平
城
右
京
禅
院
が
是
れ
な
り
。
此
の
院
多
く
経
論
有
り
。
書
迹
楷
好
。
並
び
に
錯
誤
せ
ず
。
皆
和
上
の
将
来
せ
る
所
の
者
な
り
。
石
田
茂
作
氏
の
研
究
で
は
、
「
写
疏
所
解
」
に
記
さ
れ
る
禅
院
寺
を
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
の
禅
院
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
石
田
氏
は
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
藤
野
道
生
氏
は
、
か
の 
”本
元
興
寺” 
東
南
隅
か
ら
移
し
建
て
ら
れ
た
と
伝
へ
る 
”道
昭
禅
院” 
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
擬
し
て
み
る
と
き
、
そ
の
場
所
は
、
同
じ
く 
”右
京” 
で
あ
つ
た
と
い
ふ
し
、
ま
た
、
道
昭
将
来
の
幾
多
の
経
典
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
は
れ
る
如
き
、
こ
の
建
物
の
有
つ
特
殊
性
格
か
ら
し
て
も
、
遣
唐
使
節
が
、
唐
に
あ
つ
て
写
し
帰
つ
た
と
見
え
る 
”仏
跡
図” 
を
収
蔵
す
る
の
場
所
と
し
て
、
極
め
て
自
然
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
と
は
元
興
寺
の
禅
院
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
藤
野
氏
の
こ
の
推
論
は
次
に
挙
げ
る
発
掘
調
査
を
基
に
し
た
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
正
当
性
は
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
１
９
９
２
年
の
飛
鳥
寺
東
南
部
の
調
査
で
、
複
弁
八
弁
蓮
華
紋
軒
丸
瓦
・
重
弧
紋
軒
平
瓦
、
竹
状
模
骨
丸
瓦
が
出
土
し
、
東
南
禅
院
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
東
南
禅
院
は
道
昭
が
７
世
紀
後
半
に
建
て
、
平
城
遷
都
に
と
も
な
い
右
京
四
条
一
坊
に
移
建
さ
れ
、
禅
院
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
の
出
土
瓦
は
、
飛
鳥
の
東
南
禅
院
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
調
査
地
周
辺
に
禅
院
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
竹
状
模
骨
丸
瓦
」
と
は
丸
瓦
凹
面
に
竹
の
よ
う
な
細
棒
を
綴
り
合
わ
せ
た
、
ス
ダ
レ
状
の
圧
痕
が
残
る
無
段
式
丸
瓦
で
あ
る
。
従
来
は
北
部
九
州
の
地
域
的
特
色
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
畿
内
で
も
少
数
な
が
ら
出
土
例
が
あ
り
、
ご
く
限
ら
れ
た
工
人
に
よ
る
傍
系
的
技
術
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
と
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
出
土
し
た
竹
状
模
骨
丸
瓦
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
寺
と
は
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
が
移
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
藤
野
氏
と
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
仏
跡
図
は
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
藤
野
氏
は
仏
跡
図
が
道
昭
ゆ
か
り
の
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
唐
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
跡
図
と
は
単
に
唐
に
ゆ
か
り
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
っ
て
価
値
を
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
跡
図
と
玄
奘
の
関
係
を
重
視
し
て
、
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
ゆ
か
り
の
禅
院
に
収
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
う
可
能
性
を
想
定
し
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
は
仏
足
石
の
価
値
や
意
義
を
説
明
す
る
た
め
に
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
ほ
か
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
仏
足
石
銘
文
は
そ
の
撰
者
が
独
自
に
研
究
調
査
し
て
文
章
を
書
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
と
と
も
に
仏
跡
図
の
由
来
と
意
義
付
け
を
禅
院
に
伝
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
銘
文
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
る
解
釈
は
、
も
ち
ろ
ん
黄
文
本
実
が
独
自
に
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
唐
で
学
ん
だ
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
唐
に
お
い
て
そ
の
解
釈
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
源
流
は
や
は
り
玄
奘
に
帰
す
る
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
よ
っ
て
仏
跡
図
の
意
味
を
説
い
た
記
録
は
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
玄
奘
と
同
時
代
を
生
き
た
道
宣
の
『
釈
迦
氏
譜
』
や
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』
の
中
で
も
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
の
で
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
典
拠
に
し
て
仏
跡
図
を
説
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
玄
奘
が
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
基
づ
い
て
理
解
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
提
示
し
て
お
く
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
あ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
又
謂
い
て
曰
く
、
経
論
は
深
妙
な
り
。
究
竟
す
る
能
わ
ず
。
禅
流
を
学
び
東
土
に
伝
う
る
に
如
か
ず
、
と
。
和
尚
教
を
奉
じ
て
、
始
め
て
禅
定
を
習
う
。
悟
る
所
は
稍
多
し
。…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
着
目
す
べ
き
は
、
道
昭
が
玄
奘
か
ら
「
経
論
は
奥
深
く
微
妙
で
、
究
め
つ
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
お
前
は
禅
を
学
ん
で
、東
の
国
の
日
本
に
広
め
る
の
が
よ
か
ろ
う
」と
い
う
教
え
を
受
け
、禅
定
を
学
び
は
じ
め
、
道
昭
の
帰
国
後
は
禅
を
学
ぶ
者
が
教
え
を
請
う
て
集
ま
っ
て
来
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
玄
奘
は
経
典
翻
訳
者
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
禅
定
を
重
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
禅
定
と
は
禅
と
定
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
定
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
sam
ādhi
で
あ
り
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
定
め
て
動
か
さ
な
い
瞑
想
を
指
し
、
「
三
昧
」
と
も
言
う
。
禅
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
のdhyāna
の
訳
語
で
あ
る
禅
那
を
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
瞑
想
し
て
身
心
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
定
の
一
分
と
解
す
る
。
し
ば
し
ば
総
合
し
て
禅
定
と
言
う
。
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
、
『
観
仏
三
昧
海
経
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
釈
尊
が
世
を
去
っ
た
後
に
、
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
す
る
人
々
も
ま
た
同
様
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
し
な
く
て
も
、
釈
尊
の
足
跡
を
見
た
り
、
仏
像
が
行
く
姿
を
見
た
り
し
た
人
々
も
ま
た
同
様
に
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
で
あ
る
僧
侶
は
観
想
を
す
れ
ば
よ
い
し
、
専
門
家
で
は
な
い
在
家
の
人
々
は
観
想
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
仏
三
昧
と
仏
跡
図
を
セ
ッ
ト
に
し
た
理
解
は
、
仮
に
玄
奘
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
唐
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
仏
跡
図
に
対
す
る
信
仰
は
玄
奘
に
対
す
る
尊
崇
や
敬
慕
の
念
と
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、
黄
文
本
実
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
記
録
が
な
い
た
め
に
、
第
三
本
の
作
者
と
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
薬
師
寺
仏
足
石
左
側
面
の
銘
文
に
登
場
す
る
越
田
安
万
が
禅
院
寺
に
あ
る
第
二
本
を
模
写
し
て
第
三
本
を
作
り
、
そ
の
上
さ
ら
に
仏
足
石
作
成
の
素
材
と
な
る
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
し
、
ど
こ
か
の
寺
院
に
納
め
ら
れ
た
第
三
本
を
基
に
し
て
越
田
安
万
が
仏
足
石
作
成
の
た
め
の
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
第
三
本
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
第
二
本
の
成
立
を
論
じ
た
際
に
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
、
僧
侶
は
観
想
を
し
て
三
昧
に
入
れ
ば
よ
い
し
、
在
家
の
人
々
は
専
門
的
な
観
想
を
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
た
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
は
専
門
家
向
け
と
専
門
で
は
な
い
人
向
け
の
救
済
方
法
を
提
示
し
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
。
玄
奘
が
道
昭
に
禅
定
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
は
論
理
的
に
教
学
を
深
め
て
悟
り
を
求
め
る
面
と
と
も
に
、
仏
の
教
え
は
人
智
を
超
え
た
深
さ
が
あ
る
ゆ
え
に
禅
定
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
仏
の
力
に
頼
っ
て
涅
槃
の
境
地
に
至
ろ
う
と
す
る
面
が
あ
る
。
文
室
真
人
智
努
と
い
う
人
物
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
て
、
薬
師
寺
仏
足
石
の
作
成
を
発
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
智
努
は
天
武
天
皇
の
孫
で
、
『
続
日
本
紀
』
巻
二
三
に
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
法
名
の
「
浄
三
」
と
い
う
名
で
登
場
し
て
い
る
。
廣
岡
義
隆
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
前
年
に
光
明
皇
后
が
崩
じ
た
際
に
は
「
智
努
」
の
名
で
出
て
い
る
の
で
、
天
平
宝
字
四
年
六
月
以
降
に
出
家
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。仏
足
石
を
作
っ
た
の
は
、
出
家
す
る
前
の
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
智
努
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
仏
教
に
対
す
る
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
智
努
は
仏
教
が
必
須
の
教
養
と
な
っ
て
い
た
時
代
の
知
識
人
と
し
て
、
玄
奘
訳
の
経
論
に
基
づ
く
法
相
宗
の
唯
識
思
想
と
い
う
高
度
な
仏
教
思
想
を
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仏
足
石
か
ら
読
み
取
れ
る
信
仰
は
難
解
な
も
の
で
は
な
く
、比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
く
信
仰
で
あ
る
。
智
努
は
知
識
人
と
し
て
高
い
学
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、
理
詰
め
で
考
え
て
悟
り
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
妻
が
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
で
安
楽
な
境
地
に
至
る
こ
と
や
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
福
に
な
る
と
い
う
理
想
を
求
め
る
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
④
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
本
稿
で
は
薬
師
寺
仏
足
石
信
仰
の
由
来
と
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
玄
奘
と
の
関
わ
り
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
き
た
。
第
一
本
仏
跡
図
は
王
玄
策
が
マ
ガ
ダ
国
か
ら
唐
に
持
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
普
光
寺
と
い
う
勅
願
寺
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
尊
重
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
跡
図
が
尊
重
さ
れ
た
理
由
は
、
マ
ガ
ダ
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
し
い
文
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
に
よ
る
価
値
の
保
証
が
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
第
二
本
は
黄
文
本
実
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
が
住
し
た
寺
院
で
あ
る
禅
院
寺
に
納
め
ら
れ
た
。
第
一
に
仏
跡
図
が
玄
奘
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
仏
跡
図
を
見
る
こ
と
で
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
観
仏
三
昧
と
い
う
禅
定
を
説
く
経
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
禅
院
寺
に
第
二
本
が
納
め
ら
れ
た
有
力
な
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
本
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
解
明
で
き
な
い
。
第
三
本
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
薬
師
寺
仏
足
石
は
文
室
真
人
智
努
の
発
願
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
信
仰
形
態
と
奈
良
を
代
表
す
る
大
寺
で
あ
る
薬
師
寺
の
信
仰
形
態
が
ほ
ど
よ
く
合
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仏
足
石
を
ま
つ
る
場
と
し
て
薬
師
寺
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
信
仰
形
態
の
特
徴
と
は
、知
識
人
を
満
足
さ
せ
る
高
度
な
思
想
が
信
仰
の
背
景
に
あ
る
こ
と
と
、
比
較
的
簡
単
に
誰
も
が
仏
の
世
界
に
至
れ
る
と
い
う
方
法
を
提
示
し
て
い
る
信
仰
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
薬
師
寺
は
唯
識
学
な
ど
玄
奘
の
新
訳
の
経
論
に
基
づ
く
教
え
を
伝
え
る
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
仏
足
石
を
安
置
し
て
お
ま
つ
り
で
き
た
場
所
で
も
あ
る
こ
と
で
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
知
識
人
の
信
仰
の
拠
り
所
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
補
遺
こ
こ
で
は
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
の
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
【
左
側
面
第
十
行
方
格
外
下
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
左
側
面
向
右
下
部
】
（
本
文
）
知
識
家
口
男
女
大
小
（
書
き
下
し
文
）
知
識
の
家
口
の
男
女
大
小
（
現
代
語
訳
）
施
主
の
家
族
の
老
若
男
女
【
左
側
面
方
格
外
向
右
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
右
側
面
】
（
本
文
）
諸
行
無
常
　
諸
法
无
我
　
涅
槃
寂
静
（
書
き
下
し
文
）
諸
行
は
無
常
な
り
。諸
法
は
無
我
な
り
。涅
槃
は
寂
静
な
り
。
（
現
代
語
訳
）あ
ら
ゆ
る
現
象
は
無
常
で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
存
在
に
実
体
は
な
い
。
　
悟
り
の
境
地
は
安
ら
か
で
あ
る
。
▼
写
真
２
　
　
薬
師
寺
佛
足
石・右
側
面
銘
文・刻
面
写
真
　﹇
飛
鳥
園
撮
影
﹈
五
、
佛
足
石
の
後
世
へ
の
影
響
﹇
大
阪
・
和
歌
山
調
査
報
告
﹈
　
　
林
昌
寺
佛
足
石
に
つ
い
て
今
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
共
同
研
究
調
査
で
は
、
古
代
薬
師
寺
仏
足
石
と
近
世
仏
足
石
の
時
代
の
空
隙
を
埋
め
る
中
世
仏
足
石
を
求
め
て
大
阪
府
泉
南
地
方
の
林
昌
寺
、
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
、
根
来
寺
、
粉
河
寺
の
各
寺
院
を
訪
れ
、
境
内
に
所
在
す
る
仏
足
石
の
調
査
を
行
っ
た
。
紀
三
井
寺
の
仏
足
石
は
戦
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
根
来
寺
の
仏
足
石
は
粉
河
寺
の
そ
れ
が
誤
っ
て
巷
間
に
存
在
が
流
布
し
た
も
の
で
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
除
外
し
、
林
昌
寺
と
粉
河
寺
の
仏
足
石
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
今
回
お
も
な
調
査
対
象
と
し
た
中
世
仏
足
石
が
あ
る
躑
躅
山
林
昌
寺
に
つ
い
て
、
同
寺
所
伝
の
由
緒
に
従
っ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
同
寺
は
、
有
名
な
中
世
荘
園
九
条
家
領
和
泉
国
日
根
野
荘
の
南
方
に
位
置
す
る
地
域
に
あ
り
、
山
の
南
西
斜
面
に
寺
の
諸
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
い
て
日
当
た
り
が
と
て
も
よ
く
、
風
光
明
媚
な
環
境
に
あ
る
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
。
近
隣
地
域
に
は
根
来
寺
、
粉
河
寺
な
ど
の
大
寺
院
も
点
在
し
、
高
野
山
の
麓
に
あ
る
こ
れ
ら
の
諸
寺
院
と
の
関
係
も
林
昌
寺
を
考
察
す
る
上
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
林
昌
寺
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
そ
の
開
基
を
行
基
と
す
る
古
刹
で
あ
る
。
行
基
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
三
院
六
坊
か
ら
な
る
当
時
の
寺
は
、
こ
の
地
の
水
質
が
鉱
質
に
富
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
山
菩
提
院
岡
寺
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
と
は
異
な
る
山
号
寺
号
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
近
隣
の
大
寺
院
で
あ
る
根
来
寺
が
、
平
安
初
期
、
粉
河
寺
が
聖
武
天
皇
没
後
の
宝
亀
年
間
の
開
基
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
地
域
で
は
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
寺
が
現
在
の
寺
号
山
号
と
な
っ
た
契
機
に
つ
い
て
、
由
緒
書
き
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
平
安
時
代
の
後
期
、
第
七
十
三
代
堀
河
天
皇
が
当
山
に
行
幸
の
み
ぎ
り
、
山
つ
つ
じ
が
見
事
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
山
号
を
躑
躅
山
と
し
、
法
林
繁
盛
の
勝
地
と
な
る
よ
う
、
寺
号
を
林
昌
寺
と
改
め
ら
れ
た
。
」
平
安
時
代
は
熊
野
詣
を
は
じ
め
天
皇
の
行
幸
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
都
か
ら
和
歌
山
を
経
て
熊
野
へ
向
か
う
途
中
立
ち
寄
る
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
し
、
林
昌
寺
を
目
的
地
と
し
て
行
幸
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
天
正
年
間
に
は
、
織
豊
政
権
に
よ
っ
て
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
の
信
長
に
よ
る
雑
賀
攻
め
、
同
九
〜
十
（
一
五
八
一
〜
二
）
年
の
高
野
攻
め
、
同
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
秀
吉
の
紀
州
征
伐
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
泉
南
か
ら
紀
州
の
諸
寺
院
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
林
昌
寺
も
創
建
当
時
か
ら
の
堂
塔
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し
、
現
存
の
諸
堂
伽
藍
は
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
も
の
を
始
め
と
し
て
近
年
に
再
建
さ
れ
た
堂
塔
も
あ
る
。
現
在
の
林
昌
寺
は
、
京
都
の
仁
和
寺
を
本
山
れ
て
い
る
。
国
宝
の
薬
師
寺
の
仏
足
石
は
安
山
岩
と
み
ら
れ
る
が
定
か
な
こ
と
は
地
質
学
の
専
門
家
の
鑑
定
に
待
つ
ほ
か
な
い
。
三
回
に
わ
た
っ
た
一
連
の
中
世
仏
足
石
の
調
査
で
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
仏
足
石
が
古
代
に
た
だ
一つ
の
存
在
で
、長
期
断
絶
し
て
近
世
に
至
っ
て
再
び
各
地
に
出
現
す
る
と
い
う
不
自
然
な
残
存
状
況
に
つ
い
て
、一
定
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。中
世
に
も
確
実
に
仏
足
石
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、そ
れ
が
多
く
の
場
合
無
関
心
に
屋
外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
風
化
が
進
み
、そ
れ
と
認
知
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。現
存
が
確
認
さ
れ
る
法
然
院
、安
土
城
、林
昌
寺
三
か
所
の
中
世
の
仏
足
石
は
、
い
ず
れ
も
露
天
に
放
置
さ
れ
風
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
林
昌
寺
の
も
の
は
、
三
十
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
同
寺
の
絵
葉
書
に
は
、
よ
り
明
瞭
に
仏
足
の
文
様
が
看
取
さ
れ
わ
ず
か
三
十
年
で
酸
性
雨
の
影
響
か
、
か
な
り
風
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
回
の
調
査
で
は
、
根
来
寺
に
あ
る
と
い
う
仏
足
石
を
探
し
た
が
、
こ
れ
は
粉
河
寺
の
仏
足
石
を
誤
っ
て
根
来
寺
の
仏
足
石
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
も
の
が
拡
散
し
た
も
の
と
判
明
し
た
。
粉
河
寺
で
の
仏
足
石
は
参
道
入
り
口
す
ぐ
の
左
側
に
覆
い
の
屋
根
の
下
に
柵
に
囲
ま
れ
て
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
柵
の
周
囲
か
ら
か
な
り
距
離
が
あ
り
、
法
量
の
計
測
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
字
の
判
読
す
ら
か
な
わ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
石
質
は
安
山
岩
様
に
見
受
け
ら
れ
た
が
判
然
と
し
な
い
。
周
囲
の
側
面
に
は
一
面
に
篆
書
と
も
行
書
と
も
判
別
し
か
ね
る
変
っ
た
書
体
で
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
近
世
に
か
か
る
追
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仏
足
石
の
仏
足
そ
の
も
の
は
、
林
昌
寺
の
も
の
と
共
通
し
て
切
り
欠
き
部
も
確
認
で
き
る
の
で
中
世
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、
改
め
て
許
可
を
得
て
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
台
石
が
焼
け
た
よ
う
な
赤
み
を
帯
び
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
天
正
年
間
に
行
わ
れ
た
織
豊
政
権
に
よ
る
紀
州
制
圧
戦
の
粉
河
寺
焼
亡
と
関
係
し
て
い
る
と
す
れ
ば
中
世
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
現
時
点
で
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
め
た
い
。
六
、
結
び
に
か
え
て
本
研
究
は
、武
蔵
野
大
学「
し
あ
わ
せ
研
究
」の
基
金
を
受
託
し「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
初
期
仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南
市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
中
世
の
可
能
性
が
高
い
粉
河
寺
の
も
の
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
薬
師
寺
佛
足
石
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研
究
蓄
積
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
研
究
史
の
上
に
確
か
な
地
歩
を
築
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と
そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三
年
間
に
わ
た
り
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
石
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
の
研
究
は
、
垤
和
本
精
拓
本
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
採
拓
者
で
あ
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
金
木
和
子
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、
昨
年
度
、
閉
門
後
の
夜
の
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
も
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
「
書
」
と
し
て
刻
さ
れ
て
い
た
か
知
り
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
お
蔭
様
で
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
な
る
べ
く
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
○
本
研
究
は
、
第
一
・
三
節
を
廣
瀨
、
第
四
節
を
遠
藤
、
第
五
節
を
漆
原
が
執
筆
し
、
第
二
節
を
廣
瀨
・
遠
藤
、
第
六
節
を
漆
原
・
廣
瀨
で
共
同
執
筆
し
た
。
○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
平
成
31
年
度
し
あ
わ
せ
研
究
費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
【
註
】
（
１
）
田
村
圓
澄
「
摂
論
宗
の
伝
来
」
（
速
水
侑
『
論
集
奈
良
仏
教
第
一
巻
　
奈
良
仏
教
の
展
開
』
、
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
二
五
頁
を
参
照
。
（
２
）
四
角
で
囲
っ
た
箇
所
は
空
欄
の
意
味
で
あ
る
。
（
３
）
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
年
再
版
）
三
〇
頁
を
参
照
。
な
お
こ
の
書
物
は
一
九
三
〇
年
の
初
版
本
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
再
版
本
を
参
照
し
た
。
（
４
）
藤
野
道
生
「
禅
院
寺
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
六‒
九
、
一
九
五
七
年
）
四
一
頁
を
参
照
。
（
５
）
原
田
憲
二
郎
、
森
下
惠
介
、
池
田
富
貴
子
『
平
城
の
甍―
平
城
京
出
土
瓦
展―
』
（
編
集
：
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
、
発
行
：
奈
良
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
頁
を
参
照
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。
http://w
w
w
.city.nara.lg.jp/w
w
w
/contents/1227078972143/files/i-
raka.pdf
（
６
）
廣
岡
義
隆
「
文
室
眞
人
智
努
の
生
涯―
天
平
一
知
識
人
の
憂
愁―
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
、
一
九
九
一
年
）
四
五
頁
を
参
照
。
（
７
）「
善
き
友
人
」
の
意
で
善
知
識
と
も
い
い
、
仏
の
教
え
を
説
き
勧
め
て
善
導
す
る
指
導
者
や
、
寺
院
や
仏
像
の
建
立
の
た
め
に
金
品
を
布
施
す
る
人
物
を
指
す
。
こ
の
箇
所
で
は
施
主
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
▼
写
真
９
　
薬
師
寺
佛
足
石
垤
和
本
精
拓
全
搨
本（
縦
180
㎝
、横
206
㎝
）の
部
分
　﹇
佛
足
石
上
面（
写
真
の
左
上
部
）・背
面（
下
部
）・左
側
面（
右
側
部
）﹈
奈良・薬師寺の国宝・佛足石の研究Ⅲ（廣瀨・漆原・遠藤） 武蔵野教育学論集　第８号
▼
薬
師
寺
佛
足
石
・
背
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書
の
復
元
と
す
る
真
言
宗
御
室
派
に
属
し
、
別
名
を
岡
大
師
と
称
す
る
よ
う
に
泉
州
地
区
の
弘
法
大
師
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
国
三
十
一
番
札
所
と
し
て
近
世
に
も
栄
え
た
寺
院
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
は
写
真
３
・
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
側
面
上
下
の
二
か
所
と
左
側
上
部
一
か
所
の
計
三
か
所
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
写
真
画
像
か
ら
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
線
刻
さ
れ
た
仏
像
の
輪
郭
が
残
さ
れ
て
い
る
。
右
側
上
部
と
左
側
部
分
の
線
刻
は
風
化
が
進
み
か
ろ
う
じ
て
線
刻
が
看
取
で
き
る
も
の
の
明
瞭
で
は
な
い
が
、
左
側
手
前
下
部
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
比
較
的
明
瞭
に
線
刻
さ
れ
た
小
仏
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
背
後
に
直
立
す
る
青
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
「
仏
足
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
近
世
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
線
刻
の
仏
像
が
見
ら
れ
る
の
は
、
す
で
に
本
研
究
Ⅱ
で
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
京
都
法
然
院
の
仏
足
石
（
写
真
５
・
６
）
と
安
土
城
仏
足
石
（
写
真
７
・
８
）
の
二
つ
の
中
世
仏
足
石
と
共
通
す
る
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
初
伝
の
通
り
林
昌
寺
仏
足
石
は
、
中
世
の
仏
足
石
で
あ
る
と
見
て
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
台
石
の
側
面
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
り
そ
こ
に
線
刻
の
小
仏
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
、
多
く
の
近
世
・
近
現
代
仏
足
石
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
中
世
仏
足
石
の
識
別
点
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
台
石
上
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
仏
足
本
体
そ
の
も
の
が
、
技
巧
的
な
近
世
の
仏
足
石
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
単
純
素
朴
で
雅
味
が
あ
る
と
い
え
る
印
象
を
受
け
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
の
石
質
は
玄
武
岩
の
よ
う
に
見
え
受
け
ら
れ
る
が
、
苔
や
泥
の
付
着
に
よ
り
明
確
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
近
世
近
現
代
の
仏
足
石
の
多
く
が
、
黒
御
影
石
あ
る
い
は
御
影
石
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
法
然
院
の
も
の
は
緑
泥
片
岩
（
秩
父
青
石
）
、
安
土
城
の
も
の
は
安
山
岩
が
用
い
ら
▼
写
真
５・６
　
京
都
法
然
院
佛
足
石
▼
写
真
７・８
　
　
安
土
城
佛
足
石
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一
、
は
じ
め
に
本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
初
期
仏
教
を
ま
さ
に
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
日
本
最
古
の
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
刻
の
薬
師
寺
に
あ
る
「
佛
足
石
」に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
注
目
し
、書
道
学（
廣
瀨
）・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
た
も
の
で
、
す
で
に
発
表
し
た
次
の
二
つ
の
共
同
研
究
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―
正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―
左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成
立
過
程―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
上
記
の
論
文
で
発
表
し
た
佛
足
石
正
面
と
左
側
面
銘
文
に
関
す
る
研
究
に
続
き
、
本
稿
で
は
背
面
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
分
析
を
進
め
る
。
最
初
に
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
薬
師
寺
佛
足
石
に
関
わ
っ
た
人
々
の
信
仰
の
あ
り
方
や
成
立
過
程
を
前
号
に
引
き
続
き
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
江
戸
時
代
に
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
間
の
期
間
（
中
世
な
ど
）
に
お
け
る
佛
足
石
の
存
在
を
埋
め
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
今
回
大
阪
と
和
歌
山
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
佛
足
石
の
調
査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
二
、
佛
足
石
背
面
銘
文
の
釈
文
佛
足
石
の
銘
文
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
文
献
と
し
て
次
の
論
文
が
あ
る
。
冒
頭
の
太
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
略
号
と
し
て
示
し
た
。
①
　
旧
↓
薬
師
寺
発
行
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
出
典
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
と
し
て
い
る
）
②
　
新
↓
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
補
訂
版
（
岩
波
　
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
③
　
吉
↓
吉
村
怜
『
天
人
誕
生
図
の
研
究
』
（
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
）
本
書
所
収
の
神
直
石
手
論
文
の
初
出
は
吉
村
怜
「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
者
「
神
直
石
手
」
に
つ
い
て
」
（
『
美
術
史
研
究
』
八
、
一
九
七
一
年
）
④
　
岡
↓
廣
岡
義
隆
「
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
、一
九
九
〇
年
）、『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
基
に
し
つ
つ
更
に
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
注
＊
﹈
及
び
精
拓
本
（
垤
和
本
）
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
た
も
の
が
次
の
太
字
の
釈
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
異
同
の
あ
る
文
字
に
棒
線
を
記
し
、
そ
の
左
側
に
、
先
賢
の
諸
説
を
記
し
た
。
﹇
注
＊
﹈
写
真
　
令
和
元
年
９
月
25
日
付
で
薬
師
寺
に
掲
載
許
可
申
請
、
同
年
10
月
１
日
付
・
薬
師
寺
掲
載
許
可
第
１―
２
６
８
号
に
よ
り
、
飛
鳥
園
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
〈
銘
文
の
行
数
と
釈
文
〉
１
　
至
心
發
願
爲
　
　
　
・
旧
新
吉
：
爲
　
岡
：
為
２
　
亡
夫
人
從
四
位
下
　
　
　
・
旧
新
吉
：
從
　
岡
：
従
３
　
茨
田
郡
主
法
４
　
名
良
式
敬
寫
５
　
釋
迦
如
来
神
　
　
　
・
旧
：
釈
　
新
吉
岡
：
釋
　
　
　
・
旧
広
：
来
　
新
吉
：
來
　
　
　
　
　
＊
五
字
目
は
、
へ
ん
の
字
形
が
「
神
」
「
神
」
に
も
ど
ち
ら
に
　
　
　
　
　
　
も
見
え
る
字
形
を
し
て
い
る
。
６
　
跡
伏
願
夫
人
７
　
之
霊
駕
遊
入
　
　
　
・
旧
岡
：
霊
　
新
吉
：
靈
　
　
　
　
　
・
岡
：
「
遊
」
の
あ
と
に
「
入
」
＊
今
回
の
調
査
で
も
精
密
な
写
真
画
像
と
拓
本
を
過
眼
す
る
と
わ
ず
か
に
残
る
刻
跡
よ
り
「
入
」
が
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
13
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
８
　
无
勝
之
妙
邦
９
　
受
□
□
□
□
之
　
　
　
・
旧
新
：
□
□
□
□
　
吉
：
□
□
　
岡
：
□
□
□
10
　
聖
□
永
脱
有
　
　
　
・
旧
新
吉
：
□
は
言
ベ
ン
　
岡
：
□
　
　
　
　
　
＊
二
字
目
の
□
は
、
飛
鳥
園
撮
影
写
真
で
も
垤
和
本
精
拓
本
で
　
　
　
　
　
　
も
「
言
べ
ん
」
は
過
眼
で
き
る
。
し
か
し
旁
部
及
び
９
行
目
　
　
　
　
　
　
の
中
央
部
に
か
け
て
は
剥
離
に
よ
る
摩
滅
に
よ
り
不
明
。
11
　
漏
高
證
无
爲
同
12
　
霑
三
界
共
契
一
眞
　
　
　
・
旧
新
吉
：
眞
　
岡
：
真
（
書
き
下
し
文
）
至
心
に
発
願
し
、
亡
夫
人
従
四
位
下
茨
田
郡
主
法
名
良
式
の
為
に
、
敬
ん
で
釈
迦
如
来
の
神
跡
を
写
す
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
夫
人
の
霊
、
駕
遊
し
て
無
勝
の
妙
邦
に
入
り
て
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
に
有
漏
を
脱
し
、
無
為
を
高
証
し
、
同
に
三
界
を
霑
し
、
共
に
一
眞
に
契
わ
ん
こ
と
を
。
（
現
代
語
訳
）
真
心
を
持
っ
て
誓
願
を
立
て
、
今
は
亡
き
夫
人
の
従
四
位
下
茨
田
郡
主
、
法
名
は
良
式
の
た
め
に
、
慎
み
敬
っ
て
釈
尊
の
足
跡
を
写
す
。
仏
に
平
伏
し
礼
拝
し
、
夫
人
の
霊
が
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
に
て
悠
々
と
し
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
遠
に
煩
悩
か
ら
と
き
は
な
た
れ
、
悟
り
の
境
地
に
至
り
、迷
い
の
世
界
の
生
き
と
し
生
き
る
者
す
べ
て
に
利
益
が
お
よ
び
、皆
共
に
仏
が
教
え
る
真
理
に
目
覚
め
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
三
、
原
刻
写
真
と
精
拓
本
の
比
較
に
よ
る
　
　
刻
さ
れ
た
書
線
の
検
討
薬
師
寺
佛
足
石
側
面
の
銘
文
は
、
ど
の
面
も
概
ね
風
化
に
よ
り
摩
滅
し
て
い
る
が
、
背
面
は
、
正
面
刻
や
右
側
面
刻
と
比
べ
る
と
、
剥
落
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
刻
線
は
比
較
的
明
瞭
な
方
で
あ
る
。
正
面
・
左
右
の
側
面
は
、
肉
眼
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
在
、
佛
足
石
の
背
面
が
、
堂
内
の
壁
面
と
ほ
ぼ
接
す
る
に
近
い
状
態
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
刻
線
を
肉
眼
で
直
接
確
か
め
な
が
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
今
回
の
背
面
銘
文
調
査
及
び
復
元
に
あ
た
っ
て
も
前
回
の
研
究
と
同
様
に
新
倉
垤
斎
・
金
木
和
子
両
氏
が
昭
和
四
十
七
年
に
採
拓
し
た
精
拓
本
（
垤
和
本
）
を
頼
り
に
、
復
元
作
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
か
つ
て
佛
足
石
移
動
時
に
飛
鳥
園
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
背
面
の
現
刻
写
真
画
像
と
も
比
較
検
討
し
な
が
ら
（
表
１
参
照
）
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
更
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
北
魏
時
代
の
書
の
古
典
を
参
照
し
て
導
き
出
し
た
も
の
が
表
１
の
下
部
に
示
し
た
一
次
補
正
・
二
次
補
正
で
あ
る
。
佛
足
石
背
面
の
銘
文
の
周
囲
に
刻
さ
れ
て
い
る
枠
（
方
格
）
の
寸
法
は
横
巾
66
㎝
、
縦
の
寸
法
に
つ
い
て
は
最
も
長
い
右
側
が
28
・
５
㎝
、
中
央
部
の
狭
い
箇
所
が
25
㎝
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
、
最
も
大
き
い
「
釋
」
字
は
、
横
４
㎝
、
縦
５
㎝
で
あ
り
、
小
さ
い
文
字
は
２
㎝
角
で
あ
る
。
ち
な
み
に
佛
足
石
の
右
側
面
に
唯
一
刻
さ
れ
た
銘
文
（
本
稿
第
４
節
末
尾
の
写
真
２
）
の
大
き
さ
（
枠
﹇
方
格
﹈
の
寸
法
）
は
、
上
部
の
横
が
12
㎝
、
下
部
の
横
が
11
・
５
㎝
、
縦
が
18
㎝
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
記
し
て
お
く
。
１
、
至
・
・
拓
本
（
原
拓
）
で
は
、
二
画
目
の
横
画
の
位
置
が
刻
線
と
傷
に
よ
り
二
通
り
推
定
で
き
、
特
定
に
困
っ
た
が
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
正
し
い
位
置
が
判
定
で
き
た
。
同
様
に
最
終
画
の
起
筆
と
収
筆
の
位
置
と
太
さ
に
つ
い
て
も
写
真
に
よ
り
判
定
で
き
た
。
２
、
心
・
・
原
刻
写
真
に
よ
っ
て
一
画
目
の
点
の
位
置
が
特
定
で
き
た
。
三
・
四
画
目
の
点
の
位
置
は
、
原
刻
の
摩
滅
が
著
し
く
拓
本
及
び
写
真
に
お
い
て
も
特
定
が
困
難
。
推
定
位
置
を
二
次
補
正
で
示
し
た
。
３
、
發
・
・
上
部
の
「
は
つ
が
し
ら
」
が
、
珍
し
い
字
形
で
あ
る
。
原
刻
写
真
に
よ
り
、
よ
り
明
確
と
な
る
。
４
、
亡
・
・
一
画
目
の
字
形
と
三
画
目
の
収
筆
の
状
態
が
拓
本
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
原
刻
写
真
に
よ
り
、
刻
線
と
石
の
傷
と
の
違
い
を
読
み
取
れ
て
明
ら
か
に
で
き
た
。
５
、
從
・
・
「
從
」
の
異
体
字
に
つ
い
て
、
旁
の
中
央
部
の
「
点
」
の
有
無
が
気
に
な
っ
た
が
、
北
魏
の
書
に
も
点
が
あ
る
字
例
が
あ
り
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
っ
て
も
点
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
右
下
部
が
「
之
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
６
、
式
・
・
異
体
字
の
「
式
」
で
あ
る
が
、
左
下
部
は
完
全
に
「
コ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
７
、
敬
・
・
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
、
四
画
目
及
び
五
画
目
が
明
確
と
な
る
。
８
、
寫
・
・
下
部
の
四
つ
の
点
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
９
、
釋
・
・
「
米
」
に
変
化
し
た
「
へ
ん
」
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
10
、
神
・
・
「
へ
ん
」
の
刻
線
が
「
ネ
」
に
も
「
示
」
に
も
見
え
る
刻
し
方
を
し
て
い
る
。
11
、
伏
・
・
写
真
と
拓
本
の
両
者
に
「
犬
」
の
三
画
目
の
起
筆
の
方
向
の
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
▼
表
１
　
写
真
・
拓
本
文
字
比
較
表
 
12
、
駕
・
・
「
馬
」
の
下
部
が
「
四
つ
点
」
な
の
か
「
一
」
な
の
か
拓
本
・
原
刻
写
真
と
も
不
明
瞭
。
13
、
入
・
・
写
真
画
像
・
原
拓
本
両
方
と
も
に
浅
い
線
で
「
入
」
字
の
筆
画
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
表
２
で
示
し
た
よ
う
に
原
拓
を
基
に
推
定
す
る
と
石
本
体
の
亀
裂
や
傷
な
の
か
文
字
を
刻
し
た
線
な
の
か
の
判
定
が
と
て
も
し
づ
ら
く
、
「
入
」
の
筆
画
ら
し
き
線
状
が
、
大
き
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
①
）
と
小
さ
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
②
）
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
。
写
真
画
像
で
は
こ
れ
ら
二
種
類
と
別
な
位
置
に
刻
線
ら
し
き
線
状
が
見
え
る
の
で
、
次
の
表
に
推
定
さ
れ
る
三
種
類
の
字
形
を
ま
ず
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
三
種
類
の
字
形
候
補
が
出
て
き
た
の
で
写
真
画
像
と
原
拓
を
更
に
入
念
に
観
察
す
る
と
単
な
る
平
面
で
は
な
く
凹
凸
の
あ
る
複
雑
な
表
面
の
た
め
特
に
斜
め
に
走
る
山
の
稜
線
の
よ
う
な
凸
部
で
は
通
常
の
採
拓
と
は
異
な
る
墨
だ
ま
り
の
よ
う
な
拓
影
が
現
出
す
る
よ
う
で
、
文
字
刻
を
再
現
す
る
時
に
は
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
ゆ
え
に
③
の
字
形
が
近
い
も
の
と
推
定
す
る
。
意
味
的
に
は
文
章
中
の
こ
の
場
所
に
「
入
」
が
挿
入
さ
れ
た
と
し
て
も
通
じ
る
の
で
問
題
は
な
い
。
▼
表
２
　
「
入
」
字
の
刻
線
推
定
表
14
、
邦
・
・
左
部
の
横
画
は
四
本
あ
る
。
北
魏
の
書
に
こ
の
字
例
あ
り
。
15
、
受
・
・
冠
部
の
点
が
四
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
つ
は
傷
で
あ
る
。
16
、
永
・
・
「
永
」
字
の
右
半
分
は
、
原
石
の
剥
落
に
よ
り
完
全
に
消
滅
。
二
次
補
正
で
、
北
魏
の
鄭
道
昭
の
書
よ
り
推
定
。
17
、
脱
・
・
右
上
部
は
原
石
の
剥
落
あ
り
。
18
、
證
・
・
「
は
つ
が
し
ら
」
の
字
形
左
側
が
「
タ
」
19
、
界
・
・
「
界
」
の
下
部
が
「
分
」
の
異
体
字
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
四
、
薬
師
寺
佛
足
石
成
立
の
過
程
先
の
論
文
に
お
い
て
正
面
・
左
側
面
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
背
面
に
刻
さ
れ
た
仏
足
石
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
か
ら
読
み
取
っ
た
新
た
な
内
容
を
参
照
し
つ
つ
、
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
、
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
、
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
④
で
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
を
示
し
、
⑤
で
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
に
刻
さ
れ
た
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
仏
跡
図
第
二
本
を
唐
の
普
光
寺
か
ら
平
城
京
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
も
た
ら
し
た
画
師
の
黄
文
本
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
年
代
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
黄
文
本
実
が
入
唐
し
た
時
期
の
上
限
は
、
王
玄
策
が
一
回
目
の
遣
使
の
任
務
を
終
え
て
唐
に
帰
国
し
た
可
能
性
が
あ
る
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
、
ま
た
は
二
回
目
の
貞
観
二
二
年
（
六
四
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
黄
文
本
実
が
参
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
遣
唐
使
の
時
期
の
上
限
は
、
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
回
遣
唐
使
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
第
二
回
遣
唐
使
に
は
玄
奘
の
直
弟
子
と
な
っ
た
道
昭
（
六
二
九
〜
七
〇
〇
）
が
参
加
し
て
お
り
、
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
は
、
道
昭
が
経
論
を
多
数
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
玄
奘
の
新
訳
経
典
や
教
学
が
日
本
仏
教
に
対
し
て
多
大
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
黄
文
本
実
が
日
本
に
帰
国
し
た
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
正
倉
院
文
書
「
写
疏
所
解
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
、
七
一
〇
頁
）
に
、
禅
院
寺
の
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
十
月
九
日
の
所
蔵
記
録
と
し
て
仏
跡
図
が
見
ら
れ
る
。
天
平
一
九
年
に
直
近
の
遣
唐
使
の
帰
国
は
、
玄
昉
ら
が
参
加
し
た
遣
唐
使
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
六
、
天
平
一
八
年
六
月
条
に
よ
る
と
、
玄
昉
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
帰
国
し
、
経
論
五
千
余
巻
と
仏
像
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
田
村
圓
澄
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
う
し
て
玄
昉
は
盛
唐
の
最
も
新
し
い
仏
教
で
あ
る
法
相
宗
を
智
周
に
学
び
、「
経
論
五
千
余
巻
及
諸
仏
像
」を
た
ず
さ
え
、天
平
七
年（
七
三
五
）
に
帰
国
し
た
。
「
経
論
五
千
余
巻
」
は
『
開
元
釈
教
録
』
所
収
の
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
玄
奘
の
翻
訳
に
か
か
る
新
訳
経
典
を
ふ
く
む
一
切
経
が
、
は
じ
め
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
玄
昉
の
帰
国
に
よ
っ
て
、
玄
奘
の
手
に
な
る
新
訳
経
典
は
ほ
ぼ
す
べ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
玄
昉
に
よ
っ
て
玄
奘
の
弟
子
の
基
が
創
始
し
た
法
相
宗
の
教
え
も
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
黄
文
本
実
の
活
動
年
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
日
本
仏
教
に
対
す
る
玄
奘
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
教
を
専
門
と
す
る
僧
侶
で
は
な
く
画
師
で
は
あ
る
が
、
遣
唐
使
と
し
て
の
教
養
を
備
え
た
知
識
人
で
あ
り
、
仏
教
に
関
し
て
も
一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
た
人
物
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
黄
文
本
実
が
長
安
の
普
光
寺
で
仏
跡
図
に
出
会
っ
た
際
に
、
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
考
え
た
動
機
は
も
ち
ろ
ん
崇
拝
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
崇
拝
に
値
す
る
と
判
断
し
た
根
拠
と
な
る
の
は
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
記
さ
れ
る
仏
跡
図
の
由
来
、
す
な
わ
ち
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
記
述
内
容
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玄
奘
の
言
と
仏
説
の
経
典
と
い
う
価
値
の
裏
付
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
黄
文
本
実
は
こ
れ
を
模
写
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
写
疏
所
解
」
は
禅
院
寺
の
仏
跡
図
に
つ
い
て
「
仏
跡
図
一
巻
」
と
記
し
、
そ
の
下
に「
一
条
紅
帒
　
一
条
　
　
　
　
　
一
条
錦
帒
」と
記
載
し
て
い
る
。帒
は
袋
の
意
味
な
の
で
三
袋
分
、
つ
ま
り
仏
跡
図
は
三
枚
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
袋
に
入
れ
て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
黄
文
本
実
が
唐
に
い
る
と
き
に
三
枚
模
写
し
た
か
、
ま
た
は
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
追
加
し
て
描
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
を
禅
院
寺
に
納
め
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
平
城
京
の
右
京
に
あ
っ
た
元
興
寺
の
禅
院
の
前
身
は
、
玄
奘
に
学
ん
だ
道
昭
が
帰
国
後
に
住
ん
だ
飛
鳥
寺
（
元
興
寺
）
の
禅
院
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
記
さ
れ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
禅
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
初
め
孝
徳
天
皇
の
白
雉
四
年
、
使
に
随
い
て
入
唐
す
。
適 
玄
奘
三
蔵
に
遇
い
、
師
と
し
て
業
を
受
く
。
三
蔵
特
に
愛
し
、
同
房
に
住
せ
し
む
。
…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。…
中
略…
後
に
平
城
に
遷
都
す
る
や
、
和
尚
の
弟
及
び
弟
子
等
は
奏
聞
し
、
禅
院
を
新
京
に
徙
し
建
て
る
。
今
の
平
城
右
京
禅
院
が
是
れ
な
り
。
此
の
院
多
く
経
論
有
り
。
書
迹
楷
好
。
並
び
に
錯
誤
せ
ず
。
皆
和
上
の
将
来
せ
る
所
の
者
な
り
。
石
田
茂
作
氏
の
研
究
で
は
、
「
写
疏
所
解
」
に
記
さ
れ
る
禅
院
寺
を
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
の
禅
院
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
石
田
氏
は
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
藤
野
道
生
氏
は
、
か
の 
”本
元
興
寺” 
東
南
隅
か
ら
移
し
建
て
ら
れ
た
と
伝
へ
る 
”道
昭
禅
院” 
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
擬
し
て
み
る
と
き
、
そ
の
場
所
は
、
同
じ
く 
”右
京” 
で
あ
つ
た
と
い
ふ
し
、
ま
た
、
道
昭
将
来
の
幾
多
の
経
典
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
は
れ
る
如
き
、
こ
の
建
物
の
有
つ
特
殊
性
格
か
ら
し
て
も
、
遣
唐
使
節
が
、
唐
に
あ
つ
て
写
し
帰
つ
た
と
見
え
る 
”仏
跡
図” 
を
収
蔵
す
る
の
場
所
と
し
て
、
極
め
て
自
然
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
と
は
元
興
寺
の
禅
院
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
藤
野
氏
の
こ
の
推
論
は
次
に
挙
げ
る
発
掘
調
査
を
基
に
し
た
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
正
当
性
は
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
１
９
９
２
年
の
飛
鳥
寺
東
南
部
の
調
査
で
、
複
弁
八
弁
蓮
華
紋
軒
丸
瓦
・
重
弧
紋
軒
平
瓦
、
竹
状
模
骨
丸
瓦
が
出
土
し
、
東
南
禅
院
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
東
南
禅
院
は
道
昭
が
７
世
紀
後
半
に
建
て
、
平
城
遷
都
に
と
も
な
い
右
京
四
条
一
坊
に
移
建
さ
れ
、
禅
院
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
の
出
土
瓦
は
、
飛
鳥
の
東
南
禅
院
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
調
査
地
周
辺
に
禅
院
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
竹
状
模
骨
丸
瓦
」
と
は
丸
瓦
凹
面
に
竹
の
よ
う
な
細
棒
を
綴
り
合
わ
せ
た
、
ス
ダ
レ
状
の
圧
痕
が
残
る
無
段
式
丸
瓦
で
あ
る
。
従
来
は
北
部
九
州
の
地
域
的
特
色
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
畿
内
で
も
少
数
な
が
ら
出
土
例
が
あ
り
、
ご
く
限
ら
れ
た
工
人
に
よ
る
傍
系
的
技
術
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
と
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
出
土
し
た
竹
状
模
骨
丸
瓦
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
寺
と
は
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
が
移
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
藤
野
氏
と
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
仏
跡
図
は
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
藤
野
氏
は
仏
跡
図
が
道
昭
ゆ
か
り
の
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
唐
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
跡
図
と
は
単
に
唐
に
ゆ
か
り
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
っ
て
価
値
を
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
跡
図
と
玄
奘
の
関
係
を
重
視
し
て
、
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
ゆ
か
り
の
禅
院
に
収
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
う
可
能
性
を
想
定
し
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
は
仏
足
石
の
価
値
や
意
義
を
説
明
す
る
た
め
に
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
ほ
か
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
仏
足
石
銘
文
は
そ
の
撰
者
が
独
自
に
研
究
調
査
し
て
文
章
を
書
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
と
と
も
に
仏
跡
図
の
由
来
と
意
義
付
け
を
禅
院
に
伝
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
銘
文
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
る
解
釈
は
、
も
ち
ろ
ん
黄
文
本
実
が
独
自
に
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
唐
で
学
ん
だ
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
唐
に
お
い
て
そ
の
解
釈
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
源
流
は
や
は
り
玄
奘
に
帰
す
る
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
よ
っ
て
仏
跡
図
の
意
味
を
説
い
た
記
録
は
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
玄
奘
と
同
時
代
を
生
き
た
道
宣
の
『
釈
迦
氏
譜
』
や
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』
の
中
で
も
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
の
で
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
典
拠
に
し
て
仏
跡
図
を
説
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
玄
奘
が
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
基
づ
い
て
理
解
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
提
示
し
て
お
く
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
あ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
又
謂
い
て
曰
く
、
経
論
は
深
妙
な
り
。
究
竟
す
る
能
わ
ず
。
禅
流
を
学
び
東
土
に
伝
う
る
に
如
か
ず
、
と
。
和
尚
教
を
奉
じ
て
、
始
め
て
禅
定
を
習
う
。
悟
る
所
は
稍
多
し
。…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
着
目
す
べ
き
は
、
道
昭
が
玄
奘
か
ら
「
経
論
は
奥
深
く
微
妙
で
、
究
め
つ
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
お
前
は
禅
を
学
ん
で
、東
の
国
の
日
本
に
広
め
る
の
が
よ
か
ろ
う
」と
い
う
教
え
を
受
け
、禅
定
を
学
び
は
じ
め
、
道
昭
の
帰
国
後
は
禅
を
学
ぶ
者
が
教
え
を
請
う
て
集
ま
っ
て
来
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
玄
奘
は
経
典
翻
訳
者
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
禅
定
を
重
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
禅
定
と
は
禅
と
定
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
定
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
sam
ādhi
で
あ
り
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
定
め
て
動
か
さ
な
い
瞑
想
を
指
し
、
「
三
昧
」
と
も
言
う
。
禅
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
のdhyāna
の
訳
語
で
あ
る
禅
那
を
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
瞑
想
し
て
身
心
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
定
の
一
分
と
解
す
る
。
し
ば
し
ば
総
合
し
て
禅
定
と
言
う
。
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
、
『
観
仏
三
昧
海
経
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
釈
尊
が
世
を
去
っ
た
後
に
、
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
す
る
人
々
も
ま
た
同
様
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
し
な
く
て
も
、
釈
尊
の
足
跡
を
見
た
り
、
仏
像
が
行
く
姿
を
見
た
り
し
た
人
々
も
ま
た
同
様
に
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
で
あ
る
僧
侶
は
観
想
を
す
れ
ば
よ
い
し
、
専
門
家
で
は
な
い
在
家
の
人
々
は
観
想
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
仏
三
昧
と
仏
跡
図
を
セ
ッ
ト
に
し
た
理
解
は
、
仮
に
玄
奘
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
唐
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
仏
跡
図
に
対
す
る
信
仰
は
玄
奘
に
対
す
る
尊
崇
や
敬
慕
の
念
と
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、
黄
文
本
実
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
記
録
が
な
い
た
め
に
、
第
三
本
の
作
者
と
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
薬
師
寺
仏
足
石
左
側
面
の
銘
文
に
登
場
す
る
越
田
安
万
が
禅
院
寺
に
あ
る
第
二
本
を
模
写
し
て
第
三
本
を
作
り
、
そ
の
上
さ
ら
に
仏
足
石
作
成
の
素
材
と
な
る
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
し
、
ど
こ
か
の
寺
院
に
納
め
ら
れ
た
第
三
本
を
基
に
し
て
越
田
安
万
が
仏
足
石
作
成
の
た
め
の
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
第
三
本
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
第
二
本
の
成
立
を
論
じ
た
際
に
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
、
僧
侶
は
観
想
を
し
て
三
昧
に
入
れ
ば
よ
い
し
、
在
家
の
人
々
は
専
門
的
な
観
想
を
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
た
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
は
専
門
家
向
け
と
専
門
で
は
な
い
人
向
け
の
救
済
方
法
を
提
示
し
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
。
玄
奘
が
道
昭
に
禅
定
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
は
論
理
的
に
教
学
を
深
め
て
悟
り
を
求
め
る
面
と
と
も
に
、
仏
の
教
え
は
人
智
を
超
え
た
深
さ
が
あ
る
ゆ
え
に
禅
定
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
仏
の
力
に
頼
っ
て
涅
槃
の
境
地
に
至
ろ
う
と
す
る
面
が
あ
る
。
文
室
真
人
智
努
と
い
う
人
物
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
て
、
薬
師
寺
仏
足
石
の
作
成
を
発
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
智
努
は
天
武
天
皇
の
孫
で
、
『
続
日
本
紀
』
巻
二
三
に
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
法
名
の
「
浄
三
」
と
い
う
名
で
登
場
し
て
い
る
。
廣
岡
義
隆
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
前
年
に
光
明
皇
后
が
崩
じ
た
際
に
は
「
智
努
」
の
名
で
出
て
い
る
の
で
、
天
平
宝
字
四
年
六
月
以
降
に
出
家
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。仏
足
石
を
作
っ
た
の
は
、
出
家
す
る
前
の
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
智
努
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
仏
教
に
対
す
る
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
智
努
は
仏
教
が
必
須
の
教
養
と
な
っ
て
い
た
時
代
の
知
識
人
と
し
て
、
玄
奘
訳
の
経
論
に
基
づ
く
法
相
宗
の
唯
識
思
想
と
い
う
高
度
な
仏
教
思
想
を
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仏
足
石
か
ら
読
み
取
れ
る
信
仰
は
難
解
な
も
の
で
は
な
く
、比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
く
信
仰
で
あ
る
。
智
努
は
知
識
人
と
し
て
高
い
学
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、
理
詰
め
で
考
え
て
悟
り
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
妻
が
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
で
安
楽
な
境
地
に
至
る
こ
と
や
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
福
に
な
る
と
い
う
理
想
を
求
め
る
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
④
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
本
稿
で
は
薬
師
寺
仏
足
石
信
仰
の
由
来
と
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
玄
奘
と
の
関
わ
り
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
き
た
。
第
一
本
仏
跡
図
は
王
玄
策
が
マ
ガ
ダ
国
か
ら
唐
に
持
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
普
光
寺
と
い
う
勅
願
寺
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
尊
重
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
跡
図
が
尊
重
さ
れ
た
理
由
は
、
マ
ガ
ダ
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
し
い
文
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
に
よ
る
価
値
の
保
証
が
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
第
二
本
は
黄
文
本
実
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
が
住
し
た
寺
院
で
あ
る
禅
院
寺
に
納
め
ら
れ
た
。
第
一
に
仏
跡
図
が
玄
奘
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
仏
跡
図
を
見
る
こ
と
で
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
観
仏
三
昧
と
い
う
禅
定
を
説
く
経
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
禅
院
寺
に
第
二
本
が
納
め
ら
れ
た
有
力
な
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
本
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
解
明
で
き
な
い
。
第
三
本
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
薬
師
寺
仏
足
石
は
文
室
真
人
智
努
の
発
願
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
信
仰
形
態
と
奈
良
を
代
表
す
る
大
寺
で
あ
る
薬
師
寺
の
信
仰
形
態
が
ほ
ど
よ
く
合
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仏
足
石
を
ま
つ
る
場
と
し
て
薬
師
寺
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
信
仰
形
態
の
特
徴
と
は
、知
識
人
を
満
足
さ
せ
る
高
度
な
思
想
が
信
仰
の
背
景
に
あ
る
こ
と
と
、
比
較
的
簡
単
に
誰
も
が
仏
の
世
界
に
至
れ
る
と
い
う
方
法
を
提
示
し
て
い
る
信
仰
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
薬
師
寺
は
唯
識
学
な
ど
玄
奘
の
新
訳
の
経
論
に
基
づ
く
教
え
を
伝
え
る
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
仏
足
石
を
安
置
し
て
お
ま
つ
り
で
き
た
場
所
で
も
あ
る
こ
と
で
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
知
識
人
の
信
仰
の
拠
り
所
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
補
遺
こ
こ
で
は
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
の
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
【
左
側
面
第
十
行
方
格
外
下
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
左
側
面
向
右
下
部
】
（
本
文
）
知
識
家
口
男
女
大
小
（
書
き
下
し
文
）
知
識
の
家
口
の
男
女
大
小
（
現
代
語
訳
）
施
主
の
家
族
の
老
若
男
女
【
左
側
面
方
格
外
向
右
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
右
側
面
】
（
本
文
）
諸
行
無
常
　
諸
法
无
我
　
涅
槃
寂
静
（
書
き
下
し
文
）
諸
行
は
無
常
な
り
。諸
法
は
無
我
な
り
。涅
槃
は
寂
静
な
り
。
（
現
代
語
訳
）あ
ら
ゆ
る
現
象
は
無
常
で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
存
在
に
実
体
は
な
い
。
　
悟
り
の
境
地
は
安
ら
か
で
あ
る
。
▼
写
真
２
　
　
薬
師
寺
佛
足
石・右
側
面
銘
文・刻
面
写
真
　﹇
飛
鳥
園
撮
影
﹈
五
、
佛
足
石
の
後
世
へ
の
影
響
﹇
大
阪
・
和
歌
山
調
査
報
告
﹈
　
　
林
昌
寺
佛
足
石
に
つ
い
て
今
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
共
同
研
究
調
査
で
は
、
古
代
薬
師
寺
仏
足
石
と
近
世
仏
足
石
の
時
代
の
空
隙
を
埋
め
る
中
世
仏
足
石
を
求
め
て
大
阪
府
泉
南
地
方
の
林
昌
寺
、
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
、
根
来
寺
、
粉
河
寺
の
各
寺
院
を
訪
れ
、
境
内
に
所
在
す
る
仏
足
石
の
調
査
を
行
っ
た
。
紀
三
井
寺
の
仏
足
石
は
戦
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
根
来
寺
の
仏
足
石
は
粉
河
寺
の
そ
れ
が
誤
っ
て
巷
間
に
存
在
が
流
布
し
た
も
の
で
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
除
外
し
、
林
昌
寺
と
粉
河
寺
の
仏
足
石
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
今
回
お
も
な
調
査
対
象
と
し
た
中
世
仏
足
石
が
あ
る
躑
躅
山
林
昌
寺
に
つ
い
て
、
同
寺
所
伝
の
由
緒
に
従
っ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
同
寺
は
、
有
名
な
中
世
荘
園
九
条
家
領
和
泉
国
日
根
野
荘
の
南
方
に
位
置
す
る
地
域
に
あ
り
、
山
の
南
西
斜
面
に
寺
の
諸
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
い
て
日
当
た
り
が
と
て
も
よ
く
、
風
光
明
媚
な
環
境
に
あ
る
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
。
近
隣
地
域
に
は
根
来
寺
、
粉
河
寺
な
ど
の
大
寺
院
も
点
在
し
、
高
野
山
の
麓
に
あ
る
こ
れ
ら
の
諸
寺
院
と
の
関
係
も
林
昌
寺
を
考
察
す
る
上
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
林
昌
寺
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
そ
の
開
基
を
行
基
と
す
る
古
刹
で
あ
る
。
行
基
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
三
院
六
坊
か
ら
な
る
当
時
の
寺
は
、
こ
の
地
の
水
質
が
鉱
質
に
富
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
山
菩
提
院
岡
寺
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
と
は
異
な
る
山
号
寺
号
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
近
隣
の
大
寺
院
で
あ
る
根
来
寺
が
、
平
安
初
期
、
粉
河
寺
が
聖
武
天
皇
没
後
の
宝
亀
年
間
の
開
基
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
地
域
で
は
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
寺
が
現
在
の
寺
号
山
号
と
な
っ
た
契
機
に
つ
い
て
、
由
緒
書
き
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
平
安
時
代
の
後
期
、
第
七
十
三
代
堀
河
天
皇
が
当
山
に
行
幸
の
み
ぎ
り
、
山
つ
つ
じ
が
見
事
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
山
号
を
躑
躅
山
と
し
、
法
林
繁
盛
の
勝
地
と
な
る
よ
う
、
寺
号
を
林
昌
寺
と
改
め
ら
れ
た
。
」
平
安
時
代
は
熊
野
詣
を
は
じ
め
天
皇
の
行
幸
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
都
か
ら
和
歌
山
を
経
て
熊
野
へ
向
か
う
途
中
立
ち
寄
る
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
し
、
林
昌
寺
を
目
的
地
と
し
て
行
幸
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
天
正
年
間
に
は
、
織
豊
政
権
に
よ
っ
て
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
の
信
長
に
よ
る
雑
賀
攻
め
、
同
九
〜
十
（
一
五
八
一
〜
二
）
年
の
高
野
攻
め
、
同
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
秀
吉
の
紀
州
征
伐
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
泉
南
か
ら
紀
州
の
諸
寺
院
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
林
昌
寺
も
創
建
当
時
か
ら
の
堂
塔
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し
、
現
存
の
諸
堂
伽
藍
は
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
も
の
を
始
め
と
し
て
近
年
に
再
建
さ
れ
た
堂
塔
も
あ
る
。
現
在
の
林
昌
寺
は
、
京
都
の
仁
和
寺
を
本
山
れ
て
い
る
。
国
宝
の
薬
師
寺
の
仏
足
石
は
安
山
岩
と
み
ら
れ
る
が
定
か
な
こ
と
は
地
質
学
の
専
門
家
の
鑑
定
に
待
つ
ほ
か
な
い
。
三
回
に
わ
た
っ
た
一
連
の
中
世
仏
足
石
の
調
査
で
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
仏
足
石
が
古
代
に
た
だ
一つ
の
存
在
で
、長
期
断
絶
し
て
近
世
に
至
っ
て
再
び
各
地
に
出
現
す
る
と
い
う
不
自
然
な
残
存
状
況
に
つ
い
て
、一
定
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。中
世
に
も
確
実
に
仏
足
石
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、そ
れ
が
多
く
の
場
合
無
関
心
に
屋
外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
風
化
が
進
み
、そ
れ
と
認
知
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。現
存
が
確
認
さ
れ
る
法
然
院
、安
土
城
、林
昌
寺
三
か
所
の
中
世
の
仏
足
石
は
、
い
ず
れ
も
露
天
に
放
置
さ
れ
風
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
林
昌
寺
の
も
の
は
、
三
十
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
同
寺
の
絵
葉
書
に
は
、
よ
り
明
瞭
に
仏
足
の
文
様
が
看
取
さ
れ
わ
ず
か
三
十
年
で
酸
性
雨
の
影
響
か
、
か
な
り
風
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
回
の
調
査
で
は
、
根
来
寺
に
あ
る
と
い
う
仏
足
石
を
探
し
た
が
、
こ
れ
は
粉
河
寺
の
仏
足
石
を
誤
っ
て
根
来
寺
の
仏
足
石
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
も
の
が
拡
散
し
た
も
の
と
判
明
し
た
。
粉
河
寺
で
の
仏
足
石
は
参
道
入
り
口
す
ぐ
の
左
側
に
覆
い
の
屋
根
の
下
に
柵
に
囲
ま
れ
て
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
柵
の
周
囲
か
ら
か
な
り
距
離
が
あ
り
、
法
量
の
計
測
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
字
の
判
読
す
ら
か
な
わ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
石
質
は
安
山
岩
様
に
見
受
け
ら
れ
た
が
判
然
と
し
な
い
。
周
囲
の
側
面
に
は
一
面
に
篆
書
と
も
行
書
と
も
判
別
し
か
ね
る
変
っ
た
書
体
で
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
近
世
に
か
か
る
追
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仏
足
石
の
仏
足
そ
の
も
の
は
、
林
昌
寺
の
も
の
と
共
通
し
て
切
り
欠
き
部
も
確
認
で
き
る
の
で
中
世
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、
改
め
て
許
可
を
得
て
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
台
石
が
焼
け
た
よ
う
な
赤
み
を
帯
び
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
天
正
年
間
に
行
わ
れ
た
織
豊
政
権
に
よ
る
紀
州
制
圧
戦
の
粉
河
寺
焼
亡
と
関
係
し
て
い
る
と
す
れ
ば
中
世
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
現
時
点
で
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
め
た
い
。
六
、
結
び
に
か
え
て
本
研
究
は
、武
蔵
野
大
学「
し
あ
わ
せ
研
究
」の
基
金
を
受
託
し「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
初
期
仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南
市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
中
世
の
可
能
性
が
高
い
粉
河
寺
の
も
の
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
薬
師
寺
佛
足
石
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研
究
蓄
積
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
研
究
史
の
上
に
確
か
な
地
歩
を
築
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と
そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三
年
間
に
わ
た
り
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
石
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
の
研
究
は
、
垤
和
本
精
拓
本
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
採
拓
者
で
あ
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
金
木
和
子
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、
昨
年
度
、
閉
門
後
の
夜
の
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
も
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
「
書
」
と
し
て
刻
さ
れ
て
い
た
か
知
り
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
お
蔭
様
で
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
な
る
べ
く
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
○
本
研
究
は
、
第
一
・
三
節
を
廣
瀨
、
第
四
節
を
遠
藤
、
第
五
節
を
漆
原
が
執
筆
し
、
第
二
節
を
廣
瀨
・
遠
藤
、
第
六
節
を
漆
原
・
廣
瀨
で
共
同
執
筆
し
た
。
○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
平
成
31
年
度
し
あ
わ
せ
研
究
費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
【
註
】
（
１
）
田
村
圓
澄
「
摂
論
宗
の
伝
来
」
（
速
水
侑
『
論
集
奈
良
仏
教
第
一
巻
　
奈
良
仏
教
の
展
開
』
、
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
二
五
頁
を
参
照
。
（
２
）
四
角
で
囲
っ
た
箇
所
は
空
欄
の
意
味
で
あ
る
。
（
３
）
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
年
再
版
）
三
〇
頁
を
参
照
。
な
お
こ
の
書
物
は
一
九
三
〇
年
の
初
版
本
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
再
版
本
を
参
照
し
た
。
（
４
）
藤
野
道
生
「
禅
院
寺
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
六‒
九
、
一
九
五
七
年
）
四
一
頁
を
参
照
。
（
５
）
原
田
憲
二
郎
、
森
下
惠
介
、
池
田
富
貴
子
『
平
城
の
甍―
平
城
京
出
土
瓦
展―
』
（
編
集
：
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
、
発
行
：
奈
良
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
頁
を
参
照
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。
http://w
w
w
.city.nara.lg.jp/w
w
w
/contents/1227078972143/files/i-
raka.pdf
（
６
）
廣
岡
義
隆
「
文
室
眞
人
智
努
の
生
涯―
天
平
一
知
識
人
の
憂
愁―
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
、
一
九
九
一
年
）
四
五
頁
を
参
照
。
（
７
）「
善
き
友
人
」
の
意
で
善
知
識
と
も
い
い
、
仏
の
教
え
を
説
き
勧
め
て
善
導
す
る
指
導
者
や
、
寺
院
や
仏
像
の
建
立
の
た
め
に
金
品
を
布
施
す
る
人
物
を
指
す
。
こ
の
箇
所
で
は
施
主
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
▼
写
真
９
　
薬
師
寺
佛
足
石
垤
和
本
精
拓
全
搨
本（
縦
180
㎝
、横
206
㎝
）の
部
分
　﹇
佛
足
石
上
面（
写
真
の
左
上
部
）・背
面（
下
部
）・左
側
面（
右
側
部
）﹈
奈良・薬師寺の国宝・佛足石の研究Ⅲ（廣瀨・漆原・遠藤） 武蔵野教育学論集　第８号
▼
薬
師
寺
佛
足
石
・
背
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書
の
復
元
と
す
る
真
言
宗
御
室
派
に
属
し
、
別
名
を
岡
大
師
と
称
す
る
よ
う
に
泉
州
地
区
の
弘
法
大
師
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
国
三
十
一
番
札
所
と
し
て
近
世
に
も
栄
え
た
寺
院
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
は
写
真
３
・
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
側
面
上
下
の
二
か
所
と
左
側
上
部
一
か
所
の
計
三
か
所
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
写
真
画
像
か
ら
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
線
刻
さ
れ
た
仏
像
の
輪
郭
が
残
さ
れ
て
い
る
。
右
側
上
部
と
左
側
部
分
の
線
刻
は
風
化
が
進
み
か
ろ
う
じ
て
線
刻
が
看
取
で
き
る
も
の
の
明
瞭
で
は
な
い
が
、
左
側
手
前
下
部
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
比
較
的
明
瞭
に
線
刻
さ
れ
た
小
仏
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
背
後
に
直
立
す
る
青
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
「
仏
足
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
近
世
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
線
刻
の
仏
像
が
見
ら
れ
る
の
は
、
す
で
に
本
研
究
Ⅱ
で
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
京
都
法
然
院
の
仏
足
石
（
写
真
５
・
６
）
と
安
土
城
仏
足
石
（
写
真
７
・
８
）
の
二
つ
の
中
世
仏
足
石
と
共
通
す
る
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
初
伝
の
通
り
林
昌
寺
仏
足
石
は
、
中
世
の
仏
足
石
で
あ
る
と
見
て
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
台
石
の
側
面
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
り
そ
こ
に
線
刻
の
小
仏
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
、
多
く
の
近
世
・
近
現
代
仏
足
石
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
中
世
仏
足
石
の
識
別
点
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
台
石
上
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
仏
足
本
体
そ
の
も
の
が
、
技
巧
的
な
近
世
の
仏
足
石
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
単
純
素
朴
で
雅
味
が
あ
る
と
い
え
る
印
象
を
受
け
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
の
石
質
は
玄
武
岩
の
よ
う
に
見
え
受
け
ら
れ
る
が
、
苔
や
泥
の
付
着
に
よ
り
明
確
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
近
世
近
現
代
の
仏
足
石
の
多
く
が
、
黒
御
影
石
あ
る
い
は
御
影
石
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
法
然
院
の
も
の
は
緑
泥
片
岩
（
秩
父
青
石
）
、
安
土
城
の
も
の
は
安
山
岩
が
用
い
ら
▼
写
真
５・６
　
京
都
法
然
院
佛
足
石
▼
写
真
７・８
　
　
安
土
城
佛
足
石
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一
、
は
じ
め
に
本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
初
期
仏
教
を
ま
さ
に
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
日
本
最
古
の
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
刻
の
薬
師
寺
に
あ
る
「
佛
足
石
」に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
注
目
し
、書
道
学（
廣
瀨
）・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
た
も
の
で
、
す
で
に
発
表
し
た
次
の
二
つ
の
共
同
研
究
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―
正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た
書―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―
左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成
立
過
程―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
上
記
の
論
文
で
発
表
し
た
佛
足
石
正
面
と
左
側
面
銘
文
に
関
す
る
研
究
に
続
き
、
本
稿
で
は
背
面
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
分
析
を
進
め
る
。
最
初
に
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
薬
師
寺
佛
足
石
に
関
わ
っ
た
人
々
の
信
仰
の
あ
り
方
や
成
立
過
程
を
前
号
に
引
き
続
き
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
江
戸
時
代
に
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
間
の
期
間
（
中
世
な
ど
）
に
お
け
る
佛
足
石
の
存
在
を
埋
め
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
今
回
大
阪
と
和
歌
山
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
佛
足
石
の
調
査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
二
、
佛
足
石
背
面
銘
文
の
釈
文
佛
足
石
の
銘
文
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
文
献
と
し
て
次
の
論
文
が
あ
る
。
冒
頭
の
太
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
略
号
と
し
て
示
し
た
。
①
　
旧
↓
薬
師
寺
発
行
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
出
典
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
と
し
て
い
る
）
②
　
新
↓
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　
第
六
巻
　
薬
師
寺
全
』
補
訂
版
（
岩
波
　
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
③
　
吉
↓
吉
村
怜
『
天
人
誕
生
図
の
研
究
』
（
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
）
本
書
所
収
の
神
直
石
手
論
文
の
初
出
は
吉
村
怜
「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
者
「
神
直
石
手
」
に
つ
い
て
」
（
『
美
術
史
研
究
』
八
、
一
九
七
一
年
）
④
　
岡
↓
廣
岡
義
隆
「
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
、一
九
九
〇
年
）、『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
基
に
し
つ
つ
更
に
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
注
＊
﹈
及
び
精
拓
本
（
垤
和
本
）
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
た
も
の
が
次
の
太
字
の
釈
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
異
同
の
あ
る
文
字
に
棒
線
を
記
し
、
そ
の
左
側
に
、
先
賢
の
諸
説
を
記
し
た
。
﹇
注
＊
﹈
写
真
　
令
和
元
年
９
月
25
日
付
で
薬
師
寺
に
掲
載
許
可
申
請
、
同
年
10
月
１
日
付
・
薬
師
寺
掲
載
許
可
第
１―
２
６
８
号
に
よ
り
、
飛
鳥
園
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
〈
銘
文
の
行
数
と
釈
文
〉
１
　
至
心
發
願
爲
　
　
　
・
旧
新
吉
：
爲
　
岡
：
為
２
　
亡
夫
人
從
四
位
下
　
　
　
・
旧
新
吉
：
從
　
岡
：
従
３
　
茨
田
郡
主
法
４
　
名
良
式
敬
寫
５
　
釋
迦
如
来
神
　
　
　
・
旧
：
釈
　
新
吉
岡
：
釋
　
　
　
・
旧
広
：
来
　
新
吉
：
來
　
　
　
　
　
＊
五
字
目
は
、
へ
ん
の
字
形
が
「
神
」
「
神
」
に
も
ど
ち
ら
に
　
　
　
　
　
　
も
見
え
る
字
形
を
し
て
い
る
。
６
　
跡
伏
願
夫
人
７
　
之
霊
駕
遊
入
　
　
　
・
旧
岡
：
霊
　
新
吉
：
靈
　
　
　
　
　
・
岡
：
「
遊
」
の
あ
と
に
「
入
」
＊
今
回
の
調
査
で
も
精
密
な
写
真
画
像
と
拓
本
を
過
眼
す
る
と
わ
ず
か
に
残
る
刻
跡
よ
り
「
入
」
が
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
13
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
８
　
无
勝
之
妙
邦
９
　
受
□
□
□
□
之
　
　
　
・
旧
新
：
□
□
□
□
　
吉
：
□
□
　
岡
：
□
□
□
10
　
聖
□
永
脱
有
　
　
　
・
旧
新
吉
：
□
は
言
ベ
ン
　
岡
：
□
　
　
　
　
　
＊
二
字
目
の
□
は
、
飛
鳥
園
撮
影
写
真
で
も
垤
和
本
精
拓
本
で
　
　
　
　
　
　
も
「
言
べ
ん
」
は
過
眼
で
き
る
。
し
か
し
旁
部
及
び
９
行
目
　
　
　
　
　
　
の
中
央
部
に
か
け
て
は
剥
離
に
よ
る
摩
滅
に
よ
り
不
明
。
11
　
漏
高
證
无
爲
同
12
　
霑
三
界
共
契
一
眞
　
　
　
・
旧
新
吉
：
眞
　
岡
：
真
（
書
き
下
し
文
）
至
心
に
発
願
し
、
亡
夫
人
従
四
位
下
茨
田
郡
主
法
名
良
式
の
為
に
、
敬
ん
で
釈
迦
如
来
の
神
跡
を
写
す
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
夫
人
の
霊
、
駕
遊
し
て
無
勝
の
妙
邦
に
入
り
て
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
に
有
漏
を
脱
し
、
無
為
を
高
証
し
、
同
に
三
界
を
霑
し
、
共
に
一
眞
に
契
わ
ん
こ
と
を
。
（
現
代
語
訳
）
真
心
を
持
っ
て
誓
願
を
立
て
、
今
は
亡
き
夫
人
の
従
四
位
下
茨
田
郡
主
、
法
名
は
良
式
の
た
め
に
、
慎
み
敬
っ
て
釈
尊
の
足
跡
を
写
す
。
仏
に
平
伏
し
礼
拝
し
、
夫
人
の
霊
が
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
に
て
悠
々
と
し
、
□
□
□
□
の
聖
□
を
受
け
、
永
遠
に
煩
悩
か
ら
と
き
は
な
た
れ
、
悟
り
の
境
地
に
至
り
、迷
い
の
世
界
の
生
き
と
し
生
き
る
者
す
べ
て
に
利
益
が
お
よ
び
、皆
共
に
仏
が
教
え
る
真
理
に
目
覚
め
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
三
、
原
刻
写
真
と
精
拓
本
の
比
較
に
よ
る
　
　
刻
さ
れ
た
書
線
の
検
討
薬
師
寺
佛
足
石
側
面
の
銘
文
は
、
ど
の
面
も
概
ね
風
化
に
よ
り
摩
滅
し
て
い
る
が
、
背
面
は
、
正
面
刻
や
右
側
面
刻
と
比
べ
る
と
、
剥
落
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
刻
線
は
比
較
的
明
瞭
な
方
で
あ
る
。
正
面
・
左
右
の
側
面
は
、
肉
眼
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
在
、
佛
足
石
の
背
面
が
、
堂
内
の
壁
面
と
ほ
ぼ
接
す
る
に
近
い
状
態
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
刻
線
を
肉
眼
で
直
接
確
か
め
な
が
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
今
回
の
背
面
銘
文
調
査
及
び
復
元
に
あ
た
っ
て
も
前
回
の
研
究
と
同
様
に
新
倉
垤
斎
・
金
木
和
子
両
氏
が
昭
和
四
十
七
年
に
採
拓
し
た
精
拓
本
（
垤
和
本
）
を
頼
り
に
、
復
元
作
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
か
つ
て
佛
足
石
移
動
時
に
飛
鳥
園
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
背
面
の
現
刻
写
真
画
像
と
も
比
較
検
討
し
な
が
ら
（
表
１
参
照
）
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
更
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
北
魏
時
代
の
書
の
古
典
を
参
照
し
て
導
き
出
し
た
も
の
が
表
１
の
下
部
に
示
し
た
一
次
補
正
・
二
次
補
正
で
あ
る
。
佛
足
石
背
面
の
銘
文
の
周
囲
に
刻
さ
れ
て
い
る
枠
（
方
格
）
の
寸
法
は
横
巾
66
㎝
、
縦
の
寸
法
に
つ
い
て
は
最
も
長
い
右
側
が
28
・
５
㎝
、
中
央
部
の
狭
い
箇
所
が
25
㎝
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
、
最
も
大
き
い
「
釋
」
字
は
、
横
４
㎝
、
縦
５
㎝
で
あ
り
、
小
さ
い
文
字
は
２
㎝
角
で
あ
る
。
ち
な
み
に
佛
足
石
の
右
側
面
に
唯
一
刻
さ
れ
た
銘
文
（
本
稿
第
４
節
末
尾
の
写
真
２
）
の
大
き
さ
（
枠
﹇
方
格
﹈
の
寸
法
）
は
、
上
部
の
横
が
12
㎝
、
下
部
の
横
が
11
・
５
㎝
、
縦
が
18
㎝
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
記
し
て
お
く
。
１
、
至
・
・
拓
本
（
原
拓
）
で
は
、
二
画
目
の
横
画
の
位
置
が
刻
線
と
傷
に
よ
り
二
通
り
推
定
で
き
、
特
定
に
困
っ
た
が
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
正
し
い
位
置
が
判
定
で
き
た
。
同
様
に
最
終
画
の
起
筆
と
収
筆
の
位
置
と
太
さ
に
つ
い
て
も
写
真
に
よ
り
判
定
で
き
た
。
２
、
心
・
・
原
刻
写
真
に
よ
っ
て
一
画
目
の
点
の
位
置
が
特
定
で
き
た
。
三
・
四
画
目
の
点
の
位
置
は
、
原
刻
の
摩
滅
が
著
し
く
拓
本
及
び
写
真
に
お
い
て
も
特
定
が
困
難
。
推
定
位
置
を
二
次
補
正
で
示
し
た
。
３
、
發
・
・
上
部
の
「
は
つ
が
し
ら
」
が
、
珍
し
い
字
形
で
あ
る
。
原
刻
写
真
に
よ
り
、
よ
り
明
確
と
な
る
。
４
、
亡
・
・
一
画
目
の
字
形
と
三
画
目
の
収
筆
の
状
態
が
拓
本
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
原
刻
写
真
に
よ
り
、
刻
線
と
石
の
傷
と
の
違
い
を
読
み
取
れ
て
明
ら
か
に
で
き
た
。
５
、
從
・
・
「
從
」
の
異
体
字
に
つ
い
て
、
旁
の
中
央
部
の
「
点
」
の
有
無
が
気
に
な
っ
た
が
、
北
魏
の
書
に
も
点
が
あ
る
字
例
が
あ
り
、
原
刻
写
真
画
像
に
よ
っ
て
も
点
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
右
下
部
が
「
之
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
６
、
式
・
・
異
体
字
の
「
式
」
で
あ
る
が
、
左
下
部
は
完
全
に
「
コ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
７
、
敬
・
・
原
刻
写
真
画
像
に
よ
り
、
四
画
目
及
び
五
画
目
が
明
確
と
な
る
。
８
、
寫
・
・
下
部
の
四
つ
の
点
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
９
、
釋
・
・
「
米
」
に
変
化
し
た
「
へ
ん
」
の
筆
画
の
位
置
特
定
が
で
き
た
。
10
、
神
・
・
「
へ
ん
」
の
刻
線
が
「
ネ
」
に
も
「
示
」
に
も
見
え
る
刻
し
方
を
し
て
い
る
。
11
、
伏
・
・
写
真
と
拓
本
の
両
者
に
「
犬
」
の
三
画
目
の
起
筆
の
方
向
の
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
▼
表
１
　
写
真
・
拓
本
文
字
比
較
表
 
12
、
駕
・
・
「
馬
」
の
下
部
が
「
四
つ
点
」
な
の
か
「
一
」
な
の
か
拓
本
・
原
刻
写
真
と
も
不
明
瞭
。
13
、
入
・
・
写
真
画
像
・
原
拓
本
両
方
と
も
に
浅
い
線
で
「
入
」
字
の
筆
画
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
表
２
で
示
し
た
よ
う
に
原
拓
を
基
に
推
定
す
る
と
石
本
体
の
亀
裂
や
傷
な
の
か
文
字
を
刻
し
た
線
な
の
か
の
判
定
が
と
て
も
し
づ
ら
く
、
「
入
」
の
筆
画
ら
し
き
線
状
が
、
大
き
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
①
）
と
小
さ
な
「
入
」
に
み
え
る
箇
所
（
推
定
②
）
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
。
写
真
画
像
で
は
こ
れ
ら
二
種
類
と
別
な
位
置
に
刻
線
ら
し
き
線
状
が
見
え
る
の
で
、
次
の
表
に
推
定
さ
れ
る
三
種
類
の
字
形
を
ま
ず
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
三
種
類
の
字
形
候
補
が
出
て
き
た
の
で
写
真
画
像
と
原
拓
を
更
に
入
念
に
観
察
す
る
と
単
な
る
平
面
で
は
な
く
凹
凸
の
あ
る
複
雑
な
表
面
の
た
め
特
に
斜
め
に
走
る
山
の
稜
線
の
よ
う
な
凸
部
で
は
通
常
の
採
拓
と
は
異
な
る
墨
だ
ま
り
の
よ
う
な
拓
影
が
現
出
す
る
よ
う
で
、
文
字
刻
を
再
現
す
る
時
に
は
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
ゆ
え
に
③
の
字
形
が
近
い
も
の
と
推
定
す
る
。
意
味
的
に
は
文
章
中
の
こ
の
場
所
に
「
入
」
が
挿
入
さ
れ
た
と
し
て
も
通
じ
る
の
で
問
題
は
な
い
。
▼
表
２
　
「
入
」
字
の
刻
線
推
定
表
14
、
邦
・
・
左
部
の
横
画
は
四
本
あ
る
。
北
魏
の
書
に
こ
の
字
例
あ
り
。
15
、
受
・
・
冠
部
の
点
が
四
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
つ
は
傷
で
あ
る
。
16
、
永
・
・
「
永
」
字
の
右
半
分
は
、
原
石
の
剥
落
に
よ
り
完
全
に
消
滅
。
二
次
補
正
で
、
北
魏
の
鄭
道
昭
の
書
よ
り
推
定
。
17
、
脱
・
・
右
上
部
は
原
石
の
剥
落
あ
り
。
18
、
證
・
・
「
は
つ
が
し
ら
」
の
字
形
左
側
が
「
タ
」
19
、
界
・
・
「
界
」
の
下
部
が
「
分
」
の
異
体
字
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
四
、
薬
師
寺
佛
足
石
成
立
の
過
程
先
の
論
文
に
お
い
て
正
面
・
左
側
面
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
仏
跡
図
第
一
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
背
面
に
刻
さ
れ
た
仏
足
石
銘
文
の
本
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
か
ら
読
み
取
っ
た
新
た
な
内
容
を
参
照
し
つ
つ
、
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
、
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
、
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
④
で
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
を
示
し
、
⑤
で
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
に
刻
さ
れ
た
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
①
仏
跡
図
第
二
本
の
成
立
仏
跡
図
第
二
本
を
唐
の
普
光
寺
か
ら
平
城
京
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
も
た
ら
し
た
画
師
の
黄
文
本
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
年
代
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
黄
文
本
実
が
入
唐
し
た
時
期
の
上
限
は
、
王
玄
策
が
一
回
目
の
遣
使
の
任
務
を
終
え
て
唐
に
帰
国
し
た
可
能
性
が
あ
る
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
、
ま
た
は
二
回
目
の
貞
観
二
二
年
（
六
四
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
黄
文
本
実
が
参
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
遣
唐
使
の
時
期
の
上
限
は
、
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
回
遣
唐
使
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
第
二
回
遣
唐
使
に
は
玄
奘
の
直
弟
子
と
な
っ
た
道
昭
（
六
二
九
〜
七
〇
〇
）
が
参
加
し
て
お
り
、
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
は
、
道
昭
が
経
論
を
多
数
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
玄
奘
の
新
訳
経
典
や
教
学
が
日
本
仏
教
に
対
し
て
多
大
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
黄
文
本
実
が
日
本
に
帰
国
し
た
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
正
倉
院
文
書
「
写
疏
所
解
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
、
七
一
〇
頁
）
に
、
禅
院
寺
の
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
十
月
九
日
の
所
蔵
記
録
と
し
て
仏
跡
図
が
見
ら
れ
る
。
天
平
一
九
年
に
直
近
の
遣
唐
使
の
帰
国
は
、
玄
昉
ら
が
参
加
し
た
遣
唐
使
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
六
、
天
平
一
八
年
六
月
条
に
よ
る
と
、
玄
昉
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
帰
国
し
、
経
論
五
千
余
巻
と
仏
像
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
田
村
圓
澄
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
う
し
て
玄
昉
は
盛
唐
の
最
も
新
し
い
仏
教
で
あ
る
法
相
宗
を
智
周
に
学
び
、「
経
論
五
千
余
巻
及
諸
仏
像
」を
た
ず
さ
え
、天
平
七
年（
七
三
五
）
に
帰
国
し
た
。
「
経
論
五
千
余
巻
」
は
『
開
元
釈
教
録
』
所
収
の
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
玄
奘
の
翻
訳
に
か
か
る
新
訳
経
典
を
ふ
く
む
一
切
経
が
、
は
じ
め
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
玄
昉
の
帰
国
に
よ
っ
て
、
玄
奘
の
手
に
な
る
新
訳
経
典
は
ほ
ぼ
す
べ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
玄
昉
に
よ
っ
て
玄
奘
の
弟
子
の
基
が
創
始
し
た
法
相
宗
の
教
え
も
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
黄
文
本
実
の
活
動
年
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
日
本
仏
教
に
対
す
る
玄
奘
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
教
を
専
門
と
す
る
僧
侶
で
は
な
く
画
師
で
は
あ
る
が
、
遣
唐
使
と
し
て
の
教
養
を
備
え
た
知
識
人
で
あ
り
、
仏
教
に
関
し
て
も
一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
た
人
物
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
黄
文
本
実
が
長
安
の
普
光
寺
で
仏
跡
図
に
出
会
っ
た
際
に
、
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
考
え
た
動
機
は
も
ち
ろ
ん
崇
拝
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
崇
拝
に
値
す
る
と
判
断
し
た
根
拠
と
な
る
の
は
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
記
さ
れ
る
仏
跡
図
の
由
来
、
す
な
わ
ち
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
記
述
内
容
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玄
奘
の
言
と
仏
説
の
経
典
と
い
う
価
値
の
裏
付
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
黄
文
本
実
は
こ
れ
を
模
写
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
写
疏
所
解
」
は
禅
院
寺
の
仏
跡
図
に
つ
い
て
「
仏
跡
図
一
巻
」
と
記
し
、
そ
の
下
に「
一
条
紅
帒
　
一
条
　
　
　
　
　
一
条
錦
帒
」と
記
載
し
て
い
る
。帒
は
袋
の
意
味
な
の
で
三
袋
分
、
つ
ま
り
仏
跡
図
は
三
枚
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
袋
に
入
れ
て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
黄
文
本
実
が
唐
に
い
る
と
き
に
三
枚
模
写
し
た
か
、
ま
た
は
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
追
加
し
て
描
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
を
禅
院
寺
に
納
め
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
平
城
京
の
右
京
に
あ
っ
た
元
興
寺
の
禅
院
の
前
身
は
、
玄
奘
に
学
ん
だ
道
昭
が
帰
国
後
に
住
ん
だ
飛
鳥
寺
（
元
興
寺
）
の
禅
院
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
記
さ
れ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
禅
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
初
め
孝
徳
天
皇
の
白
雉
四
年
、
使
に
随
い
て
入
唐
す
。
適 
玄
奘
三
蔵
に
遇
い
、
師
と
し
て
業
を
受
く
。
三
蔵
特
に
愛
し
、
同
房
に
住
せ
し
む
。
…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。…
中
略…
後
に
平
城
に
遷
都
す
る
や
、
和
尚
の
弟
及
び
弟
子
等
は
奏
聞
し
、
禅
院
を
新
京
に
徙
し
建
て
る
。
今
の
平
城
右
京
禅
院
が
是
れ
な
り
。
此
の
院
多
く
経
論
有
り
。
書
迹
楷
好
。
並
び
に
錯
誤
せ
ず
。
皆
和
上
の
将
来
せ
る
所
の
者
な
り
。
石
田
茂
作
氏
の
研
究
で
は
、
「
写
疏
所
解
」
に
記
さ
れ
る
禅
院
寺
を
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
の
禅
院
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
石
田
氏
は
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
藤
野
道
生
氏
は
、
か
の 
”本
元
興
寺” 
東
南
隅
か
ら
移
し
建
て
ら
れ
た
と
伝
へ
る 
”道
昭
禅
院” 
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
擬
し
て
み
る
と
き
、
そ
の
場
所
は
、
同
じ
く 
”右
京” 
で
あ
つ
た
と
い
ふ
し
、
ま
た
、
道
昭
将
来
の
幾
多
の
経
典
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
は
れ
る
如
き
、
こ
の
建
物
の
有
つ
特
殊
性
格
か
ら
し
て
も
、
遣
唐
使
節
が
、
唐
に
あ
つ
て
写
し
帰
つ
た
と
見
え
る 
”仏
跡
図” 
を
収
蔵
す
る
の
場
所
と
し
て
、
極
め
て
自
然
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
述
べ
、
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
に
記
さ
れ
る
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
と
は
元
興
寺
の
禅
院
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
藤
野
氏
の
こ
の
推
論
は
次
に
挙
げ
る
発
掘
調
査
を
基
に
し
た
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
正
当
性
は
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
１
９
９
２
年
の
飛
鳥
寺
東
南
部
の
調
査
で
、
複
弁
八
弁
蓮
華
紋
軒
丸
瓦
・
重
弧
紋
軒
平
瓦
、
竹
状
模
骨
丸
瓦
が
出
土
し
、
東
南
禅
院
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
東
南
禅
院
は
道
昭
が
７
世
紀
後
半
に
建
て
、
平
城
遷
都
に
と
も
な
い
右
京
四
条
一
坊
に
移
建
さ
れ
、
禅
院
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
の
出
土
瓦
は
、
飛
鳥
の
東
南
禅
院
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
調
査
地
周
辺
に
禅
院
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
竹
状
模
骨
丸
瓦
」
と
は
丸
瓦
凹
面
に
竹
の
よ
う
な
細
棒
を
綴
り
合
わ
せ
た
、
ス
ダ
レ
状
の
圧
痕
が
残
る
無
段
式
丸
瓦
で
あ
る
。
従
来
は
北
部
九
州
の
地
域
的
特
色
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
畿
内
で
も
少
数
な
が
ら
出
土
例
が
あ
り
、
ご
く
限
ら
れ
た
工
人
に
よ
る
傍
系
的
技
術
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
と
右
京
三
条
一
坊
十
四
坪
か
ら
出
土
し
た
竹
状
模
骨
丸
瓦
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
右
京
四
条
一
坊
の
禅
院
寺
と
は
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
が
移
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
藤
野
氏
と
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
仏
跡
図
は
平
城
京
に
移
さ
れ
た
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
藤
野
氏
は
仏
跡
図
が
道
昭
ゆ
か
り
の
元
興
寺
禅
院
に
収
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
唐
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
跡
図
と
は
単
に
唐
に
ゆ
か
り
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
っ
て
価
値
を
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
文
本
実
は
仏
跡
図
と
玄
奘
の
関
係
を
重
視
し
て
、
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
ゆ
か
り
の
禅
院
に
収
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
う
可
能
性
を
想
定
し
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
は
仏
足
石
の
価
値
や
意
義
を
説
明
す
る
た
め
に
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
ほ
か
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
仏
足
石
銘
文
は
そ
の
撰
者
が
独
自
に
研
究
調
査
し
て
文
章
を
書
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
黄
文
本
実
が
仏
跡
図
と
と
も
に
仏
跡
図
の
由
来
と
意
義
付
け
を
禅
院
に
伝
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
銘
文
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
る
解
釈
は
、
も
ち
ろ
ん
黄
文
本
実
が
独
自
に
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
唐
で
学
ん
だ
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
唐
に
お
い
て
そ
の
解
釈
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
源
流
は
や
は
り
玄
奘
に
帰
す
る
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
よ
っ
て
仏
跡
図
の
意
味
を
説
い
た
記
録
は
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
玄
奘
と
同
時
代
を
生
き
た
道
宣
の
『
釈
迦
氏
譜
』
や
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』
の
中
で
も
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
の
で
、
玄
奘
が
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
典
拠
に
し
て
仏
跡
図
を
説
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
玄
奘
が
仏
跡
図
を
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
基
づ
い
て
理
解
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
提
示
し
て
お
く
。
『
続
日
本
紀
』
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
三
月
条
に
あ
る
道
昭
の
伝
記
に
、
又
謂
い
て
曰
く
、
経
論
は
深
妙
な
り
。
究
竟
す
る
能
わ
ず
。
禅
流
を
学
び
東
土
に
伝
う
る
に
如
か
ず
、
と
。
和
尚
教
を
奉
じ
て
、
始
め
て
禅
定
を
習
う
。
悟
る
所
は
稍
多
し
。…
中
略…
元
興
寺
東
南
隅
に
於
い
て
、
別
に
禅
院
を
建
て
焉
に
住
す
。
時
に
天
下
行
業
の
徒
は
、
和
尚
に
従
い
て
禅
を
学
べ
り
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
着
目
す
べ
き
は
、
道
昭
が
玄
奘
か
ら
「
経
論
は
奥
深
く
微
妙
で
、
究
め
つ
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
お
前
は
禅
を
学
ん
で
、東
の
国
の
日
本
に
広
め
る
の
が
よ
か
ろ
う
」と
い
う
教
え
を
受
け
、禅
定
を
学
び
は
じ
め
、
道
昭
の
帰
国
後
は
禅
を
学
ぶ
者
が
教
え
を
請
う
て
集
ま
っ
て
来
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
玄
奘
は
経
典
翻
訳
者
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
禅
定
を
重
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
禅
定
と
は
禅
と
定
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
定
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
sam
ādhi
で
あ
り
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
定
め
て
動
か
さ
な
い
瞑
想
を
指
し
、
「
三
昧
」
と
も
言
う
。
禅
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
のdhyāna
の
訳
語
で
あ
る
禅
那
を
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
瞑
想
し
て
身
心
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
定
の
一
分
と
解
す
る
。
し
ば
し
ば
総
合
し
て
禅
定
と
言
う
。
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
、
『
観
仏
三
昧
海
経
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
釈
尊
が
世
を
去
っ
た
後
に
、
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
す
る
人
々
も
ま
た
同
様
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
釈
尊
の
歩
み
を
観
想
し
な
く
て
も
、
釈
尊
の
足
跡
を
見
た
り
、
仏
像
が
行
く
姿
を
見
た
り
し
た
人
々
も
ま
た
同
様
に
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
で
あ
る
僧
侶
は
観
想
を
す
れ
ば
よ
い
し
、
専
門
家
で
は
な
い
在
家
の
人
々
は
観
想
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
仏
三
昧
と
仏
跡
図
を
セ
ッ
ト
に
し
た
理
解
は
、
仮
に
玄
奘
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
唐
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
仏
跡
図
に
対
す
る
信
仰
は
玄
奘
に
対
す
る
尊
崇
や
敬
慕
の
念
と
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、
黄
文
本
実
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
仏
跡
図
第
三
本
の
成
立
記
録
が
な
い
た
め
に
、
第
三
本
の
作
者
と
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
薬
師
寺
仏
足
石
左
側
面
の
銘
文
に
登
場
す
る
越
田
安
万
が
禅
院
寺
に
あ
る
第
二
本
を
模
写
し
て
第
三
本
を
作
り
、
そ
の
上
さ
ら
に
仏
足
石
作
成
の
素
材
と
な
る
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
し
、
ど
こ
か
の
寺
院
に
納
め
ら
れ
た
第
三
本
を
基
に
し
て
越
田
安
万
が
仏
足
石
作
成
の
た
め
の
下
絵
を
作
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
第
三
本
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
③
薬
師
寺
仏
足
石
の
成
立
第
二
本
の
成
立
を
論
じ
た
際
に
、
薬
師
寺
仏
足
石
正
面
の
銘
文
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
用
し
、
僧
侶
は
観
想
を
し
て
三
昧
に
入
れ
ば
よ
い
し
、
在
家
の
人
々
は
専
門
的
な
観
想
を
し
な
く
て
も
、
仏
足
石
を
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
罪
業
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
た
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
は
専
門
家
向
け
と
専
門
で
は
な
い
人
向
け
の
救
済
方
法
を
提
示
し
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
。
玄
奘
が
道
昭
に
禅
定
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
は
論
理
的
に
教
学
を
深
め
て
悟
り
を
求
め
る
面
と
と
も
に
、
仏
の
教
え
は
人
智
を
超
え
た
深
さ
が
あ
る
ゆ
え
に
禅
定
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
仏
の
力
に
頼
っ
て
涅
槃
の
境
地
に
至
ろ
う
と
す
る
面
が
あ
る
。
文
室
真
人
智
努
と
い
う
人
物
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
て
、
薬
師
寺
仏
足
石
の
作
成
を
発
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
智
努
は
天
武
天
皇
の
孫
で
、
『
続
日
本
紀
』
巻
二
三
に
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
法
名
の
「
浄
三
」
と
い
う
名
で
登
場
し
て
い
る
。
廣
岡
義
隆
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
前
年
に
光
明
皇
后
が
崩
じ
た
際
に
は
「
智
努
」
の
名
で
出
て
い
る
の
で
、
天
平
宝
字
四
年
六
月
以
降
に
出
家
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。仏
足
石
を
作
っ
た
の
は
、
出
家
す
る
前
の
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
智
努
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
仏
教
に
対
す
る
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
智
努
は
仏
教
が
必
須
の
教
養
と
な
っ
て
い
た
時
代
の
知
識
人
と
し
て
、
玄
奘
訳
の
経
論
に
基
づ
く
法
相
宗
の
唯
識
思
想
と
い
う
高
度
な
仏
教
思
想
を
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仏
足
石
か
ら
読
み
取
れ
る
信
仰
は
難
解
な
も
の
で
は
な
く
、比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
く
信
仰
で
あ
る
。
智
努
は
知
識
人
と
し
て
高
い
学
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、
理
詰
め
で
考
え
て
悟
り
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
妻
が
素
晴
ら
し
い
仏
の
国
で
安
楽
な
境
地
に
至
る
こ
と
や
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
福
に
な
る
と
い
う
理
想
を
求
め
る
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
④
仏
跡
図
に
関
す
る
小
結
本
稿
で
は
薬
師
寺
仏
足
石
信
仰
の
由
来
と
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
玄
奘
と
の
関
わ
り
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
き
た
。
第
一
本
仏
跡
図
は
王
玄
策
が
マ
ガ
ダ
国
か
ら
唐
に
持
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
普
光
寺
と
い
う
勅
願
寺
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
尊
重
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
跡
図
が
尊
重
さ
れ
た
理
由
は
、
マ
ガ
ダ
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
し
い
文
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
玄
奘
に
よ
る
価
値
の
保
証
が
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
第
二
本
は
黄
文
本
実
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
玄
奘
の
直
弟
子
道
昭
が
住
し
た
寺
院
で
あ
る
禅
院
寺
に
納
め
ら
れ
た
。
第
一
に
仏
跡
図
が
玄
奘
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
仏
跡
図
を
見
る
こ
と
で
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
観
仏
三
昧
と
い
う
禅
定
を
説
く
経
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
禅
院
寺
に
第
二
本
が
納
め
ら
れ
た
有
力
な
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
本
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
解
明
で
き
な
い
。
第
三
本
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
薬
師
寺
仏
足
石
は
文
室
真
人
智
努
の
発
願
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
信
仰
形
態
と
奈
良
を
代
表
す
る
大
寺
で
あ
る
薬
師
寺
の
信
仰
形
態
が
ほ
ど
よ
く
合
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仏
足
石
を
ま
つ
る
場
と
し
て
薬
師
寺
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
信
仰
形
態
の
特
徴
と
は
、知
識
人
を
満
足
さ
せ
る
高
度
な
思
想
が
信
仰
の
背
景
に
あ
る
こ
と
と
、
比
較
的
簡
単
に
誰
も
が
仏
の
世
界
に
至
れ
る
と
い
う
方
法
を
提
示
し
て
い
る
信
仰
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
薬
師
寺
は
唯
識
学
な
ど
玄
奘
の
新
訳
の
経
論
に
基
づ
く
教
え
を
伝
え
る
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
仏
足
石
を
安
置
し
て
お
ま
つ
り
で
き
た
場
所
で
も
あ
る
こ
と
で
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
知
識
人
の
信
仰
の
拠
り
所
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
補
遺
こ
こ
で
は
正
面
・
左
側
面
主
要
部
・
背
面
以
外
の
箇
所
の
銘
文
を
補
遺
と
し
て
提
示
す
る
。
【
左
側
面
第
十
行
方
格
外
下
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
左
側
面
向
右
下
部
】
（
本
文
）
知
識
家
口
男
女
大
小
（
書
き
下
し
文
）
知
識
の
家
口
の
男
女
大
小
（
現
代
語
訳
）
施
主
の
家
族
の
老
若
男
女
【
左
側
面
方
格
外
向
右
方
】
（
本
文
）
三
國
眞
人
淨
足
（
書
き
下
し
文
）
三
国
真
人
浄
足
（
現
代
語
訳
）
三
国
真
人
浄
足
【
右
側
面
】
（
本
文
）
諸
行
無
常
　
諸
法
无
我
　
涅
槃
寂
静
（
書
き
下
し
文
）
諸
行
は
無
常
な
り
。諸
法
は
無
我
な
り
。涅
槃
は
寂
静
な
り
。
（
現
代
語
訳
）あ
ら
ゆ
る
現
象
は
無
常
で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
存
在
に
実
体
は
な
い
。
　
悟
り
の
境
地
は
安
ら
か
で
あ
る
。
▼
写
真
２
　
　
薬
師
寺
佛
足
石・右
側
面
銘
文・刻
面
写
真
　﹇
飛
鳥
園
撮
影
﹈
五
、
佛
足
石
の
後
世
へ
の
影
響
﹇
大
阪
・
和
歌
山
調
査
報
告
﹈
　
　
林
昌
寺
佛
足
石
に
つ
い
て
今
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
共
同
研
究
調
査
で
は
、
古
代
薬
師
寺
仏
足
石
と
近
世
仏
足
石
の
時
代
の
空
隙
を
埋
め
る
中
世
仏
足
石
を
求
め
て
大
阪
府
泉
南
地
方
の
林
昌
寺
、
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
、
根
来
寺
、
粉
河
寺
の
各
寺
院
を
訪
れ
、
境
内
に
所
在
す
る
仏
足
石
の
調
査
を
行
っ
た
。
紀
三
井
寺
の
仏
足
石
は
戦
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
根
来
寺
の
仏
足
石
は
粉
河
寺
の
そ
れ
が
誤
っ
て
巷
間
に
存
在
が
流
布
し
た
も
の
で
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
除
外
し
、
林
昌
寺
と
粉
河
寺
の
仏
足
石
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
今
回
お
も
な
調
査
対
象
と
し
た
中
世
仏
足
石
が
あ
る
躑
躅
山
林
昌
寺
に
つ
い
て
、
同
寺
所
伝
の
由
緒
に
従
っ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
同
寺
は
、
有
名
な
中
世
荘
園
九
条
家
領
和
泉
国
日
根
野
荘
の
南
方
に
位
置
す
る
地
域
に
あ
り
、
山
の
南
西
斜
面
に
寺
の
諸
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
い
て
日
当
た
り
が
と
て
も
よ
く
、
風
光
明
媚
な
環
境
に
あ
る
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
。
近
隣
地
域
に
は
根
来
寺
、
粉
河
寺
な
ど
の
大
寺
院
も
点
在
し
、
高
野
山
の
麓
に
あ
る
こ
れ
ら
の
諸
寺
院
と
の
関
係
も
林
昌
寺
を
考
察
す
る
上
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
林
昌
寺
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
そ
の
開
基
を
行
基
と
す
る
古
刹
で
あ
る
。
行
基
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
三
院
六
坊
か
ら
な
る
当
時
の
寺
は
、
こ
の
地
の
水
質
が
鉱
質
に
富
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
山
菩
提
院
岡
寺
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
と
は
異
な
る
山
号
寺
号
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
近
隣
の
大
寺
院
で
あ
る
根
来
寺
が
、
平
安
初
期
、
粉
河
寺
が
聖
武
天
皇
没
後
の
宝
亀
年
間
の
開
基
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
地
域
で
は
古
い
由
緒
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
寺
が
現
在
の
寺
号
山
号
と
な
っ
た
契
機
に
つ
い
て
、
由
緒
書
き
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
平
安
時
代
の
後
期
、
第
七
十
三
代
堀
河
天
皇
が
当
山
に
行
幸
の
み
ぎ
り
、
山
つ
つ
じ
が
見
事
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
山
号
を
躑
躅
山
と
し
、
法
林
繁
盛
の
勝
地
と
な
る
よ
う
、
寺
号
を
林
昌
寺
と
改
め
ら
れ
た
。
」
平
安
時
代
は
熊
野
詣
を
は
じ
め
天
皇
の
行
幸
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
都
か
ら
和
歌
山
を
経
て
熊
野
へ
向
か
う
途
中
立
ち
寄
る
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
し
、
林
昌
寺
を
目
的
地
と
し
て
行
幸
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
天
正
年
間
に
は
、
織
豊
政
権
に
よ
っ
て
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
の
信
長
に
よ
る
雑
賀
攻
め
、
同
九
〜
十
（
一
五
八
一
〜
二
）
年
の
高
野
攻
め
、
同
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
秀
吉
の
紀
州
征
伐
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
泉
南
か
ら
紀
州
の
諸
寺
院
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
林
昌
寺
も
創
建
当
時
か
ら
の
堂
塔
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し
、
現
存
の
諸
堂
伽
藍
は
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
も
の
を
始
め
と
し
て
近
年
に
再
建
さ
れ
た
堂
塔
も
あ
る
。
現
在
の
林
昌
寺
は
、
京
都
の
仁
和
寺
を
本
山
れ
て
い
る
。
国
宝
の
薬
師
寺
の
仏
足
石
は
安
山
岩
と
み
ら
れ
る
が
定
か
な
こ
と
は
地
質
学
の
専
門
家
の
鑑
定
に
待
つ
ほ
か
な
い
。
三
回
に
わ
た
っ
た
一
連
の
中
世
仏
足
石
の
調
査
で
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
仏
足
石
が
古
代
に
た
だ
一つ
の
存
在
で
、長
期
断
絶
し
て
近
世
に
至
っ
て
再
び
各
地
に
出
現
す
る
と
い
う
不
自
然
な
残
存
状
況
に
つ
い
て
、一
定
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。中
世
に
も
確
実
に
仏
足
石
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、そ
れ
が
多
く
の
場
合
無
関
心
に
屋
外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
風
化
が
進
み
、そ
れ
と
認
知
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。現
存
が
確
認
さ
れ
る
法
然
院
、安
土
城
、林
昌
寺
三
か
所
の
中
世
の
仏
足
石
は
、
い
ず
れ
も
露
天
に
放
置
さ
れ
風
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
林
昌
寺
の
も
の
は
、
三
十
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
同
寺
の
絵
葉
書
に
は
、
よ
り
明
瞭
に
仏
足
の
文
様
が
看
取
さ
れ
わ
ず
か
三
十
年
で
酸
性
雨
の
影
響
か
、
か
な
り
風
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
回
の
調
査
で
は
、
根
来
寺
に
あ
る
と
い
う
仏
足
石
を
探
し
た
が
、
こ
れ
は
粉
河
寺
の
仏
足
石
を
誤
っ
て
根
来
寺
の
仏
足
石
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
も
の
が
拡
散
し
た
も
の
と
判
明
し
た
。
粉
河
寺
で
の
仏
足
石
は
参
道
入
り
口
す
ぐ
の
左
側
に
覆
い
の
屋
根
の
下
に
柵
に
囲
ま
れ
て
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
柵
の
周
囲
か
ら
か
な
り
距
離
が
あ
り
、
法
量
の
計
測
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
字
の
判
読
す
ら
か
な
わ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
石
質
は
安
山
岩
様
に
見
受
け
ら
れ
た
が
判
然
と
し
な
い
。
周
囲
の
側
面
に
は
一
面
に
篆
書
と
も
行
書
と
も
判
別
し
か
ね
る
変
っ
た
書
体
で
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
近
世
に
か
か
る
追
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仏
足
石
の
仏
足
そ
の
も
の
は
、
林
昌
寺
の
も
の
と
共
通
し
て
切
り
欠
き
部
も
確
認
で
き
る
の
で
中
世
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、
改
め
て
許
可
を
得
て
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
台
石
が
焼
け
た
よ
う
な
赤
み
を
帯
び
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
天
正
年
間
に
行
わ
れ
た
織
豊
政
権
に
よ
る
紀
州
制
圧
戦
の
粉
河
寺
焼
亡
と
関
係
し
て
い
る
と
す
れ
ば
中
世
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
現
時
点
で
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
め
た
い
。
六
、
結
び
に
か
え
て
本
研
究
は
、武
蔵
野
大
学「
し
あ
わ
せ
研
究
」の
基
金
を
受
託
し「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
初
期
仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南
市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
中
世
の
可
能
性
が
高
い
粉
河
寺
の
も
の
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
薬
師
寺
佛
足
石
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研
究
蓄
積
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
研
究
史
の
上
に
確
か
な
地
歩
を
築
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と
そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三
年
間
に
わ
た
り
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
石
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
の
研
究
は
、
垤
和
本
精
拓
本
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
採
拓
者
で
あ
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
金
木
和
子
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、
昨
年
度
、
閉
門
後
の
夜
の
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
も
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
「
書
」
と
し
て
刻
さ
れ
て
い
た
か
知
り
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
お
蔭
様
で
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
な
る
べ
く
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
○
本
研
究
は
、
第
一
・
三
節
を
廣
瀨
、
第
四
節
を
遠
藤
、
第
五
節
を
漆
原
が
執
筆
し
、
第
二
節
を
廣
瀨
・
遠
藤
、
第
六
節
を
漆
原
・
廣
瀨
で
共
同
執
筆
し
た
。
○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
平
成
31
年
度
し
あ
わ
せ
研
究
費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
【
註
】
（
１
）
田
村
圓
澄
「
摂
論
宗
の
伝
来
」
（
速
水
侑
『
論
集
奈
良
仏
教
第
一
巻
　
奈
良
仏
教
の
展
開
』
、
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
二
五
頁
を
参
照
。
（
２
）
四
角
で
囲
っ
た
箇
所
は
空
欄
の
意
味
で
あ
る
。
（
３
）
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
年
再
版
）
三
〇
頁
を
参
照
。
な
お
こ
の
書
物
は
一
九
三
〇
年
の
初
版
本
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
再
版
本
を
参
照
し
た
。
（
４
）
藤
野
道
生
「
禅
院
寺
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
六‒
九
、
一
九
五
七
年
）
四
一
頁
を
参
照
。
（
５
）
原
田
憲
二
郎
、
森
下
惠
介
、
池
田
富
貴
子
『
平
城
の
甍―
平
城
京
出
土
瓦
展―
』
（
編
集
：
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
、
発
行
：
奈
良
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
頁
を
参
照
。
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。
http://w
w
w
.city.nara.lg.jp/w
w
w
/contents/1227078972143/files/i-
raka.pdf
（
６
）
廣
岡
義
隆
「
文
室
眞
人
智
努
の
生
涯―
天
平
一
知
識
人
の
憂
愁―
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
、
一
九
九
一
年
）
四
五
頁
を
参
照
。
（
７
）「
善
き
友
人
」
の
意
で
善
知
識
と
も
い
い
、
仏
の
教
え
を
説
き
勧
め
て
善
導
す
る
指
導
者
や
、
寺
院
や
仏
像
の
建
立
の
た
め
に
金
品
を
布
施
す
る
人
物
を
指
す
。
こ
の
箇
所
で
は
施
主
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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銘
文
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し
て
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書
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元
　*
武
蔵
野
大
学
教
育
学
部
†
武
蔵
野
大
学
文
学
部
†
†
武
蔵
野
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
学
部
と
す
る
真
言
宗
御
室
派
に
属
し
、
別
名
を
岡
大
師
と
称
す
る
よ
う
に
泉
州
地
区
の
弘
法
大
師
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
国
三
十
一
番
札
所
と
し
て
近
世
に
も
栄
え
た
寺
院
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
は
写
真
３
・
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
側
面
上
下
の
二
か
所
と
左
側
上
部
一
か
所
の
計
三
か
所
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
写
真
画
像
か
ら
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
線
刻
さ
れ
た
仏
像
の
輪
郭
が
残
さ
れ
て
い
る
。
右
側
上
部
と
左
側
部
分
の
線
刻
は
風
化
が
進
み
か
ろ
う
じ
て
線
刻
が
看
取
で
き
る
も
の
の
明
瞭
で
は
な
い
が
、
左
側
手
前
下
部
の
切
り
欠
き
部
分
に
は
比
較
的
明
瞭
に
線
刻
さ
れ
た
小
仏
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
背
後
に
直
立
す
る
青
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
「
仏
足
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
近
世
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
切
り
欠
き
部
分
に
線
刻
の
仏
像
が
見
ら
れ
る
の
は
、
す
で
に
本
研
究
Ⅱ
で
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
京
都
法
然
院
の
仏
足
石
（
写
真
５
・
６
）
と
安
土
城
仏
足
石
（
写
真
７
・
８
）
の
二
つ
の
中
世
仏
足
石
と
共
通
す
る
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
初
伝
の
通
り
林
昌
寺
仏
足
石
は
、
中
世
の
仏
足
石
で
あ
る
と
見
て
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
台
石
の
側
面
に
切
り
欠
き
部
分
が
あ
り
そ
こ
に
線
刻
の
小
仏
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
、
多
く
の
近
世
・
近
現
代
仏
足
石
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
中
世
仏
足
石
の
識
別
点
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
台
石
上
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
仏
足
本
体
そ
の
も
の
が
、
技
巧
的
な
近
世
の
仏
足
石
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
単
純
素
朴
で
雅
味
が
あ
る
と
い
え
る
印
象
を
受
け
る
。
林
昌
寺
仏
足
石
の
石
質
は
玄
武
岩
の
よ
う
に
見
え
受
け
ら
れ
る
が
、
苔
や
泥
の
付
着
に
よ
り
明
確
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
近
世
近
現
代
の
仏
足
石
の
多
く
が
、
黒
御
影
石
あ
る
い
は
御
影
石
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
法
然
院
の
も
の
は
緑
泥
片
岩
（
秩
父
青
石
）
、
安
土
城
の
も
の
は
安
山
岩
が
用
い
ら
